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お湯と仲よく暮らしたし トPRI OR

お湯を上手に使って生活する人々をプリオー

ル人といいます二

ガス温水暖房& 給湯システム、、エックス

プリオール勺立新しいタイプのセントラル

ヒーティングシステム。プリオール人になって、

毎日わが家で快適漂流しませんか。

1 便 刺 だ ね 、 浴 室 が 乾 燥 室 に 早 変 わ り

J谷，，"，

浴室スペースを利用して、雨の日でも夜でも

洗たく物をカラッと乾かせま1

2 ーもとからのポ力? 密 よ

暖房用温水を利用したふく射熱が、効率よく

足もとからお部屋全体をあたためてくれますユ

家族があつまるリビングなどにピ y タリですね。

3 サウナでからだλ ツキリ、笛日サッパリ

［ｾＪサウナ

わずかなス ペ ース ・維持政て¥気軽にわが家

でサウナをどうぞ。いま評判の低温の遠赤外

線サウナて¥へルシー ライフはし、かが。

苫3 】 ー毛f f . 分

勺 I b  

温水ならではの 7 イルドな i昆j誌が、下吹き出

しでお部屋いっぱし、に・ 1 又は冷房もO Kの

頼もしい l味 方 で す。 またお古所などには、

ビルトインタイプの足むと暖房も重宝ですね。

. . . J . _  J c_ _ 一一ー一一ー つ芯れて

お古戸斤はもちろん 、 お j風呂にシャワーにI先

而 所 に 。 いつでもお好みのi 1 i I . . 度が選べ る

セントラノレ給湯システムで七

; 資料附求券 :

資料ご希望の方は…- 〒541 大阪市東区平野町5-1 大阪ガス営業部前プリオール" 係まで j… K

エックスプリオールは、組み合わせ自由 。

また、プランごとにあらかじめ価 格 を定めた

パック側 絡 で す の で 、 設 { 脂質用 は簡 単 に

計算できますL

たとえば上言己フ. ランでは約 160万円ですミ

。大医針叉
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4 国立京都国際会館・イベント

ホール新築工事の見学

京都、 i各 北 の 美 し い 自 然 と 的 か な 環 境 に 恵 ま れ た 宝 ヶ 池 の ほ と り

に 、合 主 主 造 り 様 式 を 現 代 建 築 に 生 か し 、 話 題 を 集 め た 国 立 京 都 国 際

会 館 が 建 設 さ れ て 20年 近 く に な り ま す。

以 来 、 世 界 有 数 の 国 際 交 流 の 殿 堂 と し て 多 く の 会 議 に 利 用 さ れ て

き ま し た が 、 今 回 、 近 年 の 会 議 綴 式 に 対 応 す る た め に 、 会 議 に 併 設

す る 各 種 の 展 示 や 、大 集 会 、 大 型 の パ ー テ ィ な ど 多 目 的 に 使 用 で き

る施 設 と し て 建 設 さ れ た の が、 このイベントホールで、す。

こ の ホ ー ル は 、 展 示 場 は 3 ，OOOm¥ 天 井 の 高 さ が23 m も あ り 、 大

空間を形成する特殊スペースフレーム鉄骨の苦手棟造りで、 内 外装と

も コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上 げ の 巨 大 な も の で あ り 、 隣 接 し た 国 際 会

館 本 館 と 調 和 の と れ た 風 絡 の あ る 社 寺 建 築 を 恩 わ せ る 容 姿 が 、 美 し

い 自 然 の 景 観 に 良 〈 マ ッチ し た 大 展 示 場 で す。

ま た 来 春 に は 、 数 日 に わ た る 連 続 し た 会 誌 を 運 営 す る 関 係 者 の た

めに、 60人 収 容 の 宿 泊 施 設 が ホ ー ル に 隣 接 し て 建 設 が 進 め ら れ て い

ます。

今回は、 4 月 オ ー プ ン の 直 前 に 、 京 都 国 際 会 館 の 特別 のご厚意と、

近 畿地 方 建 設 局 、 大 谷 幸 夫 研 究 室 並 び に 大 成 建 設 株 式 会 社 各 位 の ご

協 力 に よ り 見 学 で き る 機 会 を 得 ま し た 。 多 数 ご 参加 を お 待 ち し ま す。

日 時 3 月30 臼ω 集 合14 : 00→解散 16 : 00 ( 現地)

集 合 場 所 京 都 ・地 下 鉄 「 北 大 路J 駅 ( 終 点) 下 車 → 南 改 札 口 よ り

地 上 へ 出 た と こ ろ の パ ス タ ー ミ ナ ル 付 近 の 路 上。目標会旗

・集 合 場 所 よ り タ ク シ ー に 分 来 し て 現 地 に 参 り ま す。

〔参考〕 地下鉄は国鉄 ・京高11駅、阪急. i U>!I ・烏丸駅から jili 給しております.

所要約 12- 15分。

定 員 40名

参 加 会 費 会 只 600円

( タ ク シ 一 代 含 む。 当 日 い た だ き ま す )

会 貝 外 800円

申 込 方 法 往復業主?に て 、 氏 名 ・勤 務 先 名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用

宛名 ・郵 便 番 号 を 記 入 し 、 「 国 際 会 館 ・イベ ン ト ホ ー ル の

見 学J と 明 記 の 上 3 月25 日( [ 1 ) まて・に建築協会卒業謀へ。

( 大阪市北区村正回 1 - 1  - 3  - 2 1 0 0 ，大 阪 駅 前 第 3 ビル、

21 F )  

建築概要

所 在 地 京 都 市 左 京 区 岩 倉 大 鷲 町375

発 注 者 建 設 省 近 畿 地 ) i 主II 設局

設計 1張型 ( 的大谷初f:允室

Ｈ船木村俊彦防造設 ｾｪＧＡｊｾ 務所

純i 工 OJ ! ; 築) 大成ill 設株式会社

敷地fffifl 't 18，000. 001'  
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。お詫び 毎回の会21: 発行) ! 並立! 1て' 恐*1;1ながら、

Ｍｬｴｩｬ の ｽｪ にはこの ＱＱｾＧｲＧＱＩ￭ 比学のご参巧にな

らない場介もあり、お，: ( ，びいたします。

日本建 築 協 会 会告一 一 一 一

国 立 京 都 国 際 会 館 の イ ベ ン ト ホ ー ル

日本で初めての本俗的な京都国際会館会議場は、l I i'H日41年の竣工以米、

7，6271牛・2，249，930人余りの人々に、会議の舞台として提供されてきた。

日本や外問にとって非常に重要な全識も含まれ、その意味では主II 設白[ 守を

十分* たしてきたと言えるだろう .

しかし、この風光明的の古都京都の会議場も、当初の姿を変えざるを得

なくなってきた。近代国際都市の三胞の神様は、国際会議場と展示場とホ

テJ レと言われているが、この目的に添 7 ょう w: 設計阿をしたものである 。

会議場全体の敷地は 157 ，100 m' という広さにあり、東南には予言胞の山 ・

比叡山を望み、南西には自然の風光I也 宝ヶ池をひかえている 。 そこには、

すでにこの風光明 lii の背景を取り入れて33，400m' の国際会議場地設が建っ

ている 。そして、この本館と ! I VI工場をはさんで一級河川岩合川がh'fい水を

流しているが、今回の計画では、附;M干展示場は、この岩倉川をはさんで駐

ｾｉ ｩＮ場世間に建設することとした。施設鋭校に凡合う敷地を会館周 ｦ ｊｬｩ ｊ に総保す

ることが困維なためである 。なお、会館とは川をはさんで日I!(* となるため、

述給用通路の確保も必要となり、可E功屋線イすき僑をもうけている 。

展示場は、古都京r . sのイメージと凪L致地区内であることを考慮して、干汗

械造りとし、事T線を下げ、外観上巨大であるとい う印 象をおさえる努力を

した 。控屋内は、当初は展示オンリーに々えていたが、経営的要求を配慮

し、多目的ホールとした 。 また、全議Hfi しの際は必ず地備裏口の早朝 ・夜

lii! と作業が続くことと、持ち物の離はんの問題(警備がJ要請3含む ) 、服装の

;  ..  n伴えなどのi問題から、本建屋と同干来内に宿泊地設をもうけている 。近年

各地で会議場ill 設がなされている が、これ らにはない新し い発泡! である 。

建屋内は 3，OOOm' の広さを持つ平土! 日l、村なしとし、方形配位とした。

JrJ  liI ll こ妹台をもうけ、陰になる苦11分をなくし、凡透しセEとTT科書1) 栄を円以丘

Ｈ Ｑ 力に巧 ｉＮｾ している 。 また合同 Ｑ スペースの新 ｩ 小を号ｼるべく、持 ｉｌ［ 下を介 Ｑ ・ Ｑ Ｑ ス

ペースとして 利用するようにした.

設備而での特色としては、多目的性ゆえに調光装置を備えていること、

展示そのものも通信を中心としたものが多〈与えられることから 40回線の

端子を床 8 ヵ所にわたり配置し、近代通信展示に備えていることがあげら

れる 。さらに、学術展示や、一般展示にも適応できるよう、 15chの赤外線

式解説装置を自己している 。その他、本館との述結性から大' I ' l ( IOmX 7 m)

の映像中継投制ilbセ y トしてある .

先に述べたように、集会 ・宴会期に、電動録台 (J.ill設11寺平床 ) をもうけ

たが、当然、これに応じるよう 4 本の美術パトン、 7 本のI ! 日明パトンを取

り付け、 ｾｉ 光減ＱＱ｜ができるようにしている 。 ホール附には Ｑ Ｕｭ のノぐトンを

114角形に配し、 "1" 央に大盟1tlillj) ｾ目下げ ｬｬｦｩｬ ザ ｪ ノ〈トンを設 ｩｅ した 。 これら ｭ｜ｗ ｉ

WU11のため、内然光のi虚断がシャ y ターブラインドと H川下板を空気圧作動

で一挙に Iml!!'! できるようにしたが、一見に fluするものと l'lft している 。

(国立京町11匝l際会館施設部長 田熊 ｦ ｊｾｌ Ｇ ，1己)

建築と社会 1985年 3 }l サ 1  
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‘ 各支部選出評議員の当選

苦11 より下記のとおり評議員の決定通知がありました 。

'  

記

夫 ｾＱ (長谷脅'1建築設計事務所)

Ｍｩｐ［Ｈ［Ｇ 日川建築 Ｔｾ 務所Ｉ

刻H 't Ｈ日下建築 ιｊｾ 務所 Ｉ

生 計 ( 中野 久生主II 祭 事 務 所)

登 4J ( 大 之 木 j j ) ; 設)

夫 君 ( h'i 旧 工 務 的 )

'  

議

壁f

力日

紛i

⑤〉ご

)1&@I脅m

1. (恥t，凶comぱ

9. ."'"司，b< ｾ＠
¥UUI UX  

3.r. .tr-

ｾ ＮＹＮ＠ .. a.st  

:>.J t¥t lばR

6. ) ;由 仏 申

7.}O時 恥 向 山 平

O.T. s .，.i : l :す訟

ｾ先 品田 ｭ

、f

2  

各

4 監事並びに本部所属評議員の当選

昭和60年 2 月27 日開催の通常総会におきまして、監事並びに本部

所属評議員の選挙を執行し、たしました結果、下記のとおり当選者が

決定いたしました。

利

鉦

英

久

辛

ン ア

パ りから 800 粁南のラングド ック 地方のオード 川に

あるカルカソンヌの「ラ ・シテ」は、 3 世紀ごろの

古代ローマ 11寺代と 13世 紀ごろの 中世11寺代の面; ; 与を色

濃く残す城塞都市である 。内外二重の城壁で固まれ

ているが、とくに北半の内城壁のナルボンヌ門( 東)

とオード門( 西) との 間は、ロ ー' 711寺代の築城をその

まま伝えている 。塔は内城壁に 29、外城壁に 17を数

える 。 シテ 内部には、コ ンタル城 、聖堂 、野外劇場

なとある 。現在人口 1000人。

t、

オード' ' ' ' より望む*，"，に 当たるナノレボンヌ' ' ' ' と応パノレパカン扉より

長 谷 部

森

日

稲

下

野

禁

固

( 来 海 支 部)

( 和歌山支部)

( 中 国 支 部 )

耕 三 君 ( 来本主II 設 工 業)

哲 也 君 (12 問 主II 設)

( 屯気苦11門)

市 太 郎 君 ( 八千代'.11: 設工業)

i原 日主主t ( 大 阪 m公 l暖房 )

繁 君 ( 近 畿 電 気 工 '1>)

( 管工苦11門)

勝 者 ( 三 起 水 道 工 業)

義一良II .B' ( 治 水 工 業 所)

健 一 君 (大 公 社)

( 建材部門 )

忠 三 郎 君 ( 平 田 タ イ ル)

松 雄 君 ( 三 友 工 業)

図

示L
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水

場

本

尾

山

型f
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日

屯
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井

市

羽

監 事

進 君 ( 大 阪 市 立 大 学)

本部所属評議員

幸 男 君 ( 多井生II 築研究所)

"ix 君 ( 大 阪 府 包 絡 室 )

( 総合部門 )

司 自11 :e (松 村 組)

俊 一 者 ( 大 日 本 土 木)

喬 成 君 ( 鉄 主主主I t 設)

幸 作 君 ( 安 藤 建 設)

静 二 君 (鴻 池 組)

清 次 者 (三 井主: t t ｾＩ＠

正 信 君 (西 低 迷 設)

古月

チキ

家

上

村

杉

回

石

尾

瀬

多

井

内

大

沖

白

高

百

多

福

カノレカソンヌのラ



栄 ( 日目12卒 ・トーヨーサ y シK. K. 顧問 )

雄 ( 1沼121);: ・協同機材K . K . 社長、共立建設K . K . 社長 )

造 ( 1Il:l 13卒 )

自11 (昭13卒)

三 ( 昭14卒 ・大阪工業大学短期大学部教授 )

雄 ( 11召14卒 )

自[1 ( 日召15卒 ・関西大学教技)

努 ( 昭17卒 ・鹿島建設以顧問 )

光 男 ( nl:l 17卒 建 設 業 振 興 基 金 試 験 研 修 本 部)

倣治自[1 ( 日目171);: )

定 男 ( 昭17卒 平 田 建 築 構 造 研 究 所 代 表 取 締 役)

信 ( 昭20卒 奈 良 女 子 大 学 教 綬)

泰 ( 日目20卒 ・bl 家建築4j : 務所社長 )

也 ( 11召20卒 ・神戸大学名誉教授)

笠 ( ｮ ｬＺｬ ＲＱ ＱｪＧ ｾ＠ 浜田建築事務所)

ri'l (昭22卒 ・石川工業高等専門学校教授)

章 ( 1Il:l 26卒 田三湾建築設計事務所)

治 ( 1Il:l 321);: 竹中工務庖大阪本庖設計百[l iJ IJli[1長)

史 ( 昭32卒 ・京都大学助教授 )

治 Ｈ ｮ ｬＺｬ ＳＳ 卒 ・ 日本電信 ｾｬｩ 話公社建築局調ゴ主役 Ｉ

お安日らせ

寅
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土

稲
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自

向

小

櫛

三

久

三

後

お知らせ

<J 第 5 回京大建築同人展

- 5 月に開催-

京大建築同人展は、京都大学工学部建築学科卒業生で、余技とし

て洋画制作をしている者のっち、有志が近作を毎年 l 回出品してい

るもので、本年は第 Ｕ 固めの Ｑｾ ｦＮ ｈ ｩｊｩとなり、下記の通り、出品者 ＲＵ 名、

作 IRs約 100 点を予定しています。ぜひお立ち寄り下さい。

11 :  0 0 - 18  :  0 0  昭和6 0年 5 月 2 日 附 - 5 月 7 日(刈

アートプラサ" (大阪市北区+ 在住11 丁目 2 - 2 - 200・

ｊ レ Ｒ 階 ・ 会 場｛在ｪｊｦｩｾ正 話 ＰＶ Ｍ ＳＴＴ Ｍ ＶＰＹＷ )  

期
4

E

4

E

 

阪駅前第 2 ピ

児 ( 日目 6 1);: )

三 ( Ui'l 8 卒 京 郎 大 学 名誉教抜)

繁 ( 昭10卒)

正次郎 Ｈ ｊＱｬＺｬ ＱＱ 卒 飼 ｾＱＺ 工業大 学 教筏 Ｉ

時 三 ( nl:l IV 手・京都工芸繊維大学名 件数授)

，f IJ 

ｾｲｊ＠

ん

毛

山

留

M

M

石

三

百

福

山

内

場

出品者

可

‘  

南よりの全景 ・手前は野外劇場北西部の城壁とl > '
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シ ェ ラ リ ゾー 卜 ア ウ ゼ

設 計 監 理 い る か 設 計 集 団

設 備 設 計 山 口 建 築 環 境 研 究 所

楠 造 助言 金 谷 弘 神 戸 大 学 教 授

施 工 横 田 木 材 、 下 川 設 備 、 宮 図 電 気

所 在 地 長 野 県 北 安 祭 君 目 白 馬 村 大 字 北 城窓 口261 ー 72- 2558

敷 地 面 積 1，097. 94 m・

建 築 面 積 279 . 30 m' 

延 床 面 積 567. 87 m' 

情 i宣 規 模 8  1  ( R  C ) 、 2 F  ( 木造)

愚 高 高 さ 13. 00m 軒 高 8. 95 m 

エ 湖 昭 和 57年 7 月 一 昭 和 57年 12 月

外 装 仕 上 屋 根 カ ラ ー 鉄 板

外 壁 杉 板 、 下 見 貼 、 オ イ J レステイン( 一部 o p)  

T e am Z o oい る か設 計集 団

1978年 象設 計 集 団 神戸 ア トリエと し て 発 足
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中川倶子( 代表、 1939年 生 、 神 戸 大 卒 )

エ 旗 孝 子 ( 1948年 生 、 日 本 女 子 大 卒 )

向井宏、郎( 1954年 生 、 早 大 M C 卒 )

吉 村 雅 夫 ( 1957年 生 、 神 戸 大 卒 )

西 山 英 夫 ( 1959年 生 、 熊 本 工 業 大 卒 ) が 参 加

主 な 作 品 神 戸 市 王 子 動 物 園 こ う の と り 舎 、 北 野 小 学 校 正 門

環境デザイン、 ドーモ ・バレーナ、 ドーモ ・ロンパ、 ドー

モ コ ン ク ー ラ 、 明 石 海 峡 プ ロ ム ナ ー ド な ど

T eam Z O O いるか3支計集団

川

林があった . 附や肝' . きつつきや! ) l ; 公. "花

や兎. 虫込とイEi 主的世界であ った. 勺どけ

水はせせ句さ' をかなでていた 。

樹々は切られ人はドI r ? ¥を楽しむため自然を

段してもぺ. せめて林に昼似をかけ、美し

い記ｴｩＡＺを ｾｉ 日 ｬ にとどめようＮ

ぷ¥‘

4 ー〈三

小uのmのように、あちこちに，し、J也よい桜

ぐらをつ〈ろヲ . 向いところにあ 勺たり、

g すみにあ ったり、やさしげな1 > ' 1々 の技与

のかく ｩｬｾｭ ｊ［￞Ｎーたち Ｎ

大きな拠を1 :1: げ、やさし〈包みニむ。 い〈

っしのエスキスを市ねた .

人々が絡まるスペースには大本と i吸が.

" ; の降リf 1't (， る大路 倒的下町

向いJ e i t - はトラスが正える .

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 ( 浦 山 ・ 黒 )11)
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1838 松山市総合コミュニティセンター・体育施設

設 計 佐 蔵武夫設計事務所 ・日本設計事務 所J V

施 工 清 水 建 設 ・大成 建 設J V

a  愛媛県絵 山"i 千}iH町7

b .  26 .875 .75 111 

a  ｲ｜ 巧 砂 ｩｬ ￯ｾ ＧＩｪ 砂町明日町

b .  - m:  

C .  1. 900. 13111'  

d .  4 町 005. 10111'

e .  RC (-IlI IS ) 、 3 F  

f.  11(1和158年 9 月- 1沼相59年 3 Jl

g.  111i!J，訂正鋭、向砂駅

c .  4 . 146.63 111 

d .  13，979 .99 111 

e .  RC(p .C コンクリート 併用 ) 、8 2 、 2 F  

f .  111'，布日;8i! 三3 }j -1I !l 平1159i!三 10) J

g  岡 鉄 子 司t本. t J i ! 松山路1<

1839 名 鉄 協 商 コ ン ビ ュ ー タ ー ビ ル

設 計 ・名 鉄 不 動 産 建築 事 務 所

施 工 . 鴻 池 ・ 矢 作 建設 J V

a .  :1' ，山辰 "，中村区名駅南 1 - 21ー 12

b .  1.104 .73 111'  

C  • 932. 76 111'  

d .  7.376 .31111'  

e .  SRC、8 F、1' 1

f  昭和58年 7 )J - 1I {l 利59年 5 )  J  

g .  13i l$1、名欽 近 鉄 線:1'， Ｑｾｬｨｬ 駅

‘' 

三，乞

1840 県 立 神 奈 川 近 代 文 学 館

設 計 : 浦 辺 建築 事 務 所

施 工 ー清水 建 設

a  神奈川県償浜市 中区山手町118- 1  

b .  9. 108 .7111'  

1841 域全日空ホテル・シェラトン(堂島対班りげング)

設 計 日建 設 計大 阪 本 社

施 工 大林組・大成建設 ・鴻 池 組J V

a  大阪市北 区立 J:h浜.ilfi 1  - 3 0  

b .  4. 610 111'  

C .  3.402111'  

d .  44 .770111'  

e.  S、RC、SRC、8 3、23 F  

f . 1昭和57年 7 ) J - I昭和59.i 1三9 J J  

g  地下鉄 IJqつ防線 l肥後tff，!IR

c.  1，661. 9m'  

d.  5.407 .4m'  

e .  RC、 8 3 、 2 F

f . 1I 百平日57年 7 )' J  - 1I 1:l .f 059年 3 Jl 

g  同鉄似岸線石川町駅

1843 ソ ニ ー 商 事 名 古 屋 ビ ル

設 計 竹 中 工 務 庖 名 古 屋 支1苫

施 工 竹 中 工 務 唐 名 古 屋 支 l苫

a  .  ｾ町内 屋 市中 区栄 Ｑ - 2 3ー 10

b  .  971. 08m'  

C .  776 .84 m'  

d.  7.818 .07m'  

e .  RC、8 1 、9 F 、Pl

f . 1I昨 日58年 9 月ー 昭和59年10J J

g. 地下鉄 点山 線伏見駅

1844 熊 本 県 健 康 セ ン タ ー

設 計 大 宏設 計 事務 所

施 工 ・フジタエ 喋 ・増 永 組 J V、東 建設

a ョ熊本 市東町

b .  10.079 .73 m'  

c .  3.096.50 m'  

d .  7，280 .55 111'  

e .  RC、 3 F

f . 1I百平1158年 9 Ｉ ｾ＠ - D!{f 1159年 10J J

g  国鉄鹿児向本線熊本駅

8  雄第と 社会/ 1985年 3 JI ¥j 
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可

』

可

、

1842 成 瀬 記 念 館

設 計 . 浦辺建築 事務 所

施 工 . 清 水建 設

a.  *京r . l 1文京区 11 ( I f;  2  - 8 ー l

b.  23.932 .49 111'  

325 .17  m'  

d.  586 .00 111'  

e .  RC、 2 F

f .  ＱＱ Ｑｻ和 ＵＸ 年 Ｑ Ｐ Ｉｾ -1I !l ;f 1159年 6 Jl

g  地下鉄イT楽町線A盟国寺駅、 IJi l$:J<iJ l下線 i l l ' J! IJ<

1845 片上駅前地区第一種市街地再開発事業施設

設 計 高 田 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊谷組・問組・藤 田 建設 J V

a  俗的市西片上字西 1226他

b .  4 .480 .00 m'  

c .  4  .030"  76 m'  

d .  30，242.89 m'  

e .  SRC  (一部 S )、8 2 、7 F 、1' 2

f .  111'，和58年 2 月-1I1'，;f 1159年 10Fl

g  悶鉄赤島 ｾ ｾ線酋 ｪｦ 上 駅



、

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

編 集 委 員 会 法 令 分 科 会

法 令 コ ー ナ

1' ( ¥1: なと' の役fi .・』を JヲI年ちして必リます.

う る お い の あ る 美 し い 県 土 づ く り を め ざ し て

ー ふ る さ と 滋 賀 の 風 試 を 守 り 育 て る 条 例一
修景モデル案一水と 緑に続しめ る楽しい湖 岸 プ ロムナード

の一例

従米の ｊ 也 ｴｾｉ［ｾＱ 発や施設繋 Ｑａｉｉ は、ともすれば快適 周辺対観との制手口が得られるよう景観形成 ｬ ， ｾｩｗ に する協定を求めることができる旨のm定を白いて

な生活環境づくりという観点からの取り組みを忘 基づき指導、助言をして jit 観 j移成を図 っていく 。 いる 。

れがちであ ったが、最近は、その反行も込めて、 これらの地J或 ・地区の指定、長観形成基本計画 第凶は、県が行う ｾￇ｜ 土の全般的な施策と相ま っ

人Ill l生活にと っての快適性の追求という註より質 や却、観形成法 ｩｬｾ の決定については、関係市町村と て、 市町村が地域の特性を生かした自主的な施策

の l市の充実を図 1) 、地械の特性を生かした美しく 協議して以が笑をつくり、関係住民に対する説明 を推進していく場合に、知事は市町村長の求めに

採らしよいまち づく り、地戚づく りをしてい くこ 会の Ｑｾ ｦＮ ｊ ｈｩ ｩ 等内容の周知 Ｑ を図 っ た上で公告し、縦覧 応じて必要な技術的助言等を行っていこうとする

とが必喜l! と巧えられるようにな ってきた 。 に供し、住民の意見 を総くとともに、関係市町村 ものである 。

これらに鑑み、滋 ｴｾ ｾｾ Ｎ ｾではすでに「わがまちを

美しくコンクール」、「美しいマチをつくる 1 % 'J';. 

ｾｊ 、「陀しの滋 ｴ Ｇｩ怨築賞制 ｊ 変 ｊ ｾ 卒、 ｖ ， ｗＮ｜Ａ［｝ の・ ｊＧ［ ［ｲＺ［

や制度の失地により、景観に対する ［ 芯 ｊ 置の正 Ｚｪｾｾｪ と

対策に力を入れてきたが、今後、風欽地区をはじ

め、地区計画、美観地区、建築協定制度など、 )jt

飢に |則する現行持1 I ，1] J 交を最大| 燥に生かしつつ、 V，¥

土全体の京鋭対策を総合的かつ長 JUJ( I(j に推進して

いく意味から、その位となる本県独自の条例を制

定したものである 。

条例の枠組み

ｾーは、 地域・地区の指定による景観対策 であ

り、本県 の j it 1 J l . を象徴する琵琶湖およびそ の湖出

から 一定の区成 (琵琶湖景観形成地域) を、また

ｖ ， ｴ の代表的な 山陵や琵琶湖の ｉｾｴＺ 裂が優れた道路等

の区間の一定区域( 沿道景観形成地区 ) 、周聞の

J;( 1sl とl例制して優れた景観を呈している河川等の

区II¥J の一定区域 ( 河川長鋭形成地区) を指定する 。

れ地域 ・地区については、 izt 程11. 形成のため のJ島本

的、総合的な万Zi を雌 1) 込んだ:!;t 飢形成基本，ili 回

を定め、さらに建築物、工作物の形態、色彩、敷

地の緑化等や、木竹伐採の規校、 事後十1?置等守る

べき ｊ 主準をよｾ，体的に示した ｩ 止をＱＱＮ形成 ｊ ， ｾｗ 主を策定す

ることとしている 。つぎに、これらの地威 ・地区

内て~建築物、工作物の新 ' W: ' 改築、移転、外観

の脱線符えまたは色彩変更をしたり、水竹ーの伐採、

土地の改変行ゐをしようとするときなどは、あら

かじめ知 Ｇｊ￧ へ届け出をし、必裂に応じ、知 Ｇｊｾ から

長および)i( 程lI. i持議会のIE凡を聴いて決めることに

しており 、行政の押しつけでなく住民の合意によ

って奴観形成を図 っていこうとするものである 。

第二は、 大規模な建築物、工作物に対する景観

対策 である 。 この条例では向きが1 3 m以上または

4 階建て以上の悠築物、工作物を「大規模建築物

等J として対象にしている 。大規絞建築物苦手は、

周辺景観への ［￠ ｾ ｾＮ 中が大きいことから、知 Ｇｊ￧ は景観

審議会のｾ凡を聴いて指導Ｉ， ｾｩ｜ｾ を定め、指定地 ｊ 或

・地区以外の場所であ っても、とくに周辺iif鋭と

の調和; を図 っていくことにしている 。 このため、

自然公園やj乱致地区とい った荻観に関する規定の

ある他法令等に基づき指定された地械 ・地区内、

都市計画法に定める JHi全地域内またはこの条例に

よる景観形成地域 地区内を除〈県下全域におい

て、大規娘主] ' ; 築物苦手の新 ' .1>;' 1 ' 改築、外観の悦;隊

答えまたは色彩ｾ史ーをしようとするときは、あら

かじめ、知 ｬＧ ｊ Ｇ［ へ腐け出をし、必要に応じ、知 Ｇｉｾ か

ら指導 JJi i¥4に基づき指導、 D)J d' をしていく 。

第三は、地域住民がJ l r[r句会や向治会主事を単位と

して、 自主的に町並みの景観形成 に関する協定を

締結し 、美しく住みよいまちづくりを進めていく

のを促進しようとするもの で、これら の協定を市

町村長の推服により近隣京税形成協定として知事

が認定し公表するとともに、県や市町村が、その

活動を彼ωj していこうとするものである 。

また、これとは別に、琵琶湖対観形成J也成等の

指定地域 ・地区内 で 1 ヘクタール以上の土地を利

用して Ｇ ｊ ｾ 業を営む者に対し、知事が景鋭形成に関

ｻ岬 Ｔ 用語解 説 ……一…尉柑｟Ｎ岬…川………一……ＮＮ ｟Ｎ ＮＮＮ ＮＮ…川岬ｾＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ即…岬叫 Ｎ一…府…… ＧＢ川川ＢＧ岬 .. 仲 r

;  小 屋 裏 物 置 の 取 り 扱 い (町昭即i

;  悦の小昆脳誕宮部目分を利朋して設ける物位削削はま、 ゆえに各号に該当してお

t  つぎの各号に該当する場合、処築} J i 準法上、

1  ｾ皆とみなさない 。 なくても良い 。

;  ( l ) 小 脳 物 世 の 音 防の 水 平 協I市川、 l立

i  下の|ド階;槍皆のl床ポ l而伺4桁f白Iの 8 分の l 以下 でで忌あること。

:  αω) 岨袈酬物f也丘の天井の制州由枇刷1此止幻制Z悶附5

:  トル以下であること 。

i  (3) 物 の出し入れのために利川するはし ご!!i ;

i  は、時式のものとしないこと 。

.... _ ._ 四 - ，圃 圃 .. 曽- _ .. _ .... - .. _ .  -- -. - . .- 圃揖_ - - 町一_ー 脚t 岬 _ .. _ .. _ . . . . . -. . . _. .措置，圃 _ .. _ ..._，_，... - .. _ ，_ ..置' _ "_ .， ，)

条例における届け出のポイント

JIii け出は定められた届出合 lこ必裂な図面苦手を添

付し、市町村を経由して lLLへ徒出するが、届け出

手続きのi主反については、指定地域 ・地区内にお

いて届け出が必婆な行為について Ｇ ｊ Ｇ［ｬ￬ｾ に局け出を

しなか ったり、成偽の届け出をしたりしたときは、

5 万円以下の! ! i j金に処せられることにな っている 。

刷け出 があると、知事は条例に) J i づき定められ

た対鋭形成基準に基づき、必要に応じ指導、助言

を行うが、建築行為の場合は、往築物、工作物の

敷地内における位置、形態、意匠、色彩、 A Hま

たは敷地の緑化指世について基準を定めることと

なって おり、これらについて指滋または助 言 をす

ることとなる 。 また指導、助言は、厄; け山を受け

た H から大波紋建築物等に係る行為にあ って は30

日以内、そ の他の行為にあっては 15 日以内に文書

により行うものとしている 。

さて、届け出に ｬ 剥してとくに重咲な点は、ＭｰＮｾ休

Ｈ ｉ Ｈｪ な実地設計をしてからの届けＺｊ ｊ や ｩｬｬ ｴｬＧＮｩ雑誌 ｉ ｾ Ｚ ｉ ih'l 

の l立ljii の届け出ということになると、指導やD)J 言

を受けた場合の設計変更が大変で、時には確認ｾ Etl 

hfj の手続きをやり l立す必要が生じるかもしれない

ので、府け出については計画段附での J島本設計が

できた時点とし、指導、助言までの- Aの手続

が終わってから、具体的な実施設計および建築縦

認1']1;11' 1をするようにしていただきたいと巧えてい

る。

また、この条例は本年 7 月 l 日から施行される

ことにな っており、地域 ・地区の桁定等について

は 7 月以降l順次手紙きを進めていくチ定であるが、

大規校，建築物等に係る行為については、条例地行

と同時に届け出が必要となる 。

*  

主t1i l l . 対策は一朝一夕 になるものではなく、} : : ! . 長

い取り組みが求められる 。今 までは 11/i 1々 の機能性

と芙の ill 求に片寄 りがちであ った，悠築物等につい

ても、今後は周辺校鋭との調和に配慮し、町並み

の美学として、読者諸氏の英知! と技泣を故大阪に

発抑しうるおいのある滋 ｴｾ の ｪ 瓜 ｪ 止を寸 ｚ り ｦ￬ てるた

めに、ご協力をお IAI i いします。

( 滋賀県企画部調整室)
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〈新 建 材 紹 介 Ko. l l S }  

人工御影石 『ラグストーン J

近年、市街地再開発や都市整備の進む中て¥建

物、広場、ショ ンピングモール等の壁や床のデザ

インが霊安な意味をもち、これらを使用する材料

へのニーズも多線化してきている 。

これに平行して、タイル製造技術の向上、人 j註

1i の 1) 日発も進み、線々な材質や形状の表層材が市

場に出ている 。 インターロ y キングプロ ンク、テ

ラゾタイル、磁総質タイルなどがそれである 。 し

かし、これらの工業製品に対して、依然として強

い人気をも っているのが自然石である。周知! の通

り一口に 自然石とい っても 火成岩、 1削 '1'1岩、変成

岩など機々な toHii があるが中でも御j;!J 1i ( 火成岩)

は、美観性、耐久性など、その性質上1t[ も多〈使

用されている 。 ところがこの自然石にも短所があ

る 。 日 Ｇｾｦ 孤であること、自然物である為、広い所で

使用する場合供給が安定せず( 納WI . 数 量 ) 色彩

の不揃いも懸念されることなどが挙げられる 。

ここに紹介する「ラグストーン j は、天然の術l

［ｩ￭ｾ Ｚｲ￭の百年ＺＺｲ￯Ｏ立ぴ無機の充填材を、数ノマ一セントの

不飽和ポリエステル樹旨で高圧加熱したもので、

本石によヒベ凡劣りのない色彩や光沢と、従来のセ

メント製 tRz では待られないレジンコンクリートな

らではの特性をｾｦｕ ［ ､ 耐えた製品である 。

1  ラグス トーンの特徴

Ｑ Ｉ セメントテラゾタイルに比べ ｾＹＱｊ 支が大きい ｊ 句、

1 ? - さの少ないもので同じ強度のものができる 。

この為比較的軽量な製品になり、古車工而でも

メリ y トカ£て' る 。

2) セメン トテラゾタイルに比べ、 1ft 粍 iil は1/6、

l吸水率は 1/ 10 と耐久性の高い材料である 。

褒ー 1 ラグストーンの材料物性衰

物 コ 一 一 一 ー と 料

フグストーン

持1000

試験項目 単 位 試 験 ; 圭 測定値

比 震 g i耐 J  1  S  A  5003 2. 38 

圧縮強さ kgf /岬 J  1  S  A  5003 880 

幽 Ifl 皇さ kgf  /011 J I S A5415  *  166 

耐衝掌性 J I SA5415 * 異常なし

弾性係数 10' kgf  /開' 1.55 

すベリ抵抗係数 J I S A 5415 *0. 46 

耐摩耗性 間 J  1  S  A  1451 *  0. 06 

凍結融解性 A  S  T  M C  666 *異常なし

200サイ 7 1レ

熱膨張係数 10-'  / 'C 23 

熱伝導率 kcal / mh 'C 0. 32 

吸水率 %  J  1  S  A  5003 *  0. 12 

，% 硫殴

耐薬品性 %  6 ヶ月浸，買後 92 

圧縮強度保持率

5 % 苛性ソ ーダ

耐薬品性 %  6 ヶ月浸，責後 87 

圧縮強度保持率

製造 四 国 レジン コ ン ク リ ー ト株 式 会 社

本 社 愛 妓 県 大 洲 市_/I. 0I I' 1' 2565ー 1 Tcl OR93 24 77 1  1  ((u 

版先 南 都 技 建 株 式 会 社

本 社，; ( I f ! IJ(.f キI EWmI J JlI JJ.: 町 大7 似，，1 TcI 077'176- 3393( ! 1:l 

大 阪 支 出 大 阪 市 附 区 点 町 刷 1 - 6  - 23小曲l ピ ル Tcl 06- 4' 13  - 2077 

3) 金以文字板、数字その他特殊な脱線も一体成

形でき、また、| 古] 材料でフラワープランタ一

等の 7 7 ニチュア製品もできる 。

4) 5， OOOm'以上の大口物件でも安定した納入体

1111J で対応できる 。

2  . ラグストーンの物性

ラグストーンの材料物性は 表ー 1 の illi り。参巧ー

までに花尚岩、セメントテラゾタイルと比較して

みた 。

松山大街道のカラー舗装・ファニチュア施工例

3  ラグス トーンの用途 ・実績

〈用途〉

.  I求、カラー合lli 袋全般

.  Ｑ ［ｬｩ ｾ Ｑ Ｑ￬、 ビル内 ｾｉＧ て等

・ビル、 EJ1fT苦手階段及びそれに十1 " 1泌するボーダ等

・4 純インテリア、 i主主主] l ; 村

・ストリートファニチュアJ l J i各艦、そ の他

〈尖針。

本物的なラグストーンの納入実絞はｬｉ ｾｦ Ｑｬ ＵＷ 年 Ｑ Ｐ

JJ 、総山大街道の 7 ，5 0 0 m' 以米、n' ! i I 市街カラー指I i 装

は I!I )i 、制山、奈良勾; て伯作 1 ，5 0 0 m' - 2 ， 900 m' 、そ

の他、モノレール駅令の IWi 段、手キ航ビル、! 市告i I i の

参 考

花 l対岩 1) ァラゾ? イ Jレ21

測定値 測定値

2. 65 2.30 

1500 260 - 360 

140 45 

ｪ 末、ファニチュア ｾｩｩ に ［ＱＴＴｴｩ がある 。 現代、凶鉄新

大阪駅壬、 i品l フロア ( 2 ，700m') を下がけている ( 3  

JI 末竣工予定 )。

4  ラグス トーンの規格

ラグストーンのスタンダードサイズは 表 - 2 の

illi り。 その他ファニチュア矧、点検口、紋石矧に

も規絡品がある 。 また、カラーリングは」岸本色と

して 8 色ある 。

5  ラグス トーンの施工要領

通常、! 未の場合はセメントテラゾタイル等ープロ

y ク系1: ili 装材の工法、 t: ，tの場介は、- 1 > =:[i の工法に

i¥f l ずる 。似し、路味付との{II' 制(jr{.; のj 1 J い、ラグス

トーンの膨張、収*'1( ，をかんがみ、 i庖当 i ll .のイ1I' *u，Id 

I也は必裂である 。図 - 1 に一般的な! ぷの施工! 支| を

示す。

6  ラグス トーンの今後の課題

1 ) 附広いニーズに対応するねには、スタンダード

サイ ，ズ だけて酬はｩｉ ｾｕＺ つがあるのでフリーサイズと

して、大1'11 をJ Tl fiーする必必がある 。

2) 赤系、，'，1.¥系は本 :?i に比べ色イぃ、がuゎ、為、より

淡色のも のに改善していくことが望ましい。

3) 従米、前! 万 i好等への納入が多〈、 |百] 材料てづ. 本

資材もや っ ているが、 ｭｾ としてのシビアーな

品質保持を再検討すること 。

4) 視点、材料設計佃i怖 が 2 Tj j l ] / m'f U( r と、人 i it

: :riの昔11矧では向いのでflkWt 化が望まれる 。

5) ラグストーンは i¥f ，不燃H Ｈ ｾ～Ｑ 別認定ＱＯＧ，Ｚ，Ｇ［，ＯＧ Ｉ で

あるが、不燃材料のo I i t ，必' / ' 1 : をかんがみ、不燃材

料 化への Ilf.mが' 11まれる 。

建材委員 Ｏ 松本章 Ｈ 川 ｈ 住 ｾｬｈ 場所 Ｉ

図ー 1 ラグストーンの標準施工断面

5. 20 

7  

1. 80 

0. 35 

2. 80 - 3. 30 

0. 50- 0. 80 

7  - 10 

2001-30 2 5 0  

目土並

クラッンヤーラン

( 粒闘砕石)

*  ｉｉｾｉ 司法人ｦｉＭＱ＾ＧＮ｜ｫ築総合よ験ド ｩｊｲｴＧ［ ｾと

l liJ ll llli r也後材料"(: J )L，y( Ｑ Ｑｾ Ｖ Ｑ Ｉ＠

2) 他社烈 1111

10 油製と社会 1985年 3 JI 可



読者の頁

この人 3 吉引顕久デザイナー

ちょ っ と お じ ゃ ま し ま す 聞き手・中馬博良 長谷川工務底

「ニ の人J シ リーズの連載にあ たって

往築にかかわるあらゆる分野の人々を訪問し、

その人と仕 ｚ ｬ ｾ を紹介していきます 。Ａ Ｗ￩者のみな

さまから、いろいろな「この 人」を募集してい

ますのでよろしく。

0  ・ーー ー ...... 守一ーーー守 守. . . . ー 一号守.守 一一ーーーーーーー・. . . . .. φー. ...

ナーの婆望である「ファサード全体をンョーウイ

ンドーに グ ｊ を笑に 比目 ｉｾ に 表 現 されている 。 そし

て圧! 必は 何 んといってもヨー ロ ツノマのカテドラル

ＨＩ， ｊｦ ＦｾＺｴＩに入 っ た鉛党を感じさせる大ドーム、

そこにもステンドグラスが 4 而、 n然光のようる

柔らかい光 ( 人工! 照明 ) が 一 日rl' さし 込んでいて 、

雑踏の ＧＱＧ に汁ｼ日 ｬ いの ｾＧｈｊＧｉ を与ーえている 。

ひそかに息づくもの 伽作品は、ｾＡｨ 1) 哨 11作ではなく設計者とコン

タクトをとり、ポリシーをｻ本 Ｑｾｽ し、エスキス ス

やファンタジ一広場。 ( 阪 急 三 番 街) のあの H 大 タディーに当然のことながら H寺Ij1] を惜しまない( ス

なステンドグラス ( ;タテ 11. 5111 、ヨコ 6 111 ) が、 ケ y チは 山ほど) 。 また f庄の似底に jたれる V 主にな

デザイナ - I' "f ljl 氏 のデビュー作1日である 。社 会 へ る，建物仰とは、住む入、使う人と建築との附] にヒ

の 第- Jj;、が、こ の広場にきていつも我が娘( 小 4 )  ューマンな柔らかい | 刻係が成り 立っていて 、しか

‘ が‘ きれーいかと言う 、今でも '1折来rr なヨーロ y パ も建築と工芸 ・美術とがi'oli 然と一体化した 空間 で

感 覚 ( 1年半のヨーロ y ノマ留 学 直 後 ) 溢 れ る す ば ある 。

らしい作品 である 。 従来の鉛枠にとらわれず、鉄 彼は、あの作品 ( デビ ュー) を今似まれたら、‘ こ

板をガスバーナーで切断するという大胆な工法で わしげ感じがするという 。 来い H寺 ( 今も恭い ) は、

あり、彼の初作品に相応しいものである 。 そして j卓球一本で勝負してきたが、これからは変化球を

音引顕久( よしびき あきひき)

出 身 昭 和 19年10月31 目、大阪市に生まれる

武蔵野美術大学造形学部産業デザイン科卒

経 歴 昭 和制年- 45年;度仏、欧州スケ ッチ1，000枚

昭和46年より竹中工務底大阪本底殺計部意匠

にて奨術計画を担当、現在に至る

主な作品 阪急三番街、阪急百貨庖権回l苫・京都l吉、阪

急グランドビ J レ、阪急ナピオ ( S  Ｔ Ｖ Ｍ ＵＵｾ 手 Ｉ

城星学園修道院チャベル( 大阪 S  49年)

ホテル日航大阪( S  57年)

有楽町マリオ ン ( S 59年)

ほか多数の建築の奨術E宣言十

今も広場ーには、 こ う当 かれている 。

美しい陽光と TJ いずれ、J也rl' i師

長い廃史がはぐくんだ

;Ir if¥な寺院のドームと尖陪

そして明るくひび< ｾｭ の ＷＱ Ｍ

ヨーロド吋まくめどもつきぬ

魅力をひめている

この文のごとく 、{ 止の.;J! i: i - 後れるりl三のヨ ー ロ ッ

ハ H が感じられる 。 以来 12年、竹 "，工 務1，'; の 代 表

的な作品にデザイナーとして参両されており、 '1'

でも阪急一述の作品は、オ干し、処築家や一般の人々

の 11 を142 しませている 。 阪 急n j 'i: l計 ・|坂1t;. I，グラ ン

ドピルのコンコース ・スクリーンは、当 時のオー

イメージ通りの光景

マイ・フォト.

l スイス l
スイス 赤 井 富 弘

近畿地方建設局

山の町グリ ンデルワルトからユ ングフラウヨ y ホへ III 川、 う

笠 山'; t!:'j( から比たスイスは、本当に円本人のイメージ i泊りの

スイスではないだろうか 。 ＹＧｦ では、 Ｑ 可に鈴を付けた Ｇｉ ｾ たちが

!，I.を食べ、 111小 出が }，I，I:イ1・し、官公は j校み切 っている 。 この光

jit を凡ているだけで、尖しい 7干話lj が JJfl こえてきて、アルプス

の少女がかけ .'1
1

1 してきそうである 。 そして 、 もっ とすばらし

いことは、円. . j ¥: の白川郷の よ うに保存された光景ではなく、

今 な お そ の rl' で人々が生前し、生きた光 ji t であることだ。

そんな光 jit にひたりながら、ふとチ ョコレートを食べたく

なっ たぷは、やはり rr 本人である 。

混ぜて l味を:_III していきたい j と。 そしてガラス 、

陶板、スチール等安材をｪＱＧｩぶ賞作しさ、 ，ｫｾ Ｎｦｾとぷ材

が ぶ つ か り 合 う つ己づき仰が主主になると 、プ ロと

しての語らいが飛び出す。

JiH去に、有づ 1[ たが今巧えられていることは r ひ

そかに，弘づくもの々への魅力です。料理でいえば、

かくし l味とい ったものでしょうか。，建物も、! 守然

や .f;'l 境、人1 i ¥1 そして 時間 とか かわり介い、 jぷづき

H千l汲し令うものです。 その呼吸の一部分、ひそか

な ｽｾ 、づくものを ｪ 去り 出 せたらと思 っ ています 。 た

ぶんそれらがい絵になる凪u ; γ fごと思います。』

これからの作品に期待しています。 また、今年

の前建築と 社 会' の; $ _ 紙デザインを楽しみにして

います 。

雄策と社会 1985年 3 J1り 11 
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情報世紀を照準する. .  .  

近電工の全国ネットワーク。
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|イギリスでの生活点描 12 1
西 村 一 朗

住宅展示会 - 1市民の楽しみ」を楽しむ 一

ロンドンでは、何年 3 月から 4 ｽｾにかけて、新聞

社 r Dai l y Mai ] j が主ri i [ して、 Ear l's Cour t ( ア

ールズ ・コート) の Exi bit ion ha l l  ( 全天候引反

内展示場 ) で、 f ( 主毛展示会J がIJfJ かれているよう

である。 1908年に始まった「伝統的j 行・)' ; でもあ

から、せめてノドでもと，思い ・ 」と口ごもってい

ると、 1J11をづ| いて、「こっち、こ っち」と言うでは

ないか。制"い Hi 口通路の| 古l こうの係の人に目配せ

して、私はそちらへ押 しやられた 。 イギリスのキ

ュー精神にもとるルール述反だと思 ったが、せ っ

次に比るという構成になる場介が多いが、ここで かくの好意なので出口から逆に入って「モデル[ 主

は「モデル住宅」はたったの Ilqつしかなく、フロ 毛」内部を見、写，w : も写すことができた。そのー

アの大部分は各部門日1) のメーカーに' ，111) リ当てられ 枚を掲げておこう( 写真) 。

ていた 。部門としては、どんなものがあるか、「公

式パンフレ ッ トJ ( 図参1

'

¥¥) で凡てみよう 。 まず、

る。 家具、家 'JHIJ 品、 D，L Y 朋品、労力自iki ' J 品、統い

日本では、新| 片付1: などの経営・になる「常設住宅展 て縫仕事辺共、婦人関心事( 装飾品等) ，レジャー

示場J が各地に多数設けられているが、イギリス 用品、そして IJ¥I 際tB展 ii71 とあり「食品 J liI l門まで

ではその純のものを μ 受けなか った。 もっとも小 ある 。 そして全体で 500 になんなんとするスタン

腕恨のものはあるにはあったが。代わりに年一回 ドの数である 。

の「展示会」が! 日lかれるわけである 。この純の「展 二階の一角には、「食日，j 部門としてアイス ・クリ

示会が!日j かれるロ ンドンでの場所は、この Ear l's

Cour t と、すぐ近くの Oly mpia ( オリンピア) て¥

名々に立派な 全天候 J¥'U長内展示場があった。日本

でいえば東京の11，'i"i l，f. とか大阪の南港にあたるだろ

フ。

そこへ犯は地下鉄を平IJIIJ して凡に行 った。 この地

下鉄線は、 Di st ri ct l i ne ( ディストリクト ・ライ

ン、地方総) であ り、ア ールズ ・コ ート駅は、ヒ

ーム昼とか臨H与パーもあり、アイス ・クリームを

なめなめ 、ビールを飲みながらのよ，! / f : である 。む

しろ、そちらの万が「主」て¥住宅展見学は「従J

とい ったj民的でもあ った。ぷ L 、疲れたのでパー

で一休みした 。 jポカ{7r J . 胞なカーペ ッ トWJ ! : きだ った

の で、干!t を1lJI.い で坐りこんだ。ふと績を見ると、

計いカ y プルが- *11、やはり床に坐リこんでビー

ルを飲み飲み、バンフレ ッ トを広げ何やら「下， ｉ， ｾｊ

附

一

凶

プ

山

…

…

…

…

U

U

F

O

b

E

W

岡

田

岡

町

園

初

出

ｾｖ ･ｳ ｴ＠ Br ompt on 

M 岡 崎

固

戸「

A  

司

品 1 圃司匿

WaJ Wl c k R回 d E mr3l l Cc  

「モデル住宅J 内の浴室、まだ便器、ピデと浴槽が

一体とな っている 。

次に、「オリンピア展示場」での「住宅防犯機器展」

の様子も紹介しよう 。現在、イギリスでの「空き

ょj j ，入られ率」は、日本よりはるかに向い、と言 っ

てよい 。 入り方も、録 ￟ を名人芸で ｮｾ Ｉ けて入るとい

ったものではなく、 (9
1J え

ばハン 7 ー でJ砕を叩きJ ; ，! A

して入るとい った荒 っぽ

いものにな って来ている

らしい。 日本なら物持に

続いて隣り近所の人が駆

けつけるところだが、イ

ギリスでは、そういうｾｦ，Ｎ

は少ないらしい。 いきお

い向 j! ( r しなけれlまならな

くなり、こういった「住

宅防犯機株展j が特別に

IJ 日かれる必然性が tHてく

円、Ilbeach

En' r . >岡管

DAILY MAI L 

I DEALHOME 

EXHIBITION 

8t hMARCH・4thAPRIL. EARLS COURT， LONDON 

Offici 日ICat 目logueand Guide ・90p

r I 里惣住宅展J の関車、れたアールズ ・コート 展示場 1階配置図( 2 階もあり )

区画は、各種住宅商品スタンド。真中に四つの「モデル住宅」がある 。

「理想住宅展J (1983) の公式パン フレ γ ト表紙

るのであろう 。

だから、展示されている

物も、 l見イEの日本ではJr-

えられない物も多か った。

例えば、ハン 7 ーでも1 ')1

れない! 耳、 二重窓、けた

たましく政政も fl i 5( れんば

かりのアラーム等である 。

防犯瓜の所で、 「ハンマ

ーで 11[ 1 いてごらんd と言

ースロー空i佐から一本で米t L 、市の Wi mbl edon 評 j をしている 。|宝l らずもイギリス人の床坐りも われ、や ってみたが、ビクともしなか った。 とこ

( ウィンブルドン ) などへの結節点にな っている あるのを日燃したわけである 。 ろが応々にして防犯と防災は矛! 訂する。 f 1')i れな

;11裂な駅であるが、北 j 了のオリンピアへはこのア 少し酔っていたが、やはり 「モテソレ住宅J を凡なけ いこ豆: 舎は、火 ・) ，;の 11寺、内から成して逃げれない

ールズ ・コートから fJ j {，(; 会 J IJf-Jf mml l/ ¥1のみ地下 れば、{ 主! 万研究者の人後に決ちると思い、 l 階の から問題だd とGL C ( 大ロンドン庁 ) が符告を発

鉄が迎行されている 。右、は、別の機会にオリ ンヒ 「モテ戸ル住宅」展示古11へ行ってみた。 思 った通り、入 していたのである。

アで聞かれた ｭ 宅ｼり ｊ 犯機器ｉｬ ｾ ｊ にも見に行 っ た l_ j には長い f Queue ( キュー 、人の行列 ) J がで 日本とイギリスは、同じ先進資本主義同とい って

が、まずアールズ ・コートのr n : 宅Ij { 示会j の校 きている。「せっかちJ の 11 本人、「こりゃ、だめ も、歴史、風土、環境がi♀うのだから住宅のよう

係を述べてみよう 。 だJ と観念し、せめて文献でもと思い、 「モデル( j ; なある意味で「文化的産物J ，立、単純に点似れな

アールズ ・ コートの圧しＧｊｾ場は、収 ｬ のような平 ｬ 面 Ｈ 1  宅」出口の Ｑ Ｑｾ Ｚｮｨ ｬｬＩ ｊＩ ｪ てー物色をはじめた 。 Ｍ ＱＱＦ 分厚 いな、しかし、じっくり巧えて 凡なければならな

lil'i illl ) とな って いる 。 21: 符もほぼ同じ平 l師柿! ぷて' い本を' ，( 1. い、お金を. j 1、おうとしたら、売り -{-の '1' いな、とも辺、いながら各組展示会をロンドン っチ

ある 。 日本の m官民不場」は、 ヒとして多数の 年のおばさんが「もうモデル住宅を凡たのかい? J  と同じく楽しみながら見学したのだった。( 終わり)

メーカーの 「モテソレ住宅」を 配し、( i ε 宅金体を次 と11fl いた 。「 いいや、こんな長いキューだし無理だ ( にしむ ら いちろう/ 務良女子大学助教佼 ー{ 主! 万学 )

雄策と社会 1985'1'  3  )]¥} .13  



タイノいサ、ノレによるトイレのシステムイじを実現。

14  

カウンター( 人造大理石j

洗面筏ユニット

トイレブース/ スクリーン

大使録ユニット

伊奈システムトイレは、乾式タイノνパオ、ノレの壁と、給排水行等航引

配管を内蔵したケーシンク立器具を一体化させた配作ユニット(タ

イノレノ叶 、 ノレ ￯ｾ￭ 板と人造大理Ａ石甲板で仕上Ｉおよびトイレブース、ス

クリーンから構成され、設計条件に合わせ、システム的に組み合わ

せ、レイアウトで-きます。

〈システム トイレの特長〉・組立工法なので、養生期間もなく、

施 工 が 簡 単 で 、工期も大幅に短縮できます。・工場生産のた

め、高精度で安定した品質が得られます。・タイル仕上げなの

で、カラフルで、豪華なイメージの トイレになります。・錆びたり、

変色したりせず、長期にわたり清潔感を保てます。・耐 震 性 能

にイ憂れています。・メンテナンス性に優れています。

カタログ・技術資料は下記の弊社支庖にお問い合わせください。

伊 棄 三J コ:rt:. ト ず レ

本社 干 ＴＷＹ 愛 ｾＱＱ ｭ 常ￌＧｩｴ ｬ ｬ￯ 鰹 ι｛ 本町 ＳＭＶ tr05693(5)2700側支! 百・ *) ;¥103(561) 1710 大阪106(532)6081 名古出1052(962) 1271 札帆101 1(271) 1701 

仙台10222(63) 1710 金以10762(64) 1710  /.'.'j松10878(21) 1701 広ね1082(223) 1710  11，¥問1092(471) 1710  

婦徐流しユニット

町、白

伊 奈 製 間



1・

設計教育には不十分である 。手を汚す、鉛筆

建築の透視図を建築教育に忘却するな

で汚しつけるスケ ッ チまたはそれにｻてわる ｦｾ

型だとか、泥くさい感' 1 ) ' ; ' ともいえるかも知れ

ない自智自学教育が日本では忘れられかけて

しまっているのではないか 。 あってもｾ同っこ

に抑しやられ軽視されているのではないかと、

佐 藤 重 夫 11: 1:: ，工業大学教佼

現ギ ｦ の怨ｾ教育で最も ｬ 悦決されていること

の一つに、芸術性の勉怖や教育、訓育がある

のではないかと、近未つくづく思うようにな

った。 それは、計画学の発展が寺町: しいことは

立派で良いけれども、そのｾーやかさに子弟が

迷い、計画の後ろに本当は隠れている建築の

芸術rt ' J : の認識を十分にすることができないた

めの発端が、ついに建築のあらゆる点、あら

ゆるものの後ろにある秩序、調和、平衡、比

例、ｻ政調の調和、大様とｪＭ ｾｊｾｩｦ 、さんぐりとこ

ちこち、無用の用、足らざる良さ、不足の十

分、機械化と人為、人間味と生産、ユニパー

スの rl"の例性、インターナショナルの中のナ

ショナリティ、見せる 1mより隠れた人間味、

比えない建築の芸術等々の問題にまで忘却を

生じてしま って、やりきれない物忌りなさを

建築に出現してきているのではないであろう

か。 それは私自身をも含めて、教育の場の者

にもいえることではないであろうか 。

建築の直接の設計者、アーキテクトのi . Y : 代

が選 って、透税図の; !? けない人、すなわちス

ケ ッチが自由 nイ正にできる素地のない設計者

が多くな って困 っているという真実の l嘆きを

最近聞いたことがある 。今は透視図のような

ものは専門の図工に岡かすか、コンビュータ

ーて溺J 的にや って、人に理解せしめることだ

と思う人がほとんどであるが、本当の本来は、

設計者が人に比せて説明するためのものが透

視図ではなくて、設計者円身が、立面、平面

その他で己が設計を自ら納得するとともに、

もう一歩踏みこんで、設計者自身が自ら透視

図やスケ ッ チを画いて ｉ ｾ ｉ ら納得するためのも

のである 。 したが ってコンビューター透視図

にしても、 II らを動的に納得せしめるためな

らば、いざしらず、人に説明のためとのみ思

っていては、とても問題は議論になるまい 。

私はとみに最近思っている 。 それは一対ーの

たとえばミケランジエロのように、ルネッ sjji と弟子との長い関係ともいうべき人間的結

サンスの頃の設計者は建物の内外を、いろん びの自学の場、個人的スタジオが現在の建築

な角度から、全体や一部分について非常にた 教育の; 場では成り立ちにくくな ったことと 、

くさんな透視図を画いている 。 それは現存の また設計業務がビジネス化、分業化とな って

建物を私が広角写点て匂. したものと寸分相違 しまったり、規絡化、モデル化等のことにな

がないほどで、上手に手をぬくところは筆致 った りし たことによるものでもあろう 。 した

をぬいて固いている 。 これは見せるためでは がってすべてが中途半端とな ったり 、妥協的

なくて、自分の納得のいくための心党えに相 不分明になって、隅々まで昧のある人の，U. の

述ない 。 かかったものができなくな ったのではないだ

また、このような巧えを持つことをもって ろうか。建築業の速い進歩が孫として行かざ

本当のデザインができるのたーと思う 。建築と るをえなか った欠点かも知れない 。

いうもののオーダーのすべてを見る ( 考える) このようなことが、技術面でのレベルア ッ

ことができるわけで 、 日本で言 う絡調とか、 プの点から、今までは我慢もできょう 。 しか

ふさわしさに当たるであろう 。現在の建築が し日本が全世界の玩具( 本物でない ) の建築

複合化し、それの設計から建設まですべてが で埋まるのをこのまま見ているわけにはゆか

複維化しているために、現在の教育に上述の ないのではないだろうか 。 ことに住宅や大中

ような巧えの工夫を入れることはきわめて困 小の建築においてなおさらその感は強い 。 そ

錐で、その不足を 言 う人はいないのが当然か の場、その処の建築を作りたいものである 。

も知れない 。 諸外国はいざ知らず、本当の fil J ｘｬｾはむつかし

しかし、建物のうまさの解る人は何が建物 いことだが、例性からのみ出発することを思

の芸術性なのかが解る人でなければならない うとき、私は一つの終銭を今、打たずにはい

し、その解る人は非常に多い建築設計者の中 られない 。

のごくわずかな数の人にな ってしま ったのか アカデミズムと笑う人もあろうが、それは

も知れない 。 こうい ったことは建築界の将来 西欧のアーキテクトやボザール的などのこと

のためにどういうことになるのであろうか 。 のみを思 っていることではなくて、日本でも、

普から透視図で，建物を巧えては主主物を誤って 広〈東洋でも、方式や形は違うが同様であっ

理解し、本当の建物全体の把躍は平面、立面、 たことを思 っている 。現在、中国の都市は急

断而とテテールであると言われて、それはそ 激に近代化を進めている 。 しかし中国の本筋

の通りである 。 しかしテテールにしても現寸 のアーキテクトはやはり私と同様に悩みを持

図や構造図などにしても、それが全体であろ って心配しているようで、古IJ 目して私は jtJ J 待

うが、 ー 小部分であろうが、手で直接にスケ したい 。 また、これは世界中に問機のことが、

ッチから出発しない設計で、どうして本当の 建築界の中にあるのかも知れない 。ぜひとも

良い設計ができるであろうかと私は思 ってい お考えいただきたいものである 。

る。 いうまでもなく、建築は場所や用途や生柄

建築計画設計教育は計画学が出発点である や、経済や形や、あらゆる総合化された秩序、

けれども、それのみでは片手孫ちで、建築の ノ〈ランスの上にあ ってこそ良いのであ って、

中国山西省大向

上華厳寺の牌楼

u声厳守は J 038年自1) 建、兵

火に焼失し、 J 140年再処の

木造の内池築として中国で

j比大の大級玄般の l拘にある

糾楼である 。J. f ¥ぃ屋恨の形

L よいが、そのmさを支え

る下部の」区一朴さには峰さ、

他ぴもよLえ、それで寸分の

陥のないデザイ ン

198 4 . 9 . 2 1  

1白書m夫船影

それでこそ芸術になりえるし、l I J i に見えるも

のの上のみの市白さやバランスではない 。 し

かし、たとえば形のみをと ってみても、その

一つの教材として、私は最近ここに，隙せた写

真を中国で写して来た 。 この霊ぃ屋般と下音11

とのあらゆるバランス、どこも変えることの

できない良いバランスをそこに見るが、これ

は日本のよい形の烏屑のようなものである 。

この牌機の良さが解るか、解ろうとする学び

の心があるか、さもないかで学生の区分がで

きるような気がしてきた 。 身近なことだが、

学生一人一人と問答をしてみたいと思 ってい

る。諸民はいかにお J7えであろうか 。 ついで

ながら蛇足を 1I付記した 。 60 . 2 .  5  

挫援と社会 1985年 311 り 15  
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E組 半i立週

聞えません以夏の興奮と歓声坑

鹿児島厚生年金健康福祉センターnサンピ戸あいらグプール

流水プール/ 25M競泳プール

幼児プール/ スライダー及ひ.着水プール

神戸製鋼のアルミフL ルなら安心です2

- 外 観 が非 常 に美 しく、 維 持 管 理 が 簡 単 。

・ 耐食 ア ルミ 合 金 を 使 用 し て い る の で錆 に 強 く、 海 水 に も 腐 食

せ ず 、 耐 久 性 は半 永 久的 。

・本 体重 量が 軽量 の た め 、 軟 弱 地 盤 や 屋 上 設 置 に 最 適 0

・ 素 材から 据 付 までの一 貫作 業 で 品 質 保 証 。

く ら 神 声 製 鋼

'  軽 合 金 伸 銅 事 業 部

点 以 本 中1: f i 03 (218) 6482・6386



| 設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル ｾ＠ 関西の昭和生まれの建築家目

宮田照久
昭和設計

聞 き 手 ・編集委員 清水修平( 安井建築設計事務所)

プ ロフイー ル撮 影 島 修一 ( S T U D I O A ・T )

略 歴

生 年 月 日 昭和16年 9 J1 Z8 日生 ( 43歳)

出 身 地 大 阪 府 地 旺Irl1 

ｬ 止 終学鹿 福井 大学工Ｂｬ Ｚｭｬｩｬｬｾ 学 科 ＱＱ ＨＱ

相40年卒業

戦 場 昭和設計統折苦11長

4可若所所有地 干 550 大阪市西区新町 l ー

5 - 7 問 。/' t!ii ピノレ

おもな受賞 大阪建築コン 7 - ) レ知ィWl't

渡辺節' 1' 1: ( 府立大阪女チ

大学と 1979)  

代 表 作 品 大 阪 女 子 大 学 ( 堺 市 ) 神

戸市新勤労会館 (神戸市)

東開業同校 ( 大阪市) ポ

ートアイラン ドグリーンセ

ン タ ー ( 神戸市 ) サンピ

アあ い らＨ 庇児 ｽ［， Ｇｪｖ［ｾ 姶良町 Ｉ

貯きな空IHI 樋係 i li 今井町界限

府 立 大 阪 女 子 大 学 神 戸市 新 勤 労 会 館

新しいリーダー像

現 在、設計組織の統指部長という要織にある 。そのもっとも重要な

役割は、組織であ っても設計という仕事は結局、伊l人の能力、技能

に負うところが大きい。 したがって、組織を運営' するのも人の和を

大切にすることであるという 。若い設計者の似性を殺すことなく

発想を ;壊すことなく、いかに創造にエネルギーを注がせることがで

きるか、がiーされそうな芽をいかに守るか。若い人の中にい如何に良

いものを発見するか H というのが任務であるという 。組織力によっ

て技術水準を高かめ、さらにその上にデザイン ・意匠も水準以上の

ものを造りあげる 。 これがも っ とも重要であり、施主にも信頼され

る結果につながるという 。

父親は事務系の公務員であ った。 ところが、兄弟 5 人そろ って技術

系に進んだ。子供の頃から図画が好きで、その方面では成績も良か

ったという 。子供の頃1こ絵で賞をとったこともある 。絵と技術の接

点ということで、子供心に建築家になる夢を抱いたという 。近頃は、

大学の建築教育で絵画などは必修にな っていない。宮田氏の学生時

代は、絵画が必修謀自とな っていた古典的建築教育最後の大学時代

の育ちである 。最近は、仕事が忙しく、あまり絵も描かないが、 il Il

絵で具像 ・風景が好きだという 。

ところで、建築をまとめていく上で、も っ とも大切にしていること

は J やさしさ H であるという 。人間に対するやさしさ、社会に対す

るやさしさ、造形的なやさしさ、こうしたことをモ ッ トーにしてい

ると語る 。 しかし、初対面の ホ温厚' な 印象や情やさしさ ' につい

ての言誕の反面 、若い所員から 聞 くところによれば、社内のサイク

リング部でのツアーでみせる激しい |認定、の凄じさは相当なものらし

い。 そのファイターぶりは仕事面でもしばしばあらわれる 。 [ "ハー

ドでなければ、生きていけない。が、優しくなければ生きていく 価

値がない」というレイモンド ・チャンドラーの本に出てくるような

言業がひ・っ たりくる人物だという 。

組織で設計を行なう場合、ひとつの仕事をまとめていく上で適正な

チームの規模があるという 。 もっ とも効率的な人数の単位は、多く

ても 10人までではないかという。多すぎても少なすぎても、組織力

は発揮できない。一時、組織型事務所で極端に分業化が推し進めら

れた時代があった。それは、能率という意味では、ひ とつの解答か

もしれないが、建築に対する取り組み方としては、極端な分業化は

あまり良い結果は生まないという 。

受注から竣工まで、企画から設計、民連まで ＭＱｾＧ して目を通す者が

不可欠という 。 それが、プロジェクトのリーダーである 。プ ロジェ

クトリーダーは最初からアフターケアーまで責任をもち 、設計とは、

そうした建築に対する誠意ある態度がもっとも大切だというのが持

呈ゐ‘

iiHU。

そうした中で、状況や経過に流されないで、独自の力で意志決定が

できる個性を育くみ、いいところを伸ばす。悪いところを削りとる

作業が組織のリーダーの重要な任務という 。

近頃、設計事務所の非常な脅威となっていることのひとつに、セ。ネ

コンの存在がある 。 これに対処する方法として、設計事務所には、

資金力がなく 、企画力で需要の開拓をせざるをえないという。そう

した時に企画提案のスピードア ップと 内容のレベルア ップが重要な

ポイントとなる 。 そのために現在、マ ンパワーの必要としているド

ラフティング部門を合連化する必要があるという 。そ うした合理化

こそ設計事務所の今後の正念場であろうと予 illiJ する 。それを踏まえ、

あえてリスクを考えながら、先駆者メリ ッ トをと って、最近、 CAD

に抄t!j 成したとのこと 。

組織を充分理解した指導者の存在、 CADの導入など、組織型事務所

の将来性へ有利な好材料を豊富にもつ昭和設計をになうニューリー

ダーの一人 といえよ う。

〔次号の登場者は 1忠岡昌克氏( 徳岡昌克建築設計事 務 所) )  
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閉じつつもひらく

遠藤剛生氏設計のオフィスビル・リード電機本社を見て一一

加 藤 力

大 | 坂 か ら 京 都 、 あ る い は 京 都 か ら 大 阪。 京 阪 つ は ず し た と こ ろ で 形 態 の 余 怖 を 銭 す 。 形も

IHI の 鉄 道 の 治 似 の 住 宅地 の 風 景 に は 思 わ ず 身 さる こ と な が ら 、 表 j習 を 服 う 材 料 も ま た 多 械

を 杭 じ い りた く な る よ う な も ど か し さ が あ る 。 である 。 コ ンク リート、大磁石、御計三布 、 ガ

制 lif / l 、統制、秩序、抑制、人 の 生 t析に" * めら ラ ス に ス テ ン レ ス。 そ れ ぞ れ が 小 さ な li
i

.伎で、
東面外観

れ る 正 の部 分 な ど一 七日放王将した人 11¥J の 強 欲 の いく つにもち りばめ られて、そのくせ ｾ ｍｩｬ ｬ な

痕跡があてどもなく打ち続し、て 付l び て い る 。 と こ ろ は 何 ひ と つ な い 。 この建物は、 IJ!J 而 で

一 つ 一 つ の 家 の 単 位 に は そ れ ぞ れ に 小 さ な 幸 もパースでも、写』工でも、まして 含またでは間

せ を 抱 え 込 ん で い る に j:@いなし、 。 小 さ な 生 前 き 換 え ら れ ぬ 微 妙 な 桃 成の 妙 味 を も っ。 人に

の '55・みをたてているに述 い な い 。 け だ し 人 彬 じかに体感されるべき ｪ 杉の ＧｾｉＺ 絡 をも っ ている

も 務 く 、 成 で う ら さ び れ た 淋 し さ だ け が あ る 。 のだ 。 ｾ ｉｪ｜｝ のゆらぎともいうべきその件ＺＮｴ ￱ は

自 尊 心 な ど は じ め か ら 打 ち 除 て て 、 貧 杯! な 都 内 に 入 っ て一 隅 強 化 さ れ 本 領 を 発 柿 す る 。

市 の 紫nを さ ら け 出 し た 光 対 で あ る 。 l時の 軍 内 部 は 、 特 別 雌 い 匂 い も な く 、 深 〈 澱 ん だμ

み を 身 に つ け た 家 並 を と こ ろ ど こ ろ 見 うけら もなし、 。 透 き 徹 って 、 的 か な 安 川 の 詩的 に 充

れる が 、 あ と は 大 方 、 抑似 となく H!. i兵とした さ れ て い る 。 建 築 と い え ば 、 づ |き 令 い に .1 1¥さ

人 の住まいの風土Jt である 。 通 り す が り に そ の れる深刻でm. い仁" ・枇 風の，J，I;'l1' i 憾 な ど は 何 もな

舵 廃 ぶ り を な が め る す ? も 、 じ つ の と こ ろ ま た し、 。 何 よりも ＱＱ 寺代のＡ必 ＧｾｉＺ をぷすみずみずしさ

同じ瓜境の1 ' ( に身を白いている、そのことへ が あ る 。 内部は' ' 1 ' .ぃ、 1J J . いコ ン ク リ ー ト の 円で

の も ど か し さ も 含 ま れ て い る 。 い っ そ 、問に に 閉 ま れ て い る も の の 、 そ のm圧におし品'I さ

パ ラ フ ィ ン 汲 み 込 ま せ 7 ッチ 1 - 1 > : こすり合わ れ そ う に な る 要 訟 を ヒ ョイ と 抜 い て 、 む し ろ

せ て 投 げ 入 れ た く な る よ う な 、 仮 |浪 空 恕 に 版 、 将 み 々 の 城 ま で に 日 め て い る と こ ろ が あ る 。

・れるもこ の 地' 併の 特色 か も 知 れ な い 。 こ れ も 設 計 者 が 長 年 、 人 の 住 宅 宅 問l を取 り扱

屯 ｾｲｬ が、同鉄高槻駅のホームにかからんとす い 、 体 符 し て き た 技 術 で あ ろ う か 。 さ ら に ぷ

る 寸 前 の 線 路 わ き に リ ー ド 111機 本 社 ビ ル は 建 材 の 質 の 強 さ も 打 ち ii'i し て 、 内 の 表 皮 ー炊 の

‘ Ｑ している 。 ゆるやかなｾ Ｑｬｪ｟ ｉ ｉ の速度の 中 で、 と こ ろ で 軟 化 し 、 内 の 空 気 を 中 性 化 している 。 中庭

伐 界 が フ ソ トひ ら け 、 ひ っ そ り と 終 っ た J 風 内 は あ く ま で も 白 〈 、澗 き祇みき っ た 砂 伐 の 外 への 税ｷＮはｼ別じている 。 椛庫にｾる Ｑ ，併交 の

対 の 彫 刻J" と も い う べ き 形 態 の 郷 き が 飛 び 込 砂 を 思 わ せ る h'fi 紋な jR' リl ! ぷが撚 っ ている 。 先の立;iti まで丹念に拶，j'yJ J な 手 が 加 え ら れ て ゆ く 。

んでくる 。 ＱＱ 山梨も、泌総も、 ｡ｾ ｔ￮しも、あさま プ ラ ン は ま ぎ れ も な く オ フ ィ ス ピ ル の典 引 を 「一つ一つの祭 1:¥1が 生 き て い る か 、 死 ん で い

し さ も 、 貧 弱 ぶ り も、苦即売も、ここだけは瞬 示 し 、 中 央 部 に コ ア 部 分 を ま と め 、 そ れ ぞ れ る か 7 2R川 が 生 命 を も つ か ど う か が間 わ れ

11寺 さ け て 通 り す ご し た よ う な h'j-ね な美! 必が校 友 布に通路 を設け 、 ｾＡＧ，ｾれのワークス ペースを て い る 」 と 設計 将 はいう 。「生命をもつために

る。 1ti 'I l からの印象はその位! 交て¥あとは制! とっ ている。i : J l いといえば外に 1) f. J くべき IJ f. J II な す こ と は 、 いかに' や 川 を 読 み き る か 、 読 み

象 の 感 触 の 余 川iが残る 。 を 、 で き る だ け 内 に |刻 じ 、 す べ て 内 に 悦 似 の 切 れ な い 部 分 は 絵 を-1，'，'， くことで、とことん. i l l

駅 を 降 り て 、 線 路づ た い に 迷 路 め い た 道 を 抜 方 向 を 転 じ て い る こ と で あ る 。 内 に 向 か う 悦 ポする 。 「図 l而は 竣 工 す る ま で 件 き 続 け る J と。

け る と 、 灰 色 の 建 物 の 脇 か ら 、 か が や き の 概 似 の 流 れ は 中 央 に と ら れ た 小 さ な パ テ ィ オ に 巨大な資本ブJ を 投 下 し て 、 巨 大 な 技 術 ブJ をf' j ;'i

裂 が あ ら わ れ る 。 周 辺 か ら や や 距 離 を お い て 、 子高ちくる光を界して、他物 !1 身 の 内 を 視 や る 。 似し、巨大な主11織ブJ に 刷 っ て ill られた 、打11心

椛 成 は 原 理 的 な 形 を.fl' [ みかさねながら、多機、 さ ら に わ ず か に あ け ら れ た 陥 川 を通 じて、内 の 一 等地 に あ る よ う な 巨 大 な オ フ ィ ス ピ l レで

m. 照的な拡 が りのある 柿 築 物 が あ ふ れ 出 た 。 を 巡 り外 に こ ぼ れ る 。 閉 じ つ つ も 空 川 は|人l に はむろんなし、 。 人を! 主し、 11 を制き、 H京必さ

周 辺 の、 不 明 l僚 な 印 象 に 比 し て 、 こ こ だ け が Ｑｾ ｦＮ ｊ き 、人 は 内 に ｦＮｔ ｲ て、その 内 なる胤 ｪ 止 を 比 る 。 せるような巨大な Ｇ｟Ｇｾ ｉＺ｜ｬ の引 札 はここにはない 。

特別、形態 の密度が ｾ ｲ ， Ｂ したかのような昂 り あ る い は H与に内に 析 な が ら に し て 外 の 感触 を が 、 し か し 何 よ り も ま ず 等 身 大 の 人 の ス ケ ー

を 凡 る 。 Ｇ ｡ｴ ｾ ｉ ｉ からの余官 ｈ はさらに 別偏 され 、 ｾＡｦＮる 。 さらにはまた、外の 寸 Ｑ 陛に ｈｾ ずれば外 ル に 長 づ け ら れ た 淑 や か な l味 わ い が あ る 。 人

それは全体の表而から ｨＧｊ 誌な緊仮感を欣ｾｕＺし に 属 て 内 の 空 気 を 謙 る 。 内 と 外 と の さ:: I:¥J の i放 の表的や肉戸や微細 ｉ ｾ ・ ￼Ｚ 収 、 ＱＱＱ 二山、までが伝え

て い る 。 妙な位相のｾいを、必わし Ｇｖｩ じ仰るｾＯｩ ｜ｊ の ｩ 1て くるような jぐ J立がある 。 J ' l . の以岐をJ F . に転じ

前も っ て l罰 而 で仕 入 れ て い た 空 間 の 子 恕 は み 併をも っ ている 。 ｾｾトる ｩ￯￭￭ きいき とした 氾Ａ伐 のＡ必受 Ｇ ＱＧＱ ー がしこまれ

ご と に は ず さ れ る 。 各 部分の喜芸家がそれぞれ 設 計 者 は い う 「 プ ラ ン は 形 態 を 示 さ な い J 。た ている 。 外とド人! とにそれぞれに l)f.Jい た ]!fl l } ;tが

に 生 き づ い て 、 い く つ も の 深 み を つ け て 全 体 しかに平而だけ凡ては、このｾ ｉＯ ｜ｬ の経験は 氾 Ｚｬ 1移づくられている 。

の 中 に お さ ま っ て い る 。 旨い 。 巧 み な 造 形 の 像 だ に で き ま し、。 床 も 、 引 も 、 天 井 も 、 通 路 再び ｦｬｬ Ｇｉ ｉ に釆 っ て、 ｬ 持ｼ の ，Ｇ， に沈んでいる治 ｫｾｾ

処 理iーであ る。 い つ も な が ら 達 者 な 椛 成 ぷ り で も、| 明段も、エレベーターホ ールも 、 そ れ ぞ の不[ ; な住宅地 の 有 線 に LI を や り な が ら 、 あ

ある 。 計 画 で は 平 田 と も に ほ と ん ど 左 布 対 林。 れ の 部 屋 も 、 部 分 が そ し て S ! !aJ が そ れ ぞ れ に の主l ' ; 物が訴 りか け て く れ た 合 裁 に 叫 を か た む

しかし北ｦｈｬＯ右半分は Ｒ 期工 ｾ ｊ ｏ［Ｚ のために残され 入 念 に 形 を 燃 え 繰 り あ げ ら れ て 生 き づ し、てい け た J 執初j に 大 胆 に 、 し か し 汀l心 深 〈 段 え 伺

て 空地 をあ ける 。 あ とに繁がれる百11分 は ブ ロ る。 1 1併はl / l ' r ' i 特祈の風対をもち、 2 附 は 2 に 、 造 形 す る こ と か ら や り 1(( し な さ し げ ま こ

ンク むき ｴ ｬｊしにして、殺れた ｾｴ 成さながらの 附自身の特徴を発する 。 ｈ ＧｲＧｩにｾればｾ Ｑｉ Ｇ ｜Ｑ は と に 原 理 は fi1j rjl で は あ る が 、 こ の 此t干の H寺代

機 相 を 示 し て いる 。 が 、 そ れ も ま た 利 巧 な iさ さ ら に 変 じ 街l支をj Q える 。 4 1柄、 5 附 と あ が に あ って何 よ りも 求 め ら れ て い る の は こ の 点

ｊ ｦ ｾ の 中 にある 。 未完成の Ａ 形であ り ながら、ー る に つ れ て 、 光 の 流 以 は 洲 ち て く る が 、 一 方 だ 、 と思 っ た。

( かとう っと む 点目11工ぷ織紺大マー 住環境，" t )
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財団法人 日本建築総合試験所だより

グリース阻集器性能試験装置

飲食庖の厨房その他の調理場では 、排水中に含まれる illiJI 旨分を阻

止 ・分 離 ・収集するために 、 グリース阻築総の設置が、義務付けら

れているが ( 建設省告示努11597号、昭和51年 1 月 1 白地行) 、このた

び空気調和術生工学会により HA S S 213r グ リース阻築器の性能試

験方法と性能表示j が規絡化された 。

当試験所では、公的試験機関として初めて、このよ見絡に基づき、

グリース阻築様性能試験袋置を設置したので ( 写真一 1 ) その概略

を紹介する 。

1. 試 験 装置 お よ び 試験 方 法 の 概 要

試験装置は 、図ー 1 に示すように、l ! 宇湯槽 ・流入管 - グリース投

入器 ・流出管 - 採集槽からなる 。

J!'宇 jお槽 ・・給湯設イliii から供給される 115，7)<. を定められた jill 皮 (40. C

以 上 ) に貯留する 。

グリース投入総・・-一規定のグリース量 ( 流入水量の0 .5重 量%) を

流入H寺|首j内に点滴する 。

流入管 ll i' ibi 槽から排出された温水を整流し、グリース投入器

から投入されたグリースと温水とを似合する 。

写真一 1 グリース阻集器性能試験装置

H : I狙集効率 ( %)

G : 阻集器内に阻集されたグリース琵 ( g )  

B  投入グリース丑 ( g  )  

G =B - F  

F :  1狙J兵器から流出したグリースi r . ! : ( g  )  

流出管 供試グリース| 但袋線から流出した排水を係柴僧に導く 。

これを 1 i品訓訓洲11山川11川|リ定とし、 7叩O回の総り返し i訓測u山則!ド川lリ定を行なな. う九。 ( i詰訓訓測11州則!ドI'Jリl定 間F隔商 l叩O  

分以内 )

採集槽 ... ... 供試グリース l坦築ー持を通過して流出した排水中のグリ

ースを冷却し、係柴する 。

以上の装置に、 ｻｊｌ 試クリース阻柴器を設置し、採集仰の ｩＱ ＱｾｾＷ Ｑ＼Ｎ を冷

却し、グリースを回収する 。

試験結果の判定は、各回の| 狙集効率を85% 以上、 70回のm.f! I( 量 の

| 狙集効率を 90% 以上としている 。

供試グリース |狙築様の 1¥乱集効率H ( %) は下式による 。

H = 含X 100 

以 上、試験装置等の概要を紹介しましたが、詳細については、音

- 熱 - 動 j瓜圧試験室 ( 1在通' ; [ L話06- 834- 0603) の十念、上回または田

坂まで、お問い令わせ下さい。

水位 ｾｉ

Jt i ' i品僧

/々 - 7一ー

ーーーι ーーー-

ｴ ｾ な ど

1)1'IJ¥ 11  

し、

流入信。

L ， 

i共A グリースドn県総

μ 叶
| L， I  

(a) ヂ1M図

(b) 立 lui 図

図ー 1 グ リース 阻集器性能試験装置 ( L ，・1j : ・径の J 5f古以上、 L ， 包径の 3 倍、 L ，・T&径 の 5 倍以上)

本試験所 ・所 イ1: j也… ・・・ 干565 I吹田市勝白内 5 - 8 - 1 ( 阪急北千里駅より北西約 1 km、国立循環総病セ ンター西隣 )

.  ';Il. 話 ...... (06) 872ー 0391(代)

・営 業11寺II¥J.. 、1< 日 : 午前 911寺一午後 511寺、土11M日 : 午前 911寺一正午
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朝日トイレプFースシステムI. t . 硬質けL、酸カルシウム板に無機質塗料をお温

度で焼き付けた高級無機化 粧 板 : 朝日ステンド付加 を表面材とした耐水性・

耐 候 性・耐薬品性・耐 汚 染 性等に優れたトイレフ- ・スシステムです。

ステンドブースの種類

一一一一一一. . .  岨 ｾｌｾｾ 毎週 Ｎ ドアーは、ステンレス合金製のダブＩレカム

|スーンドフース特例01グレビティω による間作動の常時

.，...... _" ........ー『 開峨方式採用。

パネルフレームは、耐蝕アルミニウム自然発色型材を使用し、化粧縁と繍強材を一体

化したシンプルな断面形状を備え、芯材にぺーノ Tーコアを採用した40' %，厚の高強度

で軽量なパネルで丈

Ｍ 一ＭＭ ｳ ｾｾ 司ＱｉＧｫＺｬＺｬ苫診ｾ Ｇ ，ＮＮ Ｇ Ｍ ドア一は、キ特寺E殊来樹H脂旨製のダ

|川悶ス痔テン涼ドフ. 圃引. 圃.

方式採用。

パネルフレームは、耐蝕アルミニウム自然発色型材(公1026) とアルマイト処理したシル

ノて一色( 公 1026S)の2種類があり、パネル周囲は木枠で備強し、芯材にペーパーコア

を採用した 26'%，1車の軽量なノ Tネルです二

※ステ ン ドフＧース昔 ＱＰＴＰ ・ 世 ＱＰＲＶ ・ Ｃ ＱＰ ＲＶｓ のいずれも床、 ＮｻＺｴ ｾ を仕上 ＱｦｴＮＮＺＡＦＮ に行う乾式後

付工法であり、ノ旬、ノレlこ附属する金物のほとんどを工場にて、取付してし、るため、工 JUj

の短縮が関れ経済的です。

吹付ロックウール

朝 日 耐 火 被 覆 材

ＷＷＱ べ叉 ｾｉＭｓ

ブロベストR- S は附=代のニーズヒ応じ当社が開発した画期的な工法( セメ

ントスラリー工法) の版付けロックウール耐火 締造です。

| 高層建築物に最適 |

250mまてダイレクト吹きが可能で丸

| 天井裏エヤーチャンパーに最適 |

セメントスラリーの表面硬化により粉じんが出ません。

|工期の短縮 |

材料、機械の揚霊不用、従来工法に比べて能力が大巾アップタしますL

| セメント粉じん「ゼロJ I  

予めセメントをスラリー化するため施工時に粉じんが出ません。

|安全作業と省力化 |

各種合成耐火構造

外壁、間仕切 耐火被覆材

す吉文士下R- S

ブロベストウェッ 卜

ブロベスト R- S

ケイカライ ト

プレ キャス卜コ ンク リー卜板

A  L  C板

〈施 工 方 法〉

ノ，

<-

/  .  
，ーー・

、、

妻

。

的

N

スラリーポンプ スラリ一線持機

;浜 ふ 朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

本 社 〒 104 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 10 - 6  f t  03 (573)  5111 ( 大代)

東京第一支庖 干 105 東 京 都 港 区 海 岸 1- 9- 15( 竹芝ビ J レ5F) f t  03 (436)5 171 ( 代表)

大 阪 支 庖 〒530 大 阪 市 北 区 北 融 寺 町 2 - 9  f t  06 (3 12)  8521 ( 代表)
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建材の新しい視点

イノベーションフ。ラスリノベーション

I NNOVATI ON+RENOVATI ON 

• 
(械ABC商 会はし、ま、数々の商品でFイノベーションを

そしてまた増 ・改築、改装のシステムで、リノベーションを

皆さまにご提案いたします二

ぜひ一度、 A B C商会のショールームへ。 I  

数十の豊富な種類から選択できる世界の床材 アームストロング。

本場ヨーロッパ6ヶ国の一級品を厳選したセラミックタイノレユーロセラム。

吹付タイルからリシンまで多くの色 ・柄が揃った吹付材ウオールコート。

ソフ トな照明 空 間によ り商業スペースの充実をはかる光天井 システム。

20色ものカラー、洗練されたデザ、イン、使い易さを追求した機能。・・世

界最高の評価を受 けているサニタリ ー ウェアコーラー。そして多機能

を誇る樹脂系無機系塗床材など、アメリカやヨ ーロッパ、日本の一流

建 築 材 ・インテリア材を一 堂に展示しております。 最適な素材との出

逢いの場t してA BC商会のショーノレームをご利用ください。

ショーj レームへどうぞ。

広三7tFZ|

名古屋 052(263) 1 4 5 5  

昭相ピ}[，1F. 日・-祭日停留

- カタログをご繍求ください・

床、壁、天井材から、照明、厨房

浴 4曹 製 品 まで お 求 め やす く聾

l 二、 ・ンョー- )レー-J.，. .-... -t:f u..

(株)A B C:

開
。

劇

団

〒1∞ 東京包千代田区家田町2- 12- 14

宣伝際 S R 係
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l I週
住宅都市整備公田 町 すまいづくり

魅力あるすまいづくり( その 2 )  )  11村 真 次

すま いつやく りのステ ップ

前回は設計や生産の面で公団のすまいづくりがどう変遷してきたかを、 1  標

準化のステ ップ、 2 工業化のステ ップに分けて紹介しましたが、今回は近年最

も力を入れている多機化のステ ップと、新しい給動であるオープン化のステ ップ

について紹介いたします。

3  多様化のステップ

H召和40年代後半から、{ 主毛は訟の 11寺代から 11の H寺代に移り、; 五要

層 の ニ ー ズ も 高 度 化 ・多 機 化 し て き ま し た 。 公開{ 主毛もこれまでの

際 機 化 や 品 産 化 の ス テ ッ プ で鴇 航 し た 技 術 を 応 用 ・改 善 ・発 展 さ せ

な が ら 、 そ れ ぞ れ の 立 地 や 環 境 条 件 に ふ さ わ し い す ま い の 設 計 を 行

う な ど 、 よ り 多 微 な す ま い を 供 給 す る よ う に な り 、 市 要 層 の 満 足 感

へ の 対 応 と い う 悦 点 か ら 多 傾 多 微 な す ま い の .-1' か ら ニ ー ズ に 令 っ た

ものを選んでもらう体i ! il ] を桜えてきました 。 こ の 多 機 化 に 対 応 す る

た め に 努 力 し た 段 階 、 こ れ を 多 様 化 の た め の ス テ y プ と:Y，付 け る こ

と が で き ま す 。

ず、 中 層 住宅 については、過去の ｴｾＺｻ ｩ｜ｦ ｬ 設 計のような回一郎 ｊ なプ

ラ ン で な く 、 { 主 似 の 位 世 の も つ 条 件 を 卜 分 に iI釘| ーに反映させたニュ

ー モ デ ル 'l' 層 住 宅 を 供 給 し て い ま す。 住 宅 の種 別 に つ い て は 、 単 身

用 の ワ ン ル ー ム タ イ プ か ら 5 L D K ま で の 幅 広 い 家 族 明 に 対 応 し た

す ま い 、 ま た 納 戸 や 多 目 的 宅 ・昼似〉良部屋 ・合 iolI '  '1工J ! : I ! ' などを設け

たすまい、- t 人の同 J丙を考慮した彼千子家族附l け 住 宅 ・身| 句者 IIi Jけ 住

宅などを、 階 数については、 1 階4 . 主のフラ ッ ト 住 宅 か ら 251，符維の 超

高 j宵住宅までを、 ア ク セ ス 型に つ い て は 、 一 般 的 な 階 段 室21の ほ か

に 階 段 室 分 自lPl'l 、 ri 廊 下 ・中 liin' !¥'l 、 ツ イ ン コ リ ド 一 明 、 ス キ ンプ

フロア一明、 btF状{ 主械に対応した集 rl)  ｊｾｾ などがあります 。 すまいの

集 合 方 法 の 工 夫 に つ い て は 立 地 に 対 応 し て 、 戸 処 か ら コ モ ン ス ペ ー

ス ( 共 用 庭 ) を 持 っ た 計 画 的 戸 位 、 タ ウ ン ハ ウ ス ・水 核 地311住 宅 ・

斜而に沿 っ て，怨設するセ ッ トパ ッ ク噌住宅、 中 府市街 ｪ 立住宅、 ｾＧＺｪ ｩｍ

向 密 度 住 宅 な ど を 、 す ま い の 形に つ い て は メ ゾ ネ ッ ト 住 宅 、 フ リ ー

ル ー ム 住 宅 を 、 そ の 他 特 殊 な す ま い と し て は 、 単 身 者 向 け の 家 具 付

ワ ン ル ー ム 住 宅 や 全 戸 に 庭 を 設 け た 人 工 庭 付 '1-' lEi f  io毛 、 オ ー ル屯 化

住 毛 な ど 、 さ ま ざ ま な す ま い を 供 給 し て い ま す。

工 法に つ い て は 、 従 米 主 流 で あ っ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i去 の 在 来 工

法 や P C 、 H - P C工 法 な ど の 工 業 化 工 法 の ほ か に 、 低 lE i に対応す

る 工 法 と し て 、 枠 組llai 工 法 住 宅 や 建 設 大 臣 認 定 工 業 化 住 宅 な ど 簡 易

I耐火. t - . Y i 泣に準ずる工法も供給しており、多機なニーズに対応するた

めに、より多くの持ちＱｦ｣ｾを用意し、現代キ Ｑ Ｚ 会の要求に 且 ｉｊ した供給を

行 っ て い ま す。

よ り 個 性 的 な す ま い へ の 対 応

品 の メ ニ ュ ー と で も ち え ま す が 、 そ の メ ニ ュ ー の rTi;¥をもう - J. t i.ffiめ

た の が 、 ハ ウ ス プ ラ ン 選 択 I;-.r-'¥や メ ニ ュ ー ) i 式 に よ る す ま い づ く り

で あ り ま す。

ハ ウ ス プ ラ ン 選 択 }j-.r-'¥は、すまいづくり" 昨J坐 9 ( 1I ?159年 12J J  ひ)

の ガ ー デ ン ハ ウ ス 西神 科 LI fi のー]¥-WIJ 紛介に詳しく解説してある. i l . u r) 、

，{ i ，- 望の岡地にテザイ ン や JJ i .校、 I/l Jll 5< r) 、 工 法 そ れ に lilli 絡 な ど '， );i 必 者

の イ メ ー ジ に 介 っ た す ま い が 科 ら れ る よ う に し た も の で あ り ま す。

メ ニ ュ 一 方 式 は 、 公 開 が お 奨 め す る Ii¥Jl Tj / _ りはもちろん、 L D K タ

イプでは満足できない川喜芸者のために、 1' 1111 な す ま い 万 の で き る IJ ¥j

取 り な ど 、 千千組 の プ ラ ン メ ニ ュ ー の '1'か ら 選 択 差 せ 、 ま た イ ン テ リ

ア や 設 備 に つ い て は 似 体 部 分 の 位 設 '-1' に 、 色 彩 や グ レ ー ド 別 の メ ニ

ュ ー の 中 か ら、より; 必要す; の イ メ ー ジ に 合 っ た も の を 選 択 し て も ら

ひとくちメモ

- ニューモデJレ中居住宅

)J_;住戸は三 1m外公に 1Mした平IJ 点

を生かしたフランとし、 H 皆には

¥'i !Tl 庭を、紋上| 滑にはト ップライ

トやＮｒＩｉＺｾ物入ｩｌをとり、 ＱＺ 背段民

回りに吹抜けや玄関ポーチを設け

るなど、 f HJ I l デザイ ンを 改押した

小1M住宅。( 写真一 1 )  

・準接地型住宅

写真一 1

すまいにできるだけ彼地刊をもたせるよう工夫したすまし、。 1 I>l' i と21析

の一部、 Ｒ 隙の Ｍｭｾ と Ｓ 附を手 ｉｊｊｔｉ す る Ｒ 剥 ｬ のすまいを組み介わせ、下町 ｪｕ ￵

主には ¥'iJTI 峰、 Ll fil 住吉にはI ' I'I がか りのある 民上陸を設けたすまし、。

. 家具付 ワンルーム住宅

高11市古11の Ij i 身就労- r ，-r"J けのfi ，'包

として; t l耐したすまい 収納ユニ

ッ トに ベッド、テープル、i下JII! 入

れなどを組み込み、 Nij Iji.な家n-t ill

H. を持ってく れば、快適でイ' } J ' ! IHI
'
，)

な生活のできる目11市中H主官。( 写真

中央町 1: ，':. は 、 ポ y クス潔n . によるもので 'iT!' )}
写真一 2

- フリールーム住宅

水まわりを 1i'! I Aしてっくり、の

こりの空間l をIl II 仕切りせずに ft t  

げ、ポ ンクス家H. などで n山にす

まいこなしてしらうすまし、。 Il lIi -

fnにIII Jf_上切りされた ii 二'記タイプに

満足しない家政や、多L ! f内に前 JJI

する，Ｊｉｩｾに適している。Ｈ 写真 一 Ｓ )  

前 l A し た さ ま ざ ま な す ま い は 、 公 開 が あ ら か じ め 用 意 し た お 奨 め

'1 

川IIrllrrr 川11川11 住宅・ 都市整備公団協力業者 ( P R ) rrrllll 川1I IIIIIIIIIIIIIIrrrrrr 川 11111111111111111111川 1111川 川 rllllllllllllllrrllrrrllrrrllrllllr 川1111111 IIr 川川川川川 11111111川川川rrrllllr 川川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川111川川rrr川川川11川川11川川川川1111川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川川川11川rrrlllll 川 IIrrrlllrlllllllllllllll 川 111111111111川 IIrrrllllllllllllllllr

明 日 を 築 〈 総 合 建 設 業

株式会社 y蓬
l

 

l

 

.，，， 来E

取 締 役 社 長 長 井 謙 介

ノド社 和歌山 rli 小絵原通 3 - 3  ｾ｛ｌ ｪ ， Ｕ＠ 0734-23- 7161(代表)

玄 ｊ［ｬｾ 大阪Ｊ京

22 住援と社会 1985年 3 JJ ｾｪ＠

写真一 3

総 合 建 設 業

株 式 会 社 熊 田 工 務 庖

代表取締役自民 間 忠

4' 1;1] 〒669-56 兵 Ｑ ・ ｬ ｩｾ ，｜械的 Ｑｭ 日向 ｉｈｔ 土 ｽｾｻ Ｇ ＸＰ Ｍ Ｒ ｾｬｬＮ ｊｌ Ｚ号 07964- 2  - 1085 

神戸本山 〒651 神戸 rli '1' 央区琴紡肝T5-5 13  Ｉｉｬｾ， ｲｩ＠ 078-24] -8888 



って か ら、内部 空間 を施 工 す る 手 法 で、 あ る 経 度 居住 者 の 好 み に 対

応、 できる 、 い わ ばセ ミオー ダ ー 的住 宅 を 造 る 方 式 と で も 言 え る も の

で す 。

さら に'，/，占嬰 者が fWI 性 的 な すま い を待 た い; 場合には 、需 要 者 が ク ル

ープをつく って 共同 ですま いづく りを進 め 、! 日] 取り、仕上 け¥ 設備、

そ れ に 共 用 施 設 な ど に つ い て オー ダ ー メ イ ド す る コー ポ ラ テ ィ ブ 方

式 の グ ル ー プ 分 譲 住 宅 制I支 も 用 な さ れ て お り、現 在 で は 、需 要 者 の

ニ ー ズ に 対 応 で き る ほ と ん ど あ ら ゆ るす ま い の 供 給 手 法 が 怒 っ てい

るのではないかと 思 い ま す 。

しか しながら 、一 方、 多様 化のス テ γ プ のす まいが 地 え る に つ れ

て 、設 計 建 設 ・供 給 な ど の 業 務訟 は より多 く絞 雑に な る上 、今 後

需 要j習の 住 怠 識 が 向 く な れ ば な る ほ ど 、 多 J様化 の ス テ ッ フ。の す ま い 、

と く に 例 性 的 な す ま い が ま す ま す 多 く な ります 。 この よ う な 状 況 下

の 中 で 、 'l'l. の雌 保 を図 りな が ら この ス テ ン プ を ど の よ う に 充 実 さ せ

て い くか を探 究 し てゆく 必 要 が あ ります 。

4. オ ー プ ン 化 の ス テ ッ プ一一一新 し い ス テ ッ プ の 胎 動

多4様化 の ス テ y プによ りさ ま ざ ま な す まいが供 給 で き る よ うにな

っ て い る も の の 、近 頃 で は 、今 ま で の 居 住 経 験 か ら 生 じ る 新 た な 要

求 と し て 、 あ ら ゆ る 面 で の 質 の よ さ が 求 め ら れ て い ま す 。 集 合 す る

す ま い の 計画 に つ い て は 、今 ま で の l味気 な い閉鎖 的 集 合形 態 では な

く、魅 力 あ る す ま い と す る た めに 、 た とえば 戸 建的 機 能の 付 与 や築

住 的 ア メ ニ テ ィ ー の 拡 充 な ど に 対 す る 要 求 も あ ります 。 省 資 源 ・省

エ ネ ル ギ 一 、 それに. i l f f 音 ・断 熱 な ど の 物 理 的 性能 の 向上、 安全性、

よ りよ い コ ミ ニ テ ィ ー j形成のできるすま い である こ となど 、 さ ま ざ

ま な 要 求 が あ げ ら れ て い ま す が、な かでも 入居 11寺の多様 性 も さ るこ

とながら 、 入 居後 変 化 す る ニ ー ズ に 対 応 でき るす まい とす るこ とや、

良 質 な 社会 財 産 と な るす ま い と す る こ と も強 〈求 め られ て い ます。

生 活 水 準 の l向上 に伴う {主意識の 向上は、 需 要 者 の ニ ー ズに も大き

な 変化 をもたらし 、 そ れ ぞ れ の 例 性 に 応 じ た 美 し さ や l床と い った 、

か な り例人 的 な 感 性 に 関 す る 、 それも H寺代 と と も に 変化 す る内容 に

も対 応 で き る こ と が必 要 と な っ て い るの で す。 また 物 理 的i耐久 性 の

面 では 、 柿造 体 と そ の他 の 構 成 材 の l耐久 性 が異なるこ とか ら、 仕 上

げや 間取り、 設備 が 古 く な っ て 使 用 に 耐 え なくな り、補 修 を余儀 な

くされたり 、改 修 し な け れ ば な ら な い こ と が 多いこ とから 、 ス ム ー

ズ に 更 生 で き る 建 設 手 法 が 求 め ら れ て い ま す。

つまり 、 常 に ラ イ フ ス タ イ ル に 合 っ た II，I J取 りや 仕 上 げ、 設備iカ、簡

単に斜1:ら れ る す ま い で 、 い つ で も ス ム ー ズ に 改 装 ・修 復 で き る す ま

い、 言 い伴 え れ ば 長 持 ち す る す ま い 、イ直うちのあ るす まい が求 め ら

れ て い ま す 。 こ れ に 対応 す る た め に は 単 な る 物 理 的 耐久 性 の 向 上だ

けでなく 、 設 計 や 生 産 の ル ー ル や 供 給 、維 持 管理 など 、 幅広 い総 合

的 な シ ス テ ム 提 笑 が 必 要 で 、 そ れ に は 需 要 者 ・供 給 者 、 そ れ に 住 宅

|具Jiili 生 産 業 者 や 行 政 な ど の コ ン セ ン サ ス を 得 な が ら 進 め な け れ ば な

りま せ ん。

オ ー プ ン 化 シ ス テ ム の 胎 動一一一 K E P

第 3 の 多 様化 の ス テ y フ。の 段 階 の す ま い の 多 く は 、住 毛 取得 のた

め の 選 択 の 多 様 性 は あ る が 、 入 居 後 、居 住 者 の ニ ー ズ に 対 応 し て プ

ラ ン を 変 更 し た り 、 好 み の 苦11品 に 取 り停えた りす る こ と は 容 易 で あ

りま せ ん。 これは椛 造 体 や 造 作材や音11，¥'1，が 特 定 の プ ラ ン に 対 応 して

- 笠ユニY トノ吋J レ

@EDl  

O収 納ユニ y

- 害架寸旧ニット
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図 - 1

神戸ポートアイランド

プロト 55概 念

つ く ら れ て い る 在 来 工 法 の クロー ズシス テ ム で あ る か ら で す 。 部 品

化 されて い ない こ とや 、部 品 化 され て い て も部 品 相互 の接 合 ル ー ル

がないからで、 これ ら ク ロー ズ シ ス テ ム で つくら れ て いるすまいは、

入 居 前 も 入 居 後 も 大 き な 変化 は 望め な い の は 当 然と 言 え ま す。

公 団 で は これ ら を 解 決す るシス テム と し て 、 昭 和48年 か ら 多 様 な

ニ ー ズ に 対 応 で き る 新 し い 住 宅 供 給 シ ス テ ム を 追 求 し て い ま す 。 そ

れ は工 業 化 さ れ市 販 され て い る間 仕 切 収 納 ユ ニ ッ トやキ y チ ンユ ニ

ント、 浴 室ユ ニ ッ トなどのオープン 部 品 で 多 i憾 な す ま い をつ くるシ

ス テ ム ( オ ー プ ン 化 システ ム と い う ) で、 そ れ に 必 要 な ルー ル や 生

産 ・供 給体制l を 整備 . Ij日発 す る計画であ ります。 K E  P  ( 住宅 公 団

実 験 住 宅 計画 ) と H乎び 、 す で に笑 用 化の研 究 を 昭 和54年頃に終え、

H召和 56年 3 月に は 第一 号 の前 針 町ハ イ ツ を 生 み 、こ の y ス テ ム を応

用し た す まいは、 その 後 、 神戸 ポ ー トア イ ラン ドプ ロ卜 55( 図 ー 1 )  

な ど で 笑 1¥祭 に 建 設 され て い ます。

K E P に よ るすま い は 、① 好 み や 経 済 力 に 見 合 っ た部 品 が 選 べ 、

ライフス タイ ル に 合 っ た 個 性 的 な す ま い が つ く れ る。 ② 家 族構 成の

変 化や 成長 の 度 合 い に 合 わ せ て 、 間 取 り変更が容易にでき る。 ③新

昔11品 との交換ができ 、 す まいの 寿 命 を 伸 ば す こ とがで き る な ど の メ

リッ トがあ ります が 、な んと言っても 、④ 良質で 多 様 な ニ ー ズに 対

応 で き る す ま い を 比較 的簡単 に 設 計 ・施 工 で き 、 よ り 多 く 需要 者 に

安 価 に 供 給 で き る の が 大 き な メリ ッ トであ ります 。 このシス テ ム に

よるすま いづく りは、 部 品分者IJ. 寸 法 ・核合 の ル ー ル に 従い、 flYtj 童

体 に 内装 や 設備 の サ ブ シ ス テ ム を 組 み 込 ん だ り、 移 動し た り、取り

符 えた りす る こ と に よ り す まいを 構 成 します。

この K E P システム は 、 こ れ か らはコ ー ポ ラ テ ィ ブ 方 式 や フ リー

プ ラ ン 賃 貸 住 宅ーすまいづくリ講座 2 (昭和59年 5 月号) ひと〈ちメモ (3) 参附ー に

も活用 され る段 階 を 迎 え よ うと して お り 、 新 し い す ま い の 供 給 方 法

と して 大 い に 期待さ れ て いま す 。
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高 齢 化 社 会 を 迎 え て一一一老 人 マ ン シ ョ ン は 林立 す る

老 人 マ ン シ ョ ン は 20年 ほ ど 前 か ら 熱 海 ・白 浜 な ど 風 光 明 鮒 な 温 泉 地 で 建 ち 始 め 、 最 近 で は 都 心 に ま で 進

出 す る 勢 い で あ る 。 目 先 き の 効 く 業 界 で は 減 少 す る ヤ ン ク よ り は 増 大 す る シ ニ ア に タ ー ゲ y トを絞 り、

老 人 マ ン シ ョ ン は も と よ り 、 二 世 帯 同 居 住 宅 や 少 し 気 取 った 「風 格 の あ る 家 」 な ど を 売 り 出 し て い る 。

消 費 者 側 も 今 ま で は 親 家 庭 か ら 分 離 し て 出 て 行 く 新 婚 夫 婦 向 け の小さなアノ マー ト へ の 支 出 が や っ とだ っ

たが、 小 金 を 貯 め 込 む 中流 階 級 と な り 、 自 分 自 身 の 長 い 老 後 生 活 に 備 え る よ う に な っ た。

ところでアメ リカ で は 、 す で に ど こ の ダ ウ ン タ ウ ン に も 老 人 マ ン シ ョ ン が林 立 し て い る 。 こ れ は 車 社 会

化 が 進 行 し 、 率 が な け れ ば 日 常 の 買 物 さ え で き ず 、 運 転 の 困 難 と な った 老 人 た ち は 、 徒 歩 で 貨 物 に 行 け

る ダ ウ ン タ ウ ン に 住 ま ざ る を 得 な く な っ た こ と 、 お よ び 激 発 す る 犯 罪 か ら 身 を 守 っ たり 、万 ー の と き の

手 助 け を 若 者 や 子 供 た ち に 期 待 で き な け れ ば 、 老 人 同 士 で 団 結 す る し か な く 、 都 心 の 高 層 マ ン シ ョ ン が

恰 好 の シ ェ ル タ ー と な る た め で あ る 。 わが国の場合はこれほど深刻ではないが、 30年 ほ ど 前 に 新 婚 家 庭

と し て 入 居 し た 人 た ち が 次 第 に 高 齢 化 し 、 老 人 は・か りが住むアノ マー ト や マ ン シ ョ ン も 出 現 し て い る 。 い

ず れ に し て も 、 マ ン シ ョ ン の 住 人 は 新 婚 家 庭 が 多 い と い う 伝 説 は 恰 て 去 る H寺期にきている 。 ( H. A )

育 成

2 月 の 梅 も す ぎ 、桜 の シ ー ズ ン が 近づいてきた。 、暑さ寒さも彼岸まで。の言葉のとお り 3 月 も 半 ば を

す ぎ る と 、 は な や か な 春 の 季 節 に 入 る 。景 気 も 着 実 に 上 向 い て い る と い う し 、 今 年 の 春 は 愉 快 に 花 を 楽 し

み た い も の だ 。 昔 の 人 の 花 見 と い え ば 、 吉 野 、 醍 醐 に 代 表 さ れ る よ う に 山 野 に お も む き 自 然 の 花 を 楽 し

ん だ も の で あ ろ う 。 し か し 昭 和 の 今 で は 花 見 も 造 幣 局 の 通 り 抜 け 、 大 阪 城 公 園 な ど に 代 表 さ れ る よ う に

植 林 さ れ た 桜 の 花 見 と な っ て き て いる 。 食 物 に つ い て も 閉 じ よ う な こ と が い え る 。 農 作 物 、 肉 類 は も ち

ろ ん 魚 類 も 、 は ま ち 、 鰻 な ど は 養 殖 の も の が 多 い と き く 。普ー悪 は 別 と し て 、 栽 培 、 養 殖 さ れ た も の が 必

要となってきている。

同 じ こ と が わ れ わ れ の 仕 事 に つ い て も い え る の で は な か ろ う か 。 今までは顧客の注文を受け、設計ーなり

，.ず

施 工 な り を 行 な う こ と で よ か った が こ れ か ら は 、 顧 客 の 動 向 を察 知 し 適 当 な 企 画 を 出 す 、 白 か ら 仕 事

を 生 み 出 す 努 力 が 必 要 に な っ て き た の で は な か ろ う か 。 わ れ わ れ の 仕 事 も 栽 培 、 養 殖 の 時 代 に 入 っ たの

か も し れ な い 。 ( S . M)

写 真 一 2

巨 匠 と い わ れ る 人 々 の 作 品 は お お む ね 写 真 で し っている 。ミ ース、コルビジェ、ライト、アーアルト. . 。

い く つ か は 訪 ね て み た が 、 ど う も 感 じ が ち が う。季節や光線のかげんもあるのだろうが、 「オ ヤ 、 こ ん

なものなのか・. . . .J と い う 気 が す る 。 そ れ で も あ わ て て 写 真 は 撮 る 。 あ と で 見 る と な ん と か 映 って は い

る が 、 と り た て て ど う と い う こ と も な い 建 物 に み え る 。 あ ら た め て 二 川幸 夫 氏 の 写 真 な ど で見 る と 、 こ

れ が 服 の さ め る ほ ど の 美 し い 建 築 で あ る 。 こ の あ た り の こ と は な ん と も 釈 然 と し な し ¥

自 分 で つ く っ て い る も の も 、 あ る 日 あ る H寺、 「こ れ が 、 わ が し わ ざか ー.. . . .J と 思 う ほ ど 美 し く 見 え る こ

とがある 。 そ う い う と き に か ぎ って カ メ ラ を も っ て い な い 。 もって い て も フ ィ ル ム が 切 れ て い た り す る 。

や っ と で き た 、 写 真 も と っ て お こ う 、 と 重 い カ メ ラ 道 具 か つ い で で か け れ ば 、 雨 、 だ った り す る 。 日暮

れ て 内 部 に 灯 が 点 り 、 あ あ 、 と 声 ヵ 、 出 る ほ ど わ が 建 物 の 美 し い と き 、 道 具 が あ って も こ れ を と ら え る ワ

ザ が な い 。 か と い って 専 門 家 の 手 に な る 竣 工写 真 な ど と いう の は 、 こ れ ま た わ が 11良を お お い た く な る ほ

どヒドイ 。 か く し て 、 ず い ぶ ん も の を つ く って い る の に 、 そ れ を 示 す に 適 切 な 写 真 が い つ も 手 も と に は

ない 。 ( M. T )

歩 い て 楽 し い 街

街の表通りからちょっとした路地に踏み込むと、息、わぬ isl争 け さ や 包 み 込 む よ う な 道 巾 の ス ケ ー ル に 出 会

って ほ っ とすることがある 。 曲 り く ね っ た 坂 道 、 大 き な 樹 木 の ア イ ス ト ップ 、 踏 み ふ る さ れ た 石 丘 、 街

角 の 石 碑 な ど 変 化 に 富 ん だ 街 の 表 情 と の 触 れ合 い も 楽 し い 。

魅力ある街の再生は、 〈歩 い て 楽 し い 〉 道 の 復 活 か ら 始 ま る と も い え よ う 。 大 阪 市 の 憐 総 街 路 沿 い の 美

観 誘 導 は 、 ま さ に そ の 先 駆 的 施 策 で あ る 。 し か し 表 通 り の 整 備 が 進 ん で い く 一 方 で 、 ヒ ュ ー マ ンな 路 地

造 り の 視 点 も も ち あ わ せ て い た い 。 街 路 空 間 は 「 公」、 「私 」 相 互 の 努 力 の 中か ら 創 造 さ れ る も の で あ り、

既 設 路 地 の 整 備 と と も に 、 私 有 地 側 に も ポ ケ ッ ト パ ー ク や 通 り ぬ け の 緑 道 と い った 歩 行 者 空 間 を 連 ね て

い く こ と に よ って、 歩 い て 楽 し い 街 の ネ ッ ト ワ ー ク が 、 面 的 に 拡 が って い く の で は な い だ ろ う か 。 歩行

者 の 側 に 立 つ 配 慮 は 、 建 築 を 造 る 者 に と って 欠 せ な い 視 点 で あ り 、 生 活 の 中 か ら 生 み 出 さ れ て き た 日 本

の 道 空 聞 の 技 法 の 中 に も 、 ま だ ま だ 学 び と る も の が 大 で あ る 。 ( M . F )
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安 井 武 雄 と 自 由 様 式

浦 辺 鎮 太郎

総 築家 ・ ｩ ｬｬ￬ 辺 建 築 ιｉ ｾ 務所代点取 締 役 会 民

佐 野 正 一

建築家 ・安井建築設計事務所代表取締役社長

安井武雄邸 (ス ケッチ)

と き 昭和60年 1 月12 日ω

とこ ろ 日本建築協会会議室

建 築 家 安 井 武 雄 伝

佐野 安井武雄は大阪で生活を始めたのが大正の初めですが、

安井武雄建築設計事務所を大正13年に聞きましてね、大阪倶

楽部、野村詣券関係のいくつかの建物、大阪方、スビル、それ

に京都競馬場というような、かなり大阪で重要な建物の設計

を担当しました 。戦争中はほとんど活動は中断状態になりま

したが、戦後、事務所を再開した段階で、大和紡献本社ビル、

日棉実業本社ビルとい った仕事をやりました 。戦後は、もう

ひとつ戦前のような華々しい成果を挙げるところまではゆか

ずに、昭和30年に亡くな った。 こういう生涯なんです。

それからちょうど30年を経過しまして、 H乍年が、大正13年に

事務所が聞かれてから 60周年ということになるものですから、

何か記念になるものを残したいという気持ちがありまして、

山口庚先生にお願いをして安井武雄の生活と作品を一冊の本

にまとめていただいたわけです。山口先生は、少し前に三省

堂版の 「日本の建築一明治 ・大正 ・昭和」という全集のうち

「都市の精華J という一巻で渡辺節、ボーリスと並んで安井

武雄のことをお書きにな った。その本は大変評判の良い本で

したね。そこでもう一度山口先生を煩わしてその後に見つか

った新しいものも加えた全資料の再点検をしながら、ま った

く建築史家の立場で執筆していただいたものです。その結果、

わたしどもが期待した以上の良い本ができたと思います。 こ

の本は単なる作品の紹介にとどまらず、その作品ができるま

での建築主とのかかわり合いも含めた設計経過や、背最とな

る一般社会情勢のようなものまで詳しく述べられていますの

で、いわば大正末期から昭和初期にかけての、建築を中心に

した一種の歴史をひもとくような感じもします。一人の建築

家の創作活動に関する本としては非常に珍しい、良くまとま

ったものではないかと思いますね。

浦辺 山口さんという方は万博のころに「万博物語J という

本を 警かれてね、それがなかなか名 筆 なんですよ 。非常に文

章がわかりよく、それにデーターの扱い方がお上手で、今回

このご本を頂戴してまずいい方に頼まれたなあと思いました 。

ところで、今日はこの本の中で一番興味のあるところ、この

表題の通り 「自由様式j といっ問題に絞 って話を進めたらど

うですか。 これは山口さん、本当に良〈勉強された結果、こ

の自由様式というところを見つけて、そこへ焦点を当てたん

で" すね。だからこんなにまとま った本にな った。

佐野 安井武雄という人は大学H寺代、様式の問題については

非常に勉強もしましたし、ちょうど日本の建築の繋明期に、



いろんな海外の様式が泊々として入 ってくる中で、や っぱり

日本は独自のあり得べきやり方を見つけねばと心に決め、 一

生かけてその大望の一部を果たしたということになるのでし

ょっ 。幸いなことに、大阪の経済はその頃非常な活況を呈し

ておりました 。

浦辺 良い i時代だ ったんですね。

佐野 第一次大戦後、大阪は大陸貿易と鉄鋼、造船、紡績な

どの産業の勃興によ って景気が大変高揚しました 。 この時代

に、証券業務という新しい分野を開拓し、経済の波に乗 って

盛大を極めてい った大阪商人の代表的存在の野村徳七さんに

認められた 。それから、これまたガス事業という日本の新し

い産業を大阪で初めて見事に定着させた大阪方、スの片岡直方

さんの知遇を得て、ガスビルを創る契機を与えられた 。この

ようにいろんな 幸運が重なりました 。 ですから 、大学卒業以

来欝勃たる気持ちで満州|で過ごしていた本人は、このように

優れた財界の指導者にめぐり会えて大阪で花を咲かせたとい

つことになろうかと思います。

自由様式をめざ、して

浦辺 安井先生は、わたしがちょうど学生から社会人にな っ

た頃に一番印象に残 っている建築家です。 そして一番関心を

持 っているのが、この自由様式ということです。安井先生は

自分のスタイルに対して自ら自由様式とお っ しゃ っている 。

それカ、思いつきではなくて、これは相当自分のスタイルを追

求した偽句に到達した内容の深いものであると思います。

卒業設計に、当時の大学の方針に背いて、和風住宅をおやり

にな った。あの辺に大いに片品券が出ているんだ。 まあそのた

めに学校から H児まれたという話もある 。 そうなんでしょう 。

佐野 方針としてヨーロ ッパの、ことにイギリス風の建築術

を東京帝国大学は入れておりましたからね。 で、構造的には

鉄筋コンクリー卜が重点です。伝統的な木造建築などについ

ては、歴史の先生以外あまり顧みなかった時代ですね。あの

卒業制作は西本願寺の飛茎 |割に素材を求めたと思われる様式

でや ったわけで、これは大学の先生の指導方針からすれば明

らかに一種の反逆ですよ 。

; 溝辺 反逆ですな、アカデミズムに対する 。 あれが非常に後

世を決定していると思うんですよ 。 しかしこの本で拝見する

と、辰野先生は大いにあの笑を買 って、満州、| で仕事するのが

嫌にな ったら相談にこいとお っ しゃ ったというんだから、辰

野先生という方は案外リベラルなところがあ ったんですね。

佐 野 そうだと思いますね。反逆というのは大学の方針に対

してであ って、自分自身としたらやはり東京で仕事をやりた

い。本来関西の人じゃないわけですから、東京へ戻りたか っ

たと思うのですけれどね。

浦辺 東京で何を志望されたんでしょうね。仮に首席で卒業

して学校が世話をすでるということになれば、どこを ・・・・・・。役

所ではなか ったでしょうね。

佐野 や っぱり事務所でしょうね。

浦辺 というのは、自分の思想、がもうその時分からは っきり

していて、人の真似はしないという意志があ ったからでしょ

う。外固めスタイルの真似をするのはかなわんと 。 これがあ

ったんですね、満州時代から 。

佐野 満州というのは西洋建築の一番東の端ですから、東洋

建築と同時に西洋建築も数多くありましたし、大陸を通して

ヨーロ ッパを見たいという気持ちもあったんじゃないかと思

います。 またこれは安井の個人的な傾向だと思いますけど、

東洋趣味と称するものをあの地で育てた 。後の大阪倶楽部や

高麗橋野村ビルなどに少しそれが出てきますけどね。

浦辺 安井武雄というと東洋趣味ということを書〈人が多い

んだけど、満州、|におられるときには、随分むこうの伝統的な

建築も勉強されたと思いますね。 しかし考えるところは違 っ

ていた 。

佐野 同感ですね。 もっといろいろ世界的な傾向も調べ、そ

帝国ホテル ( ライト ) 蛾影 村 井 修



のうちで自分を確立しなければならないという構えですから、

中国だとか、中東だとかに限定したものではなくて、ギリシ

ャ、ローマあたりの様式や装飾について勉強したものも大阪

倶楽部の建物のディテールにはいろいろ出てくるんです。そ

の後の野村銀行京都支庖に出てくるのはメキシコのマヤ文明

でしてね、その頃はマヤと東洋の関係など言う人は誰もいな

かったんですけどね。

浦辺 マヤはねえ 。

佐野 それが様式的に大変面白いとなれば、これをひとつ自

分のデザインの流れの中に取り込んでみたいと思い立 って、

それでああいうモチーフを創りあげ. たのでしょっ 。

浦辺 マヤはライトがえらい惚れ込んでね、それで帝国ホテ

ルはマヤのディテールですよ 。ぼくは独創的な人というのは、

ライトがそうだ ったように、西洋建築のスタイルとか伝統と

およそ無縁のものであるマヤの文化が、かえって面白か った

んだと思う 。

佐野 安井の前でわたしが直接的に誰の影響を受けたという

ようなことを話しますと、いつもせせら笑ってましたよ 。

浦辺 ああ、そうでし

ょうね。外国の人がや

ったものを真似するぐ

らい嫌なことはない、

痛にさわるとおっしゃ

っているところをみる

と、人の真似を非常に

嫌がって自分の作風を

創ろうと、これに終始

された方だと思います

ね。

大先達武田五一、片岡安

浦辺 大正10年代の大阪を中 心に見ますと、まず武田五一先

生がいらして、関西の大御所でしたよ 。

佐野 そうですね。

浦辺 この方は本当の意味のリベラリストだとわたしは思 っ

ております。 というのは、当時の主流としての近世復興式を

はじめ折衷様式を巧みに使いこなし、これに止まらずにアー

ル ・ヌーボーもやる、ライトもやる、それからコルビユジエ

にも興味を持たれた 。 さらに和風もやるという、自分の創立

で様式の枠をきれいに外された方だった 。

それから片岡安先生、この方はわたしはアーキテクトという

よりも、スケールのもうちょ っと大きい方. . . 一・でね。

佐野 片岡さんは、ごく近いところに大蔵大臣の片岡直泌さ

んがおられるし、大阪ガスの片岡直方さんも一族で、優れた

家系の方ですね。それにご自身大阪では建築界の大親分みた

いな立場におられましたから、片岡さんの下で働いていた波

江悌夫さんに芦を掛けてもら って、片岡事務所へワラジを脱

ぐことヵ、できたのは、本人にと って非常に幸せだ ったと思い

ます。

そして入所間もなく、川崎造船所の病院をつくるという目的

で、アメリカへ病院建築の視察に行かされるんです。滞在が

l 年ぐらいで、ニューヨークに主としてお ったんですが、シ

カゴへも行 って、シカゴ派の建築、なかでもサリパ ンのビジ

ネスの容れものとしての事務所建築の新しい行き方に強い印

象を受けたのではないかと思います。

浦辺 ニューヨークのマ ッキム ・ミード ・アンド ・ホワイト

よりもシカゴ派の作風の方が安井先生にはピタ ッときたと思

いますね。大阪がまさに日本のシカゴだ ったから ( 笑い )。 大

阪で事務所をやる以上はシカゴを勉強すべきだと思いますね。

外 遊 - シカゴ派との出合い

佐野 そうですね。この頃もう野村徳七さんと接触があ った

ようで、シカゴでの勉強というのが、大阪の野村鐙券本社を

設計したときの最も有力な出発点にな ったような気がします

ね。大阪倶楽部のときの思想というのは、束i羊や中京からギ

リシャ ・ローマに及ぶ広い範囲のいろいろな装飾物を取り入

れた様式に近いやり方でしたが、野村詮券の本社のときは、

そうした考えをすっかり白紙に戻して、金融機関の建物とい

えばオー夕、ー建築万能の時代に、銀行とはまた採なる証券会

社の本拠となる建物のために、敢えて新しい造形をや ってい

る。 これはや っぱりシカゴでの勉強がものを 言っ てるような

気がしますね。

; 浦辺 その頃、大阪では渡辺自↑ i先生の活躍Wl で…・ 田・。

佐野 そうです。渡辺先生が事務所を聞かれたのが大正 5 年

ぐらいじゃないかと思いますがね。国鉄、その当時の鉄道省

の技師をしておられて、京都駅の設計を終えて Ht 立された 。

浦辺 この渡辺先生こそマ ッキム ・ミード ・アンド ・ホワイ

トの日本への伝達者だと見ているんです。 お手本はいつもマ

ッキム ・ミードにある 。これは当時アメリカでト ップの事務

所だ ったんでしょっ 。



ピーリー ・スコ ット百貨庖( サリパン)

佐野 そうです。

浦辺 このマ ッキム ・ミードのデザインだけ直輸入したとな

ると、ほ、くは余り買わないけれど、あれに含まれている設備

とか、施工技術とかいうものも一緒に日本に入れられた 。 こ

れは大変な業績だ ったと見ますね。

佐野 渡辺先生と安井武雄を比較しますと、渡辺先生は様式

ということについては非常に厳格だ ったように思いますね。

後年、綿業倶楽部の設計をおやりにな ったが、これは笑に立

派な倶楽部建築だと思いますよ 。これと安井武雄の大阪倶楽

部を比べますと、大阪倶楽部の方には、何々様式とは っきり

指摘できるものはないんですよ 。何となく様式を踏まえてい

ることはわかるけれども、これはどこの様式ということがわ

からないようにしている 。 これに対し渡辺先生は、この部屋

はイタリヤ・ルネ ッサンス、この部屋はクイーン ・アンとい

うように正確にわかるようにおやりにな った。 ちょ っとその

辺の違いはありますね。

浦辺 ぽくはあの建物のお手本もマ ッキム ・ミードだと思い

ます。マ ッキム ・ミードを実際に見てきて、それをア ッセン

ブリーしたんだ。

佐野 渡辺事務所は、当時大阪で披も繁忙な事務所の一つで、

渡辺先生の下で働いておられた村山f 藤吾先生も大変忙しい思

いをされたと聞いております。村野先生はこの渡辺事務所時

代に古い繰式を十分にマスターされて、後の多彩なデザイン

の基礎をつくられたのだと思います。

浦辺 綿業倶楽部は村野先生がチーフデザイナーとしての最

後の作品でしょう 。

佐野 そうです。最後です。

浦辺 村野先生は、決してあれは自分の作ということはおっ

しゃらんわけだ( 笑い) 。 しかし実際に苦労されたのは村野先

生だ ったでしょう 。ただここで、片岡先生のところから安井

先生という方が出るでしょう 。渡辺先生のところから村野藤

吾という方が独立していくね。時期もかなり近い。

このときに村野先生は、もうは っきりと様式は嫌だと・ 。

様式なんかやる時期じゃなくて、創造の自由ということを考

えられたわけで・・・・一。安井先生という方も創造の自由なんで

すよ 。 もう捉われるのはかなわんと 。 また自分の性に合わん

といつことで。 この点からそれぞれ独立されてから実にすっ

きりと様式離れがて与た 。 これが非常に面白い時期だと思う 。

この頃、大御所の様式主義に訣別して日本分隊派が旗妨げす

るんですね。 しかしこの運動は一つの観念論であ って、実作

が伴わないでしょう 。安井先生も村野先生も、この運動を拒

否なさるでしょう 。 イデオロギーだけの技術の{半わないもの

は駄目だと 。

佐野 これはヨーロ ッ

パのいろんな建築の動

きと関連させて眺めて

みると大変面白いんだ

けれども 。 日本に分離

派が伝えられて、それ

から今度はすぐ国際様

式が入 ってくる 。 その

問が非常に短いんです

ね。 山田守さんが東京

電信局をや ったのが大

正14年、石本喜久治さ

んが白木屋を完成させたのが昭和 3 年。 もうその当 H寺、ヨー

ロツノマではグロピウスやコルビュジェが活躍を始めているわ

けですからね。安井の作品の跡、を追ってみましても、分月lt 派

の影響というものはほとんど見られませんね。昭和の初めに

やりましたカ。スビルは、完全な合理主義で割り切 っているわ

けですけれど、若干影響を受けているとすれば、それはオラ

ンタのスティール派のテo ュド ックだとか、メンテソレゾーンで

はないかと思います。

浦辺 ああそうですか。テo ユド ックはロ ッテルタムのスティ

ール派、アムステルダムの伝統派の中間地点にあ って、いず

にも属さず、それこそ「自由様式」の建築家でした。 またメ

ンデルソーンという人は一種の天才ですよね。



ヒルパーサム市庁舎( デュド ック)

ショッケン百貨庖( メンテソレゾーン)

佐 野 そうですね、誰も真似できない 。

浦辺 そうなんです。 それで作風が一作一作変わるし一 一・・。

ちょ っ と後年のサーリネンみたいなところがあ って ・・

転機、安井自邸

浦辺 それでね、何とい ってもカヌビルが安井先生の代表作

ですが、その前の西宮の自邸、これがわたし非常に面白いん

ですよ 。建築史的に面白い 。

佐 野 自分の住宅というのはやりたいことがやれますね。

浦辺 これは自由にやれる 。あの 自邸には、おれが考えてい

る国際様式というのはこれだよ、というようなところがある

でしょっ 。

佐 野 あったんでしょうね。相当気負いのある建物ですわ。

浦辺 主張のは っきりした建物でね。

佐 野 あの崖地 をわざわざ選んで、っくりにくい所へわざわ

ざつくっているんですよ 。

浦辺 ちょっと料理してみせるぞ、というところがあるから

ね( 笑い) 。あれが昭和 6 年ですな。

佐野 そうです。

浦辺 これは当時ジャーナリズムを賑わしたもので、これだ

けモダンな建築はほかになかったな 。

佐野 あの当時ちょっと群を抜いていたかも知れませんね。

浦辺 いまこの写真で当時の室内 を見ますと、ファ ニチ ャー

がピタ ッと合っているでしょう、建物と。

佐 野 全〈洋式の建物ですね。畳の部屋は客用に一室あった

だけで、全部 ヨー ロッパ的な生活様式を前提にしています。

浦辺 だから、これが国際様式なんですね。しかも一番早い

国際様式なんだけど、決して国際様式だなどとおっしゃらな

い。 というのは、日本人が当時グロピウスや コルビュジェの

真似をしてやっている国際様式というのは、ちゃちなものだ

から到底比較にならない。あんなものじゃない。あれは建築

を知らない 人がやっているんだ、というような自負があった

んでしょうな。ほ‘ くはこの自邸は非常に面白いと思っている。

これがつぎの 、いわゆる自由様式へと進んでゆく 。

佐野 そうです、カ、スビルができる直前です。同じ時期と考

えていいし、むしろあそこで自分の考え方を試したという -

浦辺 そうでしょう 。 自分でお金を出してやるんだから、'

れだけは自由にやらしていただこつと 。

佐野 そうですね。

浦辺 だから一番力量が発揮されているんですね。 ファニチ

ャーがいい。ノマイプのファニチャーなんか使っているが、パ

ウハウスのモホリ一・ナギーがパイプ椅子ということを 言っ

てすぐの頃ですね。

佐野 そうですね。苦労してこしらえたと思います。そのほ

かにも全館の冷暖房装置なんか備え付けましてね、ストーカ

ーと称する 、石炭を自動でボイラーに送る機械なんかもあり

ましてね、いろんな高級設備をつけていました 。

浦辺 当時のあわててやった、形だけを真似した国際建築に

は、暖房はあったんだけど冷房がなくて、夏にガラス張りの

部屋へ太陽がカンカン照りつけてもう暑くて居られない 。

佐野 昭和 6 年頃というと、分離派の動きがおさまり、国際

様式が広まってくると同時に、国粋主義的な動きが出てくる

時期です 。たとえば九段の軍人会館のような・

浦辺 全く相反するものが同時に出た 。

佐野 あのような妙な日本様式というものは、もう頭から嫌

いでしたから ・…・・。安井の作風は東洋的であるなどと言われ



， 

ると、むきにな って悠 ったのは、その辺の事情もありますね。

妙な日本様式と協同して言われるものですからね。あれは全

く自分の様式ではないと 。

自由様式の主張ー ガスビル

浦辺 けれどもカスビルはねえ 。つい先日も、あのビルを眺

めて歩いたんですが、あれはフレ ッシュですね、今見ても 。

それで、ガスビルのときから自由様式と 言 われだしたんです

か。

佐 野 自分から 言っ たのが、その時期ですね。大阪倶楽部を

やる頃から、そういう考えは j替在的には持 っていたのでしょ

っけれど。何しろガスビルの設計をや っている頃が、一番右IJ

作の意欲が充実し、また技術的にも経験を重ねて自信のあ っ

た時代ですからね。

浦辺 同感です。

佐野 それと大阪カスの片岡会長がまれにみる優れた建築主

fごった 。

浦辺 こんな有難いクライアントはありませんよ 。

佐 野 好きなようにやれという激励があ った。 そうは 言われ

ても、気になる筒所もある 。 たとえば外装の配色です。安井

は上部の白いタイルの壁面に対して、 1 ・ 2 階の脚元を黒い

石で締めるデザインを考えたんですが、当時は黒い石は不吉

だとして、まだ使われたことがないんですよ 。 それで、黒い

石を使いたいと安井が申し出ために対して、見本をこしらえ

て、それを役員全員で眺めてみようということになり、結局

見本を前にした片岡会長の「よかろう」の一言 で意図通りの

ものができたということです。 まあ一事が万事、いろんな事

柄について注文も出されていますし、チェ ックも受けていま

す。 しかし基本は非常な期待、激励ですね。 だからそれに応

えてフルに自分の力を出した 。むしろ出し切 ったという方が

近いかも知れませんが、そういう感じがしますね。

浦辺 クライア ン 卜とい 7 のは建築家を選んで、それを意の

ままに使わなくちゃ駄目なんで、もう選んだときからどうい

うものができるかわかるはずですよ 。だから片岡会長も大い

に期待したんでしょうね。

佐 野 そう思います。

浦辺 そして片岡会長が欧米にガス卒業視察に行かれた折に

同行したのが、後に方、スビルの増築をやられたときの井口竹

次郎さんだ。

佐 野 そうです。当時はまだ三井物産の社員でしたが、片岡

大阪ガスビル (竣工当時)

向上 ( 表階段)

会長のお自にとま ってカ。ス会社に迎えられた 。

浦辺 このお二人でカ、ス事業の本拠としてのあるべき姿、内

容から建物の技術上の問題に至るまで、し っかりと頭に入れ

て帰 ってこられた 。あれだけ公共事業ということを自党され、

自社ビルを市民に開放された例は日本でも最初で最後でしょ

つ。

佐野 昭和初期はオーナー主義で、自社専用ビルしか考えな



い時代でしたから、多目的にいろんな機能をも った部屋を一

つのビルに容れるという思想はなか ったですよ 。渡辺橋の朝

日会館などはそのはしりと 言 えますが、多目的というところ

まではい っていない 。

浦辺 このカースビルの建築概要に、この建物を「使用目的及

構造に基ける自由様式」と建築家自身でコメントされている 。

ここなんだ、一番面白いところが。 ということは、ぼくの意

見だけど、当時の建築には必ず様式名をつけて、たとえば片

岡安先生や渡辺節先生のものは「近世復興式」と書いてまし

たね。でときには「和風を加味せる J とい ったようなコメ ン

卜をイ寸け加えることもあ った。

佐野 そうですね。必ずそうしていました 。

浦辺 先輩達はず っと 「近世復興式」できていたのを、村野

先生は自分のものを「新興様式」と呼ばれた 。決して国際様

式とは 言わなか った。 しかし安井先生はどちらも気に入らな

いんだ。けれども、作品を発表する際にどうしても様式名を

つけなくちゃいかん。 となれば 「自由様式」でと ...( 笑い )。

ここで単なる自由様式であれば、自分勝手にや ったといつこ

とで世間に通用しない。 この自由様式の前に「使用目的及構

造に基ける」をつけた 。これでピタ ッと一つの様式になる 。

この「基ける j というところが大変面白くて、基づかんこと

をやるのが多いんだもの .... . .( 笑い )。 ただ、観念的に、なん

にも構造とか使用目的とかに基づかんことをやるものだから、

建築主や世間の人は理解できなくて、むしろ物騒だと思うよ

うになる 。他の建築家が常識としながらも、実際の仕事の上

でないがしろにしていた設計の基本をわざわざ強調したとこ

ろに、安井先生の面目がうかがえますね。使用目的というこ

とは機能主義ということですから、これはまず常識だろうと 。

しかし構造ということになると、当時はまだ遅れてましたか

らね。

浦辺 住友ビルでも、鉄骨の設計と製作については、竹腰先

生がニューヨークのベスレへムの本社まで出向いて行って発

注しているんですよ 。当時の日本は材料、加工技術、設計、

どれもが住友さんが見て安心できる程度までい っていなか っ

たんでしょうね。

国 際 主 義 の は ざ ま で

佐野 とくに関東大混災で、地震によ って大きな建物が壊れ

るのを初めて目撃したわけですからね。大正12年を境にして

武藤先生のような後の優れた構造学者が輩出してくる時代に

日本橋野村ビル ( 1 階階段室)

向上 ( 階段室i府畷 )

なるんですが、それまではまだまことに貧弱な状態ですよ 。

浦辺 あの地長のショ ックは大きか ったでしょうね。それが

皆の頭に非常にあ って、ぼくはこの「構造に恭ける j がなか

、



ったら、おそらく片岡さんはうんと言わなかったと思う 。

佐野 この「構造」について、もう一つはグロピウスの主張

している、骨をつく ってそれに外装材を皮膚のように取り付

けていくという様式を多少意識しているんでしょうね。

浦辺 H ・R . ヒッチコ ックと P ・ジョンソンが昭和 6 年にニ

ューヨークの近代美術館でインターナショナル ・スタイル展

を聞いたときに、国際様式について「ウA ォリュームとしての

建築J 、「規則性に関して J 、「装飾付加の忌避」の三原則を定

義しました 。これがこの後随分縛ってくるわけですね。この

ヴォ リュームとしての建築という思想は革命でしょう 。マ ッ

スからウォリュームへ。だから壁をカーテンウオールにして

軽くやるんだと 。 しかしガスビルはそれをやらなか った。 と

いってマ ッスというような重苦しいものでは決してない 。 こ

このところが自由様式なんで、どちらからも自由だと 。ここ

だろうと思うんですがね。ウボォリュームでもなく、マ ッスで

もなくて、使用目的にはピタ ッと合う、ここに安井先生の作

風がは っきり出ているのではないですか 。

佐野 それに規則l性の問題でも、かなり自由に扱 って、内部

の機能に応じて壁面、開口部 階数などを変化させておりま

す。

浦辺 南面のエレベーショ ンにはあえて変化を求めています

ね。

佐野 あの辺は多分に情緒的なところがあ って、強いて 言 え

は¥あの時代に動き始めたサーリネ ンとかアアルトの仕事の

持 っているm桁性を頭に置いたと考えられるふしもなくはあ

りません 。

浦辺 自由様式ということで、もう 一つわたしの印象に強〈

残 っているのは、満鉄東京支社のビルです。竣工が昭和 11年

でしたか、これは全〈方、スビルの延長線上におけるものなん

ですね。 とくにあのファサードが実に端正でしょう 。

佐野 いわゆる事務所建築のような索 っ気なさがなくて ・・

浦辺 あれはや っぱり満鉄の本社ビルと 言っ てもいいよね。

佐野 日本の満鉄の拠点らしい、そういう威容みたいなもの

もありましたしね。

浦辺 やはり安井先生がクラシ ックの勉強をなさ ったといつ

のがあのファサードに出たんじゃないですか。

佐野 これが、事務所建築の最後の大物でした 。

浦辺 あれ以後は、もう時世が駄目でしたね。建築家が建築

家らしく生きられたのは、もうあの時代まででした 。

佐野 昨秋、大阪倶楽部から会館建設60周年を記念して、設

計者の後継者であるわたしに建物に関して話をしろと 言われ

ましてね。建物の内容については会員の人たちは皆よく知 っ

ているわけですから、とくに申し上げることはなかったんで

すが、 古い建物を現在の都市の中でどう考えるかという問題

について、わたしなりの意見を述べたんですよ 。倶楽部建築

のような特殊な建物は、現在のような使われ方がいつまで続

くかわからないが、経済社会で機能が発揮できる限りは残し

てもらいたい 。機能が| 線腐化すれは¥改造してでも昔の雰囲

気を残してもらいたいといつのが設計者としての期待なんだ

と。

しかし、それでは絶対に壊してはいけないものかということ

になりますと 、都市機能の上から考えて、建て替えざるを得

ない時期がいずれくるだろう 。そのときの条件としてわたし

が考えるのは、少なくとも古い建物よりはし、いものをつくっ

てもらいたい 。それならば、つぶされる方としても一つの諦

めというか、気持ちの整理がつく 。それから二番目には、取

り壊しについては 、建物の所有者なり使用者なりの判断を超

えたところの市民感情の上での同意というものが必要で‘ ある

と。いわゆる古い物は何でも残せ式の発言は困るんで、専門

家も入れて、都市機能、都市長観上の配慮ということを中心

にした市民の意向を確認した上で処理したらいいんじゃない

かと、そんな話をしました 。いずれにしても、先輩達が一時

代かけて一生懸命ゃ った仕事の、その上をいくくらいの仕事

で埋め合わせをやらないと、やっぱり都市破壊をしたと後の

世の人々から非難されますね。

浦辺 保存ということは、今日大変むつかしい課題ですが、

私も佐野さんのご意見に同感ですね。

大阪倶楽部 (正面外観)
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大阪倶楽部 ・西側面

この作品の工事概要には、「南欧風ノ様式ニ東洋風ノ手法ヲ加味セルモノ j とある。
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住 宅 ・外観

作品名不明。同じ建物に 3 般の災な った外観スケ ッチがある中の一つ。和風であ

るが、山口吉郎兵衛邸、型l ' 村元五郎丘11に共通する独特のデザインでまとめられて

いる 。

安 )1二武維のデ ッサ ンはかなり残 っている 。 事務所創立より没年まで安)1'武雄に師・f ，した川村純三郎が、保存しておかれたもの

したが って作品によ って片寄りはある 。 しかし、事務所創立に先立 って手がけた 「大阪イ兵楽部」のスケ ッチも含まれ

ている 。 このとき、すでに安井の許にあ った川村が、この人こそr . rli がすべき建築家と思い定めてスケ ッチを保告・したのであろ

う。今となれば ni f I な遺産である 。

である 。

安 )1'武雄のスケ ッチは拙- 1 . :にずいぶんと紹介した 。安井の作品を理解するのに、スケ ッチから多くのヒントを与えられた。ta

文をたど って作♂1 を理解するより、スケ y チそのものから、より也かに作品を味わ っていただけることもあろうと思 ったから

でレある 。

しかし、頁数からも係録するスケ ッチの点数には限りがあ った。あれかこれか選択に迷 ったスケ ッチもあ った。結局は文章と

ここで選んだスケ ッ チは、 ＱＱＱ｜Ｇ［ 内 ー に未探鉱の ｪ 再犯 Ｑ 拾いではない 。 何よりも、スケ ッ チを通して安井武雄のデザインをｾしみ味わ

っていただきたい 。 しかし、紙而の行11令もあり、系統的に作1171を理解していただく希望は恰てざるを得ない 。スケ ッチを通し

て安井のデ ッサ ンのさまざまな而をかいま見るのを主とした 。 しかし、ここでもまた選択に汗しみ、意に満たぬものとな った

のｼ品 ｬ ｾ 主で決めた場令が多い 。

のをお詫びしたい。

スケ y チの解説は、データ的な[ j ' i - 項にとどめる 。鑑賞は読者の感性と知識にお任せするのが良いと思うからである 。
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大阪野村銀行京都支居 ・断面

正方形に近い平面で 3 階まで吹き抜けの営業室。天井はピラミ ッ ド形で、ト ップライトとな っている 。
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高麗橋野村ピル ・正面入口

トーテムポール状の飾り柱の外は現状とほとんど変わりなし、。



日本橋野村ビル ・階段室

l 階エレベーター・ホール奥の主階段。 ここに拙かれていないが、左手前か らゆるやかにカーブしながら登りはじめる 。おそ

らく手前半分をもう 一枚スケ ッチしてあ ったのであろう 。
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安井武雄邸 ・南立面

自鈴のアイソメ ・パースは戦前刊行の作品集にも載せられ、よ く知られている 。 ここでは立面図を選んだが、単純な立体の組

み合 わせであるゆえ、立体! 惑を出すため、珍しく影がつけられている 。
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大阪方、スビル ・外観

この作品の外観は、今も新鮮さを失わない 。 それだけに、外観デザインは何回もスタディをくり返している 。 それらのスケ ッ

チの中から一枚を選んだ。 とくにコーナーのカーブとアクセ ン トとなる浴には苦心したようだ。



装飾彫刻

ヒ‘ ラスター

大阪野村銀行京都支庖の正面、入口雨脇に立つ巨大なマヤ風文様のある付柱の上に載る装飾彫刻。正面と側面が捕かれ、装飾を

立体として正確にイメージしていたことを示している 。
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野村諮券株式会社本社の スケ ッチ

の中にあ ったもの。グラフ ィ γ ク

. デザイナーの神田昭夫教授によ

れば、現代の建築家の中でこれほ

どの文字デザイ ンの できる例 を見

ないという 。

金属グリル

山口吉郎兵衛邸主階段室間仕切窓のグリ/ レ。安井には窓 ・扉の金属 グ リルのデザインが数多く

ある 。単純なデザイ ンであ っても使用する材料 ・寸法 ・断面形状はきちんと押さえてデザイ ン

している 。
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大阪商船の新造船の階段室壁画の下絵。 も一枚きちんと怖いた階段室ノマースがあり、それでは画面に白地線が見えるので陶板

画であ ったと思われる 。



読後感想

山口 庚 著

「自由様式への道建築家安井武雄伝」

川崎 清

京 都 大 学 工 学 部 教 授

暖か く手厚い 著者の 眼指し

建築家にとって、このような評伝が残さ

れることは、何と幸せなことであろうか。

全編を通じて、著者山口! 資の安井武雄に向

ける深い愛着に満ちた限指しが、行間の隅

々に感 じられる 。寡 黙 な 建 築 家 てがあ、 った

がゆえに、必らずしも集め易くはなか った

と思われる、断片的な資料を似気よくつな

ぎ、事実は事実として語り、推論は推論と

して述べ、学者らしく誠実に推磁を重ねな

がら怨を進めたことが、読んでいて伝わ っ

てくる 。過大な表現を避け、安井について

は資料が訴える効果が充分に意識し、彼を

取り巻〈建築界の動向や世情の動きについ

ては 、若者の該博な知識を駆使して、幅広

く記述をし、全体として読み応えのある手

厚い著作とな っている 。

この本の見所は大きく 三つの観点に分け

られる 。

第ーにはたんに一人の建築家像を素摘す

るのが目的ではなく、{ 皮の生きた時代や建

築界の動向を適確に押えたいとする、著者

の歴史家の立場がrr かれているところであ

る。著者が安井に興味をも った最初は、「近

代日本建築の再考のため 、関西建築界の研

究が不可欠に思えたからである」。ふと、そ

の野心的な動機を冒頭に述べている 。 そし

てたんに関西建築界の安井でなく、日本近

代建築史の 中の安井の位置を確めたいと述

べている 。安井の足跡を縦糸に、彼を取り

巻〈建築界、経済界の群像を横糸に 、明治、

南洋堂出版 7，500円

大正、昭和の三代に宣る日本建築界と関西 を示す資料である 。安井の時代は日本近代

建築界の動向を描写しながら 、関西の建築 建築界の草省IJ期を戦後の|羽花WJ をつなぐ位

的風土の特質を位置づけている 。 こうして 、

歴史家としての宍務を来しながら、建築家

安井の人間像に光を当てている 。

第二の見所はこの安井の建築家像の描写

の部分である 。あり余る才能をもちながら、

いわば、処世に不器用であ ったために、中

国大陸に渡り、そして関西に定着し、つい

に日本の中央で活躍することの少なか った

安井に、著者は H乏い思い入れを深くしてい

る。時i況に屈せず、節i を曲げず 、独立独行

を通して H寺代を超克していく安井の生き方

に、建築家のありう べ き姿を重ねることが

できる 。おそらく著者の心は、安井の実像

に建築家の理想像を仮託したい気持に駆ら

れていたに逃いない 。安井の言葉を丹念に

集め、寡黙のうちに合告ｾｾのある語録を紹介

している 。餓舌な主主築家でないだけに 、一

つ一つの意味は丞い。諮られる安井ととも

に、諮る山口の人柄をにじませている 。 そ

して一方、安井の自由な生き方を許容した

土壌こそ、関西の建築的風土の特長である

という、重要な J旨摘をしている 。

第三は安井が何を作ったか、という作品

ili にあり、社会的にも世情は深刻に、急速

に変化する時代であり、建築界もある意味

で、行'H2のH寺代であったといえよう 。 その

頃、仁l らの建築を「自由様式」 と呼び確H乎

とした信念を貫いた建築家の生き機を 示す

のは、何よりもその作品にある 。'Jj 争点のみ

ではなく、図面、スケ ッチなどおそら く集め

られるだけのものを入念にひ ろっ て紹介し

ている 。 とくに安井の手になる図面、スケ

ッチが多数納められてあるのは収機である 。

処築家のスケ ッチは、テザインの関心がど

こにあるかを如実に示すもので、 言:柴以 1-

の説得力をも っている 。全体の編集が制〈

神経が通って、図と解説、注釈などページ

毎にまとま っているのも読み易くして、 J存

者の事1
1経のゆき届いた手厚い著作であるこ

とを示している 。

今まで、私のも っとも知識の乏しか った

部分に視点が当てられ、その意味で得ると

ころの多か った内容であ った。一気に読み

下して、気分の充実が感じられるものであ

った。

( かわささ きよ し)



坂 本 勝比古

千 葉 大 学 工 学 部 教 授

安井武雄と関西

私は今、 - fl サの古びたノートを前に、し

ぱしの感慨を祭じ符ないでいる 。 それは今

から 20年ほども前のことになるのであるが、

そのノートのー頁に次のようなメモが記さ

れている 。

「昭和42年 10月 7 日、安井事務所にて、佐

野正一、川村粍三郎氏より伺う、 T 13 (19  

24 ) 安井武雄事務所々員、開設当 H寺、安井

武雄、川村般三郎 ( T 9 、京都町長) 、西

j協干! 干佐衛門 ( T 9  or  10 、京域高工、柿泣)

進 藤 ': UI ー ( 兵庫工業) 、浜村潔( " ) 、石原

三次郎 ( 関西工) 、 T 14、三国利道( T 9 、

京城商工) … ・」である 。

当時私は、日本の近代に| 共j西で前雌した

建築家たちの足跡を辿 って、克明な調貨を

続けていた 。机上のノートは、その頃出会

った多くの建築家たちの聞き杵きを記した

幾冊 ものノートの一部である 。願りみると、

安井さんの ・j¥- 務所には、何回か足を運び、

そのつど 川村続三郎氏や佐野正一氏から慾

切な説明や資料の提供を頂いたことが思い

出される 。今凪の J存在? にみられる笠宮な図

面や文献資料は、会長であ った川村粍三郎

氏が、 'J'; 務所の創設以来大切に保管されて

きた古い図面や、また夙川にある旧安井武

雄邸で、女婿の佐野正一氏や現夫人が、父

親の泣析を守り続けてこられたJ ! 易ものとい

えよう 。 このたび、 山 口! 資先生がそれらの

資料を十分に生かして建築家安井武雄の本

質に迫り、見事にまとめあげられたことは

干ヰぴにたえないが、そこに生々しく掲』除さ

れた安井武雄の迫力あるスケ ッチの数々は

この舎の内容をいっそう高めることに役立

っている 。

戦前の関西建築界は多彩で・あったが、安

井武雄の活動は、関西の職業建築家の本流

を歩んだひとりであった 。 もうひとりは同

世 代 として渡辺節をあげることができる 。

そして最初に主流を形成したのは片岡安で

あ った。彼は明治38年に辰野 ・片岡事務所

を大阪に開設し、明治 ・大正にかけて、 I共i

川村種三郎氏は「安井武雄は建築家として

一徹なところがあ った。 プランは依頼者の

要求を容れるが、外観は設計者の意志に任

西建築界に君臨した 。安井武雄はこの片岡 してほしいとい って一笑のみしか出さず、

事務所から出たといえるが、安井武雄はみ その案について責任をもつが、もしその案

ずからが主流を意識したものではなか った。 について建築主が気に入らなければ、その

彼はそのようなことにはむとんちゃくで、 仕事はもらわなくてもよいといったところ

つぎつぎとユニークな作品を生み出してい

った。ほかにも多くの優れた建築家が関西

の土壌からi ' i っているが、例えば野口孫市、

日高f f ' f ，長谷古I1鋭育、竹腰健造たちは、住

友家という大きな傘の被設の下にあ った。

そのほか 、武田五ーにしても大学教授建築

家であり、また多くの建築家たちに大きな

建設会社や官公庁の設計部、営絡に所属す

る建築家たちが少くない。

安井武雄の作風は、この舎でも諮られて

いるように、明らかに時代によ って変化を

みせていることが伺える 。満州しより帰国し

た頃の大正後半は、高麗僑野村ビルに代表

されるように東洋的イメージを浮び上らせ

るデザインを 中心 としたが、昭和に入 って

からの作風は、この在の主題である「自由

様式」への傾向を強め、大阪ガスビルに結

実する 。 この建物の秀逸なデザインは、折

衷様式から脱皮を目指した、彼のオリジナ

リティが色濃く泌み出たものである 。安井

武雄にまとわりついていた思想は、自由へ

の探究であ ったのではないであろうか。卒

業制作で住宅をテーマに選んだのも、課題

の自由な選択に1 "1由への理想、が込められて

いたとみることもできょう 。満州、| に行かさ

れたといわれるが、彼にとっては逆に新天

地での開拓村神を格かうことに役立 ったこ

とで、あろう 。

さきのノートに記録したメモのなかで、

があり、間に立 って脊労させられた」と述

懐しておられた 。良き建築主と、頼り甲斐

のある所只を抱えた安井武雄は、戦中、戦

後の一時期を除き J!( まれた時代を過したと

いえよう。彼は独立するときクライアント

として、山口銀行( のち鴻池、第三十四銀

行と合併して三和銀行となる ) の山口吉郎

兵衛や、野村銀行( 現大和銀行) の創始者

野村徳七の知過を得ていた 。 ただこの二人

の関西財界の大物も、元はといえば片岡安

との結びつきの深かった人であった 。大正

13年安井武雄が独立したとき、片岡安にし

てみれば、できれば留まってほしか ったに

違いない。安井を呼び寄せた 同期生の波江

悌夫も、なぜか翌 14年に大|波市営料課長に

引き抜かれている 。片岡事務所はこの時期

をもって斜陽化する 。 しかし安井武雄の代

表作となった大阪カスビルは、会長であ っ

た片岡直方も、片岡安とは縁戚に当ってい

た。安井武雄は自由を求めて片岡事務所を

去ったが、広い意味で片岡安のも っていた

関西財界での地位、大きな度量、寛容のi J t

界と無縁ではなかった 。

ただ関西のオーナーたちは、実力のある

建築家を見る目をもっていたことも -i_J'; 笑で

ある 。安井武雄は自分の信ずる道をひたす

らに生きた 。 そして近代建築のマイル ・ス

トーンといえる大阪カ、スビルが生まれたの

である。 ( さかもと かつひこ )



山形政昭

大 阪 芸 術 大 学 建 築 学 科 講 師

名作の位 置づけ を考 える

この評伝の中で著者は安井武雄の個性を

余すところなく浮び上がらせ、その中核を

なすものとしてタイトルに掲げた安井の

「自由様式j を抽出し、その内容を解析し

ている 。その筆致は手固く、しかも魅力的

であり近代建築の作家論の新しいお手本の

ように願望を抱かせるものだ。

きて目次構成では、ほぽ年代を追いなが

ら設計活動の状況と、作品に現われた作風

の分析で進行し、全体を通して安井武雄{ 象

が述べられているのだが、その節々に日本

の近代建築史のテーマがいくつも発せられ

ているように思う 。以下にその二、三の糸

口を述べてみよう 。

安井武殺の活動期はいわゆる様式建築の

時代から昭和 2 年に旗揚げされた日本イン

ターナショナル建築会に見るモダニズムの

勃興期を経て、昭和 6 年の東京帝室博物館

コンペにカを得た帝冠様式が世に迎えられ

れた時期に重なる 。 この近代の潮流の中で、

「建築は創造的な仕事」と明 言する安井は

一人孤高の道を行〈 。作品は前衡に走るの

ではなく、むしろ時代に抗しつつ先のH寺代

を予見するものだという 。一般に建築史は

モダニズムも含めて様式史的通念で語られ

ることが多いが、近代の作家論においては

より深〈掘り起した手法の発見が欠かせな

い。著者は安井の東洋風装飾モチーフの濃

度について諮り、また建築造形のキーワー

ドのーっとして「タイナミ ツクシンメトリ

ーJ をあげている 。 ともかく創造的精神を

保持し続けた安井は、敢て比較するとすれ

ば、先年の突然の死が人を驚かせた村野藤

吾の戦前作品群。 そして安井より 一年若い

長谷部鋭昔、彼は住友工作部に在 って立場

は安井と極端に異なるが、彼らの作品に見

る冴えた造形とコントラスティ ックな構成

に、昭和初期の造形感覚として共通するも

のがあると思う 。

片岡安の下から巣立ち、本拠を大阪に置

いた安井は野村財閥の総師野村徳七、大阪

ガスの会長片岡直方、さらに山口銀行の山

口吉郎兵衛らのパトロネージを得て大作を

手掛ける機会を得る 。 その仕事の厳しさと

安井の判断のプロセスが文面に展開されて

いる 。やはり大作というものは建築家の創

造の背景に施主の要望、暗黙の期待を基礎

にして成るもので、いうまでもないことだ

が建築とは施主と建築家の共同の創造行為

であることを リアリティをも って{云えてい

る。関西財閥との有縁の深さからも大阪を

代表する建築家であ ったのだ。また大正14

年、独立して事務所を開設した折、片岡事

務所から 川村以下 6 名の所員が同行してい

る。それからして片岡事務所の地盤は安井

に禅譲された訳で、片岡から安井に連らな

る系譜を再認識させられるのである 。 片岡

の尽力で設立された建築協会の事業にも安

井の足跡、は少くない。 その内容は「安井武

雄年譜」にまとめられている 。今再び本誌

で「安井武雄伝J が特集されるのは幸いに

して至当な企画 fご。

最後に代表作品大阪方スヒ‘ ルの御堂筋景

観に与えたインパクトについて少し考えて

みたい 。御堂筋の拡張工事は昭和 8 年にほ

ぼ完了し、カ、スビルの竣工もその年に当 っ

ている 。同年に大丸百貨庖はアメリカンゴ

シックスタイルの御堂筋側増築を完成させ、

2 年後には村野の十合百貨庖のモダニズム

話題を呼ぶ 。御堂筋の南端南海ビル高島屋

は一年早い昭和 7 年の竣工だが、かな り古

風なコリンシャンオーダーのピラスターが

ついたルネサンス風のファサードを構えた 。

こうして見ると御堂筋には数年の問にデザ

イン密度の高い建築がかな り建てられ、日

本では数少いストリー トアーキテクチャー

の景観をつくり出したといえよう 。 ガスビ

ルのデザインは強靭な創造性によ って、今

なおヒストリシズムとモダニズムの相方に

インノぞクトを与え続けているのだ。

(やまがた まさあき )

山口沓l ' ! fl 兵衛邸 (現滴翠美術館)



松葉一清

朝 日 新 聞 社 東 京 本 社 学 芸 部

1930年代と 「自由様式」

近代主義の絶対的優位が崩れ、ポスト・

モダン状況下の現在、 1930年代のデザイ ン

への関心が高ま っている 。無装飾の工業主

義に基づ くデザイ ンの不毛きが告発され、

「様式J が再ひ'聞い直される時、近代主義

が生を事け、かつ、最後の機式が命 l派を保

っていた 30年代に 11民が向けられるのは、自

然の成り行きとい ってよし、 。工業化が一応

の完成をみて、大量消費社会の礎が築かれ

たのも 30年代であり、当時流行のアール ・

デコと今日のポスト ・モダニズムの似通 っ

た性俗、 ＮｾＧｦ 長にも、スポ ｹ トが当てられよ

うとしている 。

安井武雄は、その 1920- 30年代には、数

々の大作をものにした 。 山口! 武氏の労作、

「自由様式への道」に目を過すと彼がその

金融資本のｊｨｪｊｾ長期にオフィスビルを次々と

手がけ、時代の寵児であ ったことが知れる 。

私例人には、大阪倶楽部が戦前洋風建築に

対する個人的関心をかきたてた愛子百のある

作品として忘れがたいが、 1930年代のデザ

インをマクロな視点から概観する時、自ず

と、議論の焦点は 「大阪ガス J と「満鉄東

京支社」 の 2 つの作品に結ばれていく 。

なぜなら、両作品は、その対照的な外観

がいずれも、当時のも っ とも支配的な「機

式」を踏襲しているからだ。大阪ガスビル

は、近代主義松初期のストリーム ・ライン

・モダニズムの彩響が色濃い。 ストリーム

・ライ ンは、 ジッ ポーのライターやダ グラ

スOC- 3などメタルのデサr インとしてf止界

的な流行となり、満鉄の特急 i _i!E納1.1E号」

などにも、その片鱗をうかがうことができ

る。挫築では、土浦危城、山田守らの当時

の作品に、しばしば採用されている 。安井

の大阪ガスもそれに呼応したもので、この

建物の以前の野村ビルなどに凡られるエク

レクティシズムとは、ここにおいて完全に

訣別したとみてよし、。エレベー ターの扉の

アール ・デコの紋線も 、歴史機式から初期

近代主義への切り替わり時期に、しばしば

顔をのぞかせるものである 。

一方、 「満鉄東京支社j は、ガスビルと同じ

くエクレクティシズム l時代の装飾を一切排

しながら、カ' スピ l レのストリーム ・ライン

から一転し、直線だけで構成した厳格きが

身上とな っている 。正面と側面が、不思議

な接合をみせる独特なデザイ ンだが、事寄

せのある正面は、第三帝・国の建築を想起さ

せ、新古典主義を威圧的な形でアレンジし

た重くるしさを否めない 。 これも、渡辺仁

による「第一生命相互」で私たちには周知

の 1930年代の特色である 。

安井は、このガスピルと満鉄東京支社の

双方に「自由機式J を名釆らせている 。 こ

の「自由様式J という命名は、 「使用目的

及び柿迭に恭< J と冠せられているが、今

日の私たちから見れば、いかようにも理解

できて、とらえどころがない。安井が、ガ

スビルと満鉄を手がけたほぽ同時期に、東

京を代表する大建築家渡辺仁は、第三帝国

の第一生命相五と帝冠様式の束京帝室博物

館をあいついで完成させている 。 ポスト ・

モダ ン状況下て¥建築デザイ ンの表現の自

由度が高ま っている現在と、ひとりの作家

が同時に異なるスタイルを手がけた 1930年

代の 「自由様式j とを同列に語りうるのか。

安井の作品が、本当に 「使用目的及び構造J

に基つ' いていて、それに比べれば現在のデ

ザイ ンの百花斉放が 「表現のための表現」

でしかない、と断言 しうるのか。渡辺の帝

冠様式採用のような国家的強制が、計出j 鉄支

社 の第三帝- 国のデザインには存在しなか っ

たのか一一。

思いつくまま挙げてみても、検証すべ き

ことはつぎつぎと湧き出てくる 。 山口氏の

問符は 一例人建築家伝ではなく、近代主義

流入J切であり、かつ日本ファシズム下での

1930年代デザインを今日の視点で再考する

にあた って、氏が投じた一石と考えたい。

( ま つ ば か ず さ よ )
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安 井 武 雄 の 装 飾 意 匠

大阪倶楽部 ・1 階広聞の噴水と泉盤

j蓬:
=ヲ3

，&::1 来E

織; 形宮本和義

大 林 組 奥 村 組



大阪カスビル ・2 階講演場休 !i.L! 室丸25 t倍彩 宮本和義

鹿 島 建 設 熊 谷 組 混患 j也 来E



高麗橋野村ビル ・玄関ホール床模様とトーテムポール
安井建築設計事務所提供

佐 藤 工 業 清 水 建 設 銭
吉

間来E



大 成 建 設 竹 中 工 務 庖 東 海 興 業



戸 田 建 設 間 来E 不 動 建 設



11 ..j>:t;0，'Jlf' 村ビル . ｨｬｬ Ｍ ｊｻｾｉ 毛尖 ｴｦ｢ 劫i影 山本有u主

前 田 建 設 工 業 松 村 組 三 井 建 設



大阪ガスピ J レ
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板のパイオニア

長期保証を目指す

われない、もえない、くさらない

合成樹脂無機繊維

ケミカラーオーシマメタ j レSの構成

ケミカラーオーシマメタル複合板

・オーシマサンドウィッチパネル (0. S. P.) 

・オーシマユニットパネル (0. U. P.) 

・オーシマカーブウオール (0. C. W. )  

・オーシマユニットJ レーフ (0. U. R.) 

断熱・不燃・不割の画期的なALCと被覆鋼板の複合版

オーシマ

A L Cメタル版

安井建築設計

指導監修共同開発壁版

-建設省認定法定不燃材( 個) 第 1326号

建設省耐火屋根認定番号R- 0081

く耐酸被覆金属板の用途〉

屋根、壁、谷樋、固定通風器、強力ファン付

通風器、連続式通風器装置 、公害用ダクト

装置

@足時詰J{革主壬持式会社

本

工

東 京 支

新} I ! } 浜支

営 業

社 / 干 535 大 阪 市 地 区 太 チ 橋 1 - 15- 22 

場 / 宇 792 新 居 浜 市 多 # 浜 6 5 0 - 2  

庖/ 〒 105 * 京 都 港 区 虎 の 門 1 - 1  - 12 

府 / 干792 新 居 浜 市 多 喜 浜 6 5 0 一 2

所 / 名古屋・広} ; ，I
j ・宇 部 ・悩i 岡

n  06( 954) 6521 代 表

n 0897( 46) 2300 代 表

宮 03( 580) 6061 代 表

宮 0897( 46) 2300 代 表

55 



建

! ! ! 川島微妙

感 性 が 光 る /

A開 cEtl1
k れn

力ワヨマオリモJ インテリアファブ、1) ックス

カワシマオリモノのインテリアフアプリックスはｾｴｊ ?台以来 、 H 本の近代建築史 と共に数

々の名 作辿築ーーそのさまざまな様式の空間 を表情豊かに飾ってまし当りました。川島織

物はfi れたアーキテクチャ一、インテリアデザイナーの皆様の感性に 的石在にお応えする

オリジナリティ溢れる織物創作を得怠とし 、多くの実績を誇っております。

株式会社川島織物

先端技術と伝統の共存一一帯などの伝統的織物とカーテン ・カーヘットなどの現代イン

テリアフアプリックスの製造。 川島織物はこのニ極の分野を併存させる 世 界的にもユニ

ークな企業です。創造性を加味し 、革新的発想で新しい製品を生み出 している会社です。

カワシマオリモノ インテリアファブリックス

・カーテン・カー ペ ッ ト・壁装・椅子張り・美術工芸織物・椴帳

株式会社川島織物 ・本社事務所電話 (075)43ト7881 (代) 京都市上京区東堀川通一条上ル竪富田町 4 3  2番地

・東京営業本部 電話 (03)580-4511 (代) 東京都千代田区永田町2-14-2山王ダランドビル 5隆

・大阪営業本部電話 (06)347-0451 (代) 大阪市北区堂島 1丁目 1番5号 侮回新進ビル 6酪



春夏秋冬。日本はど季節にきわだった美しさのある国はありません。

そこで暮らす私たちは、自然との調和をとても大事にしています二

三和は、快適な居住環境づくりの中に、さまざまな工夫をこらして L 'i -9o  

シャッタ- ! : フo ラインドの両方の機能を兼ね備えた「スカイ卜一泊。

窓のイメージが大きく変わりますユ

ヌカ千トン

- 窓を開けずに室内操作

・ 採光、換気が自由自在

・ 防犯・妨風雨・遮音・遮熱機能

・ 戸袋スペースが不要

・ アルミの強さ・美しさ

・ スイスの先進技術を導入

昌三和シM ー工業株式会社

本社/ 干160 東京都新宿区西新宿2- 1-1

( 新宿三井 ヒソレ44階) 含 03( 346)3011 ( 代表)
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- 営業品目

r:.  .  

‘a  

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
............................ .... 圃圃・圃・・四国・・・・園田・・・圃..

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃・・"・・・・・・圃・・・・・・・・・・・
........................... .... 聞・・・掴岡町・・・・・圃・_..._.

・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

空気調和器ファンコイルユニット 空気吹出、吸込口 V A V ターミナルユニット

クリーンルーム機器空気汚染・臭気制御装置( コサト口ン ⑮ ) レン ジ用フード

B A C クーリングタワー

新 晃 工 業 株 式 会 社

本 社/ 大阪市東区大川町 1 ( 日土地淀屋橋ビル ) f i (目的101- 日171 (代 ) 干541 大 阪 支 社/ 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 日土地淀屋橋ピル) f i ( 06)101- 4761 - 5附干 541

東 京 本 部/ 東京都千代田区有楽町ト 10- 1(有楽町ビル ) f i ( 03) 116- 4311 ( 大代) 干 100 名古屋支庖/ 名古屋市中村区名駅南1- 14-1 9(住友生命名古屋ビル) n (051) 58ト8661(代) ' T450

出 張 所/ 札 幌n ( 日11 ) 131 - 1947 東北合 ( 0111) 61- 7445 九州合 ( 091) 44ト5931 ( 代)



ソイルセメント地中連続壁

S. M. W. 工法

すばらしい実績

施 工 実 績

最 深 度 実 績

1 6 0万山留 m'

GL = 5 5  m ( 50m迄可能)

土 質 実 績 粘 性 土

砂 質 土

砂 磯 土 ( N) 50)

玉石層( 最大径1000%)

特殊土( 軟岩、有機土)

l S . M. W工 法 と は |

4 0万山留 m'

8 0万 11

2 9万 11

5 万 11

6 万 11

セメ ン トミル ク、そ の 他 の |剖結斉IJ 等、目的に i盛応した

スラ リー を 、税{ 立世 の 土イ砂IS . ( Soi l ) に現位置にて、 iLt

イトM .( Mi xi ng) さ せ て地 11
1
造 成 さ れ た 壁 体 W . ( Wal l ) の

111作私; で あ る 。

S . M. W.専 用 に 14fJ ぎをされた特株多4illi ｩＱｾ 糾オーガ 一 機に

て、土中を削孔するに ｉ ｾ Ｚ祭し、その先 端 よ り セメ ン トミ

ル夕、特妹アスフ アルト乳剤、 ベ ン ト ナ イ ト 地 等 、 目 的

に適応した出 合 械 を ＱＱ 土出させ て 、幼 ＱＱｾ 削土砂と出合させ

っつ、 1エ レ メ ン 卜の 情 状 の 削イL泌 総 を 行 い 、現 場ifi 成

の ソ イ ル セ メ ン ト段 を 造 成 し 、 各 エ レ メ ン 卜 引 を ラ ッ

プさ せ る こ と に よ リ 一 体 の 明 体 を 形 成 す る 工夫 で あ る 。

地下工事の綜合計画及施工

土と基礎と構造の専門業者

成幸工業株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 7  - 20 f i  06 - 531 - 8801 

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 橋 | 一 16 - 3  f i  03- 502- 2988 

九 州 支 庖 福 岡 市 博 多 区庖屋 町 5 番 8 号 f i 092- 272一 1159 
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酬 がl

〈営業 種 目〉

プレキャスト・コンクリート・カーテンウォーノレ

凡

又

二
=
ロ計・製 造・施 工

。

PCCA一 種 会 員

株式会社
大和建材応

取締役社長 河 野 際 平

本 社 ・工 場 干511- 02 三重県民弁郡大安田 J 大字梅戸 :手: 符谷 1316番 地 f i 05947- 7- 0821間

名古屋事務所 干460 名 古 屋 市 中 区 栄 3 T  1-1  19 番 16 サ f i 052- 261- 0531附

大 阪 事 務 所 〒558 大 阪 市 住 手f ｲＩＨｾ 長肘 Ｒ r  1::1 9 需 14 - 103号 n 06- 694- 1070附
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F A S HI ON &  C OMMUNI C A T I ON 

ロャｾＡＳＭ，己コョーでシティもかわる ｅ

ビジョンあふれる街づくりに、シャッター空間をファッシ

ョナブルに演出したしい・そんな願いが、画期的な 〈シャッ

タービジョン〉 を生みました。( 特許出願中)

- 防火シャ ッターと連動するスクリー

ンが、間仕切り周・庖舗用・地下街

用におし ゃれな空間をクリエイ卜し

ます 。

. スクリーンには不燃性のガラス繊維

基布を使用 。 シャ ッターとのコンビ

ネーションで災害をシャ ッ トアウトu

. お好みの写真・文字や絵を 、 そ っ く

りそのままの美しさでスクリーンに

再 現。取りはずしが簡単なので、季

の東洋シャッター株式会社

節や行事に合わせて掛軸のように図

柄が替えられます 。

. いままで眠 っていたスペースが、お

しゃれだけではなく強力な宣伝媒体

としてクローズア ップ。

・ 簡単な改装工事を行うだけで、既 設

のシャ ッターにも取付けできます 0

. 近々、屋外用も発売の予定です 。

. お問合わせは、大阪本社開発課にご

一報ください。( 専用宮06- 943- 6581)

大阪市東区而替町 1丁目 12 日本生命谷町ピル 含06(943)  6571代

東京都港区六本木 6- 3- 18 第一地所麻布ピル ft03(479)  2911代
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ｬｾ ーカコココロ ｸ
2.0mm厚 182crn巾X20m( 乱〉

無地柄 3柄26色 柄 物 2柄10色

価格( 工事費別〉

ナチユラル 5，500円1m宮

ブレーン 4，840円1m'

マーブル 5，390円1m'

マスターウェイ 5，500円1m'
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千 葉 会 ( 0472) 42- 54 19 名 古屋 公 ( 052) 733- 3471

東 京 公 ( 03) 503- 6231 京 都 宮 ( 075) 3 14- 6222

八 王 子 宮 ( 0426) 26- 1  141 大 板 倉 ( 06) 943- 164 1  

横 浜 合 ( 045) 252- 2621 神 戸 公 ( 078) 37 ト 5445

東洋リノリユーム株式会社
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特 許 第 7 8 2 7 6 8号

才" ] ] ヨ- ( f ｾＭＢ｝Ｚ，＠ F1' -
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日新

新 た な機 能性 と 安 全 の 先取 りで自 動

ドア ー の概 念 を 変えたくナブコ ・ワイ

ドオ ー プ ン ・ドアー〉 自動 ド ア ーと し

て 優 れ た 性 能 を発揮 す るの はも ち ろ

ん 緊急 時 の避 難や 荷 物の搬 出 入 な ど

にも 余 裕 を も って対 応。

営業品目

. ナ ブ コ 自 動 ド ア ー

・ ナ ブ コ 空 気 圧 式 防災シ ステム

. ナ ブ コ ス テ ン レスサ ッシ

. ナ ブコス トアフ ロ ン 卜

. ナ ブ コ パ ー ク

=伊ヲヨ自動t - : J 7 -

ぷ Ｔ と 位Ａｾ との ＮｴＧ ，をひろける

日本エヤーブレーキ株式会社建築事業部

本 社 神 戸 市 中 央 区 御 幸 通 7ート 12( 三宮ピル西館) 干651 T E L.( 078) 25ト8080

東京事務所 東京都港区海岸 1 - 9  - 18( 国際浜松町ピル) 干 105 T E L.  ( 03) 437-1 273  

才: J : : : : J =. "ユ-: rL 稼 式 会 ‘

本社 干 105 車JI' :(s港 t (l，t ノr・11- 22- 15世間) 臼卜.2351拘

車 京 支 庖 車止、問港l>(I，t ノ門 1- 22 - 1511: (03) 日J-ti 181拘

北畠岨宜庖 札制市中央I >( V;量酎11 - 14世(011)祖1-11111

営 '" ｩｦｩ 車 ｾｴ ・ Ｐ 事 屠 ・ 埼 長 止: 民 俗 l刷

出 F革 新 WIl ' 帰館・釧路 背轟. C! ilIJ '  II( I ' ・iM

代 理 屈 ［ 神 奈川 Ｇｃ下 ｅｩ 紛本民 ｦ ｦ ， ｬ ｾ 府 Ｇ ｬｉ￭ ｩ ｬ［ Ｇ秋 ｈ 卜背晶

=' "7: : 1肝i ' - X: " : i : " 稽読書位 オ リ エ ン ト 産 業 稼 式 会 社

本 社 ' 干550 k fl< ，li 州l垣内小町 1- 13-H ＱＱＺ ＨＰＰＩ Ｕ ＳＲ Ｍ Ｕ 刷 ｬｩｾ

支 庖 : 名 占 崎 ・ k fI< ・ 仏 ，Ib ・ 品 松

宮 畢罰 . τ 司監 ・岐阜 ｾｴ 件・ 耳 ＱＱＱ Ｇ 制歌 山 神ド ，，;.:" ，奈良・

山陰 ' 1副知 ｾ山

代 理 庖 型惜 柚 件・悦 路 Ｑ＼Ｑ 山 Ｑ ム， ｉ ｾ 松 ｈ ・ Ｇ ｦ Ｚ 部 Ｈｴ Ｎ 崎

本 社 干 ｈ ｉ ｏ 悩州巾 ＧＱＧ 央 Ｑ ＾＼Ｚ ・ ｕ ｉＺ ＱＭＴ Ｍ Ｑ Ｙ 宮 ＨωＲＩＷｈｉ Ｍ ＷＵＶ ｉ ｩｾ

北九州宝庫 Ｇ 北九州 市 小 ｾ ｾｴ ｬｩＮｾｾ 本 卜 ＳＷＭＳ ＱＱＺ ＱωＳＩＹＲＱＭＵＳＳＲ

宮 県 所 ・佐 間 ・ 久 間 米 ・ 由民 I証

代 理 庖 k 叶 熊 本 ，長崎・ 鹿 児 島 山 崎 姉 崎
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;  資料』荷求券;

i 建築1: : 11会 ;

無被覆耐火の合成床板が誕生。

- 無被 覆 耐 火 構 造 図

自主読E 子・γ キ7 ロ?

合問l的経済的な床材t造としてご信頼L 、

t.:tごいてし、る日鍛E デッキフロアが、 新し

く1時 間 耐 火 楠造として建設大臣の指

定を受けました。従 来 の 耐 火 被 桜 が 不

要になり、作業工程も一段と短縮できる

ことから、さらに令理的経済的にご活用

になれますL

. デ ッキフ。レートに( ; 1: . . E V 5 0、E UA (L 、ず

れも板厚1 . 2mm、1. 6mm) がありますユ

・表面は黒かわと亜鉛めっき (Z 27、

Z12) の2種類があります二

〈用途〉 事 務 所・l苫舗・学校・ホテル・

マンション・スーパ ーマーケット ' etc

資 料 請 求 は 本 社 営 業 管理部広報室までどうぞ



日本国特許番号: 924831 

※ 技術資料およびカタログをご請求くださし、。

B mJ I : コ号: ! ! I! J :A株 式 会 社

本 社 東京都中央区新富| ー 13 - 23( ミツヤ第 5 ヒ' ル ) TEL03( 552 )6954( 代) 〒 104
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設 計 施 工 例

アクティ大阪

施 主 : 日本固有鉄道

設 計 : ( 株) 安井建築設計事務所

施 工 : 大阪駅ビル共同企業体

アスロック

・2 階 - 20階北バルコニ一 一外 壁一

・2 階 - 10階南バルコニ一 一外 壁一

. 二重床

北バルコニ ー外壁縦断面

;グ .
. ・ ・ .  

. ・

アス 0 ，; / クQ" 6 0 R W

縦 断 面

院 本局

〔 どのような設計施工でもお気軽にご相談下さい 】l

。画3 0可

本 社 神 戸 市 中 央 区 ，良 花 田T 15 番 地 干651- 01 含 ( 078 ) - 391 - 7211

東 京 本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座2- IS -2( 東 急 銀 座 ビ ル ) 〒 104 n ( 03) ー542 --ti 111 

札 幌 支 庖 合 ( 011 ) - 261 - 8291 大 阪 支 庖 含 ( 06 ) - 345- 1031 

仙 台 支 広 告 ( 0222) - 25 ー 7986 神 戸 支 l苫 n ( 078 ) - 391 - 1651

東 京 支 広 含 ( 03) - 542 - 6311 広 島 支 底 含( 082) - 245- 3257 

名 古 屋 支 広 告 ( 052 ) - 201 - 8941 福 岡 支 后 n ( 092 ) - 411 ー 1118
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シビアな徹底施工が建築物をがっちり守る

総合防水工事業

。7 9 / {興 業 株 式 会 社

本 社 干564 大 阪 府 吹 田 市 南 金 田 7 丁 目 10 番 18 号

電話 06( 385) 2781 ( 代)

東 京 営 業 所 干105 東 京 都 港 区 西 新 橋 T 丁目 21- 8 第 2 鈴木ビル

電話 03( 591 )2491 ( 代)

大阪ターミナルビル
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- 防災のトータルプランナー

本 社

東京本社

|消火装置 11 警報装置 11 避難設備 |暗 室 埜J I各種防災機器|

干537 大 阪 市 東 成 区 深 江 北 1- 7 ー 11 合 06(976) 0701 附 美原 ・北 海 道 ・仙台 ・郡山 ・新潟・大宮・八王子・千葉・横浜・静岡・名古屋

〒 108 東 京 都 港 区 白 金 台 5 - 17- 2  ft 03 (446) 7151 附 岐阜 ・富山 ・神戸 ・岡山 ・尾道・広島・高松・松山・北九州・福岡・大分・鹿児島

※ 防災設備の総合カタログを用意しておりますので、本社企画室 までご箭求ください。
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4 奈良ホテル

サインは街の中にあります。でも逆に、サイ

ンの中にも街があります。人間の顔の表情に

その人O{ ;、のありょうが表われるように、場

所や方向をわかリやすくi蹴 lゴ云えるサイン

は、同時に街のありょ う、場所のありょ うが

その中に含まれているような 〈齢 でもある

からです。

地 上 ・地下の街路空間をはじめ、高層 ビルや

ターミナル、デパー トやショッピングセンタ

一、 ホテル判商院、ニュータウンなど、被雑

化する都市環l党のあらゆる領域で、サインの

果たす役割はまずまず重要になっています。

正確でわかりやすい情報伝達、スムーズな案

内誘導に加えて、企業イメージを着実に伝え

るすく.れたデサ. イン、由胡にわたる使用に耐

える堅牢な構造と仕 t げ、そして似噛な瑞克

づく りに役立つ美的機能の追求ー- - - 4ムたちは、

これまでの着実なノウノウ耕民の上に立って、

サインを人間と環境α煤体として新レく見つ

め直 し、文化i立産としても残りうるような豊か

な質のサインプランニングをめざしています。

V 有楽町 阪 急 ビ J レ

奈 良 ホ テJ レ砂

.t. ア ク テ ィ 大 阪

サインの中に街力協ξ

21世紀のコミュ二ケーション環境をめざして

，z- : ; )2ご1I':"_ X 電装工業献式会社

‘ ' 52:22Z21E!|!?二2 一
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株 式 会 社 神 崎 組

取締役社長 神 崎 文 一 郎

本 社 姫 路 市 北 条口三丁目 22番 地

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 橋 1 丁目 4 番 12号

電話姫路 (0792) 23- 202l(内

電話東京 (03) 501- 7881刊

名古屋支庖 名古屋市西区牛島町 5番 5号( カネヒサピル) 電話名古屋 (052) 563- 0018 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁目 1 番 36号 電話大阪 (06) 341- 7371刊

神 戸 支 庖 神 戸 市中 央区 下山 手通 6 丁 目 l 番 1 号 電話神戸 (078) 341- 6003刊

九 州 支 庖 熊 本 市 清水 町 大 窪 9 番 地 電話熊本 (096) 356- 204叫内

営 業 所 土 浦 ・横 浜 ・敦 賀 ・滋 賀 ・三 重 ・津 ・明 石 ・淡 路 ・加古川

相 生 ・赤 穂 ・岡 山 ・岩 国 ・柳 井 ・福 岡 ・鹿児島

五了¥

にV

-・・・・・圃

-
-・・・・・圃・圃

手口 建

吾 ん

日又 株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 本 晴 夫

本 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 丁 目 55 番 6 号 T E L  06- 301- 6636 

東 京 支 庖 東 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 4 丁目 10 番 10 号 T E L 03- 891- 8871 

京 都 支 庖 京 都 市 右 京 区 西 院 高 田 町 31番 地 l

(西大路通五条上 ル)

T E L075- 311- 8897 



- 信頼に応える品質と技術

- 豊かな経験を誇るビル経営

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 腿 楠 2 丁目 9 番 地 電 話 (06) 202- 4  7  9  1 代表

東京支 j南 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 l 号 電 話 (03) 241- 4 1 7 1 代表

信頼の歴史と実績

未来をみつめる確かな技術

• 
真 柄 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長

取 締 役

大 阪 £ 府 民

一 柄 敏 郎

永 井 健 次郎

本 社 干920 イi? il( di Iま三町r1  - 13- 43  ｾ ＨＰＷＶＲＩＳ Ｑ＠ 1266 

東 京 本 社 干 102 Jl t 京都千代 ID区麹町5- 1-6 ｾ ＨＰＳＩ＠ 263- 1211 

大 阪 支 庖 干532 大阪市淀川区日原4- 4- 50 ｾ ＨＰＶＩ＠ 393- 1171 

支 底 北 陸 点 以 - 名山出

営業所 Ｈ［ Ｍ ｾ山ｴ［ ， ｜ｾｉＺ ・ 火山京自 ＱＱ 神戸稲岡 ｦｊｲｩ ｩＮＩ f也
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夫代後二込えて鵜〈
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? ト宅X Ｎｉｾ シスリー Ｓ フ。
合成ゴム成形 S T ( W) 型登場

〔・新発売ゲリンターユニットタイル】

女好評の手摺りを兼ねた車ずり

ＱＱν ヲＭＮＺＮＮｾ日子ヲヲー

ｉｉｾ ヲ ｌ カラールイル

ョ，3 ，噌I J J 【'_' ' J Ji-

会カタロク ζ 請求次第

お送りします。

5 6  j 【テj J，7.. 手17/

アトラス走業株式会社 ａｔｌａｓｾ ルミＱ［［Ｎ叶
干537 犬 阪 市 東 成 区 中 道 3 - 13 - 11 電話 (06) 972- 2801  (代)

干116 東京 都荒 川区西日 暮里 2 -29- 6  (秋山ビル) 電話 (03) 802- 4591 (代)

〒813 福 岡 市 東 区 松 島 5 - 3  - 7 電話 (092) 622-0611 (代)

大阪 ・東京 ・償 浜 ・ 名 古屋 ・広 島 ・福岡 ・高松・北陸・高崎 ・仙台 ・札幌

未来に向って・・・

限りある資源

限りある空間の中で

より快適な環境づくりの

ために努力していますL

- 営 業 種 目

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

φ 却 期 目 玉 業 社

本 社・ 本 庖 干 105 ll n 正/al港 l足浜必岡r 1  - 25- 7  屯 約03( 434) 6171( 代)

大 阪 支 社 〒 532 大 阪 市 淀 川 尻 1mＡＮｾＩ＠ 1  - 58 - 59 'Ili: J [o06 ( 302)  227 1  ( 代)

支 庖 北 海 辺/ 東北/ 名山尾/ 中lli l / 九州



電 気 設 備 工 事 1

| 設 計 施 工

計 装 制 禦 工 事 」

電 子 応 用 機 器 1

- l 設 計 製 作
各 種 制 禦 シ ス テ ム 」

@ 浅 海 電 気 株 式 会 社

代表取締役社長 森 川 面 豊 次 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁目 7 番 4 号 電 話 大 阪 362- 8701- 8  

支 庖 東 京 、 札 幌 、 名 古 屋 、 浜 松 、 福 岡

営 業 所 旭 川 ・仙 台 ・ 神 戸 ・天 理 ・姫 路 ・広 島 ・高 松

出 張 所 苫 小 牧 ・函 館 ・横 浜 ・静 岡 ・光 ・ 沖 縄

まる~いビルに¥四角いビルに¥細長いりレに¥広い工場にも.. •• • • 
私疋ちの総合設備ガ生きています。

見えないところで活躍している電気臆房。でも、私疋ちの活躍が気づかれ広いことこそ私だちの理想 ー一一 それは、あなだの

ビル・オフィスの生活が快適芯証拠なのて"すから。

↑
層

間

r

r

泊

四

岡

崎

靴

U
山

町

一

割

時

間

同

↓
電

鵬

……

札 幌 ・函館・旭川・帯広・青森・盛岡・仙台・秋田・前橋・千葉・東京・横浜・新潟・富山・金沢・福井・長野- 静岡・

名古屋・隻回・京都 ・大 阪 ・神戸・天理・岡山・広島 ・徳山・高松・松山・高知・北九州・福岡・熊本・鹿児島 ・那 覇

. 営業種目

電気設備の設計 ./ i l B工、空調設備の設計・

施工、衛生設備の設計・施工、防災設備

の設計・施工、産業廃水設備の設言十・胞工

73  



74 

各 種 硝 子 販 売 工 事 請 負

株式会社 大 阪 硝 子 庖

代表取締役 佐 々 木 虞

〒541 大阪市東区本町 5丁目 4 番地

電 話 大 阪 06 ( 262)  3  5  3  6  ｾ＠ 8  

テリア

コントラクト関連の内容と言えば、一般的にはど

うしてもハード箇ガ優先しがちです。もちろん納

期管理や施工技術などは、コントラクト業務にお

いて最重要な位置を占める点はこれからも変化す

ることはないでしょう。しかしコントラクト分野

と言えども、今後は商昂デザインやコーディネイ

トプランを始めとし芝ソフト分野の需要がより高

まることは時代の流れをみても明らかです。ハー

ドをおろそガにしないでソフト機能を充実させる。

これが私達の蓄える、新 コントラクトインテリ

戸の思想です。

⑥ 亀 井 株 式 曾 社 装工部

干541 大阪市東区南久宝寺町4-47 T  E  L  06(252)3295 

〒812 福岡市| 導多区東光2- 14- 6 TEL092( 474) 1241 



⑪ 
株式

会 枇

米奉仕感謝の庖

IIJ 悲家業高密

阪 市 西 区 西 本 町 1 丁目 13- 33 

電 話 大 阪 ( 532) 代表 0 4 6 1  

理営業所

天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50 - 19 

省工 ｾｊｾＫ ー陪ＱｴＭ断熱・ -耐史

ヘーベル シボレツクス イトン テ" ユロックス

関西エー・エル・シー卸協同組合

干550 大阪市西 区北堀江 | 丁目 7番 3 号 T E L 06-54 ト0966
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建築用板硝子

販売施工

E== キムラ硝子建材株式会社

代表取締役 木 村 喜 則

干540 大 阪 市 点 区 |人j ギ 野 IIrT 2  r 目 28 番 地

'，11: 話 06 (941)  4  1  8  1  (代)

『人にやさしい空間づ、くり』が、

わだしたちのコンセプトです。

⑮ 近 鉄 百 貨 届 装 工 部

干545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 | ー 1- 43

f i  ( 06)  624- 0435 



ar ex SDOr 
- 安 心 して思いきったプレーがて・きる

タラフレックス・スポーツ[ 室内スポーツ畏尺弾性床材

- 特長 ・規格

①理想的な弾性 4.2t x  1.5m x  30m 

②最適なすべり 6.2t  x  1.5m x  20m 

③抜群の耐久性 9. 2t x  1.5m x  20m 

④維持管理が容易 11. 2t  x  1. 5m x  20m 

接着施工し、ジョイン卜は

自動i容接機にて行います。

クリヤマ株式会社スポーツ営業部

本 社 ・大阪市淀川区西中島1丁目 12の4 TEL06-305- 1812 

高松出張所 ・高松市亀岡町19の1 TEL0878- 34-9400 

私たち栗原工業は¥未知に向かつて

ユニークな技術の思考回路を張りめぐらし、

;へと技術のあだたかい関係を大切にしてし

77 



間仕切りにも機能があります;
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K OK UY O 

コクヨフ・ランナーウオールの特徴 ・: &打材に

、，、r 、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、r 、，、，、J 、J 、‘

石f I ' ポード等各部材共不燃材料を使用した

榊巡になっています。また 、l耐火榊造と|リJ 火構

造のタイプもそろっています。・バオJ レは石'/1

ポードで‘ *nちされ、すぐ、れた jjffi 音tl :1J t  1'1予かな

ｊ ｊ［Ｚｩｾ 党をつくります 。 ・ ｪＧｊｩ I.![ にプレハブ化された

製品 l. ; t 、施工現場にて特 )) IJな加|工を必主主とす

ることがなく 、工位の糾紡とL づ設計思忽が生

産から胞工まで随所に生かされて l ' i!:す。

生きた空間づくりをめざす一一一一一

フランナーウオール

コヲヨ械式会社

本社/ 〒537大阪市東成区大今里南6丁目 1醤1号 宮(侃)976-1221岡

Seat i ng Speci al i st  

シーティングスペシャリスト

コトブキではかl業以来、イスの専門メーカー t して、

さまさ3 に変化、発展する社会環境や

多 様化するニーズに応えるため、

各種製『171の改良をはじめ新製品の l摘発に

努力してきました。

そして、シーテインク九スペシャリス トてあることの質イ壬を

つねに 向党しながら、平併1'[ したノウハウ t

高度な新技術による品質向上をめざすことはもちろん、

施工而においても厳密な設計四日J必守こころがけていま丸

[ rJ : l I -2 .  

本 社 T E L 03- 591 - 1311 ⑤ 100 東京都千代田区有糸町 1- 2- 12 コトブキピル

札 幌 ・ 青 森 盛 岡 仙 台 ー水 戸 北 関 東 ー千葉 ー埼玉・東京・武蔵野・横浜・静岡 ー

名古屋 ・京都・大阪・金沢・神戸・高松・広島・福岡・鹿児島 ・沖縄



装飾合せガラス レイ ンポーグラス

⑧三機

4黄浜空ーミナルビル (ルミネ) 光天井

レイ ンボーグラスは 、 2 枚のガラス

の聞 にデ、ザイ ンを方包したフィルムを 、

合成樹脂接着剤 とともにはさみこん

だ安全 ガラスで、 ステ ン ドグラス の

ような 美 しさを自由に表現で きます。

耐久 ・岡村侯性抜群で¥万一割 れ ても

飛び散りません。

セーフティオパール

セーフティオ ノマールは、 デザ、イ ンフ

ィルムのかわりに 、 乳白フィルムを

はさ み込んだもので、光の拡散性が

良 く上品で安全 なのが特長です。

J I S表 示 許 可 工 場 U し規格認承工場

株式皇位苛トー包ご』

大阪工場 干557 大 阪 市 西 成 区 津 守 3 - 6  - 39 

東京工場 〒144 東 京 都 大 田 区 東 粍 谷 5 ー 12- 7  

品質への限りない挑戦。

技術と技能。

日々 刻々 と進歩 する先端 技 術、その成果を製品の

，+，に反映さ せ' _k L) せる技能。このふたつがあって

こそ、機 かなん11質 が 保証されます。三機 は、現代か

ら未来へ 向けて、 .::J 品質な人間環境づくりに取りMl

んでいます。その ために、さま.ざまな分 野で時代をリ

ードする、出! 支な技術1: ，: :，ノド準の技能とを結合 し

独 自の総合エ ンジニアリ ングを推進していま札

空 調;令 熱 設 備

衛 生 水 道 設 備

電 気 設 備

二機工業株式会社

大 臣 貰 広 大匝市東区北浜2 のz2三参事II Itピル TELa-i!I2-llj1

2依 庖 東 京 日比 谷 ・三 11ピル TEL03-臼2-6111

主 唐 名古里・九州 ・北 海 理 ー 中 国 東 北 北 陸 四 国
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未来をひらく英知と技術

三 協アルミは、価値ある製品づ、く りをモットーに、 超高層建築カ・b中低層の多用途建築に

いたるまで: ヒツレ用サッシとして要求される{憂れた機能と性能をもっ製品を豊富に取揃え

ています。 また、カーテンウオーノレや取替サ ッシ群・内外装材など、建築意匠や機能

改善への対応、もはカヨってL 、ます。 三協アノレミは、これからも英知と技術を結集し、快適

な暮しtよりよし、環境づくりに貢献いたします。

あらゆるニ ー ズに応える

l  ｾＯｌ 閉建 ｦａ
。 三協アルミニウム工業株式会社 干933 富山県高岡市早)1170 建材販売部第一部 告 ( 0766) 20- 2201 ( 代)

きひごしく選べば

E 出 国i主ヨ

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

理想の環境創りをめざす… …

。版社三発空調



電気・計装・空調設備の

綜合エンジニヤリング設計・施工

。

& 三 室 電 機 株 式 会 社

本 社

東 京 支 庖

名古屋支庖

神 戸 支 庖

堺 研 究 所

取締役社長 嘉 納 伝

干530 大阪市北区西天満2- 6- 8( 堂ピル) TEL 06(364)  1471 

干 105 東京都港区新橋2- 16( ニュー新橋ピル ) TEL 03(504) 0231 

干462 名古屋市北区城見通2- 20 TEL052 (991 )  5131 

干657 神戸市灘区岩屋中町 |ー2- 9( エビスピル ) TEL078 (881 ) 5571 

干590 堺市三宝町7- 399 TEL0722 (27)  8408 

FAX  06(  364)  5533 

FAX 03( 504) 0268 

FAX 052( 914) 7535 

FAX  078( 871 ) 6261 

FAX 0722( 27)  1424 

サッシ・カーテンウオール総合メーカー

- ユニシリーズ オープンユニ，スライドユニイン ，スモークユ二，スライドフ。ッ シュユニ

- 新 製 品 リパースユニ， バラクリーンユニ ，メタルエー ス

⑤ 詰 通 鋼 機 株 式 会 社

代表取締役社 青 山 健 介

本 社 〒 174 東京都板橋区前野町 6 丁目 1番 10号 E 東京 (03)969- 11 01附 ・969- 1171(営業)

大 阪 支 庖 〒 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 3 丁目 12番 23号 三 木 産業 ビル 宮大阪 (06) 543- 1501肘)

所沢工場 〒354 埼 玉 県 入 間 郡 三 芳 町 大 字 上 富 1 1  6  3  宮大井 (0492) 58- 11 01俄)

明石工場 干673- 01 兵 庫 県 明 石 市 二 見 町 南 二 見 21番 3 号 宮明石 (078)942- 9111侃)

札 幌 ・ 仙 台 ・新 潟 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・九 州
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省エネ時代にも、

快 適な 環 境を提 供しま玄

“ 省エ オ、ノレギ ー と、快適な

空 調を同時に実現する: ' こ

れが新日空の環境に対 す

設備の更 新 ・・¥新日 空 は

なノウノ、 ワと最新の技

巾な省エオ、をお約

る理 念 で す。新 しし 、計 画 、

術てい

一
一
一
呈
ネ
①

します。

社 干 ＱＰＳ 東京綿中央区日本 嶋 本石町小 ＲＨ 三井第 Ｒｾｉｊ 館Ｉ 台 ＨＰＳＩＲＷＹＭＵＶＷＱ ( 代表)

立褒限締ま |司 111 ，f ll 夫

大阪支庖 干530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 - 2  - 6( 新大ビル )n (06)344・6031( 代褒)

ｅ 君主 ｬ ｪｾ J. L  i争

新 日 疏 空 調

省エネルギー技術に挑戦する

ｾ＠

墨画TG

I、SF

ま

た

ひ

と

つ

、

ワンタッチで... .. • 

- 障子 が外聞き、 90。で全 問、

180。反転一一 フ ル オ ー プン

- 最 殺 しスク リー ンが、 引違

..- _1… … …  

換 気 時

Ii -ニ …-̂ iiI

い窓、片 引 き窓に一一一一一

噌

S フラット

F 三 宮鎖

唱

。
φ  

F  

。 住 友 ウ オ ーIl " 乙ヌテム様式会住
住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム で は 、従来 の 窓 の 概

東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代町 1 ( 住 友商 事 美 土 代 ビ ル )

T E し 0 3 ( 2 94 )  8 5 1 1 ( 大 代 表 ) 〒 10 1

大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( 住友 生 命 南 本町 ビ ル )

T E L  0 6  ( 2 5 2 )  18 8 1 ( 大 代 表 ) 〒5 4 1

ヰ土本

念 を 超 え た 画 期 的 な新 製品一一 S フ ラ ッ 卜、

大 阪 支 社
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フルオー プンを開発しました 。



さまざまなライフスタイルにあれ必する帳 lT. l 、内，'，，' ，m"。

11年代のニーズを迎刊にとらえたフレッシュな感性 。

My  QuaJ i t y  Li f eをテーマに 、スミノエ は、

ゆたかなインテリアライフづくりをめざします。

社 大 阪 支 庖 ・大阪市南区南船場3- 11- 20 TEL. 06(251)∞81 

東京支E ・東京都港区三因子13- 16 第43森ヒル 8F TEL. 03(456) 301 1  

多様化する現代建築の

ニーズにお応えする

三 富J Z

カーテン・カーペッ ト・壁装 ・美術織物

置; 説話-1減弐芸荘

営練所 ・札幌/ 仙台/ 静岡/ 新潟/ 金沢/ 名古屋/ 岡山/ 広島/ 福岡

連絡所 ・盛岡/ 大宮/ 干葉/ 情浜/ 京都/ 神戸/ 松山

. 営業種目

金属製建具の設計施工

〔＿伊式会祉をシ ｾＷｊ ｪＢ 逮裟

取 締 役 社 長 甚 田 良 口

本 社 干550 大阪市西区北堀江 1丁目 5番 2号( 四 ッ橋新興産ビル10階) n  (06)  538- 0005 (代表)

京都営業所 〒604 京 都 市 中 京 区 甥 町 通 夷 川 下 ル 亀 屋 町 175 木村ビル 念 (075) 231一0755 (代表)

83 



商昂は空気です。

大気ヰ上の空気調和設備は， 一般空調 il 転業主調，

特殊空調の 3 部門。 オフィスピル ・住宅から各種

近代工場 ・病院にいたるまであらゆる 空 間をカバ

ーし ，数かずの実績をあげています。

ジ

ペ

融

和

一
定

一

刻

問
一
大

- 営業種目

空気調和設備/ 給排水衛生設備 /塗装設備

/公害防止関連設備の設計 ・製作 ・施工

本 社 ・ 東 京 支 后 東 京 都 新 宿区西 新 宿2 ・6- 1

新 宿 住 友 ビ ル合 03-344- 1851 ( 大代)

大阪支庖 一一一一一一一台06-ω 8-5851 ( 代 )

名古屋支底 一一一一一 台052-21 ト 1535 ( 代 )

九州支庖 合 092・431-2147 ( 代)

現代のニーズに応える

鋼板と建材製品

Ｍｭｦｾｕ 唖 ｾｾｊ 圃

司". /' J昔、h

T ・1/i.;'F.

陣双:li a"- R

( 壁: イ ソ バ ン ド 使 用

③弔問智子釦

本社・工場 ｾＶＶＰ 尼崎市杭瀬字午新田 Ｒ 2  n (06) 488- 118H的

建 材 販 売 部 ⑮541 大 阪 市 東 区 高 麗 僑 2 - 4  1  n (06) 203- 0751側

東 京 営 業 所 ⑩1∞東京都千代田区大手町 2-6-2( 日本ビル) 宮 (03) 279- 0751制

札幌営業所 合 (011) 251- 8091 聞 東 北 営 業 所 n ( 0222) 25- 1481 附

富山営業所 n (0764) 32- 9 8 9 8附 名古屋営業所 信 ( 052) 241- 2  1  4 0聞

広島営業所 合 ( 082) 228- 3 0 4 0附 徳 岡 営 業 所 n (092) 481- 3 5 4 3間
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一般建築塗装

塗 装

竹林塗装工業

大阪市淀川区新北野一丁目十二の二

屯話 (06) 301- 8281  

付吹

株式会社

樹

脂

製

ス

ラ

ッ

ト

・

窓

面

排

気

シ

ス

テ

ム

の
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用
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、

断
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省

エ

、

不

に

決

め

手

。

F  

町買層ｾ画 Ｑ ヨ

@…度一…品' " 具インテリア部門別大賞に

選定されました.
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を

、
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目立1111ヨインド工銭徽式会事士

干151 東 京 都渋昔区代々木4- 30- 7君。3(375)1111

タチカワ銀座ショールーム

干104 東京都中央区銀座トト15 n 03( 571) 1373 
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T OT AL  I NTERI OR F ABRI CS  

龍 村 の イ ン テ リ ア 製 品

鍛 帳

タピスリ

カーテン I也

壁張地

椅子張地

務記龍村美術織物

本 社 ・京 都 庖 京 郎 市 中 京 区 壬 生 森 町 2 9  ( 075) 802- 3251({り

東 京 府 東京 5日中央区日本 1L¥2 ト21 第2東洋ピ lレ5F5B号室 (03) 274- 2271( {U 

名古屋町 名古屋市中村区名駅4- 1ト27 第2盟問ビル東館5F ( 052) 581- 0571({り

大 阪 府 大 阪 市 東 区 南 本 町4- 20 行策ビル 6 F (06)  245- 5630刊

札幌営業所 札税市中央区南1条西5丁目 敏山愛生館ピル5F (011 )271- 3644 

T OS HI B A  

ハートのあるエレベーター

東芝エレベータ ーは、乗客の多様でデリケー

トな要求に対し、常常. に知的てで、沿、のこも つたサ

一ビスを提供するために、優れた半導体技術

を駆使し、エレベーターシステムの効率 を飛

躍的に高め、ビルの唯一の交通機関として信

頼性の高いエレベーター を造り続けていますユ

東 霊 工νペ- Sf -

東京芝浦電気株式会社 関 西 支 社 昇 降 機 部

〒550 大 阪 市 西 区 靭 本 町1の 11 の7 (信 濃橋 三 井 ビ ル) 電 話 ( 06) 445- 8231  

/  

先端技術をくらしの中に一 . E&Eの 東 芝



- ゆ た か な 経 験

・すぐれた十支? 桁

②東光電気工事株式会赴

立体駐車場計画のお役に立つ

駐車場法規，採算性，レイアウト，市場リサーチ等 にすぐ

れ長年の経験を持って 居 ります 。 (気軽 に御相談下さい 。)

取扱品目 タ ワ ー パ ー キ ン グ タ ー ン テ ー ブ ル

昇 降 用 カ ー リフト ガスタービン発電機

段 式 駐 車 設 備 ノぞー キ ン グ ゲ ー ト

油圧 式 エ レ ベ ー タ -

石川島播磨重工業株式会社代理庖

新 立 川 航 空 機 株 式 会 社 代 理 庖

横 浜 エレ ベ ー タ 株 式 会社 代 理 庖

内外パーキング施設株式会社

取締役社長 木 下 国 男

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 8 番 5 号( 明星ビル)

電 話 大 阪 06 ( 441)  0  4  7  7  ( 代)
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旭己ポ μｾ Ａｊス

H品l i 'rfso蹴

光と空間の、

ソフトウェアー

もっと心地よく、もっと美しく、もっと楽しく。そんなニーズが、

製品の機能やデザイン、用途のひろがりに出会って、イン

テリアの新鮮な発見に変わりますユブラインドと間仕切りを

ソフ 卜するニチベイにご注目 ください。

電動アウトサイドブラインド

ニチベイの「屯邸j アワ トサイドブライ ンド」は、光iit

制 箆はもちろん、耐候性、防犯性、あわせて美観を

考慮して開発した、アウトサイド用のブライン ドです。

符種の実験室、会議室、 テーータールーム等 に抜群

の機能を発揮しま す。

営難品目。よニ型・たて型ブラインド各種、テキスタイルスクリーン

岳4盟、アコーデイオンドア各様、スライデイングウ才一ル各様、パー

ティション岳種、その他特殊仕練製品.

制撤式会担= テペイ

現代建築が求める高性能な空間構成に応えます。

- シポレ ックスドライ

・シポレ ックス 50

・ワイドノ ぐネ j レ

・アー卜 パネル

・リブノ マネ j レ

・コーナー パ ネル

・G R  C  

- 耐水パネル

・薄型50 ミリパネル

・大型パネル

・意 匠パ ネル

・デザインパネル

・L 型、 R 型パネル

・ガラス 市裁維強化セメン卜

く ｚｓ＾ 酉目恵旭己ポ ｌｊｾＡＩ ス諮
本 社 干550 大阪市西区立売堀 ト3- 13 (第三富士 ビル)

京 都 営 業 所 f i (075) 343 ー 1992 広 島 支 広

神 戸 営 業 所 合 (078) 531- 7111 福 岡 支 広

岡 山 営 業 所 f i  (0862)  24 - 2417 高松営業所

和歌山駐在所 公 (0734) 53- 3390

T  E  L  (06) 538- 052 1  

まま (082) 221 - 5276 

合 (092) 771 - 7271 

f i  (0878)  5ト 9665



ピラミッド11、

建築の l点.'.'.(カ・ら未- *を考える

イトンクツレーフ.の

イトンは軽 い、それは人の住まし、に重 要 です。

イトンは者れを通さない、しかし人の血は通わせ

ます。イトンは表情豊かである。だから人の倒

性を生かせます。人が住まし、の主であるかぎり、

イトンは人を忘れません。人のために快適に。

人のために安全 に。人 間 中 心 建 築 ー イトン。

国当f音ONG  

西日本イトン販売株式会紅

シンボノレです。

本 社 干 530 大阪市北区曾根崎 H 6( 新宇治電ビル5階)

T E L  (日6)364- 2671 ( 代袈) イ卜ンは、省エネルギー協 力製 品として通 産 省より指定された A L C (軽量気泡コンクリート) 建築材料です。

いま私たち人類が間われていること

それは澄んだ、水

きれし、な空気

そして美しし、自然を創り守ること

衛生・空調・防災設備 設計・施工

高 密 西原衛生工業所大阪庖

本 社 干 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 r  11 8 砕 4 号 電 話 大 阪 ( 06) 458- 3531番 (代)

支 I苫 営 業 所 東 京 ・京 都 ・天王里 ・川西・ 福 岡
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| 新常温コムアスファルト防水 |  

アスフガレト防水の常温施工をさらに完壁にした、ユータム防水工法。

無滴のコンヒ:

2 ーヲ色防水工港

シートと塗媛、それぞれの長所が、た力〈いの短

所を憎いあって絶妙の効果を発揮するアスフア

ルト防水ユータム防水工法は、このアスフアル

ト防水の信頼性を損うことなく常温で施工す

るために、日新工業が開発した最新防水工法。

新紫材を応用した新製品ユータムコートとユー

タムシートの名コンビが、施工をいっそう楽に

したばかりでなく、抜群の防水効果を発揮して

くれます

・ユータムシート 合成繊維不織布+ ゴムア

ス7 7 ) レトの最高級ルーフィング ・ユータム

コート 反応硬化型特殊コ'ムアスフアルト

( ' -

f田町

日新工業株式会社大阪支底

③日本アスファルト防水工業 協同組合

関西支部

大阪市西区新町 l 丁目 12番22号 日新工諜株式会社大阪支后内

電話 ( 533) 3  1  9  1大代表

日満3 、盗' l ' f' /L

90 

= 営 業 品 目 =

ゴ ム タ イ ル ・ 筋 入 ゴ ム タ イ ル

ワ イ ド ス テ ッ プ ・ ノ ン ス リ ッ プ

サ ニ タ リ ー 巾 木 ・コ ー ナ 一 周 巾 木

ドッキングタイル・ 導 電 性 タ イ ル

V  エ ー ス ・日満 の ロ イ ヤ ル

ゴ J レ フ ァ ー . I 、 イ ノ ン ス

日満のゴムタイルは

豊かな居住性と

永久性を保障します. ノ

発売元日満ゴムタイル商事株式会社

大阪市城東区関目 1 - 21ー 11 電話 06( 939) 3 5 2 1 代表



. E璽璽璽置霊璽璽型車|

NSエア ・フィ j レタセ j レフレッシュはろ材

にiil i集されたじんあいを、常にパック集じん機

に級統した可動ノズルで ｬ 倣引 ・ 十 ｩＡ 付 ｦ ｬｾ されますの で、ろ材を

交J換する必須がなく、維持7'1が節約できますLピルの空調用から、じんあい

泌 ｊｾ の ｬ ｬ 示、 地 ｆ 鉄、工場の雫調 ｭ まで、ｊｬｉ途の広い宅気消涛装置です ｌ

EE 
日本スピンI ' Jレ

NI HON S P I NDL E  

ターボ冷凍機などあらゆる

機部の冷却l川に

I J  . . .  

・低騒音形 : U N形 唱 、
・超低騒音形(省エネタイプ) U NI 形 1

l吸収式冷凍機mに・低騒音形 : U N W形 、85- 700

・超低騒音形( 省エネタイプ) U N WI 形1冷却トン

環境機器事業部

東 京 <!!!>103 東京都中央区日本橋本町4- 5- 18(光洋ビル) n (03)279- 4053(托)

名 古 屋 ⑤450 名古屋市中村区名駅南 1- 24- 21 ( 名古屋三井ビル別館) n (052)582- 9031(代)

大 阪 ⑨541 大阪市東区備後町3- 8 (綿業会館) 宮 (06) 203- 0391(ft) 

福 岡 <!!!>812 福岡市1尊多区博多駅東2- 6- 28(サンライフ第5ピル) 宮(092)474- 927切

- 単 層 型 弾 性 仕 上 材 多 極

DA Nユニトー-
弾性塗膜が壁面を保護、光沢のある豪華な凹凸仕上げ

DA Nユニ トーンは、複層型の優れた'性能を受け継いだ単層型弾性

仕 k材でt 伸びのある塗膜がコンク リー卜やモルタルに発生する

クラックに追随し、 L、つまでも美しL、外観を保持します。吹付用として特

に開発した塗料ですので、平炊き、模様吹き、共に胞工作業性に優

れ、美しL、光沢が得られます。新築はもちろん塗替えにも最高の条件

を備えたDA Nユニトーン、経済性にも優れた新時代の塗料です。

D A Nユニ:_，IJ ーヌ

D A NユニトーこJ 豪華な吹付凹凸仕上げ

D A N ユ ニ ハイグロスなローラー仕上げ

DI ANユ 二 マ イ ル ← おちついた、つやけしローラー仕上げ

D A Nユ ニIJ !J:.J ソフトな砂壁状仕上げ

a
a
-
-

司

da--司
、

da------

��ｾ＠

国旗ペィコト
大阪市福島区福島6 - 8ー 10 干553 n  (06) 458-1 111 

東京都品川区南品川←ト15 干 140 n (03) 474- 1111 

い

つ

ま

で

も

輝

い

て

い

た

い

。
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野村グルー プの総合商社

野 村 貿 易 株 式 会 社

代表取締役社長

三 ふ fえJ 之

大阪本社 干541 大 阪 市 京 区 制 後 11fT 1 丁 目 15 f存 地

T E L  (06)  2  6  8  - 8  1  8  8  

」↓[; ;r本社 干 104 東京邸中央区八重洲 2 r ll 2 f昨1 男新八重洲n ビル

T E L  (03)  2  7  7  - 4  6  2  5  

内 外 装 吹 付 責 任 施 工

阪神興業株式会社

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 千 代 崎 2 12 5  T E L  06(584)0170( 代表) ，，!， 550 

東 京 営 業 所 東京都大図区中央8丁目 16 14阪神ビル2F T Eし 03( 751) 6101( 代表) 市 143

名古屋営業所 名古屋市北区西志賀町 3 丁目 75番 地 T Eし052(913) 5101( 代表) 号 462

福 岡 営 難 所 福岡市東区大字土井字川原420 TEL092(691 ) 3470(代表) 甲 813



:怠-蒸し仁

三います

1包} 舗にこころをこ航 年

③ HI T A C HI  

株式含枇 目 立 製 他 府

2重系マイコンで安全性が大きく向上

きめ細かな運転で消費電力を 2 0 %節減

セーフテマ&セーフ、

最新エレクトロニクス技術が生んだ安全設計

日立は、つねに使う人の立場になって、より安

全で信頼性のi13いエレベーターづくりをめ

ざしてきました。そのたえまない研究t 努力の

主主々 が、1iafi エレク卜ロニクス技術をフルに

i丙mした1虫白の安心システムを開発。その

つが二 OJ i : 系統述転で、エレベーター咋 )IJ の

2つの7 イコンを制御部に内 l歳。}j . )'j }j の

マイ コンが災常をきたしてふもう ・}J のマイ

コンが働き、エレベーターの ;}J きをきめ細か

にコント ロ ールする尚 ｊ 欠元のＧｾ心システム

です。安全に、さらに安令をi J ! ね、 2つのマイ

コンできめ組lカ・な需IJ 世lJを'来射した てOJi :系統

巡転。目立の伝統技術と先進技術が' 1 : み

fごしたヒツレエースならではの鋭切投，11・ですL

省エネルギー運転を実現した数守の節電機能

;nIJ 世jI剖i にj ; j : ; 川された? イ クロコンピュータ

Ii.. エ レベーターの逆転をきめ制かにコント

ロールして、行 エ ネルギーにも大きくj { 献し

ます。たとえ l工、 3分Hi JP'Fびがないと内動的に

働〈のが ｲｬｾｪ 散時かご ＡＡＨＡｉｉｊｬｴ ファンのＱＢ Ｑ ［ＱＩ

ｦ ， ｬ ｱ ｬ ｾ 機 ｴｩｾｊ 。 このほか、「ヘ ｌ 、イ ｦた ｊ ずら防』止 ｼ上 Ｑ 機自能 ｅ 」

「勺) ｱ 問 Ｑ別 ｊ め ｼ附 ｪ排州 ｾｉｫ 好始 ｦ古 ￬Ｇ 時 ｌ Ｇ時刷年判制ト制ｉｩ川 ｩ日川 ｩ日 ｬ の ｴＧれＢ到動 ｉＩ ，ｾ淵 Ｓ洲司釘節 ｬ 機能 ｊｲ ノ f 一

キンクグぜスイッチ機tmJ など数々のよりすぐれ

た機能ぞ装備。!日11I ;'fにj :ji 111され たサイリ ス

タ市Ili1I Jによる「新交流lht} i霊前IJ術J} j 式」によ っ

て、'(j ' ，(U) はさらに促進されます。ニうした

多彩な行エヰJ レギーぷ，ij ーにより、ビノレエー

スIi.i! 'i 'l!i '，位} ) 合約20%iiii i，成(‘ ' HI :i近米製

品比) させることに成功しました。

ピIL工- x
目立 f mI 規格形集用エレベーター

お問 L 、合わせは 関 西 支庖 干541 大阪 市東区北浜4-6 ( 日生 11 立ピル) 電話 / 大阪 (06) 203-5781  (大代〉

または' . W: 京 (03) 258- 1111 . 福岡 (092)74ト5831 ・名古屋 (052)25ト3l l l ・札帆 (011)26ト3131 ・仙台 (0222) 23-0121 ・

g 山 (0764) 33- 8511 ・広島 (082)223-4111 ・日総 (0878) 31-2111 
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大阪ターミナ J レビル

創意 と情熱と先進の技術をもって、

工事施工のユニークな企業 として

建築文化に 貢献していきます。

お届けします。いいものを o

Q2 5卒田タ吋ツじ

本 社 大阪市西 区阿波座 トト 10 (⑤ 550) f r 06 (532)  1231 
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FUJ I TEC 

「機能+美」を主張して

世界へ。

単に快適で、、安定した動きだけでは本当のエレベータ

とは言えません。先 進 の、技グと斬新な、感 性' の融和カえ

世界に通じる真のエレベータを創み出すのです。専 業

メーカーフジテックならではの洗練された機能美 。

r  more effi cient， mor e  beautiful J を主張して、世界へ。

ｾＺ［Ｚ［ＺＡＡｊ ヨ撒式皇祖
本社 大阪府茨木市庄卜28- 10 n 0726- 22- 8151附



ステンレス製建具・金物の設計施工

⑧フ日以予ィア建港究生署155?性

大阪市南区谷 町7丁目| 番39号 新盆町第2ビル

風雨をシャットアウトする

r等気圧理論」

超高層 ビルでは、雨は上から降るとは限りません。ビルJ l I . という独

特な風にあおられるなどして、横からも、時には下からも激しく降り

ます。ぞれらをシャッ卜アウトするのが、サッ、ンという傘なので》す。

! 欣い、条1' 1化のヒツレではたいへん，:':jl 、ノド特別:f lEが要求されます。

イ，サ・ノシは、その，:': jl 、ノド?伝性fiEを作るため、カーテンウオーノレや

サッシに「等ｾＱＮ ＱｕＧｬｬ 論 ｊ {t>J必JII していま 丸

Ｑ Ｚ Ｑ 比ｉＡ ｲｈ ， が Ｑ ，， ＱＱＱ Ｎ｜ に ｦｈｉｊ すると、室内と宅外では ＱＱ ｾ ＮＩ ｊ '主力引1'0じます。その

11，¥、すき11:1の んの側にノドがあると、たとえ小さなすき I/ ¥j て‘あっても、ノド

Ij .li:) J の，:':jl 、))ーから低い ) j 、つまり室外から主|人l に似人してしまうので

す 。 こ れを ｬｬ ｾ｢ 効果的に解決するには、すきまの ｉｉｉ ， ｪ Ｈｪ｛ ｉｊ の主 ｕ ｦＺ ぷがなくな

るような椛jil( こすれ1.1' (' l 、わけです。これが「吟主Uピ. fI1! . 諭」です。

「等主 ｜ＱＱ ｾ Ｎｦｉ ｴｬ ，ｬ命」の ｊ 心 ［ｊｉｊ など、 ， ｬＧｬｊＮ， Ｚ ＧＺｪＱ 刊ヒ ツレでっちか っ たィ、Ｚサッシの技

術 l立、マンションJII サッシをはじめ住宅 JIJ のサ ッシにも伴実にフィード

パックされ Ｇ て ｬＧ ［ￎＺす 。 必 ， ｾ Ｇ Ｎ Ｇｪ ｊｍ ヒ、〉レと ｼ日 ｬ じサッシのぎｾが線々な主ＱＡ物を

1!T.¥I :I:j t;'C，'，' f ってL 、るので士一

サッシの歴史は不ニサッシの歴史

E 車rCJ ! ! J 戸邑

干103東京都中央区日本備室町卜3( 日本橋

大栄ビJ レ) TEL ，(03)279- 1611 ( 大代表)

T  E  L  06 (768)  3610 ( 代)

F A X  (  G  - III ) 762- 3889 
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也BBS GUl f J . ' I 'S  seri es 

1. ナチュラル( イマジネーション、ウッドベール、ファイナルアンサー)

カーペットの版点であるパーパーのむ測をナイロンぷ村を JIJ I，、て 1' j..fJ.!.した

ものであらゆる 川 途に於いてゴージャスなぷ ＱＱｾＺＺＧ ￭Ｎが ｩｩｩｈ ｉＧＮ できます 。

2. ソフィスティケイト( カンタベリーパーク、ハイデスティニィ、ペブルビーチ)

ハイグレードなコントラクトカーペットで、オフィスの V I Pルーム、 1"1級

レストラン、ホテル、ブティック引こ j 山j !&てす。

3. パ ス テ ル (クリアチョイス、スイー卜マジy ク、シナモンベイ)

サキソニー、カットループ、グラフィックパターンの作テ クスチャーにレ

ジデンシ ャルの人長崎であるノ マステ J レカラーを尚己した，U11' 山

4. ヘ ザ 一 ル ー ブ ル ー ベツク)

ナイロン s CF ( へザータイプ) 似し、の本的( ，勺コ ントラクト Jl J レベルループ

カーペットです。

λ 三 菱J l : ーリシトシ株式会社

取締役社長鈴木博之

本 社東京都港区虎ノ門三丁目 5番| 号 ( 虎ノ門37森ピル5階) TEL 03- 438-2351 

大阪事務所大阪市北区中之島二丁目3番 18号 ( 新 朝 日 ピ ル 13 階) TEL.06- 202-4091 

MI TSUBI SHI  

設備機器からセキュリテマまなビYレ管理は一括おまかせくだ、さい。

24時間オンラインで

ビルの安全を見守りますユ

エレ ベ ーターをはじめとする，没備機慌の災ｾＺ片側均

はよt'，! 1 サービスが、防犯・防災の l民悦については綜

合??的1料; 併が) ，tJ. ふピルゲi: . f 11! のパックアップを i f  

います。

設備メンテナンスも

お引受けしますb

エレベーター・前，J司・給側水ぷ備などのメンテナン

スに菜料随 a の'kf . / 1 をもっ必位サービスがlri 悦サ

ービス契約に加え、ぷ備メンテナンス契約とのワ

ンパックでピルｾｾＺ開業務の 一 本化とビルぷ備の ｾＨｩＺ

. f 11! ・安全般1米を' 友引します。

λ 三菱電機械関西支社大一軸四
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三ツ星ベルトの. ........一一一 I  

近代建築の

屋根防水。

ｾｮＮｊιＭ : J ，. ; J ! J " E  

〔加硫ゴム ( E P DM) 系建築用シート防水材〕

J IS規絡A6008( 合成1111分 (-J レーフイング) の加硫ゴム系に合

約した製品です。

( J IS表示，l午"J 得号・ 474061)21年の実絞があります。

ｾｮＮ ルＭ : J ，. : . t! J " S P E  

〔ふくれ防止機能付加防水材〕

J IS規絡に合給した加l統ゴム シートに4.0mmJ V: のシポ付発泡

ポリエチレン( 合録実用新案第1277835 ¥ま) を航附した防水

シートです。シートのふくれ防 d二効 栄があり、特に改修 E

法にi通しています。

3 凋 叫 -: J ，. : . t! J " GA - C  

( S A工法用ゴム化アスフアルト防水材〕

i存融アスフアルトの然で下地、シートと接 .(i する特殊配合

の Ａｾｩ ｬｩＮＮ 府を般附したゴム化アスフアルト防水材て・す。熱ア

スフアルトを併川する r S A工法」用の材料です。

Z巴 以. 三ッ星ベルト株式会主t

. . .  ｾ・・建材事業部

=:t n.J I--: : J - r: J ! J

11 . 調，. . . 謂. 東 京f t ( 03) 552- 1424 広 島台 (082) 286- 0608 

・ra_. ":司直 仙 台f t (0222)  39- 6551 四 国f t ( 0879) 42- 3189

r:ョー日号F 圃 福 岡宮 (092) 44卜4451 大 阪宮 (06) 448時 6356

1:::虫記.E.ヨ 名古屋台 ( 052) 242- 1127 札 幌f t ( 011) 84卜 9131

RDS。どう使うカエ 説話fifffEに、; 羊の

H寺代のニーズを見据え、 lリill の技術に引きる施屯社の製品。 円山

てい機知に富み、豊カ
B

て冶IJ 造的でアーティスティックなfd党と、正確で

j先制{ された技術が生みだす R D Sからの数々のプレゼ、ンテーション。

“Mを" とし、うよりもむしろ“ どうイ史う" かがポイン卜です。
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テ レ ビ ・ 舞 台 ・ 映 画 ・ ス タ ジ オ 照 明 の 総 メ ー カ ー
|  

. 11買光装置 ・昇降装置

・電録 ・アクセサリー

ヌ伝キ土官" 皿干 105 東 京 郡 高 区 断 橋 . 7  2  TEL (03) ' 33-2521 

崎 西 王 手 土 〒 日O 大 阪 市 北 区 芝 田 2 2  17 TEL (回)372-282' 州

各省且官，健所干a印 名 古 屋 市 中 区 栄 3 32 22 TEL ( 052) 2

・
2-0024

掴岡宮調健所 9812 福 岡 市 1・多1 i ! ; J ( 崎町 6 1  TEL ＨＰＹＲＩＲ Ｗ 卜 ＰＶＸＳ ｾ

烹 北 官 襲 嗣 〒980 仙台所花車院 I T 目 l ' 書地52<t TEL (0222)2. -233'  

札 蝿 嘗 ， 健 所 干06' 札幌市中失区北 l条西22丁目 288γ EL (011)6'2-7277崎

広 島 出 彊 所 干 733 広 島 市 中 区 広 崎 北 町 3 香 川 毎 TEL (082)295 ＱＳＳＸｾ＠



デープラ4 トの逸去70年じわたる先導的テクノ ロジーは、

照明分野で数多〈の潮liill を量的出してきました.

H型ペンダント、伸一パーライトをはじめ、モジュ - J V・コン7エクス、

J ングν アラ4テベングtデープラ4トエンタロージ守} 、

ダークラ1 j "-f ング( パラポリックパッ7 J ν} 一一一ーこれらIJ..

常に時代じ先がりてわが国に旋風をまき起こして主た

デープラ4トの旗手たちです.

広大な実綴主信用をもっ開発技術と

山a. 照明の先進的アプザケーション・エンジニアリング主のジョイントによ弘

ヤマダデープライトi主、画期的な照明と照明周辺の技術をtおして、

よ事笠かな環境づＨｾｻこ貢献してまいりますＮ
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12年 前、出回照明が初めて B 本γ紹介したシステムライトは、

建築空間の橋成要素として、新たな照明分野をかi迭しつづりてL 、ます，

そして今. より多彩に、僧性的に発展するさまざまな建築空間tの

高度な対話をめざして、新しいシステムライトが誕生しました.

Eのような空間t二も7 1 / キシプJ 叫二対応する

包光のシステム "一一一寸1J a. 照明のシステムライト.

建築の進化はあか0の進化です.

岡 山 田 照 聞

大阪支社 〒542 大阪府大阪市南区日本橋1 21・23 n (06沌43-3421附

本 社 干 101 東京都千代田区外神因子 16・12 含 (03) 253-5151 ( 大代)

鍋ヤマ夕、テ」ブライト株式会祉

関西支社 干542 大阪市南区 日本情ト21 23 山田照明ビル3F n (06)644 4151間

本 社 〒 101 東京都千代田区外神田3 16 12山田照明ビル 10F n (03)253・1492側

建築! こインテリアiこディスプレイiこ

山本金属の技術が生きていま弘

山本金属製作所株式会社
ｾＡｊ＠
r.  

〒542 大阪市南区谷町6丁目 11番15号

宮 (06) 761-0127日t) FAX (06)  768-5770 

〒570 守 口 市 浜 町 2 丁 目 1 番 地

雷 (06) ＹＹＳＭＷＱＹ ｾ 代Ｉ ｆａｘ Ｈ ＰＶ Ｉ ＹＹＳ ｾ ＷＱＹＴ＠

本社及び工場

工 場口

，. . . "  

てす

- 創業/ 大正13年4月3日圃主要業務/ 建築金物・家具金物・テrィスプレイ金物・サイン金物・装飾金物・美術金物・ステンレス製品・ブロン

ズ製品・軽合金製品・その他別注金物設計製作・ ヤマキンオフィスウェアーの製作販売・建設業者許可/ 大阪府知事許可 (般-56)第978号

株式会社山本金属製作所一級建築士事務所・大阪府知事登録・( 口) 第7979号
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.且.....邑. Ｎ 東京営業所 一一一 東京書都 ｡ｬ 墨 ｅ 因区石原 ＴＭＳＭＱ 干 Ｑ氾 ＳＰ ｦ含 ｴ ＰＳＨＶＲＵｾ 氾 Ｓ Ｑ匂 Ｓ Ｑｾ FAX03(625 

UNID剛E剛建N建粧建納一物

岡山間顎ユニオン 制ノ

電気・空鯛・衛生など各種股備分野の記事が 1冊の雑昆に/

理築自愛 月刊

直図画+ 圏直+ 圏直; ] + 圃圃+ 圃圏直

議ｼ圃｛ￏ｝ ｾｾｧ 回 圏直面画問圃

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化 について ，学識経験

者の見解を発表

. 新建築・新設備 注目古パき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外ニュース， 機器 ・文献ニュース

. 会社だより ，研究所だより その他

鎗誌民判・ 1∞頁・定傭10∞円一一申込次第見本送付

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中・ 年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3-2-19建築会館2階出版部 (03) 561-7181 事務局 (03)561-1765( 銀行振込先 ・三菱銀行京情支庖普通預金0055-082)
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本号特集編集幹l J L 足立直行/ 日下部等/ 西国型

/ 必塚達夫/ 八尾克太郎/ 山悶裕治
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地震力に対する建築物の基礎の設計

指針について

杉 村 義 広

標題の設計指針については、すでに多くの初介文があり、その背景や恨拠等につ

は じ め に いて、明も機会あるごとに記述してきているので、本杭の執笠依頼があ ったと

きには、これらと重複するため、お断りしようと巧ーえていた 。 しかし、たとえば技術的側面からみた

指針の特徴点の紹介と、設計実務者への要望とい った観点をテーマとして何か設けないか 、 との強い

要請があり、また広〈周知と普及をはかること II 体が、指針の目的の一つであ ったことを省みて、既

往の紹介文とは多少違う観点から再述を試みてみることにした 。重複が避けられない点については、

お許し願いたい。なお、指針の内容そのものや棋拠については、「建築技術J ( 1985年 2 月号および 3 月号)に、

かなり詳細に記したので、それもあわせて参照していただければ幸いである 。

1  . 指 針 作 成 の 経 緯 と 背 景

指針作成の直嬢の背景は、約10年前にさかのぼる 。当時は、新耐ぷ設計基準の基礎となる研究 ( 建

設省総合技術開発プロジェクト新耐震設計法の開発、昭和47年度~昭和51年度) が進められているさ

なかであ ったが、基礎および地盤に関連する項目では、地盤極別による地兵力の相述などが盛んに論

議されていた 。 その中には、新潟地艮 ( 1964) などにみられた砂地般の液状化現象のμ 科もぜひ組み

込まれるべき 'j¥. 項として指摘されていた 。 しかし、総じて、主主礎および地盤に関しては土の動的性質

等の基本的な研究が途についた段階であり、総合的な体系化という点については、上部構造の耐長問

題と比較して、やや遅れ気味であることは禁じえなか った。研究の最終段階においては、上部構造に

なら って基礎構造に関しても、耐i主規定を作成する試みがなされたこともあ ったが、研究的なパ ック

データの不足や、議論の不足などの理由により、結局見送られた経紛がある 。改正された新1M民設計

基準でも、地下階の地良7) など、地表以深の項目には、地上階の地長力の規定などと比 t鮫して、やや

写真一 1 P H C杭の被害例

( 宮城県沖地震 1978)

写真一 2 P H C杭の被害例

( 宮城県沖地震 1978)

不明瞭さがある点を停めな

いのは、このような背最が

関連している 。

以上のような状況下にあ

るうちに、宮城県沖地震が

発生した ( 1978)。 この地誌

の発生後、 H寺間の経過とと

もに、上部構造には目立 っ

た被害もないのに、建物全

体が傾斜や不同沈下を示し

ているものが現れた 。これ

らの事例は、必礎構造に何

らかの異常ーがあるのではな

いかと推定され、 J届削調査

をしたところ、杭が大被害
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を受けていたことが判明したものである 。写真 一 1 、 2 には、被書

様 相 川典 ｙＱ Ｑ Ｑ 的な例を示すが、いずれも杭の本来の役Ｇ，ｾｊｪであるえ ＺＮｲＮ｜Ｇ 力

機能を: たうほどの被害とな っている 。 'j o ; . 例数は少ないとはし、え、こ

のような被害例が生じたという 'J1 . 実は、建築物の耐長設計に閲する

行政取り抜い上からも、主要な問題であることから、 一度は比送ら

れた J主礎柿造の取り扱いに閲する検討が必要とされ、挫設省内の，建

築技術若手: & 委貝会の下に、他築基礎検討小委員会が設置された 。 こ

の検討小委只会の活動が数年にわたり、また、設計尖務に批わ って

いる関係諸問体の芯: 見等を加味することによ って、今固め指針作成

につなが ったことは周知のとおりである 。

2. 指 針 の 内容 構成 と 特 徴 点
図 - 1 指針の構成

始

指針の内容は、 図一 1 に示すような流れとな っている 。 また内容の特徴点は、以下に要約される 。

(1) 法本的万針として、 l 次設計における基礎構造に適用し、上部構造と同等もしくはそれ以上の

構造安全性を保持することを目標とする 。 ただし、液状化、地すべ り、沈下等、地盤変動の可能性の

検討および対策は、リ¥i X . t 也の安定性確保のため、指針の適用以 Ijij に、l J Uに行 っておく必要がある 。

(2) 外力設定に関しては、基礎構造への作用外ブJ を、上ms，m造との| 矧述性を保持して明確化し、水

、ドブ ｊ と鉛 ｬ 立力の政令外ブ ｊ としての ［ｪＡ ｾ 争中を強調している 。 また、杭 ｊｈ 是の場令に限 っ て、基礎の棋入れ

による水子力の低減効果を明示している 。

(3)  ｾｮ 安基礎に閲しては、耐長設計上の注立占 ａ きが述 べ られている 。

(4) 十Ｏ｣ ｊｩＡｾ 礎に閲しては、ム ー 持力に加えて、新しく引抹き低抗力と水平低抗力の設計計算法および杭

断耐に対する弾性複令応力 J支の計' 1 ; ' ) : 式が示されている 。f/CのJK ‘fZH¥": 抗の検討にあた っては、杭聞の固

定l庄の概念を導入しており、また、コンクリート系杭のせん断 )J の検討にあた っては、上部構造の場

介に iV，じて、水平力の 1. 5 的以上を設計せん断ブJ とすることなどが導入されている 。

(5) 杭村の許容応プJJ 立は、計算される断面応力! 立のそれぞれに対応して決められている 。 また、 2

次設計との関連や地工性など、従来からの'出例との l刻i主性も A祝して規定されている 。

(6) 杭頭筏令部に関しては、杭頑同定度の設計条件に対応したぷ細とすることの注立占きが述べら

れている 。

(7) 地下外唱の設計lこ閲しては、杭基礎で水平力の低減を適用した場合のイ荷重の分担等について述

べている 。

(8) 杭顕処理に閲しては、杭材の倣. t J i 、接合不良などの地工的要因が、設計に重要な JU科を与える

ことへの注立がなされている 。

以上が、指針の主要な内脊と特徴点であるが、指針全体を. i I ! i じての精神として、そのはしがきに、

以下のような主将が述べられている 。 この ｊ 行針は、ｊＮｾ礎村 ｪｩｬｩ の ｬ￱ｈ 以性に関する現必の知見を体系的に

まとめるように立図されているが、その一 万で、純粋に研究的段階のため適用しなか った 'ji. 項、研究

的にも未解 ｉ ｬｊ ｬ なため適用できなか っ た‘ ｊｾ［ 項、研究的には未解 ｉｾｉ であるが、行政運用上の必要性から判

断して決めた事項等がi 1UJ : しており、必ずしも指令iii された体系とはなり得ていない面もある 。 したが

って、この指針は、将来においてより良い設計抱針として改良されるまでの轡定的な指標としての性

絡をもつものとして位置づけられる 。

3. 指 針 の 反 響 度

周知のように、この指針の全文に設計例題を付したテキストが、挫築センターから発行され、昭和
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3 直接基礎の

設計 (1. 0 )

1 杭主買の固定度と接合方法

2. t J i 礎恨入れによる水平力の臨成

3 杭の水平抵抗島平析法と短杭の扱い

ＴＮ 杭の深さ方向応力分布と断而 ｩｦｾｽ｜

5 コンクリート系杭の杭体応力度の検討

6. 杭の長期許容支持力に関する扱い

7. その他

。

図 - 3 質問の項 目別内訳

10  20 ( %)  

59年 10月から 11月にかけて 、全国 7 地域でそれを用いた講習会カ、聞かれた。その参加者から寄せられ

た質問の内訳を図 - 1 の内容構成( 章別 ) に対応させて分類すると、 図 - 2 のようになる。また、各

章にまたがる内容をまとめて、項目 別 に分類すると 図ー 3 のようになる。これらは、基礎構造の耐艮

設計の現状において 、 どのよつな点に高い関心が示されているかを知る上で、よい参考となるだろっ。

図 - 3 は、質問の多い項目の順位を示すものであるが、大部分が、指針の 4 章 、 6 章および 2 章、

または、それらの組み合わせの問題に集中している。杭頭の固定度と設計詳細! の関係および杭頭曲げ

モーメントの処理法に関しての質問が最も多く、つぎに、部分地下の場合などにおける水平力の低減

に関する取り扱いや 、それと関連した意味で、短杭の解析法についての質問が多い。また、杭の曲げ.

モーメント分布と断面形状や配筋の関係についての質問と、コンクリート系杭のせん断力の検討など、

杭材の強度 ・靭性に関する質問がこれに続いている。上位 5 番固までの項目に関する質問だけで、全

体の 7 割強となっている。これらの事項は、指針作成の段階から、問題点とされ、議論されたものが

多いが、その多くは、今後の調査研究に侠たれるところが大きいと判断されたものであって、直ちに

答えが得られるという性質のものではないが、指針の運用に従い、また、研究の進展に伴い、逐次解

決されていくことが期待される。

質問数が多いという点で意外なのは、杭の長期支持カに関する取り扱いについての問い合わせが 6

位を占めたことである。これは、参考として付された設計例題で、設計の流れとして、長期支持カか

ら記述されたことが原因であって、参考例が指針と同列に理解されたことによろう。指針では、杭材

の許容応力度について、短期許容応力度との関係において長期許容応力度まで記述しているが、対象

は、あくまで耐艮設計であって、許容応力度を除〈他の長期の支持力問題等をもカバーしているもの

ではない。

以上の質問に関しては、現在回答の検討がなされているので、近い将来に建築センターの機関誌等

に掲載されることになろう。ただし、当面の間の回答であるものと、長期的に解決されるべき回答と

の区別は必要で・あって、基礎の耐民に闘しては、実際には、後者に関わる問題点の方が多いというこ

とは、認識しておくべきであろう。

4. 指 針 の 今 後 と設 計 者 へ の 要 望

この指針' ; 1: ， " 望ましい水準の基準。として、設計実務者への周知に努めることとして示されたも

のである。指針の性格として、やや不明確な印象を与えることになったのは、以下のような点が配慮

されたためである。

(a) 基礎構造の耐震設計の分野では、学術的に未解明点が多く残っている。

(b) 従来、必要条項として必ずしも明確化されていなかった事項( 恭礎構造の耐震設計) が、新し

く加わることによって生じる社会的混乱を避ける。すなわち、コストアップや既存の設計事例との関

連性という点で、急激な変化を避ける。

(c) 基礎構造の被害が、直接的に人命に; 拶響する度合いは 、必ずしも大きくはない。
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しかし一方において、この指針には、周知普及した時期をみはからって、また、内容で改良される

べき点は改良し、大臣告示等の上位の基準にする意図も含められている 。 それゆえ、望ましい水準の

基準とはいえ、かなりの強制力をもつものとして運用されることが期待されていることも事実である 。

また、設計者への期待もかなり大きいものがある 。以下には、指針の側からみた設計者への要望に

ついて、いくつか述べてみよう 。

(1) 指針は、研究的に未解明である事項に関しては、謙虚に受けとめ、今後の調査研究に侠つとい

う姿勢で示され、逆に、行政的に必要と判断される事項に関しては、かなり強制的な姿勢で示される

というこ面性をも っている 。 これらを適切に理解して、指針を利用することが望まれる 。すなわち、

未解明な点が含まれている部分を、単純にマニュアル的に使用することは避け、また、自明的に書か

れている部分でも、調査研究によ って改良されるべき点があるかも知れないという批判精神でみられ

ることが望ましい。指針作成時の精神は、指針の中に生きているとはいえ、一度世に出ると一人歩き

をするのも当然であるので、指針の利用にあたっての設計者の適切な判断は、とくに期待きれている 。

(2) 従来、基礎の設計は、鉛直支持力等の問題に限 って行う傾向があ ったが、今回の指針では、水

平力や回転力などの影響 も加味した、部材としてのバランスを確保するという基本思想、が含まれてい

る。たとえば杭の場合、水平力等の重要性は意識されながらも、具体的な検討法が示されていなか っ

たため、鉛直支持力や圧縮耐力の偏重傾向が生じてきているが、これに対する一種の歯止め作用をし

たことに通じている 。杭に、大きな支持力を期待すれば、曲げモーメ ン トやせん断力に対しても、そ

れに見合う耐力 ( 変形性能) が必要となるのは当然、である 。 このような部材としてのバランス認識を

再確認することが重要である 。杭は、従来、京地業。と呼ばれていたが、最- 近の状況からみると、 ホ構

造部材 。 と呼ぶべきものに変わ ってきていると考えるべきであろう 。

(3) 新耐震設計法では、保有耐力 ( いいかえれば部材の靭性) が最重要点とな っている 。これに伴

って、基礎とくに杭に関しても、部材としての靭性に配慮することが、とみに重要となり出している 。

しかし、杭の構造性能に関する実験的研究など、パ ックテータは、柱はりの場合と比較して、必ずし

も十分に蓄積されているとはいえない。 とくに、コンクリー卜系杭、なかでも場所打ちコンクリート

杭の曲げやせん断に関する実験的裏付けは不十分であり、今後、多くの研究が必要とされるであろう 。

杭頭接合部の詳細と杭頭固定度等も、同様に解明が十分で、はなく、今後の研究課題の一つである 。 し

たが って、難しいことではあるが、 一つずつでも実験を行 って、それに基づいた設計を目指す努力が

必要といえる 。研究面では、杭材の靭性や杭頭接合部に関する研究がされ出しているので、近い将来

に、その成果が徐々に現れることは期待できる 。

(4) 指針では、杭の水平抵抗に関して、杭断面と中間層の関係に注意すべきことを、かなり強調し

ている 。通常の計算では、水平力による杭の応力は、深さ方向にはすぐ減衰してしまうが、実際の地

i五時の状況を配慮して、下方部の杭断面にゆとりをもたせることを強調したものである 。 この意味か

ら、最近多くなり出しつつある拡底杭 ( や拡頭杭) に対し、指針では、特別な調査検討を伴わない限

り、対象外と考えている 。杭断面が中間で大幅に変わるのは、構造部材のバランスとして望ましいこ

とではない 。少なくとも、この種の杭に対しては、中間部の断面が縮小できるという立場から考える

べきでなく、中間部が十分ゆとりがあるように設計されていて、さらに杭頭や杭先端にゆとりを持た

せるために、断面を拡大させるといっ考えでなければならないであろう 。

基礎構造の耐震設計は、従来その慣習がなか ったことや、未だ不明点も多いこと

お わ り に から、その導入には困難な点が伴うことが多いかも知れないが、できる限り早〈

根付くようになることが切望される 。以上に記した拙文が、指針の理解の一助になれば幸いである 。

( す ぎむら よしひ ろ 建 設省建築研究所基礎研究室長 ・工学博士)
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最近の新耐震と基礎の設計指針をめぐって

出席者

松 岡 広 之 (尼崎市建築指導官1¥審公課 )

角 彰 ( 竹中工務府設計部)

棚 橋 秀 光 ( 日建設計構造剖1)

山 田 半谷 ?i今 ( 山[ j 建築椛泣事務所)

田中 理夫 Ｈ 日本Ｉ，ｾ礎建設協会関丙対 ｉｬｭｬ｝ 支部長 Ｉ

松原、 範 幸 ( コンクリートポールハイルf励会技術委員 )

司会者

八 尾 真 太 郎 (限l阿大学工' 字書11助教佼 )

司会( 八尾) ご承知だと思いますが、昭和59年 9 月に建設省の課長

通達として、 「地区力に対する建築物の法礎の設計指針」が出され

ました 。 これは、すでに昭和56年 6 月に発効した地行令の新耐良設

計法の中で欠けていた基礎の部分を補充するために々えられたとい

うことであろうと思います 。 これで一応基礎のー一一 l 次設計のみで

すが一一一設計が指針として出されたわけです 。 そういうことで、き

ょうはお話を承りたいと思いますので、よろしくお願いいたします 。

まず、この指針の特徴について、いかがでしょうか 。 この指針によ

って現状の基礎の耐民設計が非常に厳しくなるのでしょうか。

指 針 の 与 え る 影 響 は ー モ ー メ ン ト

杭 の 増 加 、 基 礎 ば り も 補 強 か

棚 橋 いわゆる地業に相当する部分と、それより上の部分に分けて

考A えてみますと、地業について言えば、いままで水平カをほとんど

考えないで設計してきたものを、その応力を付加して検討をしなけ

ればいけないという点で相当影響が出てきて、設計もそれなりに厳

しくな ってきているという実感を持 っております 。

その中でも比較的影響が少ないと思うのは、場所打ち杭ですが、し

かし、せん断耐力が不足する場合がでてくる 。

既製杭では、とくに P C杭は使いものになりにくい 。笑際使えるも

のとしては、 P H C杭ぐらいで、上杭には B 極または C 極を使わざ

るを得ない状況が多くなるのではないか 。 もちろん地下がある、な

しでも大分変わってまいります 。鋼管杭とか鋼管巻きの杭などです

と、もともと曲げ耐力を持 っておりますから、それほど大きな影響

はないんじゃないかという感じがしております 。

フーチンク、基礎ば・ 1) 等をどう考えるかという点は、指針ではほと

んど触れられていないものですから、われわれ自身、まだ戸惑 って

いる感じでして、日本建築センター主催の講習会テキストの設計仔IJ

でも何らかの形で触れられるかなと思ったんですけれども、- - t ; ; J J触

れられていません 。
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まともに杭頭のモーメントを北隣ばりやフーチングに持たそうとし

ますと、厳密に々えれば局苦1Iの応力がどうだとか、応力が処理でき

るかどうかとい った問題で、相当いろんなむずかしい問題が出てく

るんじゃないかなという感じを持 っております 。

司会 拡顕については、もうすでにいろいろご検討なさ っていると

ころがありますか 。

田中 前には何回かやってきたわけなんですけれど、今回、アウト

ラインではかなり長杭でないと拡底は全くメリ y トがないというよ

うな感じにな っておりますね。 たとえば3 0 m以上でないと、あまり

スケールメリ ン トはなくなるんじゃないかなと ｽｾｉ ，います 。

設 計 面 で 使 い や す く な っ た か

司会 ちょ っ と観点を変えまして、今回の指針にそ って設計をする

と合理的であ って、設計がある意味では楽にな ったというような点

はいかカずで舟しょうか。

角 明快にな った点をあげてみますと、主に四つの点に分けられる

と思います。

まずは基礎設計用外力の認定が明石 ｦｾ にな っ た 。 いままで設計者によ

りいろいろ考え方もあ ったところですけれども、基礎丞iit も含め 1

次設計用せん断力を使うというように明確にな ったことです。

二つめは、地下| 滑のある建物のように、大きな恨入れのある建物に

対して、水平カをどう分拘させるかについて一つの々え万が出てき

たということですね。

それから三つ目は、杭の応力を蝉't金支* ばりにより求めるというこ

と、とくにそのときに問題になる水平地館反力係数についての、い

ろんな提案式を滋理し、一つのものを採用しようという方向にな っ

ている 。 これは扱うのに非常に明快にな ったと言えると思います 。

もう一つは、杭のせん断磁波を| 坊ぐという考え方がは っ きりと出て

いる 。 これは民害から考えましても、設計者としても気になってい



た点なんですけれども ー一一 。

こういう四つの点が、明快にな った点だと思います。 ただし明快に

はされても、妥当なものかどうかはいろいろ意見のあるところです。

それ以外に、設計上有利にな った項目としましては、あとからの議

J命にも山てくると思いますけれども、引 J友き耐力について設計式が

はっ きりとしており、峨初試験を義務づけておらないこと 。

それから、材料強度に閲述するところで、鋼杭に対する腐食 Ｑｾ あた

りが緩和されている 。

また、場所打ち杭の場令に 、いままででしたら泥水 中Fc/ 5 という

コンクリート許容応力皮であ ったものが、 Fc/4. 5 というふうに大き

くな った点、まあこういうところがイT平IJ にな った点かと思います。

司会 場所打ち杭の許容他が大きくな ったという似拠はどういうと

ころにありますか。

田中 テストピースではかなりいい結果が出てきたということだろ

うと思います。

コン クリート打設でトレミ一也ーとか プランジャーとかが、明確にな

ってきた要点の一 因になるかもわかりませんね。

司会 ずいぶん設計上悠蔑された点があるということですね。 それ

から杭桜有利な点、引抜き耐力が評価されるようにな ったとか、鋼

廿の腐食代が 2 mmから 1 mmにな ったというようなこと 。 これ、どう

してこんなふうにな ったのかよくわかりませんけれども ー 。

松原 コンクリート既製杭の観点から言いますと、とくに P C杭に

ついては地兵力で決ま ってしまう … … 、J也i兵力が取れないというこ

とにな ってきて、実質的には P C ;.f=it は使えなくなるんじゃなかろう

かという万向。 それから P C杭については、モーメント杭の万向に

変わ っていくということだと ，思います。

それよりも全体的に 言川、ますと、従米は っきりした指針がなか った

のに、 1111げを巧えた設計が一元化されたこと 。キ)t の許容応力皮とい

った而については、当然 同 じょっな 品質のものであるはずですから、

統ー されるべきですね。 それを、まあこれはメーカーサイドのいろ

んな問題があるかもしれませんけれども、 j勝手な数値を取 ってると

いうようなことも実態としてあ ったと思うのです。 そうい った点が

は っきりしたということが、 一番大きな点ではないでしょうか。

それと今[ 叶のように曲げ ・づ| 悩りというものをゆHrf にされて、まあ

iil W [ i 而から三え 1; 1: ' 非常にもE いやすくな っている 。 その辺がー徐大き

な ＮｾｉＮ ｩ Ｚ だと思います 。

指針の弱点、はー異種基礎、群杭、

偏 心 、 短 杭 ー

司会 話題を変えまして、今閉め指針の欠点とでも 言 うべ き点につ

いては、全般的に見てどう感じられますか 。

山固 まず、地良時水平力を基礎tR入れと杭に絞分させることがあ

りますが、料問J也の建物等で異的基礎が避けられない場合、また一

部地下のある建物て。杭天が打jIJ わないような場合での核分方法が明確

でないようです 。

つぎにわt体の設計としてチ ャン 式を推しでありますが、 l洋杭の場合

はどうなるのか、それと場所打ち大 11径杭を使用する場合、支持病

が浅い位置tにあるとすぐ矧杭になるのですが、その計t ) : 式がは っき

特集・建築物の基礎を考える

りしておりません 。 それ以外には、杭体の設計はそれなりに考えて

ありますが、基礎、基礎ばり、またその接合苦[1の考え方がぽかして

あります。

松岡 短杭の条件だけは文章にな ったんでゆすね、どういうものが短

.fi tだということに I刻してだけは 。

司会 杭の耐i M 設計といいますと、いままでは大体、杭の水平方向

の加カの問題ーばかり取り扱われたんですけれども、いま群杭という

ことが出てきましたんですが、上部機造への影科を々えますと、杭

の上下方向の抵抗とい うようなものが非常にきいてくるというよう

なこともあります、たとえば、耐艮壁の ロッキングにおいてもそう

いうようなことなんですが、その辺の耐混と杭の上下方向の挙動と

いうのはあまり今回は入 つてないと思います。これはいろんな長い

年月の習慣的なものがあるんだと思いますが… ・・。

行 政 の 立 場 で 指 針 を 考 え る

司会 前後いたしますが、行政の立場では、いままで耐良設計とい

うのは，[>;:実 ヒ法礎に関してはあまりなされてなかったというような

ところからお話をお願いしたいと思います。

松 岡 簡単に 言いますと、いままで全然や ってなか った、と 言っ て

よろしいでしょうね。おそらく、どの設計事務所の万もそういう指

導を受けられたことはなか ったんじゃないか 。

ちょ っ と誤解があるといけませんのですが、この指針そのものはい

わゆる課長通迷にはな ってないわけですね。 この指針でやるのを一

つの 目安としてほしいといっょっな意味の課長通達が、この 9 月に

流れてきているわけです。 ただ、その 中における態度は非常にあい

まいでして、絶対にこれでやらさなければいけないというようなこ

とはしてほしくない、そういう意味の通達が流れてきているんです

わ、事務ii 絡 で。

ちょ っ と歴史的になるんですが、 54年に、いまの新耐浪以前に、と

くに耐誌について巧慮を姿する建物についてという資料が出まして、

たとえば偏心率とか 12111性率という三業が出たんですけれども 、あの

ときの前文は非常に絡調の向いものでした 。 これはいわゆる耐民設

計の一つの方針を示したものであ って、法令ではないから絶対に強

制! はできない 。 しかしながら、もしこれに従わない場合は、何ゆえ

にそれに従わないのか意見ぐらいは明確に舎かせるべきであるとい

う、非常に絡調の向い li 可文がついたんです。今度の場令の 1苅文はむ

しろおどおどしまして、たたき台に出すようなものであるから、と

いうような意味で三! ? いているわけなんです。 はやもうその中で、将

米において別に検討しなければならないであろうと取れる宏、味まで

も入 っているわけです。 したが っていまどこの行政庁でも、これを

すぐ、絶対にこれでなければ確認巾前をおろさないというところま

で踏み切れるところはないんじゃないか、という程度のものじゃな

いでしょうか。 よく 言いましても、ある程度の規校以上の建物につ

いては、一応杭の水平カをチェ ックしてくれませんか、それについ

てはこの桁針が出てますから、これによられたらどうでしょうかぐ

らいのことしか 言 えないんじゃないでしょうか。 その脱皮の指針の

被いになるんじゃないか 。
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事実、 この原案が出ましたのは、もう 2 年ぐらい前になるでしょう

か。たしかあのときは、とくに土質関係の方から相当反論が出まし

て、それで早速、原案として流したけれども、あれで行政指導する

こ とがあっては困る、というような事務連絡が来たことがあるんで

すわ、あの当時も 。その後もっと変わるのかと思 ってましたら、正

直言って案外変わらないものがポ ッと出た 。 という点から見ますと、

ほかの通達とか指針に比べて案外あいまいもことしてます。

ただ、許容耐力だけに関しては、この指針の中にある許容耐力をほ

とんど追認するような格好で、11 月1 日付 392 号で「杭材の許容応

力度等の取扱いについて J が流れてきております。これは、きのう

( 11 月 5 日) 大阪府からいただいた分ですけれども、この中の許容

耐力とほとんど閉じです。

さらに続いて、 A 種、 B 種、 C 種等に対する計算方法についての原

案が出ておりますようで、きょう ( 11月6 日) 実は九州で全国特定

行政庁の幹事県会議がありまして、そこで示されるんじゃないかと

思いますが・・・・・ 目。それでさ っきお っしゃ ったC 種等に対して耐力の

厳しい数値が出る、従来の 3 分の l ぐらいになりますですか。

松原 いまおっしゃった中で11月 1 日付-

の 392 号ですか、これは場所打ち杭と鉄

筋コンクリート杭といわゆる P C杭につ

いての通達なんです。 したがっていわゆ

る高強度プレストレストコンクリート杭

ですね、まあ P C杭という JI S になるん

ですけれども、これについては、この通

遠の 中に入つてないわけです。それが実 松原範幸氏

際には 11月 l 日に出るという形にな っているわけです。

この 392 号というのは、これは要するに JI S 製品という言い方がい

いのかどうかわかりません。 まあ場所打ちが入 ってますから、 J IS

じゃないですね。要するに特認というのがございますね、まあ大臣

認定の前のものですけれども、これ以外のものについての通達にな

っているわけです。一方、高強度 P C杭というのは認定品なんです

ね、特認ですね、要するに 。そういったことですから、 511] の取り扱

いになっている 。

ただ、われわれのほうについては、若干指針と違う許容応力度、こ

れについての説明会はすでにございました 。 といいますのは、笑際

には P C杭については設計基準強度は 909 (kg/ cm' ) 以下とな って

ますね、ところがすでに建設省が認定をしておりますので、そのも

のについては800 とか850 とか、場合によ っては 930 とか、いろんな

許容応力度があるわけです。 したが ってその認定を生かす、という

趣旨があるわけです。したがって新しい通達については 、たとえば

B ' C 種あたりは850が多い、したがって850 を設計基準強度にする、

だからそれの F c / 2 が地震時の許容応力度であると 。そういった別

途指示が出るという形で、この 9 月5 日の指針の通達と 言いますか 、

指針を流す通達ですね、この中では杭材の許容応力度の現行の取り

扱いについては別途通知するということになりまして、それを受け

て第一回の通達がやられた、続いて第二通達が出る、と 、こういう

ことじゃないでしょうか。 こうい ったことがはっきり決まって、と

くに P C杭関係の許容応力度がもっとはっきりするということにな

ると，思います。そういった特認を取っているメーカーには建設省か

らすでにそういう説明があったわけですね。
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司会 ちょっとお 聞 きしたいんですが、課長通達というものは、こ

れは法律ではないんですね。

松岡 ありません 。

司会 今回の通達に関しては、要するに行政側の、松岡さんの立場

としては、これはあまり直接適用しないということですか。

松岡 杭の鉛直支持力に関する例の下 1

D 上 4 0 の平均とかするという、たしか

53年くらいでしたか出ました折に 、当時

の行政庁幹事会議というものの中での中

央官庁との質疑の中で、建設省の当 H寺の

ー責任者は、この場合は杭の水平耐力もな

るべくチェ ックしていただきたいという

のが建設省の意見である、ということを 絵岡広之氏

申されてることがあ ったんです。で、その後、わたしとしては、で

きる限り杭は水平耐力をーペんチェ ックしてくれないかというお願

いはしておりまして、 ミド笑 A 極で設計されたのがだめにな って B 極

にかえていただいて、とい 7 例もちょこちょこあるんですよ 。 この

ときには方法に関しては一切設計者におまかせする、と 。

司会 先ほどらい、今回の指針の特徴などとして、結構これはいい

もんやというお話もあるんですけれどね、もう 一つ足踏みされると

いうところ、この l 、 2 年の問いろいろ基礎関係の人から反対があ

ったということですが、どういう点が反対なんでしょうか。

松岡 何といいましてもわたしの聞いている中では、枕頭固定の問

題じゃないでしょうか。杭頭固定では、基礎から受ける反力が地中

ばりにまで入っていく ..... .、地中ばりの剛比が小さいとう っかりし

たら上の柱まで入っていくんです。そんなことをしたら、とてもじ

ゃないけれど設計できないものにな ってしまうと思うのです。少な

くとも地中ばりに関して現状に比べたら相当過大な設計ーになるんじ

ゃないでしょうか。

棚 橋 断面をかなりかえないと、設計できない場令も出てくるでし

ょうね。全般的に見ても、相当彩枠は大きいと思います。

司会 その辺に関しては、今回の指針の中では、杭頭固定j交を 表す

アルファ係数という概念、がありましたね、その辺で合理性を待たせ

ている形にな っているようですが。

松岡 だからその辺の適用をや っていただくときは、設計者の方の

自由におまかせするというような態度になりかねないですね、行政

庁としては 。

司会 そういう意味では、今回の指針を受け入れることができるの

ではないですか。

松岡 や っていただくとなれば、ですね。ただ、絶対これでやらな

か ったら確認申請を通さないといっところまでは、まだ若干の時間

カずかかるんじゃないか ・ ー。

司会 なるほど。極端に 言いますと、耐民設計してなくても従来通

り過す、ということもありうるわけですね。

松岡 ええ、という例も出てくる 。その辺が実は各庁の足並みもば

らばらで、まだ決ま っておりませんから、そういう例もあり得ると

思います。 もし大阪府あたりでおやりになる気だ ったら、当然この

11 月 1 日付の 392 号に載ったと思うのですが、これに全然触れてお

られない 。

司会 謀長通達というのは基本的にはそういうことですが、前例と



してそういう取り扱いを受けた場合もあるんですか? 結局、事実上

無視してしま ったというような ・・ 。

松岡 事実上無視するというとちょ っ と問題ですが、実施を多少延

期する、と 。

耐 震 設 計 に 対 す る 地 域 の 感 覚 の

違 い

松原 わたし自身は 地域性があるんじゃないかと思うのです。 とい

うのは関東あるいは東北あたりでは地良が相当来ます。で現在でも

高層、仮に 7 、 81培と仮定しまして、笑際にはもうすでにこれに近

いことをやられているわけです。 したがって抵抗なく受け入れられ

ている 。 ただし、たとえば極端に 言 えば 1 階でも 2 階でもすべてこ

れをやらないかんことになれば、それはむだじゃないかという意見

もあるわけですね。だからわりと耐震についてそう抵抗はないんじ

ゃないかと思うのです。

国中 東京の場合はよくや っておられるという話が、この間も出て

ましたね。

松原 ほとんどや ってますね。われわれがお手伝いする場合も、い

ま隙かに杭頭固定の問題云々ということを言われましたけれども、

あくまで安全だから杭頭固定としておこう、と、こういう趣旨です

ね、この指針は 。実際には、関東、しかも東北も地震が多くな って

ます。 さらには北海道も地震がございましたね。 そうい ったことか

ら、こうい った耐良にマ ッチした sc 杭等も相当需要的にふえてき

ているというようなことですね。ですから 、そうい った地域性によ

ってとらえ 1) が逃うんじゃないだろうかという感じをわたし自身は

持 っております 。

司会 現にメーカーから見られましても、関東と関西では杭のf誌が

: i i t l いますか。

松原 たとえば sc 杭という、外殺鋼管付きコンクリート杭という

のがありますけれども、これは関西はほとんど出てませんが、関東

は非常に多〈、東北もふえてきています 。最近では北海道もでてい

るということで、耐震指針ということ、それについてはやはり地肢

があるところは非常に敏感だというように感じております。

松岡 とくに静岡県ですね。あれはすごいです。 は っきり 言 えば、

新耐艮なんて、的問の指導桁針を追認したようなものじゃないです

かね 。

杭 頭 固 定 で 地 中 ば り は ど う す る か

松岡 これは例人的にわたしが電話で聞いた話なんですけれど、固

定皮に| 刻して質問しましたときに、いわゆる杭に対する耐力として

枕頭固定度ということを考えているんで、 地中 ばりにまでそれを及

ぼすかどうかはまだ考えていない、という返事があ ったんです。

司会 本庁のほうから?

松岡 いえ、本庁じゃない、建設省のある機関に電話で聞いたとき

です。 そういう意向である、と 。

特集 ・建築物の基礎を考える『 ・ 園 田 園

司会 わたしが聞きましたのは、これをつくったメンバーなんです

が、一応、上まではね返して力学的には筋を通したいんだ、という

ことだったと思、います。

問中 「建築技術J かなんかで解説してやっておられるのは、 地中

ばりに応力を持たしてますね。 で公団もやっぱ り上に戻してま す ね、

住宅公団は当初から 。

棚 橋 以前に出された指針の紹介の文献では、杭に対しては固定と

して扱って設計するが、上部に対して必ずしもそれを全面的に一貫

してやれというニュアンスではないんでね。

松 岡 だから、委貝の 中でも意見が…… 。

棚 橋 違うのか、あるいは公式的にも全体に変化 があったのか、そ

の辺、この設計例で何 らかの形のものが出るとわたしは期待してい

たんですが、一切触れられてないわけです。あ る意味では、上部ま

で- l l "してやるのが当たり前だという考えがあ り得るんですね。 力

学的にはそうなんですが、ただ暫定的な面から言えば、最低杭で壊

さないで、杭の破壊から考えて、杭だけを最低固定で設計しておけ

ば、それなりの補強になる、と、それ以上のことは差し当たっては

指針では触れないという、消極的かもしれないけれども、非常に控

え固な考えで- } l しているのか、そこがちょっとわたしまだ読みき

れなくて、まだ戸惑いがあるわけです … ・。

松 岡 両方とも逃げたんじゃないですか。

棚 橋 ええ 、それもあるかもしれません( 笑) 。

山田 杭体の設計は前向きになっているのですが、基礎ばりの設計

地中ばりの破壕

フーチングの破犠 フーチングの破痩
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については っきりさせないといけません。杭頭が固定状態になり、

剛接合の状態になると、基礎ばりの設計は上部構造のモーメント以

外に枕頭モーメントを考えなくてはなりません。 その辺をあいまい

にすると、恩わぬ力が基礎ばりに入 ってきて、建物の安全性を損な

う場合も出てくるでしょう 。

松 岡 ただそれは計算する、しないのいかんにかかわらず、実際の

地震には起こるわけですわね。

山田 ええ、ですから杭体を固定で設計しても、その接合音11の状態

が剛接合に近ければ、その反力分を何らかの形で処理しなければい

けないと思います。

松 岡 だから、もしピンとするんだ ったら、ピンとするような何か

構造が考えられるとよろしいんですけれどね。大地反が来たら杭頭

固定にな ってしま って、地中ばり、あるいはひょ っ としたら柱にま

てゆ損害が及ぶというようなことはあり得るでしょうか。

司会 いや、わたしは現に見たことがありますよ、地中ばりにクラ

ックが入 った場合とか、それからフーチングが綴れてしま ったとか。

、棚橋 その辺も 、総合的にバランスよく全面的な設計をしないと、

どこかで変な壊れ方をするということは当然あり得ますね。 たとえ

ば杭だけ補強して設計しておけば、場合によ っては今度は基礎ばり

でR皮れたということは現実にはあり得るでしょうけれども、全面的

に一貫して設計する方法まで解明されてないから、そこまでやれと

いうことも当事者としては 言いにくいし、われわれもまだそこをつ

かみかねている ..... 。

角 そういうことに関連して、設計者としてどこで建物を唆すのか

というか、どこで壊れるようにつくる のかということを考えて設計

すべきだ、ということになるんですがね。

杭 頭 固 定 の デ ィ テ ー ル は

司会 今回のには、枕頭固定度のアルファ係数というのがあ って、

ピンから固定まで連続的にかえられる、という建て前をと ってるわ

けですね。 ただ、ピンであるか、半固定であるか、固定かというこ

とと杭頭のディテールとの関係ですとか、あるいは杭頭モーメント

を上部まで反映させるかどうかというような、その辺がは っきりし

てないわけですね。 で、固定度の係数と 、杭頭のディテールの対応、

というようなものが仮に大阪なり兵庫県なりで一つの糠準として持

っておられたら、具合良いんじゃないでしょうかね。

松 岡 そう思います。 それを出せないから、ちょ っ と扱いに弱 って

るということじゃないでしょうか。 困ってると申し上げていいと思

います。

松 原 そうですね、ですからこの指針で、そうい った実験データが

あれば固定じゃなくてもいいよ、ということを 言っ てるわけですね。

要するに杭にと って安全恨I j だから固定として計算しなさいと、こう

いう表現ですね。必ずしも杭頭の部分をフーチングに剛結するとい

う、その方法E命じゃないですね。 その辺のところじゃないかと思う

のですよ 。

われわれのポールパイル協会て酬は、過去に、宮城県 ir! 'のときにいろ

んな実験をやりました 。実験内容的には、どちらかと 言えば固定に
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しようというようなことを考えた実験が多か ったと思 うのですよ 。

今回は、固定度という概念がとくに明確にされているということで

すが、こういう接合をしたら固定度はいくらになるという実験は比

較的少なかったんじゃないでしょうか。 その辺が今後の課題じゃな

いだろうかと思います。

それで、ついでだから 言っ ておきますと、一応、 P C杭協会として

は現在、共同で実験をや っております 。

司会 場所打ち杭のほうは、そのあたりいかがでしょうか。

田中 や っぱり耐渓杭ということで、軸

音11の上のほうについて鋼管を巻くという

形で、これもあるメーカーからの提案で

追随しているというような現況でごさ' い

ますね。

あと、せん断補強の問題については、 パ

テントがすでにある大学から出てるみた

いでして、かなり問題が将来は生じるん

だろうと思いますね。

司会 固定j支とディテールの問題については?

田中理夫氏

田中 従来から大きな軸カがかか っておりますんで、当然わたし自

身は固定という判断を持 っていたわけなんです。地中ばりへの伝達

については、わたしとこは知りませんので、杭だけの問題で検討し

ておりますんでね、それからいきますと、当然紬力がかか っている

以上は固定のほうが近いんだろうという判断をかなり前から持 って

おったのは事実でいすね。わたし例人だけかどうか知りませんけれど

ね。

司会 場所打ち杭の杭頭をピンといいますか、半固定に近づけよう

とするとかの試みはなさ ってないわけですね。

田中 むずかしいから、できないのじゃないかなという気がします

ね、わたしは。 とくに P C杭は、よりむずかしくなるケースがある

かと思います。 まあ場所打ちの上へ鋼管巻いて、その上でどうする

かといつことになると、また別でしょうけれどね。現状の段階では、

なんかちょ っ とほかの要素が出てくるみたいですね。 そのために補

強せないかんという形が出てくるように思いますね。

司会 設計される側としては、どうなんですか。従来はピンで設計

をしていたけれども、たとえば場所打ち杭は 、現実には回定なんだ

ということに対しては … … 。

角 わたしどもは場所打ち杭を使う場合

は、大体において杭頭固定でや っており

ました 。 そのモーメントを上部に反映さ

せる例もあります。 まあ、それだけ規模

が大きい建物に使われる例が多いてポすか

ら、その場合は接点に杭顕モーメントを

かけて、それを柱とはりの岡リ度でそれぞ

れ分配されるわけなんですが、基礎ばり

角 彰氏

のモーメントが地良時のモーメントと重なる方向で出てきて、基礎

ばりが苦しくなるんですけれども、住の柱脚のモーメントというの

は逆に小さくな ってくるんですね。 しかし 、実|療の応力分布は、杭

を含めた全体架構で考えなければなりませんので、現笑には基礎は.

りだけに対してそういう補強をやる場合があります。

それから P C杭については、やはりいままでの例ではほとんどがピ



ンということで、複維なフーチンクーの応ブJ 等についてはまあ逃げて

おると訂いますかね、そういう例のほうが多いと思います。実際に

わ Ｂｌｾｪ￭ のディティールが、ある ｎｉ Ｎ交の ＱＱ［ＱＵ 主 ｪ 支はあるにしても、完全固

定までの形式をいままで挫築で使ってる例は少ないと思います 。

山田 半ｩｌとＩ，ｾ礎ぱりとのｼ時 ｉｊＧｲｬ Ｚ バランスでは、場所打ちより ｐ C  .fICの

}j ヵ、 1，1; 1定 Ifr がlfJi くなりヵ、ちです 。尖| 僚の接合古11は場所打ちが Il;] 定に

近づき、 P C .f/(7' J 、ヒンに近づいているのです

場所打ちは問定にできるとい っても、. f / [ l ifi モーメントを上剖I f 'Yfi 立で

処理することが大変です 杭体は紋大応 ｽｊ を係用しても、Ｉ，ｾ礎ばり

の設計はそれらの| 削'rl :バランスで半| 判定の状態を危! 定して設計でき

る }j 法ーがあれば、 うまいと思いますが・・・・- 。

場所打ちは - H - ) 去の設計が庁i えていますが、その場令は. f lc芯と J在

礎ばり芯とが比較的揃えやすいのですが、 P C杭は本数が多くなり、

枕頭モーメントをどういうふうにして法礎ばりに伝達させるか、縦

しい問題があります

、棚 橋 ディテールとしては、場所打ちの

場介は内動的に tf 過の彼令官11 と問機|出iJIJ 般

になる 。 上 Ｚｾｉ｜ｭ 造とのｼ刻述では問定 ｬ 支は

決ちるかもしれませんけれどね。問IJ 被 が

どうかという問題と、同定 j支が決ちると

いう問題と、二つの問題があり、それを

ひ っ くるめて「悶定皮 ｊ というぷｾ ｾえをし

てるんだろうと思います。

司 会 ユーザーとして、どうお巧-えですか 。

捌僑秀光氏

角 里H怨的には、設計者がこういっ法令に対して立見を持てるだけ

のデータをも って、* 終的に、法令になる段階で設計者の立見を雌

り込んだ形をつくるために経験を仙みj J [ ねていくということになる

と思うんですけれども、ただいままで上古11柿遣についても μ 告が出

るたびに新しい弱点を凡つけてきているというようなのが尖| 努であ

って、こういうものを設計ーおが行- えたからとい って、実際には iJi11:

を受けない| 決り性能はわからない、で以d } を受けるとまたつぎの新

たな、たとえばこういうふうに杭を設計ーしていくならば、新たな問

題として法礎ばりやフーチングの問題点がまた浮かび上が ってくる

だろうと忠、うので、やはりむずかしいところだと思いますん。

司 会 いままでのぷ ＳＱ 制作によれば、Ｉ，ｾ礎ばりもやられている、フ

ーチンクもやられている、. f/c もやられているということで、} ) の iた

れみたいなものは、 一応用! 命的にぷを. i I . ! i すことはできるのではない

でしょうか 。 そうして場所打ち机は場所打ちわtなりに、 p C .fl cは P

ｃ 杭なりの特徴を ａ 号えてｾ［ＱＭ ｉＧ の ￎￍｊｪ をＮ￬ｉＮＡ￭す 。 案外その辺までは ｕｊｉ らか

にすることができるようでレすね。

角 P C杭 lこ対しては、抗体に対して同定の i設計をしておいても、

わ ｉｴｾｬｬ についてはできるだけヒンに近い状態のほうに向か っ てい っ て、

フーチングとＩｾ礎ばりに対する過大な応力を避けるというのも一つ

の設計ーの方 )<1) としてあ ってもいいかと思いますけれど、ただちょ っ

と訴は変わりますけれども、杭 ｾｴｩ 処理の問題で、杭 ｾｮ のプレストレ

スがtb : . けてしまうとかいうょっなことを巧ーえると、実は杭販のディ

テールとし、うのは同定にならざるを仰ないと弓いますかね、政けた

ところに対して強度を持たそうと思いましたら、十' 1 { 巻きをするとか

いうようなディテールになるわけです 。 そうなりますと、やはり P

C 杭でも同定に近いようなディテールにな ってしまうということで、

特集・建築物の基礎を考える

なかなか P C杭の杭玖についての考え方が定まらないわけですね、

胞工も含めてです。

杭の号| 抜き耐力

司会 杭の引抜き耐力について、いかがですか。

松 岡 これがちょ っ と頭が痛いんでー一..・ 。実は従米はほとんどどこ

であれ、引抜き耐 }J は認めてなか ったと思います、引抜き試験もし

くは何らかの試験をするまで。 で今度ぼくも草案を読みました折に、

やれやれこいつはちょっとえらいことになったなと思 ったんですけ

れども… … 。 しかも今度大阪府などがあえて指導基準の中て¥やっ

ぱり引抜きは試験するもの以外は認めないとはっきりお ｾｴ きになっ

た以上、当分の間は現状はあt くでしょうね。

山田 基礎ばりにくい頗モーメントを考慮した場合、 ill 物の重心が

とがることになります。 ますます杭の引抜き力が大きくな ってきま

す 。 上部構造と杭による ｾｉ 抜きカを一律加算することが良い万法か

どうか、杭の引抜きの検討には低減してもよいのではないでしょう

か。 そういう立味て. }: 管燦プJ は計算式で目安をつけてもいいと思い

ます。

田中 まあ上1 ' 1 から J 号えますと、杭長の下半分かもしくは 3 分の l

ぐらいは認めていただきたいなという意向を持 ってるんですけれど

ね それで、できたらわたしとこの協会としましてもちょ っとまと

めまして、役所に行こうかなと思 っておりましてね。まさか水平力

で引抜かれて倒れるわけじゃあるまいしという判断。それだ ったら

せん断で先にいかれるかなんかになるでしょうからね。全〈認めな

いというのは、それこそ行政の手孫ちじゃないかという感じもしな

いもんでもないものですから … " 0 ( 笑)

司 会 全〈認めないというのは、本来どういうところからきている

んですか。

松 岡 これはとくに関内が激しいんですけれど、関西は地盤が慈い

し、粘性土でグジャグジャなところが多いですからね。関点はロー

ム層が多いせいか、案外認められるんじゃないですか 。

ずーと普からて'すね、これは 引抜きは試験しなか ったら認めない

というのは 。 その伝統が何となく続いてきているという感じですね。

山田 杭頭回定の基礎ばりに対す

る処置とか 引抜き耐ブJ の見分け等

については、いずれも問題をかか

えているわけですが、行政側とし

ては、その辺を 1-分理解してもら

わないと、. f l ll 合のいい }j は強制し、

惑い万は目をつ，it ってしまうよう

なことがあれば、設計者としては

大安だし、 ill 築主にと ってもそう

です。

松 岡 ひとつ何かの機会にそれを

大いに妓調していただいて

山田 耐ｾ設ｾ Iーのグレードが上が

れば上がるほど規制lが多くなり、

P C銅線が引張り破断した杭

( 宮城県沖地震)
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建物が建ちにくくなるというのは問題があると思います。

松岡 そういうことですね。しかし同時にわれわれとしては、かつ

て簡単に確認がおりた建物が、地震で片っ端から破壊していっては、

大変ですからね。

司会 その点は、方々から声が大きくなってるんじゃないでしょう

か。杭が引き抜かれて直接被害につながったという例はわたしは知

らないんですがね。よほど地盤が液状化でもしない限り、引き抜か

れたということは、まずないとわたしは思うのですけれど。

田中 地震のときなんかフリクショ ンが切れるんか、切れないかと

いう問題は、わからないですからね。

司会 ある程度の実験データもありますけれども、大幅な低下はほ

とんどないと患います。

松岡 事実、それは引抜きの効果が全然ないということは言えない

と思うのですけれどね。ただそれをどういう具合に・ ー・この式で認

めていいかどうか、多少ちゅうちょしているというところでしょう

か。

松原 土木部門あたりは、地表については引抜きはそれなりに認め

ているんですね。

司会 その辺が、わたし個人的ですが、常識的な線のような気がい

たします。

棚 橋 試験をすれば、引抜き抵抗力は笑際かなり出ますね。普通、

載荷試験をすれば、反カ杭で反力をとってやれば、相当大きな値が

期待できますからね。

松岡 試験していただいて、出なかったという例もありませんから

ね。

棚 橋 ただ、それが地震時の引抜きとどうつながるかという点にな

りますと、試験をやればいいというのも、根拠があいまいなという

感じがしますね。

松岡 その辺はメーカー並びにユーザ一両サイドから強硬にわれわ

れのほうにご意見を承って・・・ ・・。

田中 わたしところとしては、いまの機会をおいてないなあという

感じがしておりますんでね・ ・・。( 笑)

司会 今後、実大実験の引抜きのデータがある程度ふえなければい

けないということかもしれませんですね。

松岡 それと、先ほど申し上げましたように、今度の指針の内容を

相当強硬に指導に入るときには、当然、その指針の一部として引抜

き耐力も認めざるを得ないというところへ、いくかもしれませんで

すけれどね。現在のこの指導基準は、あくまでも指針と関係なしに

進めてますから、従来通りの手でいったということになるかもしれ

ません。だから運用上、多少それはまだ考える余地はあるかもしれ

ません。

山田 載荷試験をした隣で建物を建てるとき、行政側では、そのデ

ータを参考にすることを認めないでしょう。後ろ向きになっている

と感じます。近辺の地質状況は こうだからと、杭耐力はこの程度で

も良いというような党大な指導がほしいですね。

松岡 あれ、認めないのは、実は一つは技術的なもの以外に、いわ

ゆる所有権の問題があるんですね。隣が高い金を出して引抜き試験

をやったのを、こっちはただで認めたらですね ー

山田 ああ、なるほど。( 笑)

松岡 ボーリング ・データでもそれがあるんですよ 。よく 、隣のボ
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ーリングを借用して持ってこられるわけですね、無断借用される方

もあるんですわ。 そうするとボーリングゃったほうは、おれとこが

高い金をかけてやったポーリングを、ただで使われてたまるかいと

いうんで、強硬にどなり込まれる例があります。 とくに施主の方か

らあります。技術屋同士は非常に仲がいいものですから、こうだ、

ということになるんですけれども 。

司会 行政恨IJ として、そういう過去の実験データを普遍化させて、

できるだけ行政指導に生かしていただきたいと思います。 わたしど

もも研究的には、杭の押しと号| きを含めた復元カ特性に関する実験

等をやっております。

杭 の せ え 断 設 計 応 力 は 1.  5倍

l こする

司会 話がまた飛びますが、せん断に対して上部構造並みの考え方

を取り入れて、せん断力を1 . 5倍にするというような内答も出ており

ますけれども、この辺はメーカー似IJ にとってはいかがですか。

松 原 既製杭に対しては1 . 5倍しても、そう大きな影響はないんです

ね。場所打ち杭のほうがやはり影響は多いんじゃないでしょうかね。

田中 そうですね。 たとえば指針て 14階建ての建物ということの

せん断でチェ ックしていきますと、まあ鋼管を少し巻いたほうが一

番安いかなあという形・… 現に耐震杭という形のやつなんですね、

それがまだましかなあとい 7 形て¥かなりそういう点では厳しくて、

確定した意味がなされなくな ってくるんじゃないかと 。

角 せん断で?

田中 そうです 。せん断で決まっちゃ ってるというケースですね。

司会 場所打ち杭のせん断許容応力の算定で、今固め指針では、フ

ープ筋の取り扱いについて不明瞭な点が目立ちますが?

田中 基本的にはフープ筋も考えてよろしいという意向みたいです

けれども、まあ上部構造に比べますと溶接とか ・. . その辺も問題が

… ー。 わたしはようわからないんですが、溶接接合しておりました

りということで、フ ックをつけてないとかいろんな問題で、また後

日考えていただかないといかん要素が出てくるんかもわかりません

ね。

司会 指針中の計算式では、コンクリートだけですが、その辺はど

んなふうに解釈するんですか。

田中 わたしとことしては、解説文中にあばら筋と主? いてあるから、

これを認めてほしいという意向を

提案していくということになるか

と思いますね。 たとえば形鋼を入

れたほうがいいんじゃないかとか、

いろいろあるわけなんですけれど、

鋼管を巻いた杭についても同じよ

うな形で、また、フープ筋につい

ても先ほど言いました溶接でフー

プをつくっとるわけですが、この

辺にちょっと問題が生じるかもわ

からないんですけれど… ・ 。

司会 計算式としては、コンクリ
せん断 破壊



ートだけでもたせなさいというのは 、 どういう意味なんですかね?

角 丸柱のせん断強度についてはわか っていないということでしょ

うか? それから、せん断補強筋の溶接の話については 、施工管理の

話でして、上部構造では溶接をしておるようなんですから … … 。( 笑)

ただ 、いままでがせん断補強筋を無視しているというか、必要ない

というようなレベルだ ったもので、そういう施工がそのままや って

いかれるんでしたら問題ですけれども、ちゃんと管理されれば、せ

ん断補強筋を 利用して、問題ないんではないかと思います。

国中 まあフーフ・溶接しますとか、異形鉄筋溶接しますね、そうす

るといろいろ破壊の問題があるから つらいところもあるわけなん

でしてね。

山悶 スノマイラルという点もあるんじゃないてーすか。

田中 はい。スノ マイラル、大変なんですね。

液状化したときの枕のオt _ . ! f Z 抵抗ーを

ど う 考 丈 る か

司会 最後になりますが、今後の問題点というところではいかがで

しょうか。

角 市街地でよく問題になります液状化 をどういうふうに考えてい

くかということが、杭の水平抵抗の場合にかなりきいてくると思い

ます。 とくに大阪の場合は、上部に液状化しやすい層がありますか

ら、それを無視して水平抵抗を検討しても意味がないというような

場所に建つ建物も当然あるだろうと思うのです。 そのあたりをもう

少し盛り込んでい っていただけたら、というような気がするんです

がね。

司会 むずかしいですね。液状化 につい

ては、 l 次設計で静的に解決しようとし

ますと、問題がありすぎると思います。

いままでかたい地盤だ ったものがいきな

り液状化するというのは、剛性が激変す

るわけですから、そういうような場合に

は、現状では基本的に振動解析 に頼らざ 八尾其太郎氏

るを得ないと思います。 あるときには非常に応力は大きくなりまし

ょうし、あるときには逆に緩和される場合もあるでしょうから統ー

した見解は得にくいと思います。

行正問旨導に望み才ニーむすこと c - そ し て

行 政 側 の 雪 い 分 は

山田 今後の問題としましては、行政指

導が画一的にならないこと、指針が言 う

ように暫定的な指標としての性格が強い

といつことを肝に銘じて、あわてずじ っ

くり時間をかけていき 、いろいろなデー

タを揃え、第二段階にステ ップするとか、

上部構造て・の新耐長時のように規準を出

して、出し っぱなしではなく 、考え直し

山国裕 治氏

特 集 ・建築物の基礎 を考え る『・・・・・圃

ていく ということを企てていかないといけないのではないかと思い

ます。液状化の問題とか斜面地等の扱いも、追ってこれに付加して

いけばいいです。指針が出たらこれがすべてじゃなく、これから始

まったというふうに、踏まえてい ってほしいものです。

松岡 この指針には二つの考え方がありましてね、絶対将来はずっ

とこれでや っていくべきものだと考えるか、あるいは、少なくとも

これが出たことによ って、杭の水平耐力に対しては十分に検討して

その上 でや ってほしいという考えにも っていくかなんですけれども 、

そのあたりの扱いが今後の問題になると思います。またそれは祈が

あればみんなで大いに相談したいとは思うんですが、なかなかその

チャンスと態勢とができてないのが悲しい現状であると申し上げて

よい実情だと思いますね。

それとまずいのは、この本文に入 っている分と 、解説に入 っている

分との扱いにわれわれも困るんです。条文化されている本文に入 っ

ている分は非常に扱いやすいんですけれども、解説として中に入 っ

ている分をどういう具合に扱うかということですね。 さっきのたと

えば引抜きの耐力でも、本文には書いてないわけで、解説、参考文

の中に舎いてあるわけなんですが、それを法律的に極端に 言 えばど

う扱うかということにな ってしまうわけでして ・ 。

司会 そうですね。ほかの指針においても同じような問題がありま

すね。

棚 橋 それにつけ加えるに、設計例というのも行政庁によ っては 、

これでやれというのに近いような扱いにされる場合が出かねない 。

未解明のこともいろいろあるから、必ずしも明快な形で出し切れな

い商もあるんでしょう 。 それだけに、できるだけ設計者の判断も考

慮していただいて、柔軟に対処していただけるとありがたいと、行

政庁に対しては感じます。

松岡 行政庁から申し上げますと、非常にレベルの高い方とレベル

の低い方と、ある程度同一に扱わざるを得ない。一人で構造計算事

務所なんかや ってられる方になりますと、討論する相手がないもの

ですから、本を読んだらそれにこり固ま ってしまう人があるんです。

そういうときに対しますと、どうしても数でいくと、そのほうが多

少多いもんですから ( 笑) 、とうとうこ っちも強引に押さざるを f与な

い場合もあるわけです。だからその点では、たたき台としてせ っか

く指針が出たものですから 、あっちこっち大いに意見を発表させて

いただいて ・・・・ 一。 とくにこの指針は、だれがつく ったかは非常には

っきりしてますんですね。場合によ ってはこれに対する論争が学会

なりどこかなりで起こ って、それに啓発されるということになって

いただきたいと思いますね。最近、学会の論争が案外減 ってるんじ

ゃないですかね、昔に比べて ( 笑)。 かつての法隆寺の再建、非再建

論争に 何十年もかけてやるというようなことにな ってくると、その

論争を読むこと自身が勉強にもなりますんで、ひとつよろしく - ー。

司会 どうもありがとうございました。

と き 昭 和 59年 11 月 6 日

とこ ろ 日本建築協会会議室

オブザーパー

栴造分科会幹事

A 塚達夫氏
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低 公 害 工 法 と 拡 底 杭 の 現 状

阪 口 理

構造物の大型化や地盤の悪い場所の開発、さらに工事に伴っ

て発生する騒音や振動に対する法的な規制あるいは住民の反対

など、時代の要求に対応して杭の工法も変遷している 。 ここで

はその流れの中から、低公害工法と拡底杭というこつの工法を

取りあげ¥その現状および問題点等について考えてみることに

する 。

1  . 低 公 害 工 法

建設工事に伴って生じる騒音 ・振動の発生源の最大のものに、

杭打ち工法があったが、昭和43年の騎音波制法、昭和51年の振

動規制法の制定による種々な規制、それよりもさらに厳しい制

限を要求する住民の抵抗により、従来の機舵 ( 主としてディー

ゼルハンマ ) による打込み杭が使えなくな った。 そしてそれに

代わる工法として、埋込み杭と場所打ち杭の需要が急速に増加

している 。

場所打ち杭は昭和30年頃から一部で使われていたが、埋込み

杭が一般に使われるようになったのは昭和40年以降で、その歴

史は非常に短い 。

現在、わが国でイ変われている低公害工法は非常に多く、主な

ものだけでも 表一 1、 2 のようである 。 しかし、これら工法に

は特別な考え方にもとづくものはほとんどなく、掘削により所

定の深さまで12入させる埋込み杭工法が主体とな っている 。 し

かし、最近の新しい流れとして、低騒音の打込み機の開発が活

発となっている 。

1 - 1 . 埋込み杭

埋込み杭は、杭を沈設するときの地盤のー民ー入抵抗を、掘削あ

るいはかくはんすることにより低減して、所定の深度まで11入

させる工法であるが、貫入抵抗は杭の支持力に相当するもので

114 建策と社会 1985年 3 H号

あるから、これらの工法では了I 入抵抗すなわち支持カを低減す

るという、杭を使用する本来の目的と全〈相反する作業を行っ

ている 。 したがって、そのままでは杭としての役割を果たし符

ないので、ある程度の打撃を加えるか、あるいは地盤内にセメ

ントミルク等を注入するなどの方法により、支持力の地加( 支

持力の発現) をはか つている 。

これらの工法には、セメントミルク工法やニーデイング工法

等めように周面摩擦力の凪復に重点をおいた工法もあるが、先

端支持カの増加に重点をおいた工法が多い 。そして、最ー近の傾

向として、杭先端の周辺部のある範囲の地盤を杭径より大きく

掘削し、その部分にモルタルまたはセメ ン トミルクを注入して

固結させ、先端支持力を確保している工法 ( 図ー 1 ) が多い 。

①先端部掘削圧入 ②先端部の拡大 ③杭の圧入

問
I I I I NI  

tJII" l  

図 - 1

なお、この種の工法の多くは建築センターの評定をうけ、建設

大臣の認定を得ている 。( 表一 l 参照 )

1  - 2 . 低騒音形の打込み杭工法

打込み杭は地盤を締め固めながら杭を設置するので、支持カ

の面では非常に優れている上に 施工が単純であり、かつ杭打

ち式により( 不確定な要素も多いが) すべての杭について支持

力の確認ができるという 施工管理上の絶対的な利点を持って

ｾ＠



表 - 1 埋 込 み 杭 工 法

沈r，式設 支持力発現万式 工 法 名 会 社 名

ニ( 埋ー込デみィ杭ン最グ終工軽法打・ )  三谷セキサン

打 E控 / 、ン' マ

ネ オ パ イ ル 工 法 ネオバイノレ協会出

プ

レ プレポーリング打込み工法 ポール・パイル協会会只各社

ポ

杭径+ l Oc m
セ メ ン ト ミ ル ク 工 法 ポール・パイ Jレ協会会員各社

リ セメント
の干しを倒削

/  、

ミル 7 等
する 日東式ドーナYオーガ工法 日東工業

グ

の tt 入

H I T 工 法 広 島 組

杭 地 ，')11 会千柑長端b基柑nisiKAi4辺m 

ー デイング工法・

三谷セキサン

Ｈ セメントｾＩレ Ｗ 般固め拡底Ｉ

打 ＡｉＧｾ＠ ハン 7 中 帰 り 打 撃 工 法 ポー l レ・パイル協会会只各社

中 掘 り 線 固 め 工 法 ポー Jレ. /マイル協会会只各社

中

B & S 工 法 大同コンクリート工業

4匝， セメント
S T J 工法・ S T J 工 法 協 会 部

ミルク等

り の注入
杭先端部周 C MJ 工 法 ' 旭化成建材・テノ ックス

辺地盤を拡

B B B工法・ 大者11南同コンクリート工業

大抱削する
基礎工業

N A K S 工法・ 日本コンクリート工業

杭

T Y M工 法
作*洋所パイルヒューム管製

セメント

回 ミノレ 7 等 T A I P工 法 武 智 工 務 所

の注入
転

T S ロ ー タ リ ー 工 法 T S ロータリー工法協会出

住 l 工法名は、アイウエオAAとした.

2.  *  1; 1、主Il 築 J，li ill !法第38条の組定に基づく主I l 設大臣の認定を取得しているもの. (58 

年 8 月現イu

3. ネオパイル協会. S  T  J 工法協会、 T S ロータリー工法協会加盟社は、アイウエオ

AAとした.

4.  ;f.オ パイル協会・アサノポー J レ、大洋コンクリート本社、日本高圧コ ンクリ一人

日本ヒューム官、前田製管、三11' コンクリート工N i

5.  S  T  J 工法協会 アサノポール、西武化学工業、東扇コンクリート工業、日本高圧

コンクリ- ｾＮ日本ヒューム管、 ｦￎｩｲ 悶製管、三井コン Ｗ リート工業

6.  T  S ロータリー工法協会 ・アサノポール、関西アサノポール、大洋コンクリート本

社、大熊コンクリート、日本ヒ ューム管

表 - 2 低 騒 音 打 込 み 工 法

f;f[ 'si  工 法 名 会 社 名

防 音 カ バ ー J A S P P!.I' l防 音 カ バ ー " 鋼 管 杭 協 会

ディーゼノレハン?

三菱低柑l煙聖J ディーゼルハンマ 三 菱 重 工 業

( 低 iUI 煙)

K U式ハンマカバー 内海機械工業

ディーゼルハン 7 タカラクリーナ 玄鋼廷E

( 防音 l! }j :鹿) J 、ンマ周防音エヵ / { - NL 8 日本コンクリート工業

パイルサイレンサー 鈴 木 技 研 工 業

T Kハン? ' トキワ怨機・附組技術研究所

HY S I NCハン 7 ・ 日本コンクリート工業目立建機

バイ l レマスタ ( PMJ ) ・ 武 江 建 設 興 業 ・セポ/ レ

M Ki ul圧ハン? ' 前回製tl・

れ11圧 ハ ン マ

H  Ki !l l圧ハン? ' 神 戸 製 鋼 所

S  C  Ri l h圧ハン? ' 三 和 機 材

Z  ilh圧ハン? ' 新 栄 鉄 工 所

N H  油圧ハン 7 ・ 日本車両製造

エ ア ー ハ ン マ M Kエアーハン 7 前田製管

スプリング式ハン? H S ハンマ 北陵コンクリート

注 *  ill 設技術，評価制度 ( ill 設省) により評価をうけた工法

*  *  ｾＩｪ ｔｦ カバーは川崎製鉄・久保田鉄工新日本製鉄・住友金属工業・日本鋼管 ・ 三

和機材 神戸製鋼所で製作販売

特 集 ・建 築 物の基礎 を考 える

いる。また、経済'1生の面でも優れている。鋼杭や高強度 コンク

リート杭などの優れた材料は、打込み杭によりはじめて生かさ

れるといっても過言ではない。

この意味から、低騒音 ・低振動で施工できる打込み機の開発

が待たれるが 、 とくに 問題の多い騒音を低減した施工機が開発

され、実用段階に入っている。最初に開発されたのが、杭打 ち

機( ディーゼルハンマ) 全体を覆い 、騒音を外部に出ないよう

にして施工する防音カバー工法である。防音カバーは鋼管杭協

会が中心となり 、鋼杭メーカーの協力により開発された。ま た

施工時に発生する騒音自体を低減した施工機の開発も進んでい

る。その代表的なものに、油圧ノ、ンマがある。油圧によりラム

を押し上げ、ラムの自由落下により杭に打撃を加える方法で、

ディーゼルハンマのような爆発音がないため騒音が小 さく 、油

煙の飛散もない。このハンマには、クッション材の工夫や、簡

単な防音カバー等も加え、さらに騒音を低減している機種もあ

る。油圧ハンマは表 - 2 のょっに 8 社により開発され、昭和58

年度の建設技術評価の対象とな り、ともに優れた工法として評

定されている。

建設技術評価制度は昭和53年から、従来の技術開発補助金制

度に代わり出来た制度で、民間で開発された優れた工法につい

て、建設省が建設工事の合理化 を進める上でかかげた目的を達

し得るかどうかを検討して、その目的に達したと 判定された工

法に建設大臣が認定書を出し 、それの活用をはかるものである。

建築センターで評定された工法は 、建築の部門でのみ通用する

のに 比 して 、この制度で評定された工法は土木の分野にも適用

される。

なお 、油圧ハンマで打ち込んだ杭には、ディーゼルハンマで

使用されている杭打ち式がそのまま使用できる。

2.  拡 底 杭

場所打ち杭の先端部を拡大して( 図ー 2 ) 、先端支持力の埼加

を計ろうという工法が開発され、瑳築の分聖f で、広

〈使われている。すでに、建築センターの評定を

うけた工法のみで表ー 3 のように 10種類となり、

場所打ち杭の主流となりつつある。ただ、これは

建築の分野のみで見られる傾向で 、土木では全〈

使われていないというのが実状である。

図 - 2

鉱底抗の

先 端 形 状

この原因は、場所打 ち杭の支持カに関する建築と土木の考え

方の違いにある。 表 - 4 に、地盤調査の結果をもとにした支持
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表 - 3  ( 財 ) 日 本 建 築 セ ン タ ー の 拡 底 場 所 打 ち 杭 工 法 評 定 内 容 一 覧 ( 昭和59年12月現先)

評定完了

鉛 直 支 持 カ コ ン ク リ ー ト の 強 度 評定完了直径 tJffi向IJ 方 式

附発会社 工 法 名

昭和年月 許容支持力の

拡 底 部 の 設計基i悼
圧縮併容応力皮 せん断言午容応力 j支

制l 苦11 11t 底苦11

と 最大他( t / m')

有 効 直 径 強 度 Fc 也 径 直 径 制l音|付属自IJ 拡 底 掘 削

評定番号

長J t I I 短 期
( m)  {kgf/c耐)

長 期l 短 期l 長 JtII  短 期l
( m)) ( m)  

46. 8 

t
Fc 

公称、径 1. 5， 3. 0， 

大 キ4 *-fl o  J  P 工 法 F 9  250 500 F c孟240 かつ ベ ノ ト リ パ ー ス

- 0. 2 2. 0 4 .0  

80以下

1喰 谷 組

52 .5  - 4 l  FC 

上40九z かつ

ベ ノ ト

公 称 径 長期iの 長期lの 0. 9- 1. 2 -

T K R工 法 F  108 250 500 Fc 孟240 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

東京建機工業

- 0. 1 2  1昔
ー4 3 ( 5 + -1r0i0 ー) 以 下

1.5  1古 2.3  4 .1  

( 追1- 4) 80以下 アースドリル

53. 6 
+ F c  

占Fc か つ

同く /  

公 称 径 長期の 長 Jtll の 0.8 - 1. 48-

消 水 建 設 S  H 工 法 F  142 250 500 Fc  ;;;:320 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

- 0 .2  2  1ft 
ーt< 5  + 寸1R古ω長) 以下

1. 5  Ｑｩｾ＠ 1. 5 2. 69 

(追 1 )  80以下 アースドリル

53. 9 ｾｆ｣＠
おFc かつ

ベ ノ ト

公 称 径

4  

長期lの 長期lの 1. 2 - 1. 2 -

東洋基礎工業 T F P工 法 F  151 250 500 F c孟320 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

- 0. 1 2  1古 τｾＨＵ＠ + 百Fド 以 下
1. 5 ＱＱｾ＠ 4. 1  4. 1 

( 迫1 - 3) 80以下 アースドリル

奥 村 車且

55. 2 一4l  九

主Fc かつ

ベ ノ

公称、径 長期iの 長J t I Iの 1. 0 - 1. 4 -

O M R工 法 F  178 250 500 Fc 孟210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

九五基礎工業

- 0 .1 2  1古
{ - (  5  +  ioo)以下

1. 5 1古 2. 7 4. 0 

( 追1 - 2) 80以下 アースドリル

附l *il 56. 2 一4l  九

品Fc か つ

ベ ノ ト

H A M A N  公 称 径 長期の 長期iの 1. 0 - 1. 4 -

九広基礎工 Ｇｉｾ F  215 250 500 Fc  註210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

工 法 - 0 . 1  2  f昔
7 3 ( 5 + τ F  古) 以下

1. 5  1昔 3. 0 4 . 1  

日 特 建 設 (追 1 )  80以下 アースドリル

銭 高 高且

56. 12 4  l  FC 

i40Ftz かつ

ベ /

公称径 長期の 長 期 の 1. 0 - 1. 4 4 -

Z T R工 法 F  258 250 500 F c;;;:210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

利 十 日 工 事

- 0. 1 2  1古
{ - ( 5 +ー1r

ム

00

) 以下
1.5  1昔 3.0  4. 1 

(追1 - 2) 80以下 アースドリル

鹿 ぬ 建 設

57. 7 

4  

1  

FC 

品
Fc か つ

ベ / ト

公称径 長l tIIの 長 Jtll の 1. 2 - 3.0 -

K NA P工 法 F  258 250 500 F c孟210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

日本基礎工業

- 0. 1 2  1宮
ー3 4 ( 5 + -1r0L0 ) 以下

1. 5  1古 2.0  3. 7 

(追 1 )  80以下 アースドリル

57. 9 4  l  F C  

土
f oFc かつ

ベ ノ

大洋コンクリ 公税、径 長期! の 長Jtll の 1. 0 - 1. 0 -

M & C工 法 F  280 250 500 Fc 注 210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

ート本社 - 0 .1 2  1古 ー43( 5+-1P
0L 0  

) 以 下
1. 5 1古 4. 1 4. 1  

80以下 アースドリル

大 洋 基 礎

59. 2 一

4

l  

九

占Fc か つ

ベ ノ ト

W I N G  公 称 径 長期! の 長Jtll の 0. 9- 1. 1 -

F  306 250 500 F c  孟210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

基 礎 工 業

工 法 - 0 . 1  2  1音 ー4 3 ( 5 + -1F
0L0 

) 以下
1. 5 1古 2.5  4. 1 

80以下
アースドリル

基 礎 工 業

59. 3 
4l aF  

c  

i40Fez か つ

ベ ノ

公 称 径 長 JtI Iの 長l tIIの 1. 0 - 1. 2 -

A C E 工 法 F 311 250 500 F c  主主 210 かつ アースドリル

大 洋 基 礎

- 0. 1 2  f音 τｾＨＵ＠ +τ r  古) 以下
1. 5  f古 1. 5  1. 92 

80以下 アースドリル

59. 3 - 4 l  F C  

よf oFc かっ

ベ ノ ト

公 称 径 長 期 の 長期! の 0. 9- 1. 3 -

竹 中 工 務 l苫 T B P工 法 F  310 250 500 F c  孟210 かつ リ パ ー ス リ パ ー ス

- 0. 1 2  1古
ーt{ 5  + ー1F0ムo- ) 以下

1. 5 1古 2. 7 4. 1 

80以下 アースドリル

( 注) 1  昭和59年12月に申請中の会社 鴻池組( 拡l丘万法 1) パース式)

2  設計A司自強度については、建築学会輪場所打ちコンクリートのコン 7 リートに関連する地工指針 . f'ii J解説' の発行に i半い、昭和59年10月付で各社とも最低 210kgf/cm' とするようI 1 帥l

を1 : けている.
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表 - 4 場所打ち杭の支持カ

注¥

先端支持カ (げが) 周商摩擦力 ( t/m')

砂 質 土 粘 性 土 砂 質 土 粘 性 土

15 N  15 N  1  刃k -l-q- u  

主主 築 5  2  

(900)  (900)  ( 5)  (5)  

土 木
N ミ30の場合 N  

1  

すれまたは N

( 道路僑) (300)  

3 ' qu 

( 20)  ( 15)  

) の数7 は紋大{ 也

s :  Nfl 自の平均値

ゐ Ｚ 一軸圧紡 強 さのＮｩｦＧ ｴｾｊ ｬｬ 在

カ算定式を示したが、建築の算定式では、先端支持カ (極限 ) の

最大値は 900t / m' ( N 値孟 60の場合) となる 。なお、現業ではこ

れより若干小さい N 値 50以上の良質な地盤で、 750t / 耐という

値を採用していることが多い 。拡底杭を対象とした建築センタ

ーの評定でもこの値を認めている 。 これに対し、土木( 道路橋)

の規準では、極限支持カの最大値を 300t / m' としている 。一方、

周面摩擦カに| 羽しては、建築の算定式では過小に評価する結果

とな っている上に、多くの特定行政庁では、摩擦力を無視して 、

先端支持力のみを認めるという内規を作り、それにより確認申

請の可否を判断している 。 このような実状から、建築部門では

拡底杭の採用が可能となる 。前に述べた埋込み杭の中にも同じ

考え方にもとづく工法がある 。一方、土木の分野では周面摩擦

力を大きく、先端支持力をノj、さく評価しているので、拡底杭を

採用しても決して経所的にはならないので、施工が単純な通常

の場所打ち杭が優利となる 。

載荷試験を行い、その結果を詳細に検討された方々は気付か

れたと思うが、場所打ち杭の周面摩擦カは非常に大きく、先端

支持力は 小 さい 。載荷試験の結果は、土木の考え方に近いのが

実状である 。

3.  問 題 点 と 今 後 の 方 向

荷 重

3 - 1  場所打ち杭

の支持カの考え方

〈ぃ j J i 荷量

K  

沈

下

量

8 '1- 一一ーーーーー 寸G C  

先端支持カ

図 - 3 場所打ち杭の荷重一沈下曲線

打込み杭のように、杭の施工により地盤とくに支持地盤を締

め固める工法と、場所打ち杭や埋込み杭のように、地盤をゆる

特集・建築物の基礎を考える

めるかあるいは締め固めることの期待できない杭とでは、支持

力についての考え方を変えなければならない 。 ここでは紙面の

関係で、場所打ち杭の支持力についての基本的な考え方のみに

ついて述べることにする 。

場所打ち杭では、先端支持力と周面摩擦力が全く異なる変形

量の時点で極限値に達するというのが定説になっている 。周面

摩擦力は、杭とその周辺の地盤との問で杭径の0 . 5 %- 1. 0 %あ

るいは 1 cm- 2  cm程度の相対変形が生じると極限値に達するの

に比して、先端抵抗は粘性土層 Ｈ 土丹等 Ｉ で杭径の ＱＰ Ｅ ＭＲＰ Ｅ ｾＩ

砂層では杭径の l 倍 - l. 5倍の沈下量に達しないと極限状態にな

らない 2) といわれている 。

したがって、載荷時の荷重と沈下の関係を模式的に示すと 図

- 3 のようになる。図には、摩擦カのみが働く場合( 0 A  G)、

先端支持力のみの場合 ( 0 B  H ) 、および両者が同時に発揮さ

れた場合 ( O K C J )の、三つのケースについて荷重一沈下量曲

線を示してある 。 わが国では、通常摩擦カと先端抵抗を加えた

支持力を安全率 3 で割って設計荷重としているので、図で D 点

に相当する荷重 ( そのときの沈下量は D' となる ) が設計荷重に

なる 。 したが って、構造物が建設された時点では 、摩擦力は、

M点に相当する極限値の括強が発揮された状態とな ってい るの

に対し 、先端抵抗は L 点で、ごく一部が働いているにすぎない 。

もし完全な摩擦杭であれば、 A 点に相当する荷重の泌が設計荷

重であるので、そのときの沈下量は D' よりかなり小さい値とな

る。 これに対し、先端抵抗のみの杭を考えれば、設計荷重 ( K )

に相当する荷重が働いたときの沈下量は K' となり、摩擦杭より

はるかに大きい沈下が生じる 。 この図では、 B' をA' の 4 倍程度

に図示しているので、実際はこれよりさらに大きな差となる 。

これらのことから明らかなょっに、現在広〈採用されている

鉛直支持カの算定法では、先端抵抗に大きく期待する杭の沈下

〈

い

頒

沈

下

量

制

〈い頭献荷重/ 極限支持力

。。
0.1 0.2  0.3 0.4 0.5 0.6  0.7 

。
。。

0.1  

. 込.

u  e ¥e晶、o、

@口。"、 • 
0.2 ・D

o G  

。H 。

0.3 ・K
d  

D  N  

。

0.41ト- 一一ー 拡底ぐい

。

d E  

.. F  

0.5卜

。A

争 L

ロH

0.6L.  

• P  .. 

図 - 4 拡底抗と非拡底抗載荷試験結果の比較例
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量が、摩擦力に期待する杭の沈下量より大きくなる。 図 - 4 は

ロンドンクレイ層中に設置した非拡底杭( 主として摩擦カに期

待する杭) 5 本と、拡底杭( 主として先端抵抗に期待する杭)

6 本で笑施した載荷試験の結果を、機軸に杭頭載荷重と極限支

持力の比を取り、縦軸に沈下量を取って示したものである 。横

軸の逆数が安全率になるので、 0. 33の点がわが国で広〈採用さ

れている安全率 3 に相当し、諸外国で多〈採用されている安全

率 2 は 0. 5 の位置に相当する 。図で、同じ安全率で設計すれば、

拡底杭と非拡底杭とでは沈下畳が大きく異なることが分かる 。

このようなことから考えれば、先端抵抗と周面摩擦カに対し、

閉じ安全率を取 って設計するのは問題で、それぞれについて別

の安全率を与えた次式の型で示すのが合理的であろう 。

Q a = 2 L 十 ♀ 乙

F s  F p  

Qa : 杭の許容支持力

Qf : 杭の周面摩擦カ

Qρ : 杭の先端抵抗

Fs ， F ρ : 安 全 率 九 < Fρ

なお、このような方法で許容支持力を定めた場合でも、杭径が

大きくなると沈下量が大きくなるので、ある範囲より大きい径

の杭では沈下量についての検討が重要となり、その計算法およ

び許容沈下註を明らかにする必要がある 。許容沈下量は当然構

造物の種類によ って異なる値となろう 。 また許容沈下量を定め

ることにより、載荷試験結果から求める支持カも変わってくる 。

従来の極限支持カという考え方に立てば、先端支持力は杭の断

面積に比例して増加するが、許容沈下盆で支持力を規定すれば

直径に比例して増加することになる 。 いずれにしても、非排土

杭、とくに大口径杭の増加している場所打ち杭の支持力につい

て、基本的な面から考えなおす必要があろう 。

このような考え方で、もう一度現状を見なおしてみよう 。場

所打ち杭では、杭径の10倍以上の長さがあれば¥周面摩擦力が

大きくなり、現在一般的に認められている支持カでは、かなり

安全側となる? したがって、建築部門でも周商摩篠力を正当に

評価して、非拡底杭の支持力を大きくして経済設計を行うのが

本筋であると筆者は与えている 。 しかし、それが現業で容易に

通用しないという反面、先端を拡大するだけで大きい支持力が

採用できるという実状がある 。 また、拡底杭施工業者を中心に

信頼性の高い焔工を行うための研究が進んでいる 。

このようなことから、学問的には決して正しい方法ではない

が、現実と妥協したつぎのような考え方で設計するのも一つめ

方法であろう 。

①先端部の拡大面積にほぼ比例して支持力が増加する、とし

て許容支持カを計算する 。
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②摩擦力や先端支持カを正しく評価し、沈下も考慮して許容

支持力( 耐力) を計算する 。

①と②のうち、小さい値で設計する 。②の設計法については、

また機会を見て述べたいと考えている 。なお、この考え方は埋

込み杭にも適用できる 。

3  - 2  . 設計面からの騒音・娠動対策

今まで多くの低騒音 ・低振動工法が開発されてきたが、これ

らはすべて施工機および施工法の面からの対応であり、設計の

面では何らの対応も行 っていない 。

したがって、従来の設計法の範囲の中で、 N 値の高い支持層

内に過大に貫入させる杭を、いかに能率良く打ち込むか、ある

いはそれまでを掘削するかという点に重点をおいている 。 その

ため、機械が大型化し、複雑になり、高価格となっている 。 ま

た、既製杭の施工にも掘削工法を多用しているため、支持カの

面で望ましくない結果とな っている 。従来の設計や施工の考え

方には、必要以上に過大な打ち込みを求めているものが多く、

しかも現業ではさらに過酷な打ち込みを要求し、それが習慣化

しているという実状がある 。 したがって、騒音・娠動対策につ

いての設計面からの検討、たとえば、摩擦力に重点をおいた長

尺摩擦杭? あるいは支持層にあまり口入しない支持杭の設計法

の確立が必要となる 。そしてそれにより低騒音 ・低振動杭工法

の開発が非常に容易になるが、このような研究はあまり行われ

ていない 。

場所打ち杭には、掘削土や孔壁の崩壊防止に使用した泥水の

処分が困難になるなどの問題点があり、また現在{ 変われている

多くの埋込み杭工法も、それぞれ問題点を持っている 。

打込み杭は前に述べたように非常に優れた施工法であるので、

経済的に施工できる打込み杭の施工機の開発が望まれ、すでに

油圧ハンマなどの開発が終わ っている 。 しかし、それを有効に

利用する設計法が確立されていないため、埋込み杭の補助手段

として、打ち止め用に使われることが多〈、この機械が十分活

用されていない 。
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深礎工法・パックドレーン他各種地盤改良

⑮ 大 洋 基 礎 株 式 会 社

本 社 〒103 東京都中央区日本僑小舟町 3 番 4 号

屯話 ( 03) 663- 5561( 大代表)

Ｊ尉 ［Ｑ ・ ｾｪｩｦ ｲｮ 03( 663) 5561 大阪営業所合 06( 251) 5969 飼間営業日骨密092(411 )4306 

新潟営業fifr虐 0252( 45) 3712 広 ｉＺｾ｜ 営業所 ｮ ＰＸＲ ＨＲＴ Ｑ )7190 四国営業所包 0899( 24) 2061  

名山W'i ;，-t;，叶n 052( 581)4082 鹿川; 以北祈念0992(57)2653 j也鍛改良普Il n 03( 663)5561 
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| 省 資 源 の 杭 |底部拡大により杭の支持力の増大、掘削土量および

打 設 コ ン ク リ ー ト の 減 少 、 工 期 の 短 縮 と コ ス ト の 低 減

| 確 実 な 管 理 |油 圧 開 閉 に よ る 確 実 な 拡 底 掘 削

・デジタル表示・ X - Y レコーダによる地上管理

深 度 ・ 拡 底 径 ・ 拡 底 高 さ ・ 先 端 荷 重 の デ ジ

タル表示、計画形状と実施線の重複

描写による確実な管理システム

( 財) 日本建築センター

評定認可番号 BCJ - F280

I V I &C工 法

緊大洋コンクリート本社

⑥ 

|用途に応じた設計 |

・土質に合った施工法の組み合わせ

在 来 3 工法との組み合わせが自由

・ 1 柱 l 杭 の 設 計

・支持力の増大、ネガティブフリクションの軽減、

本 社 名 古 屋 市 東 区 葵

干461 3 丁目 24 番 2 号

(052)  936- 0221 

支 底 大阪市大淀区大淀中

干531 1 丁目 7 番 19 号

(06)  458- 5371 

営 業 所 岡 山 市 野 田 屋 町

〒700 1 丁目 9 番 12 号

(0862) 25- 5451 

新しい耐震場所打ち杭

( 頭部または全長鋼管巻き場所打ち杭)

N K T B杭

節杭的利用による引抜抵抗力の増 大 、 拡 頭 ま た は 頭 部 鋼 管

巻 き に よ る 耐 震 性 能 の 増 大



首iP
“ タイプ工j去" は、

無 顕 動 ・ 無 騒 音 の 無 公 害 指 向 の 基 礎 ヤ い

工 法でも 長 尺・大円筒の鋼管、コンクリー卜、

鋼 管 欠 板 の 施 工 に 威 力 を 発 揮。斜〈、、 L 、の

施工・ヤットコ下げも可能で、通常施工困難と

されるJlil 様 性 地 盤 で も 施 工 が 可 能 で す。

〈司rt >綜或ー- 智、ｾｬｙｾ討ｊｉＺ，、富皇軍

k P.Hf i l): ，例措W! . 小争世 {似体)

大阪本庖/ 〒541 大阪市東区高麗橋2- 20 f t ( 06) 226- 1 191 

東京本社/ 〒103 東京都中央区日本矯偏重量町 1- 38- 12 f t ( 03) 667- 1191 

九州支社/ 干812 宿岡市博多 区博多駅東2丁目 4- 30 f t ( 092) 473- 1191 ・支庖/北海道・東北・東京・名古屋・大阪・福岡 ・熊本・鹿児島

・営業所/ 膏森・秋困・郡山 ・いわき ・償浜・静岡・金沢・京都・神戸・広島・大分・宮崎・エ喝/北海道・青森・いわき ・山梨・滋賀・熊本・鹿児島
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評定の有無 ⑧ 無

建築基準法38条認定工法

建設省東住指発207号 B B B工 法 ( 中掘り拡大球根工法)

E宮調置宮Eヨ

本工法は 、遠心力既製コンクリートくいの中空部にスクリュ一

式オーガを掃入し、いわゆる中掘工法と問機にくい先端直下を

掘削排土しながらくいを圧入する中掘圧入工程と、これに引き

続き実飽きれる先端根固め球根の造成を行う先端地盤処理工程

とからなる 。本工法の持徴は、先端地盤処理工程にあり、中掘

圧入工法によって設置したくいの先端地盤を機械的な拡大ヘッ

ドを取り付けたオーガを用いて撹祥しつつ、セメントミルクを

注入して、直径がくい径 + 2 0Omm、長さがくい径の 2 倍以上の拡

大球根状にソイルコンクリート 化する 。 さらに、くい中空音11 に

くい径の 3 倍以上の長さにわたりセメントミルクを注入して先

端処理を行ったのち 、 くい体と球根状ソイルコンクリートの定

着性を確保するため、圧入装置等によりくい径の2 5 %以上再圧

入して施工を完了するものである 。

E 主主重量謹扇邑竃

認定された許容支持力の取り扱いを、下記に示す。

1) 認定された許容支待カの取り扱いについて

( 1 ) 長期許容鉛直支持カRαは、次式による 。

R a= t ( 25川 ρ+ 1. 5L . O) ( tf) 

N : 杭の先端より下方へ1 D 、上方へ 4 D ( D; 杭径) の範岡

の平均N 値 ( N孟60)

Ap : 杭先端の閉そく断面積 (ni )  

L 杭の周面摩擦力を考慮する長さ ( m)

再 : 枕の周長 ( m)

(2)  短期許容鉛直支持力は、長期許容鉛直支持力の 2 倍とする 。

杭長4 0 m以上は載荷試験を実施する 。

E蓋E週E沼m 萄 E

最大深度実績

ｾ一 一 径 Ｈｭ 問 ｭｭπｭ

450 

500 

600 

穣準的な施工能率( 世450- 600)

- 中沼り圧入工程

最大深度 ( m)

45 

50 

60 

施工延長
内

n廿持

(m/ 日)
枕長 ( m) 本数( 本/ 臼) 継ぎ杭数

- 15  8  - 10 1  ( 単杭)

15- 30 5 - 6  2  

120- 150 

30- 45 4 - 5  3  

45- 60 2 - 3  4  

- 先錨地盤処理工程

オ

カ

ー 抗 托 ー Ｍｾ

1  

ス

ク

リ

ュ

ー

へ

ツ

ド

⑥大同コンク1) ート工業株式会社

大 阪 営 業 所: (06) 202- 8480 名古屋営業所・ (052) 203- 1381  

福 岡 営 業 所 : (092) 715ー 1304 広 島 営 業 所 ・(082) 248- 1234 

岡 山 営 業 所・ (0862)25- 0404 併 岡 営 業 所 (0542) 85- 3146  
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T. S ロータリー工法

ト信頼される回転押込み工法 l

( 建設大臣認定)

くい支持力計算式

長期許容支持力

Ns .L s  ， Q，u. I 

Ra = τ (αNAp+  ""'5. 0"  +ーす i 併)

A Rシステムによる最も進んだ管理 ( QC) 目

Aut omat i c Recor di ng Sys t em 

. ，.  包鴨 居 金ι

M 尺 M高 ｾ ｉ Ｚ＠ '‘ 

標準貫入試験 N値

‘  

砂{・盛 連土絡} 土

.  

LJ J I I， JJ 

-
.  

2  
1010&1 

E 三 Ｂ Ｈ Ｚ， ・ Ｇ ｾＧＢ
¥ 
-

3  
，ｾ＠ ゆ 砂

i号
， .. シル ト混 り砂

-( 4  

中 砂

'" 5  

6  

シ ル ト.1 リ

7  砂

B  

｝ｾ＠

9  

砂 "

10 y ル ト

11 
， .. 

12 

:  Ｎ ｾ Ｎ＠
砂 .

、¥ 

13 
中 砂

/ .  /  

14 

ＱＵ ｾ＠ "  

日三 砂且 リシル ト

l 刃

I Q 

巳
シ ル ト

17 

1電
砂 ;1 リシル ト

19 

匡
結 之

2O_ill_， 

'"  -ーー目白 F=ー o'  ;1
1
' 砧 之

一
トー

21 

F空.. ，目 t '  
砂 ・

22  
' 111 

ド

t5I IJO 

枯 土 畠 リ砂
¥恥

23Lo 
トー

24  

25  

11 砂

‘盟

T . S ロータリー工法協会

大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 4 丁 目 2 番 21 号

( 新御堂筋ビル 8 階) 電 話 (06) 304- 3479 

負 荷電 流 値 回転押込み時間 圧 力 水 圧

ｲＭＭ ｉ ｾＭＭ づ 一旧ー一 ＨＭ ａ ｭｰｬｭ →一Ｍ 一 10ー一一一15ー(r 「p-m)+  m 
(kg ーo-，)1↓5  

。=1=要。

4  

一

( Amp)  m)  g  00') 

ｦＭ ｉ 伊 ＭＭ｜￧Ｍ ｾ一一 ＭＳＰＰＭ 10-一一一15ー- 20 。一一iヂl← 15

t ど

/  

主

( Amn)  

ｾ ユ ＩＫ 初
f - I∞ ｾ ∞ー 10 15-

一一ｾ 事

トー

協 会 会員

ア サ ノ ポ ー ル (鮒 f t (03)  356- 3171 

関 西 ア サ ノ ポ ー ル(鮒 f t (06) 376- 3171 

日 本 ヒ ュ ー ム 管 (鮒 合 (06) 345- 3433 

日本ヒューム管(槻本社 f t  (03)  433- 4211 

大窯コンクリート工業(鮒 合 (06) 458- 7151 

(鮒大洋コンクリート本社 告 (06) 458- 5761 

旭 商 事 (鮒 f t ( 07463)  2- 2130 

一 元 産 業 側 f t ( 06) 419- 4581 

応 用 計 測 工 業 側 f t (06)  380一0121
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L  

場所打ちR C拡底代、工法

Zeni taka Tone-Iくo;i Reami g Met hod 

財 団 法 人 日本建築センター評定番号 BCJ - F258 認可日 昭 和56年12月28日

縄自IJ 機 (R RC- 30U) 割高り 出 された Z TR杭

Z T R工 法 の 主 な 特 長

( 1 ) 硬質地鍛の掘削が可能で、あり、 中 間 府 に 硬 い 地 盤 が 介 在 し た と き の 貫 通 や 、 支 持 地 盤 に 確実 な 根

入れ深さを確保することができる。

(2) 杭底面形状は平坦な仕上がりとなる。

(3 )  掘 削 機 に 取 り 付 け ら れ た 傾 斜 計 お よ び ア ジ ャ ス タ ブ ル ガ イ ド に よ り 、 掘削 中 の 精 度 管 理 が 容 易 に

行 え る の で 、 垂 直 性 の 確 保 さ れ た 杭 が 施 工 で き る 。

(4 ) 地 上 の 表 示 装 置 に よ り 、 拡 底 掘 削 状 況 を 正 確 に 把 握 す る の で 、 信 頼 性 の 高 い 拡 底 杭 が 施 工 で き る 。

(5)  孔 底 で の ピ ットの 開 聞 が 容 易 に 行 え 、 し か も 、 掘 削 機 の 自 転 お よ ひe公 l伝運動 に よ り 刃 先 が ト ロ コ

イド状軌跡、をえがくため、スライム寄せ集め排出を確実に行うことができる。

(6)  軸音11掘削には、 R R C - U機、リパース機、アースドリル機、 べノト 機 の い ず れ も 使 用 可 能 で あ る 。

回 利 根 玄 事 株 式 会 結

本 社 東 京 都 目 黒 区 目 黒 1 - 6  - 17 fi '  (03)  492- 6625附

支庖 ・営 業 所

西部統tli 支! 万 台 (052) 586- 2588 松 山 出 張 所 tr (0899)  21- 3537 

稲 岡 営 業 所 会 (092) 611ー 1176 高 知 出 張 所 tr (0888)  24- 5657 

仙 台 出 張 所 合 (0222) 38- 3264 紋回目1. ｾｾ所 ｴｲ (0186)  48- 6618 

新 潟 出 張 所 会 (0252) 29- 4098 宣誓表部 tr (0462)  67- 0205 

、‘



i信頼の墓礎割り56守

〈営業種目 〉

・基礎工事全般( 場所打ちぐい、

既製ぐい打ち工事他)

・アースアンカー工事

・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 煙 突

・サイ口建造工事

・地盤改良工事

・法面処理工事

， 
1979年度 機械振興協会賞 ・発明大賞笹川特別賞受賞

東洋式拡底リノミース ( TFP) 工法

l号01 東芹基礎工業服茸会社

代 表 取 締 役 社 長 杉 村 繁

本 社 東 京 都 渋 谷 区 広 尾 5 の 4 の12 f t  (03)  444- 2141 (代 表)

関 西 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 の 6 の 3 f t  (06) 441 - 6678- - 9- 1013 

営業所/ 札幌 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡 厚木研究所 関連会社/ 明和機械株式会社
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公 害 対 策 工 法 の 最 先 端

コ ン ク リ ー ト パ イ ル ・ 鋼 管 杭

-t 
同j|2

.

r

，
・

•
• '

e

g

e

 

、

e

n

-
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-

-

s

 

e
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、

• 
0

・

、

三 国 ｾＺｄｉＡ
貧買E合セメントミルク、少量E主入しつつ肖lHL

・ 商lHL'li: 7

宮配合4尉葺寄液注入

ヒッ ト

工 法

プ レ オ ー ガ ー に よ る 地 盤 沈 下

杭 研 り に よ る 杭 強 度 の 劣 化

に 対 応.グ

、

1  ) 地盤沈下を 惹 起 しない。

2  ) 打撃装置を持たない。

( 無振動 ・無騒音)

3  ) ベース底まで非加頁のセットが自由。

4  ) 適性地盤の範囲が広い。

5  ) 残排 土 が 少量。

6  ) 杭周面に空隙が発生しない。

7  ) 孔壁安定液が不 要 で‘ 、復元力が大。

8  ) 信頼性の高 い施工。

H1 T 工法 施工順 序

川

川

川

醐

三 ｮ ｶ ｲ［Ｇｦ ｾ Ｚ Ｇ
，.. 昼、
〆 砂

。.

ー、
e 内.
、ー

;0 .  ［ｾ 。

ヨl 抜 き

回転によりフリク ション

を除去して押し込む

完 了

( 聞 は 臨 時 附 )

まで劃慮、高止ま'Xl なL

建 込 み

qb 株式会社広島組

代 表 取 締 役 亀 竹 英 男

干 536 大 阪 市 浪 速 区 稲 荷 1 丁目 1 - 12 T E L 0 6- 5 6 2 - 3 001 ( 代表)
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.. 

グ 新 し い 場 所 打 拡 底 抗O MR工 法 グ

O M Rエ3去

( 財) 日本建築センター

認定番号 BCJ - F178

リバースサーキュレイションドリル工法

アースドリル工法

ベ ノ ト 工 法

K P C工 法

連 続 壁 工 法

N K T B  

場所打鋼管コンクリート杭

( 財) 日本建築センター

認定番号 BCJ - F 329

⑧ 丸 五 基 礎 工 業 株 式 会 社

取締役社長 石 島 正 康

本 社 干 530 大阪市北区東天満 2丁目 6 番 2 号 ( 南森町中央ピル 7 F )  T E  L  (06)  358- 360H的

関 西 支 l吉 〒 530 大阪市北区東天満 2 丁目 6 番 2 号 ( 南森町中央ヒ' ル 7 F )  T E L  (06) 358- 3601(的

東 京 支 l吉 〒 135 東 京 都 江 東 区 東 陽 6 丁 目 3 番 30 号 T E L (03)  649- 5131附

名古屋 支 庖 〒 451 名 古 屋 市 西 区 域 西 1 丁目 4 番 12号 ( 石田ピ J レ6 F )  T E L  (052)  524- 6181間

福 岡 支 J吉 〒812 徳 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 1丁目 3 - 11 (住友博多南ピル) T E L  (092)  472- 4392(ft) 

広島営業所 干 720 広島市中区大手町 1丁目 1番20号 ( ニュー大手町ピル 4F ) T E L  (082)  246- 3211的

高松営業所 干 761 高松市香西南町490- 1  ( 香西 グラン ド? ンンヨン 301号 ) T E L  (0878) 81ー 2 2 5 7

技術研究所 干 530 大阪市北区東天満 2丁目 6 番 2 号 ( 南森町中央ピ J レ7 F )  T E L  (06)  358- 2301刊
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支持力倍増・省資源時代の場所打拡底杭

ハーマン工法

⑧ 丸 広 基 礎 工 事 株 式 会 社

本 社 ・ 干135 東 京 都 江 東 区 永 代 2 丁 目 30番 9 号 宮 03 ( 642) 6605( 代 )

営 業 所 ・〒132 東 京 都 江 戸 川 区 船 堀 5 丁 目 10番 4 号 宮03( 687) 1015( 代 )

千 葉 営 業 所 機 材 セ ン タ ー

・〒272- 01 千 葉 県 東 葛 飾 郡 浦 安 町 東 野2690番 地 雷0473( 52) 4995

、
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新時代の工法

RODEX工法は拡大ピ ットおよび撹持認を有する特

殊な掘削ロッドを用 いて施工します。まず偲削液 (主

に水) を注入しながらプレポーリングを行い 、施工地

盤に泥土化させた掘削孔 を設けます。さらに所定支

持層を掘削ロ y ドの先端部に取り 付けである拡大ピ

ットによって拡大J思削し、恨固め液を注入しながら、

支持府中の砂 ・僚を混合俄梓して、拡底根回め球根

を築造します。( くい周面摩擦力の噌大を考慮する場

合にはくい周同定液を注入します) そして掘削孔へ

特殊キャ ッフにセッ卜したくいを建て込み、くいの

(1 重枕設および問中潤! 設によ って築造している拡底

恨固め球恨古11 にくいを定石し、くいと支持肘の一体

化を計り、支持力の発現を行う工法です。

R ODE X  

建 築 基 準 法 第38条 認 定

建 設 省 東 住 指 発 第15号

旭化成建材( 株) パイル営業部

営 所 ・札幌市 中央区南1条 西4丁目 ( 日乃出ビル) ft 011 (221)  0805 

・仙台市中央2- 9- 16( 朝日生命仙台中央ビル) f t 0222 (23)  5155 

・東京都千代田区内幸町トト1( インペリアルタワー ) ft 03 (507)  7568- 7574 

・静岡県富士市鮫島2- 1  f t 0545 (63)  7574 

・名古屋帯中区錦2- 2- 13( 名古屋センタービル) f t 052 (221)  9654 

聞大阪市北区堂島 1- 2- 6( 新 大 阪 ビル) 公 06(347) 3840

・広島市中区大手町 1- 2- 1  ( 広島東京海上ビル) f t 082( 247) 6141 

・福岡市中央区天神 1-1 0- 17 ( 西日本ビル) ft 092(721)  7260 

時代の要請に応える既製コンクリー ト杭

- 基 礎 の 設 計 に 欠 せ な い コ ン ク リ ー ト 杭. . . . . . . . .  

. 耐震 設 計 に応 え る 複 合 杭 ( S C杭 ) ・・・…・

. 異 径 杭 と の 接 合 を 可 能 に し た 杭・・・・

. 無 振 動

無 騒 音

法

|じに口桝州州ル4伍仰5印……Oト0- s68吋哨叩併尚州80…で

設計を可能にした中畑り工法

係地盤に適した 11I 1幅埋設工法 ・・ ・・・ ・. .. 

. 低 騒 音 型 油 ノ マ イ ル ハ ン マ ー ・・ ・・・

O N A， H トONA/ ¥' イj レ

(J I S A  5337)  

S P N- ONNI てイ j レ

( 建設γLif淀川- (l:f肘e113i } )

NC S - S T  I¥' イJ レ

Ｈ建築七ンタＭＱＮＧｾ定 品 Ｍｂｃｊ Ｍ ｆＳＰＴ Ｉ

N A K S工 法 (盤大ヒ "J トによる中掘り拡底工法)

(l l i 設' ti認定工法一点住指先日} )

R OD E X工 法 (回転埋設鉱底工法)

( 建設行認定工法一点{ 凶行づき187} )

HY S I NCハンマー

ｭ 技庁ｾ｜Ｚ￬｜ ＸＳＱＰＵ けＩ

製 造

販 売

施 工

寺田恵コンクリート工業練式会組

西 部 事 業 本 部 大 阪 営 業 所

日コン販売椋式会組

大阪市東区 町4 r 日4i 舎の 1(本間Pl U' 村ピル5断) 屯 ｊｾ (06) (262) 1765醤 ( 代表)
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S R C構造計算規準改訂

案について

南 宏一

改定の基本方針

改定の基本方針は、 (1) 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 規 準 を

5 R C規準 に 含 め る 。(2) 混 合 椛 造 、 合 成 構 造 ( 建

築 セ ン タ 一 指 針 で は 併 問 構 造 と な って い る ) の 設

計 に 必 要 な 事 項 を 含 め る 。(3) 現 行 規 準 で は 解 説 に

示 さ れ て い る 具 体 的 な 設 計 式 を 規 準 本 文 に 盛 り 込

む。(4) 保 有 水 平 耐 力 の 検 討 に 必 要 な 事 項 を 成 り 込

む。 (5) 5 R C 椛 造に関) 1 ! する事項のみを盛り込む

ようにし、 R C規 準 や S 規 滋 と 重 被 し な い よ う に

する 。 (6) 閲 述 の R C規準、 S 規 準 と の 整 合 性 は 図

るが、 5 R C と し て 合 理 性 の あ る も の は 、 で き る

だ け そ の 特 性 を 生 か し た 内 森 を 様 り 込 む。 (7) 耐 震

安 全 性 に 対 す る 検 討 は 、 建築 基 準 法 胞 行 令 と 同 じ

考 え 方 に そ っ て行うものとし、 中I也渓 に 対 し て 許

容応力度設計が行われた建物の大地ｾに対する安

全 性 の 検 討 は 、 保 有 * 平 耐 力 が 必 要 保 有 * 平 耐 力

を 上 回 る こ と を 確 認 す る こ と に よ って行う 。 (8) 地

渓 カ を 含 め て 必 要 な 設 .{I 荷重は主l ! 築u ; 準法施行令

にもとづいて} ; ( ，'i'，する 。 こ と な ど で あ る 。

規準の構成

続 準 は 5 f ，! よりなり、 m1  - rTi は総fjlJ 、第2 J 立は

材 料 、 第 3 ｾｴ は構造の細 ｒｉｊ 、第 Ｔ 市は許容応力皮

に 基 づ く 設 計 、 第 5 ｩＧｾは保有ノ ｫ 平耐力の検討にな

っている 。 現続準との大きい迷いは、 m3 :CI と第

5 市 が 新 し く 設 け ら れ た こ と で 、 と く に 第 3 : 1立は、

5 R C規 準 を 適 肝iで き る 建 物 が も つ べ き 精 進 紺 測

を ま と め た と こ ろ に 特 色 が あ る 。

改定の要点と規準案に対する意見・要望

改定案は、 38条 よ り 構 成 さ れ て い る が 、 そ れ ぞ

れ の 条 文 に お い て 特 色 的 な 事 項 お よ び そ の 粂 文 に

対 す る な 見 ・嬰 望 を 簡 単 に の べ る 。

1条 適用範囲 S  R C HI l 迭と鋼管コ ンクリー卜構造

とを同ーの続準にまとめ、また、住 S R C / はり S な

どの合日比例造、混合川造が、現t見準よりもさらに偵般

的に取り鍛えるようにする 。

2 条 計算手順: J午谷応力度に4 ; l i づく" 生計だけではな

く、保有* 平耐プJ の検討を行う方法を示し、建築基準

法との整合性を l主lった

3 条 記号 : 現規準と問機に使用した記号を本条にま

53、および S C W5 3 - C  F カず加えられているが、 S M 21条 継 手 : S R C としての継手に関する具体的主設

58は今回の改定では除かれている 。 J'十式を示している 。 とくに、巽極構造部材による構造

5 条 鉄筋の品質、形状および寸法: ; 見規準と同じ 。 物の設計の自由度をあげるために、巽種機造部材の継

6条 コンクリートの種類および品質・ 現規準と同じ 。 手の設計法に持色がある 。

7条 構造細則 ・1見規織で構造各部の条文に入れられ 22条 柱 脚 : 柱脚を非埋込み形と埋込み形とに分類し、

でいる細則を、すべて本条に集めて、 S R C造建物と それぞれについて累加強度式による設計式を示してい

して備えるべき計算外の最小限の規定をより明らかに る。

なるようにした。主筋、あばら筋、帯筋なと' の最小量、 23条 基 礎 : とくになし 。

最大間隔や、鉄骨部分の個材組1長比、フランジ幅厚比、 24条 スラブ : とくになし 。

鋼管の径厚比なども、ここに示されることになるが、 25条 耐震壁 : 改定にあた って新しく設けられた条項

具体的数値は解説にまわるものもある 。 である 。鉄筋コンクリート壁に平鋼筋かい、鋼板、形

8 条 適用範囲 : とくになし 。 鋼筋かいなどが組み合わされた耐震壁のｾ加強度の考

9 条 荷量 および外力とその組合せ : ｾ山見準と同じ 。

10条 材 料 の 定 数 : 現規準とほぼ同じで、せん断弾性

係数に対する数値が加わ っている 。

11条 部材の骨l性の評価 : 岡IJ 性評価は弾性同IJt I: に立脚

して求めることは現規準と同じであるが、部材岡'J t' l: 評

価と部材設，H計算とのあI応が良いように考慮している 。

とくにたれｬｩＦ・腰ｬｩＦ ・ そでｾなどの雑壁 ｈ の部材の剛

性を母材の剛性と壁部分の岡IJ t' l :の有l によ って評価でき

るようにしている 。 しかし、この考え方は R CfIII造に

おける雑墜に対する与え }j と大きく異な っているので、

これに| 則する条文は再検討されている 。

ＱＲ 条応力および変形の計算の方法 Ｚ 現ｾｊＮｉＮ準とほぼ同

じであるが、長スパンの S R C はりのたわみなどの検

討に必要な岡IJ 性を、 R C部分と S 音s分の剛性にもとづ

えによる設計式を示している 。鉄筋コンデリー卜部分

の耐力は、極限解析による手法を応用して、コンクリ

ート、墜筋および周辺骨組による拘束効果を考慮した

式によ っており、 R O見準の式と若干奨な っている 。

ただし、周辺f i 組の拘束効果の算定式が少し煩雑であ

るという指摘が寄せられているので、設計式の再検討

が行われている 。

26条 適 用 範 囲 保有水平耐力に対する適用を示す。

27条 必 要 保 有 水 平 耐 カ : 路行令による 。

'  

28条 形 状 特 性 係 数 : 施行令による 。
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〈泉} J II 型の闘IJ 性 j 判面式を示している 。 によ って算定する 。

13条 施 工 時 応 カ に 対 す る 検討 : 現規準と同じ 。 31条 材 料 強 度 : 原則的に施行令による 。

14条 許容応力度 . 高カボルトは F 10 T のみにし、 32条 部 材 の 終 局 曲 げ 耐 力 : コンクリート断面 4 級、

汗通ポ J レト、リベ ッ トは除外している 。 また、スタ ッ 主主自主断面2 fill 、鉄' 丹断面 6 極について全塑性モーメン

ドポ Jレトの許森耐力を示しているが、その他の材料に トを求める式を示し、終局面Jカを求める累加l強度式を

ついではほぼ現統治と同じ 。 示す。

15条 基本仮定 ・現続準と同じであり、絡 F 形告s材に 33条 部 材 の 終 局 せ ん 断 耐 力 ; 短期詳容せん断耐力式

ついては、鉄筋コン 7 リート式の部1 M計算訟を残した。 を準問した終局せん断耐力式を示している。 ただし、

16条 はりの幽げモーメントに対する算定 現続準と コンクリート部分については、短期許容せん断耐力が

ほぼ同じであるが、詳響曲げ耐力の計算式は釣合鉄筋 実験耐力の下限値を目安としているのに対し、終局面、I

比以下のぬ合のみを示し、その他の均合は R C続準に 力では平均値を狙い、短期耐力のl . 5倍としている 。

よることとしている 。 また、たれ壁、腹壁の汗界耐力 また、たれ堂、腰壁、そで笠付き古1I 材の終局面.t 力を示

算定法をｾしているが、前述の悶 ｉｊｴ ＧｬＺ， ｦ 利面に Ｑ ｜Ａ Ｑ ｩＮＱＡして ｊ［ｦＭ しているが、現在、 R C HIi 造との重量合性が検討されて

定法について再検討が行われている 。

17条 柱の圧縮 ・幽げ算定 : 強軸l l I l げの単純泉加強度

式のほかに、弱軸曲げ! 日の式も示し、さらに現行総準

の解説に示されている 一般化泉川強度式を本文に入れ

ている 。 また、 Ｒ 紬曲げ圧縮材の然 ｽｪ ｉｈｾ ， 度式、 ｒｃ 部

分の杵等価. t J J にI則する，f i " ' l i 式、そで竪の取り扱い ) J な

どを示している 。 S R C長生主については、現鋼管コン

7 リートになら って令程的な式に変更ーしている 。現行

規準の解説に示されている柱の変形能力を確保するた

めの軸カの制限[ 也を本文に示している 。

18条 部材のせん断力およびねじりモーメ ン 卜に対す

る算定 : せん断に対する設計式の考え方は、 1且規準と

同じである 。ただし、 S R C のせん断に対する特性を

反映させるために、保有耐力を検討する建物の l 次設

計では曲 If 破峻先行を総定せず、応、力計算から求めら

れるせん断力から R C 部分、 S 部分の設J十せん断力を

求めることにしている 。 ヂI孔ばりの設計式、ねじりに

対する/ ! ; え方、 1見規準では不明 liff であ った弱軸および

卜字形鉄骨の取り級いを示している 。 なお、せん断補

強筋のと限{ 直を 1. 2 % として拠案しているが、現在、

その上限値については、 R U 見準の設計式との整合1 "1ー

を検討している

19条 鉄 筋 お よ び 鉄 骨 の 付着 : 現規準と同じ 。

とめたが、鋼管コンクリー卜や保行亦苧耐 }J の内容を 20条 柱はり接合部の算定 現規準に示されている接

合めたために、使用する ｡｣ Ｍ ｾ が ＳＰＰ 近くになり、かつ 合部パネルの設計式を簡単化して本文に示している 。

左、有の添字も被維にな っている 。税在、この記停は、 さらに現規準の解説の住とはりの鉄骨盆、主筋鼠のパ

本文の付録にまわすことが検討されている 。 ランスの判定式、スチ 7 ナの必要断面積算定式を人れ

4 条 材 料 . 鋼材の材極に S MA4 1、 S MA 5 0、 S M ている 。
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いる 。

34条 柱 は り 嬢 合 部 の 終 局 せ ん 断 耐 力 ' 短期許容耐力

式と同じ形の式を用いているが、鉄骨部分については

ひずみ効果や枠効架による耐力上昇を考J志して、短期

J午容耐力の20%1刊しとしている 。

35条 耐震壁の終局耐力 ・終局I泊げ耐力は I 形断商を

もっ位としての曲げ耐力を与える納' l i 式を示す。せん

断耐力は短期許容耐力の式と同じｊｦｾの式としている 。

36条 基本事項 : 架摘の保有水平耐力の算定の基本事

項のみを示している 。

37条 純 骨 組 の 終 局 耐 力 ・とくになし 。

38条 耐 震 壁 を 含 む 骨 組 の 終 局 耐 力 r保有耐力と変

形性能」に示された算定法が示されているが、最近で

はこの算定法よりも進んだ解析法が1>>1予告されてきてい

るので、規準本文より r37粂J r38粂」は削除すべし

という意見が寄せられているので再検討されている 。

まとめ
量

現在、 5 R C 規 準W Gでは、寄せられた意見・

要 望 を 参 考 に し て 本 文 の 再 検 討 の 作 業 が 進 め ら れ

て い る の で 、 読 者 諸 氏 か ら の ζ 意 見 が あ れ ば、 寄

せ て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。 ( 2 月22日J e)
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鉄建協・鉄骨生産工場認定制度 社団法人鉄骨建設業協会

本 部 / 東 京 都 中 央 区 銀 座 2丁 目 2香 川 号 鉄 骨 橋 梁 会 館 電 話 03- 535- 5078t代) 関 西 支 部 / 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 8 - 2 三 晃 ビ ル 電 信 06- 533- 3937- 8

鉄 骨 建 設 業 協 会 の 認 定 制 度 の 目 的 は 、 鉄 骨 生 産 工 場 が 一 般 的 に 要 求

さ れ る 品 質 の 製 品 を 生 産 す る の に 必 要 な 技 術 的 能 力 お よ び 自 主 的 な

品 質 管 理 能 力 が あ る こ と を 発 注 者 に 対 し て 証 明 す る こ と に あ り ま す。

製 品 の 品 質 保 証 は 、 検 査 重点 主 義 で な く 、 適 正 な 品 質 に 作 り 込 む た

め の 生 産 能 力 と 、 管 理 体 制 の 充 実 を 必 須 条 件 と し て お り ま す。 そ の

よ う な 観 点 か ら 、 鉄 骨 生 産 工 場 に お け る 品 質 確 保 に 対 す る 信 頼 度 を

技 術 的 な 面 か ら 評 価 す る こ と と し 、 保 有 す る 設 備 お よ び 技 術、 自 主

管 理 能 力 等 に つ い て 厳 正 に 審 査 、 工 場 を 類 別 し て 認 定 し て お り ま す。

認 定 に 必 要 な 類 別 基 準 ( S 類 と H A 、 M B 、 R C類 の 2 種類) は、

当 協 会 の 認 定 規 程 に 基 づ き 、 当 協 会 会 長 が 委 嘱 し た 学 識 経 験 者 で 構

成 す る 認 定 委 員 会 が 、 建 設 省 住 宅 局 建 築 指 導 課 の 指 導 の も と に 定 め

た も の で あ り ま す。

昭 和56年 建 設 省 告 示 第1103号 第 2 号 の 規 定 に 基 づ く 建 設 大 臣 偲 定 工 場

認 定 工 地 名 代表者名 所在地と電話番号
対 車 鉄 趨 f品

建築物 工場畑町'1

川崎重工業側野田工場

取摘世社員 千葉県野間市ーツ塚118

② S 類
長谷川謙治 制71ー剖ー1121

側駒井鉄工所東京工治

取輔世社民 千葉県怯戸市紙飛台405

② 
4砂

駒 井 和 夫 倒73- 87- 0171

桜田繊械工業側市川工場

取輔世祉畳 千葉県市川市一役新町21

@  4歩

織 田 午 郎 。473- 28- 3145

潟上工業側半田工場

取締世社民 愛知県半田市神1別町1- 1

@  .  
柴 田 季 一 田69- 21- 4111

側東京i t I 骨橋梁製作所取手工渇 伊取締代世社良員孝
茨城県取手市大字下高井1020

② 
.  

02977- 8- 1111 

側 巴組銭工所小山工場 |取野補濁佐社員 亨
栃木県小山市犬塚996

② 
今

02畠 - 27- 2261

日本鋼管側清水製作所

代表取組世祉量 静岡県清水市ニ1呆387・l

@  4歩

金尾 貧 0543一割- 2151

松尾橋梁鮒千葉工場

取輔役社民 千葉県八千代市大和田新回

② "  松 尾 和 孝 686- 3 倒74一回一15日

三菱重工業側横浜製作所

取輔世祉畳 備浜市中区錦町12

@  4如

末永聡- Rl I 制5- 621- 12担

側 宮地鎗工所松本工場 上代褒前取締慢行祉孝畳
長野県東筑 ｾｭｬｩ Ｎ庄 田町 ＱＹＰＹ

② 
4歩

02日92ーお25

側+ 黄河橋梁製作所千葉工渇
取捕役祉敏量古賀

千葉県千葉市新港88

② 
今

山川 刷72- 41一白11

側片山鉄工所本社工場

代袋取締恒祉量 大阪市大正区南 ＮｾＮｨｬｬ 島 ＶＭＲＭＲＱ
⑥ 

今

金子 豊 06- 552- 1231 

川 崎 貫 工 業 側 締 工 場

取締世祉量 兵庫県加古lls矯111町新品 8

② 
4歩

長谷川謙治 0794- 35- 2171 

側駒井鉄工所大阪工場 取締世社J民ｾｬ 失 大阪市西淀川区中島2- 5- 1

② "  
駒井 師- 475- 2111

側春本銭工所本社工場

取締性社民 大阪市大正区南息加l島6- 20- 34

② 
。〉

奥 弁 大= 師- 552- 1461

目立造船側桜島工場

取締世社員 大阪市此花区桜島1- 2- 23 

@  .  
村 山 利 縫 国- 463- 7111

目立造船側広島工場 取輔世社手員11 
広島県尾道市向東町14755

② 
.  

村山 &1t 0848- 44- 1111 

松尾橋梁絢本社工場
取輔惜社調長l孝

大阪市大正区制町3- 4- ] 8

⑥ 
.  

松尾 06- 552- 1551 

ニ菱重工業側神戸造船所

取輔惜社民 神戸市兵庫区布l旺l崎町ト 1- ]

② "  
末永聡- nl l 078- 671ー印刷

側4黄河橋梁製作所大阪工場

取輔世祉量 大阪府幌市築港新町 2 丁

② 
争

IIJIII 敏，t主 0722- 41- 1141 

石川島矯磨重工業{紛愛知工場

代費取絹世祉畏 愛知県知1多市北浜田T l l - ]

② H A類
稲 葉 興 作 国62- 32一回初

側片山鉄工所東京工場

Itl ! 取繍推祉量 崎玉県大里: mI 江市村大字成沢1214

② 
.  

金子 D. 倒85ー描- 1231

川田工業側富山工場

Iti l<取締世社民 富山県東砺波lls福野町首島4610

⑥ 
今

川聞 ，官、樹 0763- 22- 2101 

川図工業側栃木工場

代後取締世社長 栃木県大図j良市下石上1780

⑥ "  
川 悶 忠 樹 02872- 9- 1111 

桜井鍛工附千葉工場 石代宮野町楠武世男
千4躍りみ山武m怯l 切 T谷i l1l25

⑥ .シ

047986-2311 

大和ハウス工業側栃木二宮工場 代石量締取楠役世一 栃本県芳賀lls二宮町02大国字7 -長4i-B幻1210 

11 

② .  

瀧上工業側名古屋工場 取柴崎田由社季長一 名古屋市中川区滑05川2ー町お21--1  

2211 

@  今

トピー工業側鹿沼製造所 足代表立取原繍世明社文長
栃木県鹿沼市さっき町] 3- ]

② 今

0289- 76- 3151 

側巴組鍛工所札幌工場
取野輔湾惜社長 亨

北海道札幌郡広島町共栄54- 7

② 今

01137- 3- 5758 

那須ス卜 5 7チャー工業紛千葉工場 鈴代密木取締正世昭 千葉県八千代市大和刷問7.新ー聞由7一]] -2 

6265 
⑥ 争

日本車銅製造側大利被製作所
取篠締原世社民 治 茨城県徳島都総利町0北Z剖s-of9a2s--4 

1641 
② 今

東日本鉄工側浦和工場
上代袈原取踊世哲社絵畳 埼玉県浦和市大字倒道回局一58 

52ー引51

② 4砂

目立造船協神奈川工場 取村輔山控社手民11縫 神奈川県川崎市川崎倒区. - 水n江8町-4I - l  

111 

@  4砂

附雪島鉄工所本社工場 取宮締島世良社四E 郎
締岡県浜松市中国田T8∞

師剖 - 61- 3131

② 
"  

側 米山鉄工所 代米器山取締糊惜次
千葉県市川市J弘高3- 28- ] 6

② 今

倒73- 70- 1111

側大川鉄工所東港工場
取嶋締本極性量 誠 新淘県新溺市太郎代字0山25の2-下5l55-n2-1371 ⑥ 4歩

」ーーーーーーーー一

鉄 骨 生 産 工 翁 類 別 イ メ ー ジ

類 別 該 当 す る 工 場 の 平 均 的 イ メ ー ジ

- 極厚付を使用する超大型工事などより高度な技術と生産能力、品質管理能力

S 類

を要するものでも、自主的主判断により製作できる態鈴を盤えている。

- 伎術開発の スタッ 7 を有し、 新材料、新工法にも対処する能力を有する。

- すべての鋼樹、板l享のものが適正に取り鍛える態併を聾えている。

Ｎ ＱＵ 階筏度以下の建築物に ついては‘設計図 書の意図を正 しく 犯健し、適切ｾ

H A類

処置を施し J A S S 6 に示されるレベルの品質を自主的に製作できる。

- 平助的生工地燥機は、従業UI OO人程度で溶策機50台を保有し、 6∞kW程度

の契約電力の下で、月平均800 トン位度の加工を行うものとする。

. 9 階程度以下の一般的な建築物については、設計図舎の意図を正しく把慢し、

M 8 類

適切な処訟を施し J A S S 6 に示されるレベルのものを自主的に製作できる。

- 平均的な工場M! 校は、従来日が40人舷度で百年按機を 18台程度保有し、 200kW

程度の契約1 I t カの下で、月平均250 トン程度の加工を行うものとする。

. 3 階以下の一般的な建築物については、完備した設計図書に沿い適切な処置

R C類

をほどこして J AS S 6 に示されたレベルの品質のものが製作できる。

- 平幼I内在工場統傑は、従業員が15人総度で溶僚機を 9 台程度 j!j:;祈し、 100kW

程度の契約電力の下で、円平均100 トン程度の加工を行うものとする。

(i ! )刈卑瞳築物欄町略骨 @全ての撞需物. @ 軒円高さ 9m以下. 隔とり間 13m以下. かつ延べ面楓3.00001以下町控聾物

認 定 工 地 名 tt 晶昌也 所在地と電話 酢 刀
同 卑 鉄 鐘 凶

漣察物 仁地問汚'1

片山鉄骨橋梁鮒大牟田工場

代占取楠惜
福岡県大牟閉市大字草木137

② H A類
片山富 戸自11 個判制 5281

金川建設側本社工場

取輔世社民
大阪府門呉市大字三ツ 島631

@  今

金 川 孝 J
07田- 81- 3281

川岸工業側大阪工湯

取楠世社民 Ｂ，ｾ＠ 大阪府羽曳野市広瀬245

② 
φ  

福島 0729- 56- 2261 

川岸工業側岡山工場

取輔世社民
岡山県笠岡市TA平字西吉原1637

② 
.  

福島 '-!! 曲砧6 - 6 - ね91

川岸工業側 恵山工場

取締世社民
山口県徳山市大字架庖 1023

② 
命砂

網島 魚 崎34- 25 国33

川図工業側四国工場

I U取繍世祉畳
香川県f中$ 度郎多度津町西港町17

② 
勺〉

川 田 忠 樹
曲 773- 2- 5115

側菊池鉄工pJi ffl 工場

It l <取楠役 大阪府堺市大j兵西町10

② 
.  

菊 池 泰 夫 0722- 21- 73∞ 

佐世保重工業側白岳鉄構工窃

代表取摘世祉保
長崎県佐世保市 (1 岳町50- 4

② 
4シ

坪 内 務 夫 個師- 31- 4261

住金鋼材工業側尼崎製造所

社民
兵庫県尼崎市扶桑町2- 1  

② 
.  

F事和 J 空白 師- 482-1041

側正和製作所本社工場

ItJ略取締役 兵)ij i r l 1 尼崎市下坂部3- 2- 40

② "  
松本利一郎 師- 499一四01

大和ハウス工業縦士界工1晶

代産取楠役
大阪府嚇市大浜西田T7

② "  
石 綿 般ー 0722- 33- 1191  

大和ハウス工業側福岡工場

代轟取輔役
福岡県鞍手都結予町f J f 延448- 8

② 
.  

石 崎 般ー 四 494- 2- 22日

高田俊ヱ附岸和田工1晶

代主岨楠役
大阪府f i ! 利田市流木町19

@  
.  

今成 I尊鋭 07剖- 27- 35∞

日本鉄t善工劇紛若松工場

取締世社民
福岡県北九州市若松区北浜1 - 7-1

② "  
有印 t1f技 四 3- 761- 2131

目立造船側舞鶴工泊

取輔世社量
Ji{ Ml }{.f 舞鶴，111: 余部下 1180

@  
φ  

村 山 和l雄 0773- 63- 1似)()

富士車綱(紛滋賀工場

取輔世社員
滋賀県守山市千代町l

@  
"  浅 野 正 敏 0775- 83- 1235 

側豊南製作所山陽工場

It l <取楠役
兵庫県加西市事昌町字五郎池沢乙213

② 
4砂

瀬川凝s _ 07冊4- 9- 2321

丸誠重工業側鶴町工場

代車取締世祉量
大阪市大正区鶴岡TI ート40

@  .  
小田原大造 師 552- 3121

三井造船側大阪事業所
ItI l 取暢極剥性雄量 大阪市住之江区柴谷 1- 2- 32

② 
.  

前回
偶ー回1→111

三井造船側大分事業所

代表取締世社民
大分県大分『巨大学日吉原3

② 
.  

前 回 初 雄 四 75- 93- 3111

三菱重工業側広島造船所

取締性社員
広島市西区観音新聞T4- 6- 22

② "  
末永聡- 011 岨2- 291- 2111

川岸工業側千葉第三工場

取輔世社員
県千葉県東M飾ml 沼南町若白毛1124

@  MB類
福島 0471- 91- 3125 

川鉄建材工業側千葉工場

代高取輔役 千策医ｾ千ＮＡｉＡｩ ｲｬ￯ 新浜田ｔｬ
@  

"  
i賓地 f!ほ 。472- 63- 坦42

大和ハウス工業側東北工場

It l <昭輔役
宮城県古川市小野字中鍛 i R133

② 
今

石 橋 被ー 02四2- 8- 2141

東海鋼材工首脳欄本社工場
土It 書屋取締性義社郎員 愛知県海部部飛島村金岡47

@  
"  国675- 5- 1481

宇野重工側本社工場
字Iti 長野取縄世2富社雄員 ニ重県松阪r 1i 大i 1t町1607ーl

田冊一51- 13日
② 今

川鉄建材工業側神戸工場 代沼草地取楠布役l 犬
神μ 市東灘区魚崎浜町4 3- 2

② 4砂

078- 441一冊目

川鉄建材工業側川西工場 代海高地取締相役夫
兵li1! U鴨川西市見野字清水 188

@  .  
0727- 94- 0139 

側 サンキ ョウ福山工場 代=表好取輔正役由
広島県福山市駅宮町大字上山守371

② .  
岨柑- 76一日15

大和ハウス工業側四国工場 石代占綿取締自役主ー
香川県二n 郡三野町大字大見1610

@  φ  

岨757- 2- . 161

大和ハウス工業側鹿児島工場 石代占矯取楠自役主一
鹿児島県13白血情人町真J f : 7. 品目ノ上2222-1

② .  
四 時' - 2- 2181

(紛丸神鉄工所柏原工場 神代表田取陣l役1I -
大阪府始原市円 lifl 町1∞0 - 16

⑥ 今

0729- 77- ' 321 

側 田中E童i tI 代田書中取楠H役i l 1l  
香川県 ) Ll也市上 ?l 町4259-8

② 
"  曲 772- 3- 曲部

川岸工業(紛千葉第二工場
取補締島世社長 微

千葉県柏市卜余二313
@  

R C類
倒71- 31 - 3181

川岸工業側 市原工場
取福楠島役社員 勲 千i 露仏;!.r111以rliliiiiJ i1Ii 3- 4- ]

@  
"  刷36- 22ーお41

131 
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内面リブ付鋼管の製造

( b) スパイラル法による造管

図 3

鋼管コンフリート品目

鉄筋コンフリー卜部

1 2 7  

場所打鋼管コンクリー

ト杭

…  

…  1.  1  砿f( ! i

…  ，.  .  .、

図 1 NK T B杭

企と

+  

-山j L 与二

迂ノ l Cノ

車自力・幽げモーメン卜・せん断力

。

① 

図 2

内面リブ付鋼管

弘明

1. 場所打鋼管コンクリー卜杭の構成

場所打鋼管コンクリー卜杭は、 r N K T B局 所

打鋼管コンクリート杭J ( 以下 N K  T  B fi' Lと略称)

の名称でu仰をされたものであり、従来の場所打鉄

筋コンクリート杭の耐震性を向上させるため、 図

1 に示すように枕頭部等大きな曲げモーメント ・

せん断力が発生する部分を、鋼管コンクリートに

おきかえた被合場所打杭である 。 一般には鉱底し

ない普通杭よりは、拡! 底抗とすることにより鋼管

コンクリートの耐力が十分生かされ、経済設計と

なる場合が多い。

鋼管コンクリート部の鋼管は、 図 2 および写 真

1 に示すように、コンクリートとの一体性を確実

にするため、内面にリプのついた鋼管となってい

る。 この鋼管はまず図 3 (a) に示すリプ付鋼帯を

圧延製造し、次いで (b) 図に示すようにスパイラ

ル法で造管される 。鋼管の外径は 600 - 2540mm、

板 j写は 6 - 2 2mmの範囲にあり、鋼管の種頬は S K

K41 および S K  K 50である J )

長岡

ｾ＠

Ｄｊ ｾ＠

• •• •. 
l _ j  

2. 4∞ 

N K T B杭

図 4

u  

1，4∞ 

場所打鉄筋コンヲリート杭

図 5 設計例 ( 単働問)

写 真 1

富

寸

富
F

句
」

震

需 ｉ ｾ

" . -
1 11富

1' 1州

富1 1i!

ＡＧￍ ｉｾ＠

自

内蘭リブ付鋼管と平鋼管

砂

様

。

2. 設計

N K T B.l'i tの鋼管コンクリー卜部は、日本建築

学会の鋼管コンクリー卜m造計算規準に準じて、

いわゆる泉川強度式により設討を行う J) この設計

法によると、 一般には図 4 に示すように軸力は充

てんコンクリートで、曲げモーメントおよびせん

断力は鋼管で、主として支持する設計となること

が多い。

建設省住宅局建築街導課監fl 事 q也渓力に対する

建築物の基礎の設計指針 ・付設計例姐」の設計例

品目( 設計例その 1 )  2) において、場所打鉄筋コンク

リート杭の設，Hが示されており、そのうちの 1 基

礎 ( F 2基 礎) の設計結果を引用して、 図 5 に示す。

基礎に作用する長19) 鉛直荷重は約1000 t 、 地震時

水平何重は約130 t である。また同じ条件での N K

T B杭の設計結果を同図右に示すJ }

場所打鉄筋コンクリート較しでは、 1 基礎に直径

14∞mmの枕 3 本を使用しているのに対し、 N K T

B f . えでは鉄筋コ ンクリート輸部径1400mmの l 本杭

とな っており、掘削盆 ・コンクリー卜此は約4 0 %

に減少している 。場所打鉄筋コンクリート杭 3 本

を l 恭礎に問いると、フーチング寸法はおさ 3. 0

m X I隠4 .4 m X 長さ 4. 8m程度になるのに対し、

K T B . f i t : を用いると l 基 礎 l 枕のため高さ 1. 8m

× 帳 1 .9m X 長さ 1.9m程度のフーチングであり、
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図 7 打殺後圧入工法

フーチングのための掘削量 ・コンクリー卜盆は約 シング建込み要領により、 N K T B杭用鋼管を地 ほか抱削に伴う廃土量を少なくする低公害性およ

1 0 %と大幅に減少する 。 これらの掘削貸・ コンク 盤に圧入し、その後、掘削、鋼管内面清掃、鉄筋 ぴコンクリート使用i i l : を大幅に小さくする省資源

ザ リート材料' l ¥> の減は、ケースパイケースではある 衡のそう入、 コンクリート打設を行う 。 性に特徴をもっている 。本杭は日本錫管胸と耐震

が、 N K T B杭での鋼管使用による材料費滑以上 b  打殺後圧入工法: 図 7 に示すように、掘削、 枕協会会只の丸五基礎工業側、東洋基礎工業側、

のものであることが多い。 なお、鋼管径は施工法 鉄筋鎚のそう入、コンクリー卜打設を行 った後、 東京建機工業側、日待建設閥、九広基礎工事側、

の関係より、鉄筋コンクリート軸部径より 10cm小 まだ凝結しないコンクリートに鋼管を圧入する 。 側大洋コンクリート本社で共同開発したものであ

きくなっているが、これについては後述する 。 このとき、鋼管径< 掴削f至。前述の図 5 に示す設 り、日本建築セ ンターの評定を取得している 。

3. 施工

計例では、打設後圧入工法によ っているため、鋼

管径は鉄筋コンクリート納部径より l Ocm小さな値

となっている 。
K T B杭の施工は、通常の場所打鉄筋コンク

1) ー卜枕の施工} ] 法に、鋼管の設置をつけ加えた

ものとして行う 。鋼管の設泣方法のうち、 2 例を

示すと、つぎの通りである 。

a. ケーシング併用工法: 図 6 に示すように、通

常の場所打鉄筋コンクリー卜杭工法におけるケー

4. 日 本 建 築 セ ン タ ー の 評 定

以上、湯所打鋼管コンクリート杭である N K T

B 杭の設計と施工の概略を説明し、場所打鉄筋コ

ンクリート杭に対する経済性に言及したが、この
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炭化ノ'I<素 系 モ ノ マ ー と の 共 ill 合反応によって得ら ギーが小さいため、基材への密在性は小さい。し

施工材料の頁

1 2 5  

常乾型フッ素樹脂塗料

宗 像 誠 二

ポリテトラフルオロエチレン ( P T F  E ) に代表さ

れる 7 ./ 葉樹脂は、 ft" f : 的にも熱(1';) にもきわめて安定

な附1mであり、 41，粘訂性、[ 正取機1 ' 1寺どの &1師物1'1:に

おいても優れた持性を示すことが主nられている これ

らの 7 ./ 素術脂は光、オゾンなどの樹脂劣化Ikl ( - ある

いは被菜、水などの腐食Ikl l じに ι f しでも卓越した安定

性を示すので、近年、耐食、耐候コーテイノグ材とし

て利用されてきた

ポリテトラ 7 J レオロエチレン、ポ 1) 7  /  ft ピニ リデ

ン( PVdF)、 ポリ 7 / 化ピニル ( P V  F ) などが、而.t

食面I候コーテイングとして使用されている代表的 1j. 7

/ ，{ { 樹脂であるが、これらの術1mは溶剤に不溶あるい

は機溶であり、 j存液盟コーテイング材として使用でき

ないとか、号室 ｮｾ￯ 形成に必温を必要とするとかの施工ＱＧ Ｑ

に;相l約があり、建築外装mの汎mt在料IIH制日として用

いるには錐点があ った

しかし昭和57年にJ t ! ! 硝 F が有機溶剤lに然け しかも室

温で硬化できる 7. / 紫術脂“ ルミフロン" をI l IHをした

ことから、この樹脂をピヒク Jレlこmいた常乾生17 'J 繁

樹脂塗料が約 ＱＰ 社の塗料会社により上 ｲｴ￯ され、 ￱ｾ 行性

の良い建築外装用汎用塗料としで使mされるに至った。

本文では、溶剤j可 j容7 ッ繁樹脂ルミフロンの特徴と、

これを用いた常事E型フ y 紫樹脂塗料の塗料、塗肢の特

性について紹介し、あわせてこの塗料の弾性l吹付材用

トy プコート塗料への適用性についても若 F紹介する 。

ルミフロン

ルミフロンは、フ ､Ｇｾ 系のモノマーと数紐頬の

表 1 ル ミフ ロン標準ワ ニスの特性

車市 l立 不fo[ (1e分 0 1-1佃i'

銘 柄 溶 剤l

Ｈｩ ｾ 枯喧 」 十指肱 ｽ (%1  {明KOII /凶

LF- I 00 キシレノ Z ，- Z .  50 26 

L F - 200 4匂 Y  - Z ， 60 31  

しF - 302
"  

L  - W  50 24 

LF- 400 
。

L  - W  50 24 

れる、 J 同古品性で透明な O H基合有フ γ 紫 術1mで

ある 。樹脂のフ y 業 合1まは 2 7 - 3 2 wt %であるが、

フッ素系モノマーと炭化水紫系モノマーとが交互

に配列した鎖榊迭を持つポリマーであるので、化

学 的 に 安 定 で あ り 、 耐 候 性 が 良 い。 一方、ポリマ

ーを構成する炭化ノｾ，ｦｾ系モノマーの種類およびそ

れらの相対的な虫を調書Eすると、樹脂の溶剤への

溶 解 性 、 硬 化 特 性 を 変 え ら れ る し 、 ま た 塗 肢 の 硬

度 、 可 俊1' 1 : も調書世ができ、川途に応じた塗料用制

IJ 旨に設計できる 。 ルミフロンは分子量 ( Mn ) 2000 

- 100000、O H価 ( mg K OH/ g- r esi n) 30- 150、 酸

(面 0 - 1 0の樹脂であり、 表 1 に示した特性を持つ

ワニスとしで、ｾ料会社に供給している 。

常乾型フッ素樹指塗料

以 t に述べたルミフロンを、ピヒクルとしてm

いた常陀型フ y 葉 樹1m塗 料 の 特 徴 を 、以下 に述べ

ることとする 。

硬 化 性 : ルミフロンはポリマー鎖に O H基 を

f寺っているので、イソシアネー卜系硬化剤を配合

することでウレタン系常乾型塗料となる 。 その硬

化 迷l豆は汎mアクリルウレタン塗料とほぼ同等で、

ある 。

顔 料 分 散 性 ・ 通常フ ・/，，{{樹1mは顔料との“ な

じみ " が小さ く、顔料の選択が維しい点があった

が 、 ル ミ フ ロ ン は 線 機 顔 料 を は じ め 、 多 く の 顔 料

を良好に分散できる 。 ただし持定の布機顔料( 例、

フタロシアニン系) に対しでは般簡を持ち、より

極 性 の お い L F - 400 ( 表 1 参 照) を ベ ー ス と し で

分 散 剤 を 併 用 す る 方 が 、 良 好 な 顔 料 分 散 性 、 調 色

1'1:がi号られる 。

塗 装 性 : ルミフロンは、表 l に示 したように

幅 広 い 粘 度 を 侍 っ た ワ ニ ス で あ る の で 、 こ れ を ベ

ースとする塗料は、スプレー 、ロール、刷毛な ど

を用いる極々の刀法で塗装することが可能である。

密着 性 : ふつう、フ y 索街路は、表面エヰ、ル

a  ワー λ ベ - J.. b :  "/ U  I タイ ノン 7 不ートを合ι・

椴 1面a 色 l主

i即日硬化剤 特 徴 ・用 途

{同KOII /gl ( ガドナー}

く 2

イソ ン Ｗｾ ， トb 両事占皮デイプ

メラミン ハ ケ . ロー j レ塗袋他

く l
"  

( 丘粘度タイプ

スプレー ーデイ yプ塗袈1血

く l
。

紫外線カ y トタイプ

クリア保護塗装他

く l • 問責含有タイプ

1. 3  

有機顔料配合{ 也

表 2 ル ミフ ロン塗膜の基本特性 1) 表 3 屋外暴露試験結果

ルミフU ノ，同 n= 加。 o∞叫 アル ミ阪( アロ ジノ

ｾ同∞ Ｉ b )  唖鈴踊1垣 本 チ ョ ー キ ノ グ

自己
£ロh  室温硬化処}i

暴 S宮 JJ; I i¥庁

硬 化 条 件 R.  T.  X  3  J] 

111 由奇 j中 制。 アリゾナ

ω- ω ・銭高反射光沢 8  2  五島2昔年数 ( 年) 3  2  2  

鉛' f f 硬度 2) 3 H  

面ti得制作: J )  秀

! ! 百射光悦( l ys) 30万 30万 38万

面17 ジ / ' 7 インキ汚染件:4 ) {憂
塗IJ 長の表面変化 保光持率沢

色) ' "
保光持準沢 色」を 保光持率沢 色 差

耐温水噴霧性別 秀

2. 7

4 E  

1.3

4 E  

0. 8

4 E  

エクセリン試験 ( 5醐) 合格
. ) ルミフロン( 常乾) 93 %  9 2 % l国) %

クロスカ y ト試験 100/100 1'1 

ルミ 7 ロン( 焼f . t ) 95 1.5  93 1. 1  l制) 1. 4  

|百1. : 桁弗水浅漬後( 2 時n日) 100/100 色

T - 折幽け' 試験 2 T  主主 7 '7

'

)  Jレウレタン 22 3.8  *  15 2. 9 *  16 3.2 ホ

デュポン i面量産試験 50cm H斑

1) 堀川 " :，.. 暗クロム処理ア ルミ 械{ 吋み0. &聞)

焼f . t 7  ' 7リ 1レ 18 2.1 権 17 3. 2 場 9  2. 9 *  

2) 暗IK観測され( 1 ぃ唖111:限咋
bJ ポリ 7 .，化ピニ 1) デノ

l∞ 4. 6 !日) 2 .0  
l∞ 1. 8  

J )  与ンロール ラプ瓜職

3長

4 )  t ;... レノ1貨の妓11汚 染

5  ) 銅版塙付. 噌幌 λ クラ ，1'‘ 5 %貴極水. ぉ' C < 拍∞

l塗色l英

ポ リ エ ス テ ル 18 17 *  25 18 .2  *  58 1. 5  *  

時間

ポ，) j1J. ft ピニル 53 4. 5 ホ43 5.6 l国] 1. 2  
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かしルミフロンを用いた塗料の器材への花11'j 性 は

ア ク リ ル 系 塗 料 と ほ ぼ同等であり、種々の碁材に

塗装できる。とくにステンレス、銅などに対して

は従来の塗料よりも、むしろ良好な密在性を示す。

また、. i l l : ね塗り性についてもアクリルウレタン系

塗 料 な ど に 比 べ 優 れ て お り 、 パ ー ジ ン 塗 脱 、 各 種

旧塗肢に対し、いずれも良好な密在性を示す。

塗膜の初期物性・ 表 2 1こTi 0
2

を配合したルミ

フロン系 Ｑ ［ｾＧ 乾型フ ｹ 紫塗 膜の初期物性を示した 。

ルミフロンは造膜性、顔料分散性が良好であり、

しかも透明な術加であるので、平滑で光沢が高い

塗 肢 がif ! . られる 。 塗肢の硬度と可憐性のバランス

および耐溶剤性、耐汚染性などはアクリルウレタ

ン系塗JJ 英とほぼ同レベルにある 。

塗 膜 の 耐 候 性 : サンシャインウエザオメータ

( SW O M) を用いた促進 耐 候 性 試 験 結 果 と 天 暴 試

験 結 果 を 、 そ れ ぞ れ図 1 および表 3 に示した。 l苅

l に示 したようにルミフロン系塗股は、 S W OM で

6000時間暴露した後でも初期光沢の8 0 %近 い 光 沢

を示す。 また、表 3 に示したように、樹脂の劣化

IJ H. が災なる地点における天暴結果においても、

ルミフロン系塗 ｊｊｾ の光沢低下、色差変化は小さい。

さらに、 Ar i z ona における E MMA Q U Aテストで、

200万 l angl eyの光量を照射した後でも、ルミフロ

ン系塗肢の光沢保持率は 7 5 %を示した。 ア ク リ ル

M n  P.gm朋 t Har d噌 『

也 e. l ① 叙X旧 C ト 90 I S OCY  A N A  T  E  

F ② 20000 CR- 90 I S OC Y A NA T E  

③ 4似) ( ) C R-叩 I S OC Y A NA T E  

@ 似X旧 CR- 日 I S OC Y A NA T E  

! 脚 2叩 30C旧 4α 泊 目別 問 。

S WO M畢宛時間 ( hr )

図 1 ルミフロン系常乾型塗料の耐候性

系 塗I1英およびP V d F系塗肢の光沢保持率が、 そ れ

ぞれ 1 5 %以下、 6 0 %であ ったことから 、ルミフロ

ン系塗肢の両す候性は 、汎用塗料の耐候性をはるか

に凌叙するものと考えられる。なお、塗膜の機械

憾度、 f中ぴ、動的粘弾性およびガス透過性なども

耐候試験後、 9 0 %以上保持されていることが判明

している。

以上より、ルミフロン系の常乾型フ y 繁 樹 脂 塗

料は、塗肢の初期物性においては、汎用塗料と同

じであるが、その物性を長期に渡って保侍する点

で、まさに建築外装用塗料として打って付けの塗

料と言える 。

*  
ルミ 7 ロンは、その面判長性を損なうことなく、用途

に適した物性を持つ樹脂とすることができる。たとえ

ば、 20' Cで l ∞%以上、 - 2 0' Cで10 %以上伸びる弾性

を待つ樹脂とすることもできる。コン' 7 ，) ートのヒピ

害IJ れに追随できる弾性塗料で既存のものは、面判長性に

欠ける点があることは周知である。そこで、弾性を持

つルミ 7 ロンを、弾性吹付材のトップコート用塗料と

して用いることも、常乾型 7 ' J 紫樹脂塗料の特徴を生

かす用途のーつであろう。

( むねかた せいじ 地硝子株式会社研究開発部主席研究日)

v  
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V フロンは、超耐候性をはじめ、フッ葉樹脂

がもっ多くの性能をそのままfrk-j ζI!Hに発姉は

t しかも、選択白由な塗装体系と電装方法てあら

ゆる新技用途lニ対応、は虫向の分野を大きく妬いていま記

超耐候性フッ素樹脂塗料

V フロン

E個! e 畠山E

常i品硬化型
- 盟国里t ' B' . l JHI

焼付硬化型 町創・T' B' . l 1]1]1 I  

橋梁、フラント、海洋情造物

などの重防食分野

カーテンウオール、スJ 、ンドレ')1.-，

建材なぴ】建鎮用

建材、家電、一般金属製品

などの工場ライン塗装用

- ぐらしを色て狐itHする・ .ぉ111 い z

ｾｾｎｔ 出発 Ｒ ＲＱＶＱＵＳＷｬ
大日本塗料 : f L2長官2l 間l

フッ素樹指塗料の世界を大きく拡げ、た

F t:I5百

#日∞

北陸電力高岡電力所鉄1吾

#70∞京都文化短期大学の外装

ニューガーメッ トの お問 い合 わせ は・-

・工業品塗料部 ・鉄橋建築塗料部・特販グループ

大 阪 ω6)344-1371 ・東 京 (03)279-6441

特5 0 0 0 プ ラント、橋梁 等の重 防食塗装 に

非7 0 0 0 コンクリート、モルタル面の建築塗装に

常温硬化型をプラス。幅 広 い 用 途 に /

超耐候性を保ちながら‘ 常渇から高温まで幅広い温度篤図

での硬化が可能で用途は飛躍的にひろがろうとしていまれ

織 東E ペイント

超而制度性・新しい時代の夢の建築外装仕上材

d l Uヨ司自

常温硬化型フッ素樹指コーテイングシステム

品 種

. 超耐候性復層模様吹イオ材

ボンフロン- スーパー・ホ一口ー

ボンフロン・スーパー・キャスト

. 無機部材( RC.GR C)塗装システム

ボンフロンC

. 金属部材塗装システム

ボンフ ロンM

新 発 売.

フッ 素塗装壁画防水システム

ポンフロン弾性1ン弾同

責任施工 クルー プ

関西ポンタイル材エシステム会

消' O ( 時代から耐乏時代へ。時代のニーズに

マッチした長年月の耐久性を保証すること

のできる完笠な化粧仕上材塗肢を造りあげ

るため、製品づくりから工事・施工、そし

てアフターケアまで、 - l ' t した品質管胞{ 本

;Mとして組織した建築外装仕上集団“ l地内

ポンタイル材 工 システム会" がi . ' { ( f をも っ

て工' 拝を J旦当します。

⑧動i I: : J9" J J I J A会話

大阪営業所 f! 06- 453-6401- 4

〒553 大阪市福島区海老江5丁目2番7号 ニュー野田阪神 ビル
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少し、エアコンの能力も低下する 。 これが進行す 春秋の中間期まで延長する場合に多用されており、

ると、蒸発指コイルの訂霜がひどくなり、連続運 冬期は防風板等を取り付けて季節風の影響を受け

転が不可能となる 。 これを防止するために、外気 ないようにすれば、外気温度約一 5' C まで冷房運

1 2 6  

空冷式パッケージ、エアコン

による冬期冷房

古 角 茂 春

空冷式パ y ケージエアコンの冷房運転可能範閣

は、通常の場合、外気温度約20" C 以上であるが、

電算機室、恒温恒混用、大容量の発熱体のある室

( レストラン調理室など) 、地下街庖舗、通信施設

では、冬期においても、冷房運転が必要となる。

冬期に空冷式パッケージエアコンを冷房運E伝す

る場合、外気温度が低いため、凝縮温度( 凝縮圧

力) は低くなる 。凝縮圧力が低くなると、膨張弁

の能力( 弁を通る冷煤盆) は弁の前後の圧力差に

よって左右されるので、膨張弁を通る冷媒設が減

温度が下がっても、凝縮温度( 凝縮圧力) が低下 転が可能である 。

しないように制御する必要がある 。

空冷式の凝縮圧力の制御は、空気側の市IJ l 卸( 風

盆告IJl卸)、冷煤jfilJ の制御、の二つに大別できる 。以

下に、その市IJ 御方法について述べる 。

空気側の制御( 風量制御)

空気{ 則の詰IJ 御としては、 一般的には、送風機の

発停制御、送風機の向転数時IJ l 却の 2 種類がある 。

送風機の発停制御 これは、複数台の送風機があ

送風機の回転数制御 送風機の回転数を制御す

る代表的な方式として、つぎの 3 種類がある 。

(1) 電動機の極数変換( ポールチェンジモータ)

これは送風機が 1 台しかない空冷凝縮器でも、

送風機の発停制御と同等の凝縮圧力の制御が可能

である 。

外気温度により電動機極数を切り換え、送風機

のl白紙数を制御するのが一般的である 。 しかし、

電動機が特殊電動機となり、また極数を切り換え

る場合に適用できる方式である 。凝縮圧力に応答 るための電磁接触総等の部品点数が多くなるなど

して送風機を発停する場合、圧力/ l 日間総の作動温 の問題がある 。

度差を大きくしないと、ファンモータのひんぱん (2) サイリスタによる位相制御

' d : 発停、また膨張弁のハ ンチングを生ずるので、 凝縮圧力( 温度) が低下すると、サイリスタに

注意が必要である 。 より、送風機用電動機への供給電源の位相制御を

外気温度によ って、数個のうち、 l 個または 2 し、 一次電圧( 実効電圧) を低下させ、電動機の

個の送風機を発停させる方法が一般的である 。 し スリップを大きくして悶転数を低下させる 。回転

かし全部の送風機を停止することは高圧カ ッ 卜と 数を連続的に無段階制御 (0- 100%) できるため、

なるので、圧縮機運転中は常に 一つだけは送風機 送風機発停制御などと異なり、スムーズな凝縮圧

を運転しておく必要がある 。 カ市1](卸が可能となる 。

制御が比較的簡単であるため、冷房シー ズン を (3) インバータによる電源周波数制御

戸手 寸

室ヲ付費

← 冬期冷媒流れ n向

。コ 夏i倒冷fl!l 流れ万向

凝縮圧力( 温度) が低下すると、インバータに

より、送風機用電動機への供給電源周波数を低下

させ、回転数を制御する 。市11御特性はサイリスタ

による位相制御と同様となる 。

インバータ制御の場合には、電動機に余裕があ

れば、高外気温時のI曽速が可能となり、; 部品i侍の

特性改静が行えるという特長がある 。欠点として

は、サイリスタ制御に比し、コストが高くなる 。

冷媒側の制御

これは、凝縮器コイル内に液冷媒を追い込んで、

有効伝熱面積を減らすことにより、凝縮圧力を高

めようとするものである 。

室 内機
図 1 凝縮圧力調登弁使用冷媒配管系統図例

般的に、空冷式凝締結出口冷煤配管に凝縮圧

力調皇室弁を組み込み、凝縮圧力に応じて弁開度を

変更することにより、凝縮器コイル内部での冷媒

液相部分の占める割合を変化させて、凝縮圧力を

調書告する 。

夏期

図2 夏期と冬期の変化

表 1 空冷式パッケージエアコン凝縮圧力制御方式比較

出1) 御 n  式 コスト

送 風 機 予 告 停 制 御 。

空気IMI) の制御
送 風 機

電 動 機 の 傾 数 変 換

(00.虫市III却) I司 伝 数 サ イ リ ス タ 制 御 6.  

ir. I)  御
イ ン ノ 〈 ー タ 市1) I却

冷w側の市1](卸 凝縮圧力調整E弁組み込み
。

一
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ガス

冬期

。優れている O-i _' f 通ム劣る

制 御 冷房運転可能

(1問出 考

特 性 外気温度( 下限)

c，. 

- 5"C 

季節風対策が

必 要

。

。 - 15"C 

冷l点プピ填ほが

事〈♀る

図 1 、 2 に使用例を示す。外気温度が高い夏期

には凝縮圧力が高〈、凝縮圧力調整弁 ( C P R )

は全開となっているが、外気温度が低下する冬期

には、凝縮圧力が設定圧力以下に下がるので、凝

縮圧力調整弁は閉じ始める 。凝縮圧力調整弁が絞

られると、凝縮総コイル内に冷媒液がたまり、有

効伝熱面積が小さくなるので、 J疑給能力 lま減少し、

凝縮圧力は一定値に保持される 。

以上のように、凝縮圧力調整弁を使用すると、

冬期凝縮桜内に凝締結冷媒{ 則容積に見合った冷媒

が必要となる 。 したがって、冷媒充填立が、通常

の装置に比し多くなる 。本方式では外気混度一 15

℃まで冷房運転が可能である 。

*  

実際の使用に当た っては、それぞれの得失によ

り検討が必要ーである 。(表 1 参照)

( こかどし州立る ダイキン工業株式会社大阪営業部技術課)

、e
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ｾ＠ I建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 348一0635) お申し込み下さい。ノ{ ';1 クナンノ f ー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す。 な お 、 郵 送 料 は 実 吹 い た だ き ま す。 年間購読のおけ1 し 込 み も 応 じ ま す。

*  fnは欠号
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転 換 l Vl の

大阪市i住ポ

商業空I l il

コンクリート

日 彬 規 制 と 情 報

成十tIi 血設の l主 I!.J の

( 60!t )  

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検バ まちづくり インテリア 何年技術i .fr 労務。 ｉｾ tr'I 

80年代の告11 .  
- 事27回青年世術

"立..1- のため
昭和55年

市と主tt 築ー - 今後の省エ - 最近の銀行建聾
住 宅 の 建築行政と 紋 近ー の Mrl i 景観と 出 1付 体 育 水 ぎ わ の 今磁の外装

者

の新曲，t 以

(  61集) まちづくりの ネルギーの趨勢 - 安井建築訟1十
耐 久 性 法 m 防 水 工 法 アメニティ 地設の ｳ 没 ｪｾ ｩｉ まちづくり 11欠1・tf上上村

- 転機にたつマノ

歴史と展望 .  iI!!I'i'，'Jt物 事務所作品聾
Y ヨン。畢合住宅 ぷ μ1- 法

.  
台所まわり 災害と法一 r. 11市住宅一 -遣要物と岨- 1'

住宅 田町市E 蝿企 ｬ 不Ｇ， Ｇ［Ｚｦ￮ のｾｾ
昭和56年

職 能 J命

中間の" 古文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安全な環境 { 主まい子 ザイナーのために

国ー関西hこおける t:J 1仕切慢の 第 28 llli 

らしやすい
(62集) 一 北 京 の '81 付 の 生u ，波 翻市liHI を中心t

性 能 評 価 ltjc年技術j {'l

1111 IIi J 十函
と 設 備 をめざして からの発怨 . 8建設計作品集

LUj f 企図の役割 環境とぷjijii

医療地設ー 1I 11r行fiT観 ー - 絵本にみるすま .  !':ii 29凶ヴ

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

I也I或医療と

近 畿 の

まちなみ炎

大阪市庁令 7干とホール ) ; : スパン Ui'3 HI 設 計 いとまちづ( リ 王手技術行 j臥l : ・笠公

( 63!t )  ｾｮ ｮ の展開 ーと IJfl [ l  ff11  J也悠と I由貿 ( 第 1  mll ill 築 t . ' 1 / . 泣 作 品 ! t
- ォーエム・ホ . j也}j の庁

と 人 1 l :1設備 ｾｉＭ 阿 観への， ｩｾ Ｑ，Ｎ、
テル日杭ピ J，

合 ill ｾ島
マイコンの

多燥化する 建 築 と

，ltl 幽1，- t:I tる
大|みi ｾｊＨ と

ｦ ｦｴｴ Ｇｦ Ｚ￭ｾ［＠ Jf Hと

!-I!: illi の:1・?米 4 フィ λ ・ 7 レλ トレ λ ト .  Ｚｲ￭ ＳＰｉＢｉＢｦｩｦＭｈｾｩ＠
昭和58年 関 西 の

建 築 へ の

3 ζ 守 ケ

と 文 化 奇 イ ン テ リ ア { 鉄筋iコノ 7'J 

E  
集 合 住 宅

(64集)
! d ! 築文化

運 動 胞 設 品 質 管 理

ン1 ，台-， ｾ＠ 宇一ミナ JL.

u'z ('i ，i 出 析 . kl'，成! 抑. l : ft
と 生 活 背

を 考 え る 手11 m センナー .  ， 
Ic:: Il ，号 え る lの 変 eIt ト ｉＮｾ ill λf ;  ｉＮ ｴ［Ｍｾ＠ ... 

2J 世紀への
ピルのリ 7レy 建設産業と

- まちの伯仲化
みどりとそれ - 第31 jii]百年

昭和59年 関 西 の 超
ンュ ー内外接 住 環 境 と

と商量空間
消 防 設 備 高齢化社会

技 術 省
光応用シス関西一魅力

ロ ボ ッ ト - 京郎駅南L l l1i をとりまく 床の構工法
(65集) あるまちづくり 高 層 ピ ル

楠修技術の

法 制 度 開発ピル のポイント と生活空! 日l
- ディテー Jレ

テムと建築

を問う一一一
現状と発展ー

IUI 発 ( アパノティ} 人 々 の 思 想

. 1' ，曲線式へ
情 報 化 を ホールーそ 外 壁 材 料

昭和60年 東海の現在
の［ｮＭｾ築

(66集)

大阪湾物語

と 近 未 来

家安 11' 武雄 めぐる建築 れが生みだ - 最近の外 水 と 空 間

. i j ! 築物のJ車

- 都市事情 す 文 化 ー 壁 ( (-li!) 礎を丹える { 予定)

維誌の太きさは司148出からはJ l I . lf の A 4  T'J 宮形、それ以前は 85 判
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日本建築協会

月間の動き

昭和60年 1 月分

理 事

..6.. 

-:z. 

常任理事会

23日 4 時- 5 時 於本会会議室

出席 者 佐 野、市川正副会長ほか10名

議事 (1) 通常総会開催の件

(2)  大阪府知事表彰候補者推I胞の件

(3 ) 叙徴候補者推薦の{ 牛

(4 ) 建築工事実務講習会開催の件( 広島市)

(5 ) 創立68周年記念日の件( 3 月30日)

(6) 借入金の一部償還の件

(7 ) 昭和60年度収支予算作成に関する件

( 会員名簿作成 ・会誌の充実 ・会費収

入の地額)

(8) 電子計算機利用シンポジウム後援の件

(9 ) 入退会者承認の件

(10) 報告事項

編 集 委 員

..6.. 

-:z. 

「外壁材料一憲近の外壁 」特集第 3 回編集幹事会

11 日 4 時 - 6 時 於本会会滋室

出 席 者 横 井 征 夫 幹 事 ほ か 5 名

議事 特集の総論、各論などの内移の検討

安井武雄特集対談会

12日 l  時半 - 3 1時 於本会会議室

出席者 浦辺銀太郎氏、佐野正一氏

当日は、山本純孝氏が同席した。

第 6 団法令分科会

16日 2  ff寺- 3 時半 於本会会議室

出席 者 絵 弁 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) 法令特集の企画について

(2 ) 法令コーナーの企画の具体化

委員会

17日 4  ff寺- 6 時 於本会会議室

出席者 井上委只長ほか 6 名

議事 (1)  2 月号「東海の現在と近未来」特集経

過報告

(2)  3 月号「建築物の基礎を考える」特集

経過報告

3 月号「向由様式への道 建築家安井

武雄」特集経過報符

(3)  4 月号 r. 情報化 をめぐる建築 . IiI I市事

情」特集報告

(4 )  5 月号「外壁材料一段近の外壁」特集

編集幹事会報告

(5 )  6 月号以降の特集企画案

*  rホールーそれが生みだす文化」

*  r まちづくりの手法一法制度の t百周

による事例ー」

(6) 計画特集の企画一「建築をとりまく企

薗と設計 J r 古[ 1 市とスポーツ」の共体化

138 建築と社会 1 19お年 3 円号

(7 )  設備特集の企画

(8 ) 小委員会報告

(9 ) 収支状況報告、そのほか

第 3 回施工材料分科会

21 日 4 時- 7 時 於本会会議室

出席者償弁幹事、 榊委員ほか 4 名

議事 「外壁材料一最近の外壁」特集の企画

・“ 外壁ーそのディテールー" の具体化

. データシートの具体化

第 5 回精進分科会

22日 4 時 - 7 時 於本会会議室

出 席 者 其 塚 幹 事 ほ か 4 名

議事 (1) r建築物の基礎を考える」特集の内容

(2)  r構造の頁 J 6 月号以降の企画

第 9 回投稿欄小委員会

25日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者 中馬副委員長ほか 3 名

議事 3 月号以降の企画、その他

第10回広告企画小委員会

29日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者 井上委員長ほか 6 名

議事 (1) 2 月号「東海の現在と近未来」特集広

告途中経過報告

(2)  3 月号「建築物の基礎を考える」特集

広告途中経過報告

(3)  3 月号「自由様式への道 ・建築家安弁

武雄 J (仮称) 特集広告途中経過報告

(4 )  4 月号 r. 情報化をめぐる建築 . /iII市司王

情」特集広告企画

(5)  5 月号「ホールーそれが生みだす文化

特集広告途中経過報告

(6)  特別企画「大阪国際見本市」報告

(7 )  作品作風関係報告、その他

事 業 委 員
4Z22h  E  

若い会員の集 し、小委員会

8 日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出席者 石古 ・得本両幹事ほか 4 名

滋司王 (1) 前回の事業委民会の報告

(2)  第 5 1ill rみどり学沼会」の実施報告

(3 )  第 6 同以降の企画

(4 )  次年度の小委員会委員椛成

見学会小委員会

10日 6 時 - 7 時 於なだ万新大ピル庶

出席者 上出直IJ 委只長ほか 8 名

議事 (1)  前|司の事業委員会の報告

(2)  12月の見学会実施報特

(3)  II{{ 利 60年 1 月- 3 月の企画

広報小委員会

16日 6  ff寺- 8 時半 於本会会議室

出席者 原見副委員長ほか10名

議事 (1)  l1i J fn!の事業委員会の報告

(2 )  本年度小委員会活動の報告; ! f 作成

若い会員の集 い分科会

16日 7 時 - 10時 於本会会議室

出席者 得本主査ほか l 名

議事 アムジ一室内合奏団の演奏会の企画

委員会

17日 o  ffキ半 - 2 f f 寺

出席者 三品委只長ほか 5 名

議事 ( 1 ) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2)  次年度事業委員の編成

(3)  その他

教 育 委 員
ム
一
品

11 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席者 佐々木 ・安盛両副委員長ほか 3 名

事 (1) 建築工事実務講習会 ・大阪実施報告

(2)  向上 広 島開催について

(3)  建築技術選舎講座「すまいの語録」実

施報告

(4 )  その他

出 版 委貝

A  

A  

講習会小委員会

22日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 5 名

議事( 1 ) ( プロのノウハウ) r建築技術選舎」経

過報告

(2)  同上容の昭和 60年度発行予定について

(3)  その1m

建 キオ 委貝

A  

A  

24 臼 3 時 - 6ff 寺 於本会会議室

出席者 牧田委員長ほか11名

材料説明「ラグストーン」 担当 松本章委員

議 事 ( 1) 今後の検討建材

(2)  今後の「新建材紹介コーナー」

(3 )  その他

、

建 築 ク ラ ブ

新年祝賀会

9 日 6時 - 7時半 於大阪グランドホテル

出席者 60名

建 築 8 団体合同新年支礼会

4 日 2  ff寺- 3 時 於大阪コクサイホテル

出席者 526名

建築防災関係法令研究連絡会

11 日 2  ff 寺- 4 f f寺 於建築家協会( 東京)

出席者 関係 7 団体各委員

議事 ( 1 ) 縫出資料の説明と問題点について

(2)  その他

建 築 業 務 基 準 委 員 会

28日 2  ff 寺- 4 時 於建築士会連合会( 東京)

出席 者 情 成 団 体 各 委 只

議事建築業務基準の検討、前回継続

1  月 の 入 会 者 ( 敏特訓告)

〔個人会以 7 名〕

11' 泌 敏 時1 ｾｴ＠ 敏幸 外村俊治自11

福 井 秀一 汁凶 誠 三谷 宏 子

市 茂雄

訂正l川11川川11川11川川11川川11川川川l川川川11川川l川川川11川t“川川11川川11川11川川11川川川川11川川川11川川11川11川川川11川川川11川川川11川川11仙川川11川川川l川川川11川川11川川11川"川山t“t“川川川川11川川川11川川11川』川111川川111川川川"川川川川11川州』川山川川11川川川11川川111川川川11川11川川川11川11

. 本誌 2 月号「法令コーナー J 記事中、下記の部分の表現を

訂正いたします。

(3)法律面について

①管理組合縦約に以下の点を明記すること。

①管理規約に

¥1 ) 撤去した隔蛍部分の床面積のI曽加に対する対策

ー目共用部分及び土地ー

l  

- 敷地及び共用部分

・本誌 r*海の現在と近未来」特集の常滑焼の Jレポに FtEの

繰りがありましたので、訂正いたします。

伊奈辰三郎→伊 奈長 三郎

辰 三→長三

t  



テトカッバー防水
防水専業的研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完鐙です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に窟み、耐酸、耐. 品位に慣れ、腐蝕しません。

コーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オクロン防水得 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式舎紅

， 
- 防火・防煙シャッター

. ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

- 軽量シャッタ一

回クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

アフターサービスの24時 間 態 勢 完 備

ム鈴木シャッター販売株式会社|

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5 需 2 号 電話大阪 . 市371" 14151 - 6

北陸営業所金沢市長田町. . 番地電話金沢 . 市 65 5135- 6  

神戸営業所 神 戸 市 長 田 区 大 橋 - 電話神戸 。‘ 指1*_. ，....

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両替1 l I T1- 12 日生ピル f t  (943)  6571代 表

東 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・仙台 ・ 水 戸 ・静 岡 ・岡 崎 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・大 海 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 広 島 ・高 松 ・福 岡他 全 国 主 要 都 市

E 圏構造認定( 防火第404号)

.. ‘  

v  

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高緩スタッコ

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

シ ン コ ー 自 宙 開l 。
-

7
明

…

…

E

日

一

…

目

樹

立

-

演

出

.

司

副

劃

W

西

中

ー

す

働

r

'

K

⑧

蒜

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

ｆｅ 亙ヲ ｾＷＱＧｙ ト
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空間・ ili ｾ主股備の貝

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

令意義銅日Z 業社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1 - 25- 7  電 話 ( 434) 6111( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2  1 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震 災 詞 汚 禁 処 童 設 計 施 工

争株式
会 社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 事5561局4944 ( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・空 調 ・衛 生 ・防 災 ・産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 高 大阪市西区江戸場1丁目 91l1' 25号 〒550 電話(06)44ト 8231( 大代)

東京本社 東京郎中央区銀座2丁目2需17号 〒104 1l!; .11i( 03) 535-5251 (代表)

支 社 名古屋大阪・福岡

支 底 札 幌 仙台・新潟・大宮千葉償浜・金沢・天理・岡山広島高松

営機所帯広ー 函館・青森・秋田盛岡・前僑・長野静岡貨回 ｩｾｴ ・
富山・福井・京師i ・神戸 億山・松山 高知 北九州 熊本 ー

鹿児島・君事覇

出 張 所 旭 川 徳 島 怯 江 ・ 徳 島 ・ 長 崎

海外支底 シンガポール ・ホ ノコン

. Mt降水衛生 ・冷暖房

・空気筒和彼自・ ・その他管工事一切の位計・鎗工

⑧ 斎 え 三 業 株 式 会 枇

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー741 1(:側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電 話 06イ443) 5041(<側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

営 雛 所 仙台・千葉・繍浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 般 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 鯵 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

/ ' v' . . .  環 境 衛 生 施 設

1 /三、 l 荷 役 運 搬 機 械

¥、ーノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷・三信ピル

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 償浜・静岡・盟国・岡山・金沢・新潟・香港
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空 気 調 和 股 備

衛 生 肢 備 設 計 施 工

令三建設備工業株ま竃枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 悔 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 鍋 鮫 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 快 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 割 前 浜

。 樟 式 会 社 三 発 空 調

本 社 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁目 13 111' 20号 電 話 06- 363- 1371

東京本庖 東 京 郎 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 3 63ー 1371

支 庖 仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号 篭 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目号 電 話052- 581- 8 571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3 795

出 9民 F斤 青森・秋田・宇都宮・千葉備浜福井京都紳戸・松江・高松・下関熊本・鹿児島沖縄

'-!IIIII. 空 調 衛 生 ・ 冷 漕 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

宮 町 よりよき環境へ妓術て鵠む一一一

- 株式会社意書研

伺崎 町一ー一

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番目号( オートセンターピJレ1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 168- 5  0  3  1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  :U.  - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 総 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4- 2( 三井第二別館)

電 話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。2要望芸貫性惨主主討さ

'  

‘  

t  



【

描

府

ン

ー
一
勧

一……一……

，

一

大

耕

一
目

す

ノ

・

2

諾

校

側

/

前

空

m

辺…

a

l

m
引

所

耐

L

…
…
…

、‘

お担。沙

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

徹送機設備

設 計 施 工

4  

l竣 ・冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

品晶ｾ

ー唖ー

大阪支! 苫 大阪市北区芝田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 ・大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 郡 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

r- 踊 降 雪 空 気 聞 和 股 備

股針施工

換気・除塵殴偏

東 洋 撚 工 総 織 式 会 雄 大 幅 安 信

大 阪 市 西 区 御 本 町 3 - I  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

耳障 をt. ＮｾＮ中央区京舗 Ｒ 丁目 Ｙ T  E  L  ( 562)  I  3  5  I  

支 庖 名 古 屋 ・ 橋 間

ガス股備の般計・施工のご相談は

大阪ガス指定工窓会社・大阪ガス住位繊器特約庖

。大晃設備株式会社

ル Z幹事土: I量償鶴 大阪市北区西天満 5 - 11-12  11 06- 313- 1846 

大 阪 営 鎗 I'1i

彼方世t. 所枚方市甲斐回東町 9 - 3  110720- 49- 2128 

V  

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

3525 西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電箇大阪 ( 458) 3531・
支底・営業所 福岡 ・京都・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本 社 車 京 郵 支 底 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庫 大 阪 市 北 区天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501附

三 賃 支 庖 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361鮒勺

岡 田 市 営 鎌 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 7431(/勺

滋 賀 営 集 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 館 ( 0775) 22- 973鮒勺

Ｔ ＱＧＧＧＧＮ Ｓ 等圏雲 居号 ｉｾ

ーa:電・......

③首途端三重掃員荒

ＮＮＮＮ司 ｾＢｾｉｉ Ｚｉｉｾ・

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 官 邸 (606) 1111代

日本写舗セ ン空ー 〒892 鹿児島市名山町ト7 三 宝 ピ ル 宮0992 (26) 4371 

津山写緬センヲー 干708 i章山市大手町8番5号機範庖会館官08682 (4) 1771  

沖縄写樋セン 7 ー 干筑泊荷風l東 村 線 被 沖 縄 印 刷 団 地 雷0968 (55) 61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田 工 損 幅 譲8 *1:

本 社 大阪市西区京町姻 1 - 6 - 8 1lt係 06(443) 8161 ( 大代表)

(環JJ t . 量産遣事業部専用) 電話 06(447) 0831 (代表)

分析センヲ一 大阪市淀川区三浄屋市l ート35 需 給 06(308) 1491 

支 庖 J I ( 京名古屋・福岡

営 業 所 京都・神戸・姫路・広島高松・松山
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電気・計装・空調工事設計施工

￞ ＢｩＷト・ ｉｾ 工ＺＺ，，［［［ニ Ｓ りレヲ蹟或 Ｘｕ

永

丁 目

ー:: r- "- o iiIii ＮＮＮＮｕ 品畳一事 ＮＮｉＢ｜ＮＮＴＮｾ

= エヨ三時リ境宥車エl . 言.f，王

取 締 役 社 長 嘉 納 イ云 三

干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 郁 港 区 新 構2-16( ニュー軒惜ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 鹿 市 北 反 金 雄 三 丁 目 12- 14 T E L  05幻991) 5  1  3  1  

〒657 神 戸 市 調 ほ 岩 暗 中 町1-2-9( エピスピル) T E L  07引 881) 5  5  7  1  

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2- 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361  ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385)1361  ( 代) 京都営業所 T E L 京都075(311)  1185 (代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

社

本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  06 - 364- 3056  ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 幌 ・ 苫 小 牧 ・浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂 ・三 原 ・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

1 番 3 号

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市2 ヶ所

社

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気 般 傭 ・クリーンルーム・冷鰻房彼自曹

給 排 水 衛 生 設 備 ・ 富 十 滋 楕IJ ! 卸般備・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

位 置十 施 工

必』

:z:玄

ム一

A

造

設 計 施 工

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

士

式

貴

⑤ 

気 株

本

フ タ パ

山

山

代表取締役

大 阪 支 社 長

電 気 設 備

取締役社長

電陽

ｾ＠

Standard 

本土

支 庖

事業所

本 社

東 京 宝 庫

名古 屋 宝 庫

神 戸 支 底

朝

会込

本

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3- 1101

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

株式会社旭大理石工作所

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8  T el  06- 452- 1151 ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2 ー 17 Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡 ・広島・名古屋 ・神 戸 ・京 都

TJ225K骨聖)声

社興

代表取締役 土 井 敏 裕

大阪市 北区西天満 2 了目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

電話 (06) 954- 6661代表

電話 (07746) 2- 0  3  74 

電話 ( 08699) 3- 1365

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取締役会長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

テラゾーブロック

テラゾータイル

各種カラー平板

総合 設 備工事〈設計・施工〉

建 築 ・電 気 ・通信・送電線・プラント・計装・空調・土木

位置十施工

英

電 気 工 事 設 計 施 工

信

〒535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大住

〒709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

電気・富十装工事

原栗

内外産建築用大理石

花嗣岩・其ノ他石材

ネオパリ工

_.ft号、

一、1.--

本社工場

京都工場

岡山工場

取 締役社長

株 式 会 社

電 気 股 備 の JI(

社

庖

出 張 所

ーを

本

支

社

京

社

本

東

支
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特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trl 司( 株) 踊0ヨコ! J D:2

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 E指示・シート防木 ・モ Jレタ Jレ防水

・樹脂注入媛着工法 各組側防法人後喜子補修工事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各傾鮒 ｩｪＵｾ ，主人 ・ 充根・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン・ 5単位タイ Jレ・その他

<>i量 級 築 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー53) ｾＵ Ｑ ＲＲＵ 号
<>日本シーリング工事業筒会身員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  /.J.ι 、比三t : . ' r A - 晶画』 τ T τ

r. . t 初地所IJI 町ピル201 s  ¥4' 2: 1  ; . r宅+守ヨ1: ' ' ' ' 宅7 4 J T T

T E L  06(315}0701 ，.-. -，.  .，. #-・・ 4 唖_r#・

烹二'.IDC S A 守二; "0包1-1-:二aト

セキサンパイル ( S M .A C . P C. R C)  

事 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 22 刈 薄 黛 S i I庖

本 書 士 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭 本 町 パ ス 停 前 )

電 館 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天 理 智 黛 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

。 Ｎ￞Ｑ｟ ｜ｶｾ ，Ｍ 酬の断熱用シｾ人
1易手J ヤ.，- ， .... J -d(み

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 j賓 岡 ?告

本 社 〒629- 31 京 初 府 竹 野 邸 網 野 町 . ? 網 野

T  E  L  ( 07727} 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 踊 針 案 所 〒624 舞 鶴 市 街 米 1 6  0 - 1  

8 rI /'"1イナ11ーシート P

目呈電線株式曾批判別干畑区捌2 T 目1制( 刊圏ピル}

園圃@‘ .....，問、，、， 11ト園『ー一、1 1  _ 1 1  ｾ＠

アノ刀ｬＮ［ ｾａＷ ア Ｒ ミリー製品

.7.，二. . DCSA… … … … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

ＮＷＮ Ｑニ ＮＮｄＢｾ ，ヨニ ｊ . . …………………・・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

Ｎョーニ ｊｄ 干ョーデ吻 ｉｊｾ Ｎ …・… Ｍ……・・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

・安二J DES. ……………………. . . ・ H ・- 地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬材)

. 7. 1ニJ DI J OOO・・…・……・・………コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

社

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀・ 守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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Tf I J I レヲ! 乱暴ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任

種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

施 工
.  

富色 彩 豊
.  

長 尺 物

ロ

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 波・S 大 i皮・V 7皮・ボ ックス i皮.w ジャ ン ポ 波・V デ ッキ

S V ジ ャ ン ポi皮・其 の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グを御請求下さい

ｔｬ ｉｊｉ ＡｊｾヨＡ乱暴ゆ ｊｬ 製造株式会祖

i尉反規格

途用

.. 

電 話 蕨 (0484 ) 42- 3115( 代)

予 価

干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電話 大 阪 (06) 412 - 5131  ( 代)

〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ピ ル 屯話 大 阪 (06) 412 - 5131  ( 代)

大 阪 ・九1"'1・ 名 古屋 ・広 島 ・東 条 ・刈谷

姫路( 東洋 建材工 業. 株)

〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北

4 月 17日 発 売 /

1，400月

噂

東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 場

株式会社 建 築 技 術

罰 160 東 京 都新 宿区 北 新宿

1- 8- 1 中 島 ビ ル

台 東 京 ( 363) 4  2  1  1  (代 )
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t  

アクティ大阪レリーフキャストアルミ松煙仕上

Taiim自 主 主 田 富 順 三 製 作 踊

タジマウオーノレバヰJ レ〈エ クセノレ> l . : t . 、手づくりの〈鋳もの〉の自由

なデザインと味わいを、専用機による特殊成型ノ f オ、ノレが量産しま

す。より早〈、より燦〈、軽量で高性能、建物のエ クステリアから新

築ヒツレにL 、たるまで; ご利 用 L 、ただけます。

素材の選択自由 | 素材はアノレミに限定されてL 、ません。ステンレス、

ブロンスマの製品も可能です。

自由なパターンとテクスチュア | 規絡外 の紋様も、笹11自由にデサ苧

インしてく fごさい。

高 精 度、高 性 能 |シートメタノレを使用し、軽量で強初、製品の均

一 性が高〈、塗装、発色の色ムラも解決します。

塑 型 企 空空到 型づくりから発送まで専用機を 中心 に、 一 質 量 産

システムを確立、納期の短縮営計ります。

空 里 主 型劃 量産システムにより、従来の金属外装にく句ベロ ーコ

ストでお届け出来ます。

広 範 囲 の 用 途 | 汎用性に富み、建物の エクステ リア; イ ンテリ7 _

又、新築 ヒツレにも、改装 lこも修11利 用 1I 改けます。

標準仕機

ヰオ 質 f士 上

ステンレス ( J IS SUS- 304)  Iカラ一発色、アクリル・ウレタン樹脂焼付塗装

Ｗ Ｉｶｾ＠ ( J IS A- l l ∞P H)  I二次電解着色、アクリル・ウレタン樹脂焼付塗装

ブロンズ

標準カラ一

線準カラーは5色: エクセルフー

ラック、エク セノレステン、エクセ

ノレホワイト、エクセノレンノレノf 一、

エクセルフーロンズ。その他のカ

ラーについてもお) 芯λ L 、たします。

テクスチュア ( P- IO>

アートワーク

くEEI 烏〉は、創業以来60有余年、建築の内外空間に有用で‘ 美し

い金属製品を造りつづけ、その永L 、伝統をふまえた何Ij値ある技術

と人間精神の復活を、金属に託してきました。建築の分野はもとよ

り、 モニユメントやレリ ーフなど、金属アートやクラフ トの分野にも、そ

の活躍は目ざましく、同内はもちろん、広〈海外でも多くの建築空

間に活かされてきました。〈間島〉のアー トワーク 14:、 これからも、建

築デ、ザインの世界に新鮮な風を送りつづけます。

本社 〒 100 東京都千代田区永 田町2-14-3

T E L  03-581-6291 (大代)

カタログをご希望の方は、 お気 軽 に本 社 ・特 版部までお申 し込み下 さい。
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A  

価 手

九25

五 St

0 32 

円211

送じ;

料 品九

共 て七

E史五

、_.. !¥Y- 搭

、で Ｑ ヒ ｴ 足さん ｾｯ気にしなむ

床の光は心 の 光 曹司，

T1¥J l ml.¥V  
・北陸n 0762 (3 1) 5741 ・名古屋台052( 57 1) 6361 ・高松宮0878 (62)  5285 

. 長野合0263 (27) 印刷 ・神 戸n 078(232) 0132 ・福岡n 092 (7 12) 9141

・静岡n 0542 (81) 8931 ・広島n 082(246) 9436 ・鹿児島台0992 (51)  6556 

- 強じんな極太パイルが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せますh

・パイルの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれま太一

・コーヒー、コーラなどの汚れも水洗いで簡単

に落とせま℃

・少しの勾配と排水口さえあれば、マン‘ ンョン

などの外廊下にも大丈夫。乾湿が繰り返え

されても力' ラス繊維で干補強された塩ヒ〉心y キ

ング層は伸び縮みカ、ありません。

・耐久性、健色性、告IJ 電性に優れていまt九

特 徴

間ヨロー害Z

靴底の汚れと水を力ッ卜する

センイ床タイルの極太タイプ(50cm角)

ステル ガラ

不織布 補強膚

・仕 様 ｉｾ イ ｪ レ Ｏ ｂｃｆ ポリ プ ロ ピレン ＱＰＰ ＥＨ 徳太単糸Ｉ

J てッキング' l p.v. C 特殊コンパウンド+ ガラス繊維不織布( 積層)

寸法/ 500. 0 X  500.  Omm 全厚/ 9 . 5 mm 色数/ 5色

設計価絡/ 9，900円1m' (材工共300m'以上)

i'Jil た中fl:J i記は、ぷ|民lからエレベーターホー

ル や 附 段へ の到j 線に集，，-，しますユもし、ここ

で'i' J れをカットしてフールできたら建物全体

の! ぶは、もっと作易に" クリーン" を似てま九九

こん な ｉｾ Ｎｮいを解決す るのカＧＺ 50cmY[ J センイ

ばタイ/ レのフ。ローチェで t九タジマならでは

のパ ｹ キ ン ク Ｑ 支 ｴｬｈ カ引ｾＩＨ繊 ｾＺｈ Ｚ をし っ か ＱＩ 文

えている、キーフラリーンへの新提案で‘ t九

03379- 3  雑 誌

- 多 摩霊堂0425 (27)  8132 

・4黄浜含 045( 681) 4835

・新 渇宮0252 (65)  0261 

. 仙台n 0222 (22) 6413 

・北聞東宮0486 (51) 9721 

・車関東n 0472 (48)  0635 

. 大 飯倉 06(441 ) 5951

・札 幌含011 (231) 8261  

・盛岡宮0196( 22) 3532

見本帳をお求めドさL 、。

国島応用化工株式会社 東京営難所

，_' 1  01東 京 都 千代 田 区岩本町3-1 ト 13n 03 (866) 6101


